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序章 

 

 本論文は、フィリピン・ルソン（Luzon）島北部カリンガ（Kalinga）州パシル（Pasil）１にお

いて 2005 年 5 月～2006 年 3 月、同年 8 月、2009 年 4 月～2010 年 3 月、2010 年 10 月～2011

年 3月の計 30 ヶ月間に亘って行ったフィールド調査２で得たデータをもとに、ゴパスGopas３と

呼ばれる儀礼の一部を構成している「『遊び』の過程」に焦点を当て、この過程においてパシルの

人々の身体性と社会関係からの「ずれ」がクローズアップされ、新たな要素が取り込まれながら

人々の身体性と社会関係が再調整されることを明らかにしようとするものである。本論文で「『遊

び』の過程」と呼ぶものは、ゴパス儀礼において他の過程とは全く異なる形態を呈する特異な過

程であり、このような「『遊び』の過程」は、パシルにおける日常生活の様々な部分にも見出すこ

とができる。こうした「『遊び』の過程」の分析を通じて、日常での身体性と社会関係を解体する

過程としての「『遊び』の過程」が文化変容における緩衝帯としての役割を果たしているのではな

いかとの見通しを示すことが本論文の目的である。 

 本論文が対象とするパシルはルソン島北部のコルディリエラ（Cordillera）地域に位置してい

る。フィリピンの低地社会と比較して、急峻な山々に囲まれたコルディリエラは、約 300 年間に

及んだスペインによる支配の影響が少なかった地域として知られている。比較的孤立した生活を

営んできたコルディリエラの山地諸民族は、民族ごとにいくらかの差異を有していながらも、多

くの社会的・文化的特徴を共有しているために、人類学者たちの比較研究の格好の場となった。

それらの比較研究においては、民族間の差異は一方から他方への変化によって生じたものである

と考えられたり、地域集団は対外的な一体性を持つものとして捉えられ、比較の単位を明確にす

ることなく分析が進められがちであった。本論文はその反省に立って、伝統的な暮らしをしてい

るようにみえる人々の社会の中に外部の新しい要素が取り込まれる仕掛けを見出そうとする。 

 比較的孤立した暮らしを営んできたコルディリエラ山地諸民族も、近年、外部から流入する様々

なモノや制度、情報などの影響を受けており、人々の生活には様々な変化が生じてきている。そ

の結果、コルディリエラ諸社会における社会的・文化的変容に言及する研究も見られるようにな

った。そうした研究には、コルディリエラの儀礼と社会的経済的変化との間の関係を考察したマ

ルティン・ルウィス（1992）の研究や、ティンギャン（Tinguian）の人々の葬送儀礼の変化を詳

細に分析した杉井信（1995）の研究、ボントック（Bontoc）社会において村レベルの慣習法と国

家レベルの法が相互浸透し、規範の新たな混合形式が生まれていることを明らかにした合田濤

（1993）の研究などがある。それらの研究は、社会的・経済的背景との関わりで儀礼を捉え直し

たり、儀礼そのものの変化を詳細に検討したり、あるいは、ミクロとマクロの各領域が相互に浸

透し合う様を分析したりすることによって、コルディリエラの伝統社会における近年の様々な変



化を描写している。しかし、なぜそのような変化が生じ得るのかや、外部から流入する、あるい

は導入される新しいモノや要素などを人々がどのようにして受容したり取り込んだりしているの

かという社会的・文化的変容のメカニズムに関する詳細な考察はなされていない。 

 本論文は、社会の中の「中間的領域」に着目することによってコルディリエラの文化変容のメ

カニズムを明らかにしようとするものである。研究対象地域のパシルにおける文化変容のメカニ

ズムを探るとともに、文化変容の考察において社会の中の「中間的領域」が重要性を有している

可能性を指摘したい。 

 社会の中の「中間的領域」の問題については、これまで認識人類学の視点から論じられてきた。

認識人類学は、言語を手がかりとして、当該文化において人々がどのように自分たちの世界を分

節化し、認識しているかという問題に取り組む学問分野である。この分野の方法論の基礎を築い

たとされるのは、フィリピン・ミンドロ島のハヌノオ・マンヤン族の詳細な民族誌的研究を行っ

たハロルド・コンクリンである。コンクリンは、ハヌノオ・マンヤン族が西欧の人々とは異なる

仕方で色彩や植物を認識していることを明らかにした。コンクリンの功績は、言語学における分

析手法を人類学に取り入れることで、民俗分類という研究領域を明確に示したことにある。 

 コルディリエラ地域の社会を対象とするこれまでの認識人類学的考察の中では、明確な分類範

疇におさまらないような中間的・両義的領域や曖昧な領域の存在が指摘されてきた。例えば、合

田濤（1989）はコルディリエラのボントック社会において範疇間を媒介する両義的な場が存在し

ており、聖樹やアト ato と呼ばれる男子集会所が居住区の内・外や居住区と他界とを媒介する場

であることを明示している。 

 このような両義的な領域が有する潜在的な重要性の予感をもとに本論文がクローズアップする

のは、パシルに見られるゴパス儀礼の一部を構成している「『遊び』の過程」である。この「『遊

び』の過程」は「規範」と「反規範」をつなぐ「中間的領域」として捉えられ、「規範／反規範／

中間的領域」の 3 項対立的図式をもとに、その「中間的領域」を「『規範』と『反規範』のそれ

ぞれの要素が相互に交渉し合ったり混じり合ったりする領域」として定義づけることができる。

外部から流入する・導入される既存の論理からずれた新しい要素は、一旦こうした「中間的領域」

に吸収され、既存のものと相対化された後に、部分的に、あるいは全面的に受容されると仮定す

れば、パシルにおける文化変容のメカニズムを考察する上でこの「中間的領域」が重要性を有し

ていると考えられよう。 

 本論文がとり上げる儀礼の名称である「ゴパス gopas」とは、「（布などを）切る」を意味する

パシル語である。ゴパス儀礼は、主としてゴパスの守護霊を継承する人やその子どもが病気に罹

った場合に、その病気を癒す目的で行われるものである。ゴパスの守護霊の継承者である親を持

ちながらも、ゴパスの守護霊を保有していなかった人は、病気を契機とせずともその儀礼を受け



ることで守護霊を与えられ、「ゴパスの守護霊の継承者」として人々から認知されるようになる。

なお、本論文における「病気」は、症状も含めて、病者が経験する「病い」と生物学的実体とし

ての「疾病」の両者を含む包括的な概念を指す。 

 このゴパス儀礼を執り行うことができるのは、マンゴゴパスmanggogopasと呼ばれるシャーマ

ンであり、2011年 3月現在、マンゴゴパスを務めることができるのはパシルのバランガイ・カガ

ルアン（Barangay Cagaluan）４に住むイナ・バンウン（Ina Bang-on）だけであった。「イナIna」

とは、「母親」、「祖母」、「老女」を意味するパシル語である。「イナ・バンウン」という呼称で知

られるパウリナ（Paulina）さんは、筆者の推定で約 90 歳（2010年 1 月現在）の老婆である。 

 2010 年 1 月末、筆者はこのゴパス儀礼を受ける機会を得ることになった。この儀礼の全過程

や使用物などの詳細については第 7 章で紹介する。ゴパスに関する聞き取り調査のため、2005

年から度々、イナ・バンウンのもとを訪ねていた筆者は、いつもイナに、早くゴパス儀礼を受け

るようにと急かされていたのだが、ゴパス儀礼に必要となる様々な準備や資金のことを考え、儀

礼を受けることに踏み切れないままでいた。筆者がついに儀礼を受けることになった契機は、

2010 年 1 月にパシルを訪問中であった日本人の知人男性がゴパス儀礼を受けさせてほしいとイ

ナに懇願したことであった。ゴパス儀礼は男女のペアーに対して行う必要があるため、この知人

のパートナーとして筆者も儀礼を受けることになったのである。 

 2 日間に亘って執り行われた筆者たちのゴパス儀礼は、繁雑な過程で構成されていた。1 日目

の午後 6時頃に開始されたこの儀礼はその日の深夜まで続いたが、十分な睡眠をとる間もないま

ま夜明け前に再開され、午後 3時頃にようやく終了した。ゴパス儀礼は、そのクライマックスの

過程の名称である「バットーライ battolay」という名でも知られている。このバットーライは、

ひどく腰の曲がった老婆であるイナ・バンウンが金のイヤリングを持った人物を迫力ある勢いで

追いかけ回した末に失神するという衝撃的な過程であった。人々の話によれば、イナは、大人の

男性数人で取り押さえねばならないほど乱暴な振る舞いをすることもあるという。ゴパス儀礼は

その大半が意味に満ちた繁雑な過程で構成されており、バットーライのように緊迫した雰囲気で

進められる過程も観察できた。しかし、儀礼のクライマックスであるバットーライの後の豚肉の

共食後には、イナ・バンウンと彼女のアシスタントの老婆がそれまでの真剣な態度とはうって変

わって、まるで幼児に返ったかのような無邪気な振る舞いで遊ぶ姿が見られたのである。供犠さ

れた豚の残余の部位を用いた老婆たちの行為は、大人げない振る舞いや豚の部位に対する乱暴な

扱いなど、「ムラ」の生活空間において世間からの非難の対象となるような行為を含んでいたため、

その無邪気な振る舞いで儀礼参加者たちの「笑い」を誘いながらも、彼らを「困惑」させるもの

であった。意味に満ちたプロセスに組み込まれたこの老婆たちの「遊び」にはどのような意味が

存在するのだろうか。 



 本論文の第 1 の目的は、このゴパス儀礼の「遊び」の過程において、「ムラ」の日常空間にみ

られる人々の身体性と社会関係からの「ずれ」が体現され、新たな要素が取り込まれながら身体

性と社会関係の再調整が行われることを明らかにすることである。「遊び」の過程においてクロー

ズアップされる「ずれ」は、世間からの非難の的となったり、調停の対象となったりするような

身体性と社会関係を彷彿させるようなものであるために、儀礼参加者たちに新たな視点を与え、

複数の身体と社会関係の在り方を人々が内部化する余地を生み出す。 

 そして、本論文の第 2 の目的は、あるべき身体性と社会関係からの「ずれ」によって「規範／

反規範」の要素が相対化される領域であるこの「遊び」の過程が、人々のものとは異なる身体性

と社会関係を前提としている近代医療の受容を可能にしていることを明示することである。 

 ゴパス儀礼の「遊び」の過程において再調整されるのはパシルの「ムラ」の成員として「ふさ

わしい身体性と社会関係」である。そこでの身体性と社会関係の操作は重層的に社会関係全般に

波及し、「ムラ」の日常性の解体と再調整を巻き込んでいく。本論文における「ムラ」は、「通常

的な面接関係のもとで共住する人々が第一義的な帰属意識を持つ地域的なまとまりで、社会にお

ける最大の政治的・法的単位となるもの」を意味している。社会の構成員にふさわしいと考えら

れている身体性を備えた構成員の間の持続的かつ反復的な相互作用が社会を成り立たせていると

いう意味で、人々の身体性は社会関係とも密接に関連しているといえるだろう。こうした観点は、

「伝統／近代」の 2項対立的図式の中で現象を捉えがちであった文化変容の理論、とりわけ「伝

統医療と近代医療の共存」というような多元的医療体制の議論に対して新たな仮説を提示し得る

と思われる。 

 地域研究のひとつの目途は様々な視点の交錯を記述することにあるが、本論文ではさらにそこ

から一歩進んで、多様な視点を人々がどのように内部化しているかという点を問う。コルディリ

エラの地域研究は、これまで民族間の差異や人々の生活に見られる社会的・文化的変容を一方の

民族から他方のそれへの変化とみなしたり、「伝統」から「近代」へという近代化論的図式のもと

に捉えたりしがちであったが、本論文では、伝統的な暮らしをしているようにみえる人々の社会

の中に外部の新しい要素が受容される仕掛けを見出そうというのである。 

 この点で本論文は、コルディリエラの地域研究に新たな視座をもたらそうとする試みであると

言うことができるが、「中間的領域」に着目する本論文がコルディリエラの地域研究にもたらすも

のは、それだけにとどまらない。「中間的領域」に見られる新たな要素の受容過程こそが地域社会

を生成する原理であり、コルディリエラをひとつの纏まりある地域にしているメカニズムに他な

らないからである。 

 本論文の各章の概要は次の通りである。 

 パシルにおける近代医療の受容メカニズムを明示するための足掛かりとして、第 1章では、諸



社会への近代医療の導入に関するこれまでの人類学的研究の問題点として、人類学が非西洋社会

における近代医療の流入を当然のものとして研究を行ってきたことや、近代医療の流入を外から

の（あるいは上からの）一方向的な現象として捉えてきたことを批判し、これとは異なる枠組み

の可能性を指摘する。近代医療が非西洋社会に浸透するという漠としたイメージを前提とした研

究においては、近代医療が非西洋社会に導入された場合に、実際にどのようなメカニズムによっ

てそれが人々に受容されるのかを明らかにすることはできない。本論文は、社会の中の「中間的

領域」が文化変容における緩衝材としての役割を果たしており、ここに近代医療の受容メカニズ

ムを見出すことができるのではないかとの見通しを呈するものであることをここで表明しておく。 

 第 2 章では、社会の中に存在する「中間的領域」が文化変容のメカニズムを説明し得るのでは

ないかとの見通しを理屈づける理論的枠組みを展開する。まず、「構造／反構造」のような 2 項

対立的図式を前提に、「反構造」の要素や両義性が「構造」を再活性化すると論じた従来の象徴秩

序をめぐる議論を概観した上で、相反する 2 項に両者をつなぐような「中間的領域」を加えた 3

項対立的図式を提示し、その「中間的領域」を「相反する 2 項の要素が相互に混じり合ったり交

渉し合ったりする領域」として定義づける。そして、この「中間的領域」が新たな要素を組み込

みながら「構造／反構造」や「規範／反規範」の枠組みを再調整すること、および文化変容にお

いて重要性を有している可能性があることを示す。 

 理論的枠組に加えて、第 3 章では本論文の方法論的枠組みを提示する。いかなる社会も身体を

管理しているとする身体社会学の観点に立ち、①身体の管理に関する議論、②身体性と社会関係

の揺らぎに見る多元的医療体系、③身体性と社会関係の交渉の場に関する認識人類学的空間認識、

の 3つの分析層を提示するとともに、パシルにおけるフィールドワークの概要や方法論を示して

おく。 

 第 4 章では、調査地であるパシルのムラ、および人々の身体性と社会関係について概観する。

パシルの人々の生活空間や生活様式を俯瞰し、本論文において重要なポイントとなる人々の身体

性とそれに密接に関わっている社会関係を、パシルにおける社会規範や親族構成、農業活動との

関わりから見ていく。また、パシルの人々の生活空間が「日常」や「非日常」などに区分される

ことにも言及し、そうした区分が後の第 7章および第 8 章の分析の前提にもなっている。 

 パシルの人々が住む世界を俯瞰した上で、第 5 章ではフィリピンにおける近代医療の導入の歴

史についてまとめるとともに、パシルに近代医療が導入されていった過程や歴史を辿っていく。 

 1960 年代に近代医療が導入されて以来、従来の伝統医療と近代医療が併存しているパシルの現

況を踏まえ、第 6章ではパシルにおいて人々が病気に罹患した際、病者の社会関係上の問題に応

じて霊的存在か近代医療的知識の要素が織り込まれながら病因論が組成されることを論じる。そ

うすることで、パシルにおける病因論が「伝統」と「近代」の階層構造をもたない医療体系の中



で展開していることを示す。 

 第 7 章ではパシルにおけるゴパス儀礼の過程を紹介し、この儀礼の一部を構成している「遊び」

の過程が非日常世界と日常世界における複雑な意味の源泉となっていることを明らかにしたい。

日常では無価値なものとされている豚の部位を乱暴に扱いながら、老婆が幼児のように振る舞う

という人々の通常の論理からずれたこの「遊び」は、意味の空白を生成するとともに、新たな意

味を創出し得る複雑な意味の源泉となっている。 

 無限の意味を曳き出す空間として「遊び」の過程を捉えた上で、最終章の第 8章では、この「遊

び」の過程においてムラの人々の身体性と社会関係からのずれが体現されることにより、新たな

要素が取り込まれながら身体性と社会関係が再調整されることを論じる。加えて、社会の中の「中

間的領域」としてのこの「遊び」の過程がパシルにおける「文化変容の緩衝帯」となっており、

近代医療の受容を可能にしていることを明示したい。 

 

 

 

 
                                                   
１ パシルはカリンガ州の 7のムニシパリティ（Municipality）の一つである。フィリピンの行政
単位であるムニシパリティは、日本の「郡」や「町」の単位に類似する。カリンガ州は、バルバ
ーラン（Balbalan）、パシル、ルブアーガン（Lubuagan）、ピヌクプック（Pinukpuk）、タヌー
ダン（Tanudan）、ティンラーヤン（Tinglayan）、リサール（Rizal）の 7のムニシパリティと州
都のタブック（Tabuk）・シティーで構成されている。 
２ 2009年 4月～2010年 3月、2010年 10月～2011年 3月のフィールド調査においては、フィ

リピン国立大学ディリマン校アジアセンターに客員研究員として所属し、大阪大学「学生海外短

期研究留学助成」を受けた。 
３ パシル語の音韻体系については、ギーザー（Gieser）によるパシルのギナアン語に関する文献

を参照した。ギーザーの著書においてギナアン語は、子音として、b, d, g, k, l, m, n, ŋ, p, s, t, w, y
及びグロッタル・ストップを、母音として、a, i, o, u を用いて記述されている。実際、子音の b
及び d は 3 種類、l は 2種類の異なる音韻を表すが、本稿ではこうした音韻に対して国際音声記

号を用いた厳密な記述はせず、ギーザーに倣って、上記の子音と母音を用いて記述しておく。ま

た、母音の a 及び i と e の音の互換性が確認できた箇所については、一部、eを用いている。 
４ 「バランガイ（Barangay）」はフィリピンにおける最小の行政単位である。パシルには、バリ
ンシアガオ・ノルテ（Balinciagao Norte）、バリンシアガオ・スル（Balinciagao Sur）、マグシ
ーライ（Magsilay）、アブレッグ（Ableg）、カガルアン（Cagaluan）、ギナーアン（Guina-ang）、
バラートック（Balatoc）、マロクサッド（Malucsad）、プゴン（Pugong）、ガルダン（Galdang）、
バグターヤン（Bagtayan）、コラーヨ（Colayo）、ダルーパ（Dalupa）、ダンターラン（Dangtalan）
の 14のバランガイが存在する。尚、地名の表記は、“The Municipal Comprehensive Land Use 
Plan and the Zoning Ordinance of the Municipality of Pasil”に従って記述している。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BB%9F%E5%8F%A3%E8%93%8B%E9%BC%BB%E9%9F%B3
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第 1 章  近 代 医 療 の導 入 と 人 類 学  

 

 

第 1 節  医療 人 類 学 にお け る 近代 医 療 １ の導 入 を めぐ る 問 題  

 

 ア フ リ カに お け る 医療 人 類 学的 研 究 の 動向 を ま とめ た 宇 田 川に よ れ ば、

1960 年代 以 降、ア メ リカ に お いて 医 療 人 類学 が 一 つの 研 究 領 域と し て形

を 成 し て から 、 医 療 に関 す る 人類 学 的 研 究の 方 向 性は 、 医 療 シス テ ム論

を 交 点 と して 、 病 気 とそ の 治 療と い う 現 象を 通 じ て当 該 社 会 ・文 化 の特

質 を 描 こ うと す る 人 類学 の 基 礎的 研 究 の 軸と 、 当 該社 会 に お いて 適 切な

医 療 体 制 を形 成 し よ うと い う 意図 を 有 す る応 用 人 類学 的 研 究 の軸 の 2 つ

の 軸 の 間 で多 様 化 し てき た （ 宇田 川  1993： 173）。  

 あ る 社 会に 従 来 の 医療 体 系 とは 異 な る 医療 体 系 が導 入 さ れ た時 に どの

よ う な 現 象 が 見 ら れ るか と い うこ と は 、 病気 と 健 康に 関 わ る 社会 的 ・文

化 的 現 象 を研 究 対 象 とす る 医 療人 類 学 が 最初 に 取 り組 ん だ テ ーマ の 1 つ

で あ る 。 欧米 の 植 民 地主 義 の 展開 と と も に世 界 の 諸地 域 に 導 入さ れ た近

代 医 療 は 、そ の 後 、 先進 国 に よる 国 際 保 健医 療 協 力な ど を 通 じて 世 界の

隅 々 に ま で行 き 渡 る よう に な った 。 日 本 にお け る 医療 人 類 学 の草 分 け的

研 究 者 の 一人 で あ る 波平 恵 美 子は 、 近 代 医療 の 導 入が 当 然 引 き起 こ すと

考 え ら れ て い た 伝 統 医 療 ２ と 近 代 医 療 の 葛 藤 や 衝 突 に つ い て 次 の よ う

に 述 べ て いる 。  

 

 

 そ れ ま で 現 代 医 療 が 知 ら れ て い な い 社 会 に 現 代 医 療 が 導 入 さ れ

た 場 合 に 、人び と が それ を 恐 怖や 敵 意 の 対象 に し 、特に 、伝 統的 な
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治 療 師 た ち が 自 分 た ち の 権 威 が 侵 さ れ る こ と を 恐 れ て 排 斥 す る と

い う 推 測 が か つ て は あ っ た 。 し か し 、 こ れ ま で 知 ら れ て い る 限 り 、

そ の 導 入 が強 制 を 伴 わな い 限 り 、推 測 さ れて い た よう な 排 斥 行動 は

決 し て 見 られ な い。むし ろ 、人 び と は急 速に 新 し い医 療 体 系 に馴 染

み 、評価 査 定し 、彼 らの「 治 療 戦略 」に 従っ て 従 来の 治 療 体 系と 共

に 選 択 の 対象 に と り 入れ る （ 波平  1998： 150）。  

 

 

伝 統 医 療 の消 失 や 近 代医 療 の 排斥 を 懸 念 する 大 方 の予 測 に 反 して 、 伝統

医 療 は 、宗 教 体 系の 変化 や 他 文化 と の 接 触な ど に よる 変 容 も 見せ な が ら、

新 来 の 近 代医 療 と 併 存し て い るの で あ る 。  

 近 代 医 療が 非 西 洋 社会 に 導 入さ れ た 場 合、 当 該 社会 の 人 々 に対 す る導

入 者 側 の 強制 に よ っ て受 容 さ れる パ タ ー ンや 、 当 該社 会 の 人 々に よ って

積 極 的 に 受容 さ れ る パタ ー ン 、受 容 さ れ るも の の 、従 来 の 医 療体 系 とと

も に 併 存 して い る パ ター ン な ど、 そ の 受 容の さ れ 方は 一 様 で はな い 。ル

ソ ン 島 北 部の コ ル デ ィリ エ ラ 地域 に お い ても ア メ リカ 統 治 期 以降 に 近代

医 療 が 導 入さ れ る よ うに な り 、受 容 が 比 較的 ス ム ーズ に 進 み 、伝 統 医療

が 衰 退 し たよ う に み える 社 会 や、 あ ま り 受容 が 進 んで い な い よう に 見受

け ら れ る 社会 な ど が 見ら れ る 。本 論 文 が 研究 対 象 とす る パ シ ルで は 伝統

医 療 の 消 失や 近 代 医 療の 排 斥 とい っ た 現 象は 見 ら れず 、 近 代 医療 は 伝統

医 療 と と もに 人 々 に 利用 さ れ てい る と い う状 況 に ある 。 こ の よう な 状況

下 に あ る パシ ル を 対 象と し て 、近 代 医 療 がど の よ うに 人 々 に 受容 さ れる

の か 、 そ のメ カ ニ ズ ムを 明 ら かに す る こ とが 本 論 文の 目 的 で ある 。  

 近 代 医 療の 拡 張 を めぐ る こ れま で の 人 類学 的 研 究の 動 向 を 整理 し た奥

野 克 己 は 、人 類 学 は 近代 医 療 を対 象 社 会 の背 景 に 所与 の も の とし て 置く
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こ と で 調 査・ 研 究 を 行っ て き たた め に 、 世界 の 様 々な 地 域 に 広が る 近代

医 療 を め ぐる 研 究 は しっ か り とし た 足 場 を与 え ら れて き て い ない と いう

実 状 を 訴 え て い る （ 奥 野  2003： 182）。 奥 野 に よ れ ば 、 18 世 紀 末 以 降

の ヨ ー ロ ッパ 諸 国 の 国勢 管 理 にお い て 、 公衆 衛 生 や予 防 医 学 を含 む 近代

医 療 は 、「 生権 力（ bi o -power）」の 行 使に おい て 重 要な 役 割 を 担う よ う に

なっ た（ ib id .： 181）。国家 が 、国民 の 生 を管 理 し 、保 護 し 、人口 を 調 整

す る よ う にな る と 、 国民 の 身 体は 管 理 の 対象 と な り、 近 代 医 療は 実 際に

身 体 へ 権 力を 行 使 す るエ ー ジ ェン シ ー と して 機 能 する よ う に なっ た ので

あ る 。 し かし 、 近 代 医療 の 拡 張や 導 入 を めぐ る 研 究に は 、 上 から の 一方

向 的 な 現 象と し て の 近代 医 療 の流 入 や 身 体管 理 と いう 視 点 が 伏在 し てお

り 、 管 理 の対 象 と な る身 体 に よる 抵 抗 や 既存 の 身 体性 と の 葛 藤な ど の描

写 が 欠 落 しが ち で あ った 。  

 日 本 に おけ る 国 家 およ び 近 代医 療 に よ る女 性 に 対す る 身 体 管理 と それ

へ の 抵 抗 の可 能 性 に つい て 論 じた 柄 本 三 千代 は 、 母性 イ デ オ ロギ ー 批判

を 巧 み に 取り 込 ん だ 母子 保 健 法を 後 ろ 盾 に、 リ ス クと し て の 「少 子 化」

を 宣 伝 す るこ と に よ って 、 国 家や 近 代 医 療は 「 母 性」 と 規 定 され 育 児能

力 の 低 下 を刻 印 づ け られ て い る女 性 た ち の私 的 領 域へ の 介 入 を正 当 化 し

て い る こ とを 主 張 し た。 私 的 領域 に 対 す る仔 細 な 介入 を 正 当 化す る ため

に 、 近 代 医療 の 科 学 的専 門 的 知は 、 身 体 の外 部 に ある 「 健 康 の基 準 」を

根 拠 と し た匿 名 性 を 武器 に し なけ れ ば な らな い 。 しか し 、 そ こに 潜 む大

き な パ ラ ドッ ク ス に つい て 、 柄本 は 次 の よう に 指 摘し て い る 。  

 

 

 健 康 が 人び と の 重 大な る 関 心事 と な っ てい る 今 日、能 力の 低下 し

た 素 人 と され る 人 び とも 、あ る 程度 の 科 学的 専 門 的知 を 手 中 に収 め
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て い る の であ る 。私 的領 域 へ の浸 入 ゆ え 、素 人 的知 と 重 なり 合う 科

学 的 専 門 的知 と の せ めぎ あ い を経 験 す る こと に よ り、あ えて「健 康

の 基 準 」 か ら 外 れ た 苦 難 や 悪 を 実 践 し 、‘ さ さ や か な る 抵 抗 ’ を 試

み る チ ャ ンス を 手 に する 可 能 性も 高 く な る 。…（ 中 略）こ の よう な

抵 抗 の 潜 在的 可 能 性 を支 え て いる の は 、客観 化 さ れた 科 学 的 専門 的

知 に よ っ ては 統 制 さ れて し ま うこ と の な い身 体 的 経験 で あ る 。感覚

や 感 情 と 切り 離 さ れ てい る か のよ う に 装 う統 制 で あれ ば こ そ 、当該

の 統 制 に 対 し 抵 抗 可 能 な 領 域 が 残 さ れ る の で あ る （ 柄 本  1999：

341 -342）。  

 

 

こ の 柄 本 によ る 論 考 は、 管 理 の対 象 と な る身 体 に よる 抵 抗 や 近代 医 療を

受 容 す る 側の 創 造 性 に関 し て 多大 な 示 唆 を与 え て くれ る 。 こ れま で の人

類 学 は 、 近代 医 療 の 導入 や 流 入を 非 西 洋 社会 に 近 代医 療 が 浸 透す る とい

う 漠 と し たイ メ ー ジ の中 で 捉 えが ち で あ った が 、 今後 の 近 代 医療 を めぐ

る 人 類 学 的研 究 に お いて は 、 近代 医 療 の 導入 を 上 から の （ あ るい は 外か

ら の ） 一 方向 的 な 現 象と し て 捉え る の で はな く 、 それ を 受 容 する 側 の創

造 性 を 検 討す る 試 み を蓄 積 し てい く 必 要 があ る だ ろう 。 こ う した 試 みに

よ っ て 、 非西 洋 社 会 にお け る 近代 医 療 の 受容 を め ぐる 現 象 を 鮮明 に 描く

こ と が 可 能と な る に ちが い な い。  

 本 論 文 の目 的 は 、 近代 医 療 の導 入 者 側 の視 点 で はな く 、 そ れを 受 容す

る 側 の 視 点を 意 識 し なが ら 、 伝統 医 療 と 近代 医 療 が 併 存 す る パシ ル にお

け る 近 代 医療 の 受 容 メカ ニ ズ ムを 明 示 す るこ と で ある 。 社 会 の中 の 「中

間 的 領 域 」が 文 化 変 容に お け る緩 衝 材 と して の 役 割を 果 た し てお り 、こ

こ に 近 代 医療 の 受 容 メカ ニ ズ ムを 見 出 す こと が で きる の で は ない か との
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見 通 し の もと 、「中 間的 領 域 」と し て の 、ゴ パ ス 儀礼 の 中 の 「『 遊 び』 の

過 程 」 に つい て 考 察 を深 め る 。  

 次 章 で は、 社 会 の 中の 「 中 間的 領 域 」 が近 代 医 療の 受 容 メ カニ ズ ムを

説 明 し 得 る可 能 性 を 理屈 づ け る理 論 的 枠 組み を 提 示し た い 。  

 

 

 

 

                                                   
１ 奥 野 克 己 の見 解 に 従 って 、本 論 文 では「 近代 医 療」と いう 語 を、「 西 洋

医 療 、 西 欧医 療 、 コ スモ ポ リ タン 医 療 と いう 同 義 語を 持 つ 医 療実 践 のこ

と 」 と し て 用 い る （ 奥 野  2003： 190）。 ま た 、「 近 代 医 療 の 拡 張 」 を 、

「 単 に 西 洋近 代 で 発 達し た 近 代医 療 の 非 西洋 へ の 移植 と し て では な く、

地 球 上 の 諸地 域 に お いて 近 代 医療 が 導 入 され る よ うに な っ た 政治 経 済的

領 域 に お け る 『 人 口 』 に 対 す る 統 治 技 術 の 広 が り 」 と し て 捉 え た い

（ ib id .： 182）。  

２  「 伝 統 医 療」とい う語 を 用 いる 際、宇 田川 学 が 指摘 す る よ うに「一 体

何 が 伝 統 なの か」と いう 問 題 があ る（ 宇 田川  1993：173）。本論 文 で は、

「 近 代 医 療と 対 比 さ れる 、 そ の地 域 に 土 着、 固 有 とみ な さ れ る医 療 のこ

と 」 と し て「 伝 統 医 療」 と い う語 を 使 用 する 。  
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第 2 章  理 論 的 枠 組み  

 

 

第 1 節  本章 の 構 成  

 

 当 該 社 会に お け る 社会 的 ・ 文 化 的 変 容 を一 方 の 社会 か ら 他 方の 社 会へ

の 変 化 の 結果 と し て 、あ る い は「 伝 統 」 から 「 近 代」 に 至 る 近代 化 の過

程 や 結 果 とし て 捉 え がち で あ った こ れ ま での コ ル ディ リ エ ラ 研究 に 対し

て 、 本 論 文は 、 こ れ まで と は 異な る 視 点 から コ ル ディ リ エ ラ にお け る文

化 変 容 と いう 現 象 を 捉え な お そう と す る もの で あ る。   

 近 年 ま で、 人 類 学 にお け る 「文 化 」 は 、そ の 統 合性 や 安 定 性を 前 提と

し て 概 念 づけ ら れ た り、 土 地 に根 差 し た 固定 的 な 概念 と し て 捉え ら れた

り し て き た。 文 化 人 類学 に お ける 古 典 的 な文 化 の 概念 は イ ギ リス の 人類

学 者 の エ ドワ ー ド ・ タイ ラ ー によ る も の であ り 、 彼は 文 化 を 「知 識 ・信

仰 ・ 芸 術 ・法 律 ・ 風 習・ そ の 他、 社 会 の 成員 と し ての 人 間 に よっ て 獲得

さ れ た 、 あ ら ゆ る 能 力 や 習 慣 を 含 む 複 合 的 全 体 （ Tyl or 1871、 引 用 は

石 川 に よ る  1979： 6）」 と 定 義づ け た 。  

 ア メ リ カの 人 類 学 にお い て は初 期 の 指 導者 で あ るフ ラ ン ツ ・ボ ア ズが

1920 年代 に 示し た 見解 を 契 機と し て、文化 は ウ ィッ ス ラ ー やク ラ ッ クホ

ー ン な ど の人 類 学 者 によ っ て 概念 づ け ら れて き た 。文 化 を 、 それ を 構成

し て い る 諸要 素 の 寄 せ集 め 以 上の も の と して 捉 え たボ ア ズ は 、文 化 とは

そ れ を 構 成す る 諸 要 素を 理 解 可能 な も の とす る 枠 組み や 記 号 の体 系 であ

る と 考 え た。 人 々 の 理解 の 仕 方に 関 わ り 、そ の 社 会の 固 有 性 を表 す もの

と し て 文 化を 捉 え る ボア ズ の 視点 は 文 化 相対 主 義 と呼 ば れ る もの で あ る。   

 そ の 後 、1970 年代 には ク リ フォ ー ド・ギア ツ が 文化 を 意 味 の網 の 目 と
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捉 え 、 解 釈人 類 学 を 提唱 し た 。解 釈 人 類 学的 ア プ ロー チ は 文 化を 「 意味

の シ ス テ ム」 と し て 捉え 、 人 々自 身 が 自 らに 創 り 上げ る 意 味 の世 界 と世

界 の 意 味 を 、「 彼 ら 」 の 肩 越 し に 読 み と ろ う と し て き た （ 船 曳  2001：

26）。 こ う し た 解 釈 人 類 学 的 立 場 は 、 民 族 誌 を 書 く と い う 作 業 を 基 に 、

文 化 だ け でな く 民 族 誌自 体 も 作品 と み な す。  

 1980 年 代 以 後 は 民 族 誌 を 書 く こ と が 人 類 学 の 中 心 的 作 業 で あ る と の

認 識 が 高 まる と と も に、 そ れ まで の 文 化 の定 義 に おけ る 当 該 社会 の 人々

の 日 常 生 活の 中 の 社 会関 係 に 対す る 意 識 の欠 落 が 指摘 さ れ る よう に な り、

新 し い 文 化の 定 義 が 必要 だ と 考え ら れ る よう に な った 。 そ し て、 文 化の

背 後 に 存 在す る 社 会 関係 を 注 視す る ポ ス トコ ロ ニ アル 人 類 学 以降 、 移民

の 文 化 の よう に 、 土 地に 連 結 した 固 定 的 な文 化 の 定義 で は 捉 えら れ ない

も の が あ ると の 見 方 が現 れ 、 文化 概 念 自 体の 転 換 の必 要 性 が 指摘 さ れて

き て い る 。  

 統 合 性 や安 定 性 か ら切 り 離 され た 近 年 の文 化 の 定義 と し て は、例 えば、

エ ミ リ ー ・シ ュ ル ツ とロ バ ー ト・ ラ ヴ ェ ンダ に よ るも の が あ る。 シ ュル

ツ ら は 文 化を 「 人 間 が生 活 す る広 大 な 世 界に 適 応 した り 、 そ れを 変 貌さ

せ る う え で人 間 が 利 用す る 、 学習 さ れ た 行動 と 観 念の 体 系 」 と概 念 づけ

た（ シ ュ ル ツ＆ ラ ヴ ェン ダ  2001： 11） １ 。種 と して 生 存 して いく た め

に は 、 人 間は 学 習 に 大き く 依 存し て お り 、生 存 に 必要 な 知 識 や思 考 、行

動 を 社 会 の他 の 構 成 員か ら 学 んだ り 、 創 造し た り する 。 さ ら にそ の 後、

シ ュ ル ツ らは 英 語 の「カ ルチ ャ ー cu l ture」を 大文 字 の それ と 小文 字 の そ

れ と に 区 別 し て 、 そ れ ぞ れ 次 の よ う に 定 義 し た 。 大 文 字 の 文 化 Culture

は 、「 高 度に 特 殊 化 され た 遺 伝子 プ ロ グ ラミ ン グ に依 存 す る こと な く 、種

と し て 人 間が 生 存 す るた め に 、様 々 な 行 動や 思 考 を創 造 し た り模 倣 した

り す る 社 会 の 構 成 員 の 能 力 」 で あ り 、 小 文 字 の 文 化 cu l tureは 、「 習 得 さ
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れ た 行 動 や 思 考 に 関 す る 特 定 の 伝 統 」 で あ る （ Schul tz  &  Lavenda  

2001）。 文 化 が 人 間 を 取 り 巻 く 環 境 へ の 適 応 と い う 意 味 を 有 し て い る 以

上 、 そ れ が変 化 す る とい う 視 点は 必 然 の もの で あ る。  

 以 上 、 文化 の 定 義 の大 ま か な系 譜 を 見 てき た よ うに 、 近 年 まで 文 化 は

そ の 統 合 性や 安 定 性 を前 提 と して 概 念 づ けら れ た り、 土 地 に 根差 し た固

定 的 な 概 念と し て 捉 えら れ た りし て き た 。そ の 一 方で 、 様 々 な要 因 によ

る 文 化 変 化の 現 象 に も多 く の 人類 学 者 が 関心 を 持 ち、研 究を 行っ て き た。

と り わ け 関心 を 持 た れて き た のは 、「文 化変 容 」や「 文化 の 接触 変 化 」と

呼 ば れ る 研究 分 野 で あり 、 こ れら は 1930 年代 以 降 にア メ リ カの 学 会で

ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ る よ う に な っ た 「 ア カ ル チ ュ レ ー シ ョ ン

（ accul turat i on）」 とい う 用 語の 訳 語 で ある 。  

 「 ア カ ルチ ュ レ ー ショ ン 」は 1930 年 代に レ ッ ドフ ィ ー ル ド、 リ ント

ン、 ハ ー スコ ヴ ィ ッ ツの 3 人 の 人 類学 者に よ っ て、「 異な った 文 化 をも

っ た 人 び との 集 団 ど うし が 互 いに 持 続 的 な直 接 的 接触 を し た 結果 、 その

一 方 、 ま たは 両 方 の 集団 の も とも と の 文 化型 に 変 化を 起 こ す 現象 （ 祖父

江  1996：194）」と 定義 さ れ た。欧米 に おけ る「ア カ ルチ ュ レー シ ョ ン」

と い う 用 語の 使 用 に つい て 簡 潔に ま と め た祖 父 江 は、 こ の 用 語の 訳 語と

し て 日 本 で定 着 し て いる 「 文 化変 容 」 と いう 用 語 につ い て 、 次の よ うに

指 摘 し て いる 。「 し か しア カ ル チュ レ ー シ ョン と い う語 は 単 に 文化 の 内容

が 変 化 す ると い う 意 味で は な く、 か な ら ずひ と つ の文 化 が 他 文化 と 『持

続 的 な 直 接的 接 触 を した 結 果 』と し て 起 こる 変 化 に限 定 し て いう の だか

ら 、 こ の 訳語 は 正 確 では な い （ ib id .： 195）」。  

 こ の 祖 父江 の 指 摘 を念 頭 に 置い て 、 本 論文 で は 「文 化 変 容 」と い う用

語 を 、単 な る 文化 の 内容 の 変 化と い う 意 味で は な く、「 異 な った 文 化 をも

っ た 人 び との 集 団 ど うし が 互 いに 持 続 的 な直 接 的 接触 を し た 結果 、 その
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一 方 、 ま たは 両 方 の 集団 の 既 存の 文 化 に 変化 を 起 こす 現 象 」 とい う 意味

で 用 い る こと に す る 。も っ と も、 レ ッ ド フィ ー ル ドら に よ る アカ ル チュ

レ ー シ ョ ンの 定 義 に おけ る 「 文化 」 お よ び「 文 化 型」 と い う 語は 、 先述

のよ う な 固定 的 で 安 定的 な 文 化概 念 を 前 提と し て 用い ら れ て いる こ とは

言 う ま で もな い 。  

 人 類 学 にお け る 文 化変 容 を 含む 文 化 変 化の 分 析 にお い て は 、そ の 現象

を、接 触し 合う 2 つ の文 化 の 質に よ っ て ①文 明 と 無文 字 文 化 の接 触 、②

文 明 ど う しの 接 触 、③無 文 字 文化 ど う し の接 触 の 3 つ の タ イ プに 分 類し

た り 、 内 容と い う 観 点か ら「 物質 文 化 」と「非 物 質文 化 」の 2 つに 分 け

た り 、 そ の動 因 に よ って 「 力 の強 い 側 か らの 圧 力 によ っ て お こる 場 合」

と「 力 の弱 い 側に お ける 自 由 意思 に よ っ てお こ る 場合 」の 2 つに 大 別 し

た り し て きた 。  

 そ し て その 研 究 モ デル に は 、長 期 の 時 間を 視 野 に入 れ た マ クロ ・ モデ

ル と 、人 類 学者 が 現 地調 査 に おい て 調 査 可能 な ミ クロ・モ デ ルが あ る（船

曳  2001： 131）。マ クロ・モ デ ル とし て は 、人類 社 会 をマ ク ロな タ イ ム

ス ケ ー ル のな か で 進 化の 図 式 で捉 え る よ うな 進 化 論が 代 表 的 であ り 、例

え ば 、 マ ーシ ャ ル ・ サー リ ン ズと エ ル マ ン・ サ ー ヴィ ス は 、 バン ド 社会

か ら 部 族 社会 、 首 長 制社 会 、 国家 社 会 を 経て 産 業 社会 へ と 至 る社 会 文化

的 統 合 の 発展 図 式 を 提示 し た。ミ ク ロ・モデ ル と して は 、「 近 代化 」や「 欧

米 化 」のよ う に、西 欧 近代 と の 接触 に よ る 文化 変 容 の問 題 が 挙 げら れ る。

し か し 、 研究 対 象 を 有機 的 な 総体 と し て 捉え た り 、そ れ が 崩 壊し グ ロー

バ ル な 単 一文 化 が 生 まれ る こ とを 想 定 し たり す る よう な 機 能 主義 的 ・文

化 相 対 主 義的 視 点 や 近代 化 論 的図 式 で は 、文 化 変 容は 純 粋 性 を喪 失 する

現 象 と し て描 写 さ れ 、当 該 社 会の 人 々 に よる 創 造 的過 程 は 看 過さ れ てし

ま う だ ろ う。  
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 こ れ に 対し て 、 本 論文 は 、 外部 か ら 流 入す る 様 々な 新 し い 要素 が 一体

ど の よ う にし て 受 容 され 、 内 部化 さ れ る のか と の 問い を 持 ち 、対 象 社会

の 中 に 文 化変 化 を 吸 収す る よ うな 仕 掛 け を見 出 す とと も に 、 そこ に 見ら

れ る 人 々 の創 造 性 と の関 連 か ら文 化 変 容 とい う 現 象を 捉 え 直 そう と する

もの で あ る。 文 化 変 容の メ カ ニズ ム の 鍵 をに ぎ る もの と し て 本論 文 で焦

点 を 当 て るの は 、「 規範 」と「 反 規範 」の領 域 を つな ぐ「中 間的 領 域」と

呼 ぶ カ テ ゴリ ー で あ る。  

 本 章 で は、 社 会 の 中の 「 中 間的 領 域 」 の存 在 が 文化 変 容 の メカ ニ ズム

を 説 明 し 得る の で は ない か と の見 通 し の もと 、 文 化変 容 に 関 する 理 論的

枠 組 み を 提示 し た い 。「 構 造／ 反 構 造」 のよ う な 2 項 対立 的図 式 を 前提

に 、 両 義 性や 「 反 構 造」 の 要 素が 「 構 造 」を 再 活 性化 す る と 論じ た 従来

の 象 徴 秩 序を め ぐ る 議論 に 対 して 、本 章 では 、相反 する 2 項 に両 者 を つ

な ぐ「 中間 的 領 域」を加 え た 3 項 対 立 的 図式 を 提 示し 、対立 する 2 項 を

つ な ぐ「 中 間 的領 域 」を「 相反 す る 2 項 の要 素 が 相互 に 混 じ り合 っ た り

交 渉 し 合 った り す る 領域 」 と して 概 念 づ ける 。 そ して 、 こ の 「中 間 的領

域 」 が 新 たな 要 素 を 組み 込 み なが ら 「 構 造」「 規範 」 を 再調 整す る こ と、

お よ び こ の領 域 が 文 化変 容 に おい て 重 要 性を 有 し てい る 可 能 性が あ るこ

と を 示 唆 する 。対 立 する 2 項 をつ な ぐ「 中間 的 領 域 」はパ シ ル社 会 に お

い て い く つか 見 出 す こと が で きる が 、本 論文 で ク ロー ズ ア ッ プす る の は、

ゴ パ ス 儀 礼に お い て 日常 と 非 日常 の 狭 間 であ る よ うな 空 間 を 創出 し てい

る 特 異 な 過程 で あ る 。こ の 過程 で は「 規 範」「構 造 」か ら の「ず れ 」が 体

現 さ れ 、そ こ に 見ら れる 行 為 の形 態 は 人 類学 に お いて 論 じ ら れて き た「 遊

び 」 の 性 格を 有 し て いる よ う に思 わ れ る 。  

 そ こ で 、ま ず 次 節 では 、 エ ドワ ー ド ・ ノー ベ ッ クに よ る 人 類学 に おけ

る 「 遊 び 」の 定 義 と 性格 を 参 照し て お き たい 。 本 論文 が 焦 点 を当 て るゴ
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パ ス 儀 礼 の中 の 特 異 な過 程 を 「『 遊 び』 の過 程 」、 そ こ に見 られ る 行 為を

「 遊 び 」と そ れぞ れ 呼ぶ こ と を示 し て お くた め に、ゴ パス 儀 礼の「 遊び 」

の 中 に 、 フレ ー ミ ン グ、 お よ び通 常 の 生 活の 本 質 への 批 評 や 異な る 現実

の 設 定 と いっ た 「 遊 び」 に 特 有の メ タ ・ コミ ュ ニ ケー シ ョ ン が確 認 でき

る こ と を 指摘 す る 。 また 、 こ の「 遊 び 」 が日 常 と 非日 常 の 狭 間の 空 間と

し て 捉 え られ る と い うこ と に も言 及 し て おく 。  

 第 3 節 に おい て は 、対 立 す る 2 項 を つ なぐ 「 中 間的 領 域 」 を従 来 の 2

項 対 立 的 図式 に 組 み 込ん だ 理 論的 枠 組 み を提 示 す る。 ま ず 、 象徴 秩 序を

め ぐ る こ れ ま で の 議 論 と し て 、 両 義 性 と 象 徴 論 的 穢 れ に 関 す る メ ア リ

ー ・ ダ グ ラス の 理 論 、病 気 や 死な ど の 人 間の 自 然 性と 社 会 と の間 の 関係

を 象 徴 論 的視 角 か ら 分析 し た 長谷 正 人 の 理論 、 境 界段 階 に 発 生す る コミ

ュ ニ タ ス に関 す る ヴ ィク タ ー ・タ ー ナ ー の理 論 、 秩序 と 無 秩 序を 媒 介す

る 両 義 的 存 在 が 秩 序 を再 活 性 化す る と い う山 口 昌 男の 理 論 を 概観 す る。

次 に 、 社 会規 範 と 社 会の 構 成 員の 行 為 と の間 に 生 じ得 る ず れ に関 す るレ

ナ ー ト・ロ サ ル ド の 論考 を 踏 まえ た 上 で 、「 構 造」は「反 構 造 」の 表 象に

よ っ て 弁 証法 的 に 産 出さ れ 正 当化 さ れ る とい う 象 徴秩 序 の 理 論が 前 提と

し て き た 2 項 対 立 的 図式 で は 、社会 の 構 成員 の 間 の社 会 関 係 や実 際 に生

じ 得 る 逸 脱行 為 を 見 落と し て しま う 恐 れ があ る こ とを 指 摘 す る。そ して、

相 反 す る 2 つ の 範 疇 の要 素 が 相互 に 交 渉 し合 う 領 域と し て の「 中間 的領

域 」を 初 め に設 定 し た上 で 、対 立す る 2 項を 秩 序 づけ る と い う 3 項 対立

の図 式 を 提示 し 、 こ の「 中 間 的領 域 」 が 存在 し て いる た め に 、社 会 にお

け る 逸 脱 行為 の 許 容 や外 部 か らの 新 し い 要素 の 受 容が 可 能 に なる と いう

理 論 的 枠 組み を 示 し たい 。  
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第 2 節  人類 学 に お ける 「 遊 び」 の 定 義  

 

 本 論 文 では 、 ゴ パ ス儀 礼 の 中に 見 ら れ る「『 遊び 』 の 過程 」に 着 目 し、

分 析 を 行 う。 と も す れば 「 遊 び」 は 、 社 会秩 序 や 社会 構 造 、 象徴 的 な意

味 世 界 の 外部 に 置 か れが ち で あっ た が 、 そう し た 「遊 び 」 に 対す る 見方

を 逆 転 さ せ、む し ろ 、「 遊 び」の 中に「 構 造」を 批 判す る 力 を 見出 し てみ

たい 。  

 人 類 学 者に 一 般 的 に受 け 入 れら れ て い る「遊 び 」の定 義 は エド ワ ー ド・

ノ ー ベ ッ クに よ る も ので あ り 、彼 に よ れ ば「 遊 び 」と は 「 あ らゆ る 年齢

の 人 間 に 特徴 的 な 行 動で 、 そ れは 遺 伝 的 に継 承 さ れた 刺 激 あ るい は 気質

か ら 生 じ 、自発 的 で 、とも か く 楽し く、（ 時間 に お いて ）他 の行 動 と 異な

り 、 真 似 ごと と か 心 理的 に 超 越し た 資 質 とか を も つの が 特 徴 であ り 、こ

う い っ た 特性 の 組 み 合わ せ に より 、 他 の 行動 と 区 別で き る も の」 で ある

（ Norbeck 1974： 270、 引 用 は シ ュ ル ツ 、 他 に よ る  2001： 136）。 動

物 の 「 遊 び」 と は 違 い、 人 間 の「 遊 び 」 はそ の 遊 びの 仕 方 が 文化 に よっ

て 異 な る ため 、 文 化 的に 形 作 ら れ る も の だと い え る。  

 「 遊 び 」は ま た 、日常 と は 異な る 時 間 の中 に 生 じる も の で ある 。「 遊び」

で は 通 常 の時 間 の 知 覚は 止 ま り、 日 常 か ら「 遊 び 」の 時 空 間 へ移 行 する

際に は 2 種類 の メ タ・コ ミ ュニ ケ ーシ ョ ンの 水 準 に移 る と い う。ひ とつ

は「 フ レ ー ミン グ（ 枠付 け ）」で あ り 、ある 行 動 のま わ り に 認知 的 境 界を

お き 、 そ れを 微 笑 と か「 冗 談 だよ 」 と い った 句 と か、 特 定 の 声の 調 子、

レ フ リ ー の笛 や 、「 遊ぼ う 」、「 真 似を し よう 」と い っ た言 葉 で示 す（ ib id .  

137）。も う ひ とつ は 、遊 び のフ レ ー ム自 体の 中 か ら生 じ る 通 常の 生 活 の

本 質 へ の 批評 で あ り 、 世 界 が 違っ た 風 に 組織 化 さ れる 異 な っ た現 実 を設

定 す る こ とで 、 通 常 の世 界 の 視点 が 、 経 験を 意 味 ある も の と する や り方
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の ひ と つ に す ぎ な い こ と を 示 し て く れ る （ ib id .  137）。「 遊 び 」 は 、「 こ

れ は 遊 び だ」 と い う 認識 が そ の場 に い る 人々 の 間 で共 有 さ れ るこ と によ

っ て 成 立 する も の で あり 、 も うひ と つ の 現実 の 創 造を 許 容 す るこ と によ

っ て 、 通 常 の 生 活 に 対 す る 異 な る 視 点 を 人 々 に 与 え 得 る 。 し た が っ て 、

「 遊 び 」 にお い て は 「構 造 」「 規 範 」と 「反 構 造」「 反 規範 」の 要 素 が相

互 に 混 じ り合 う こ と とな り 、 そこ に 「 構 造」 や 「 規範 」 を 批 判す る 力を

見出 す こ とが で き る 。  

 重 要 な こと は 、 こ の「 遊 び 」が 「 日 常 」と 「 非 日常 」 の 狭 間の 空 間と

し て 捉 え られ る こ と であ ろ う 。ホ イ ジ ン ガの 遊 び 理論 を 援 用 しな が ら、

岩 田 慶 治 （ 1986）は 、「 遊 び」 が 2 つ の 世界 の 波 打ち 際 に 誕 生す る も の

で あ る こ とを 指 摘 し てい る 。本 論文 に お いて 相 反 する 2 項 を つな ぐ 領域

を「 中 間的 領 域」と 呼ん で い るよ う に、「日 常 」と「 非日 常 」の 狭 間に あ

る 「 遊 び 」の 空 間 も 「中 間 的 領域 」 と し て捉 え る こと が で き ると 考 えら

れる 。  

 次 節 で は、 こ れ ま での 象 徴 秩序 を め ぐ るい く つ かの 議 論 を 概観 し 、対

立す る 2 項 を つな ぐ「 中 間 的領 域 」 を 定義 づ け てお こ う 。 そし て 、「 中

間 的 領 域 」が 、 外 部 から の 新 たな 要 素 の 受容 に お いて 重 要 性 を有 し てい

る の で は ない か と の 見通 し を 呈す る 文 化 変容 の 理 論的 枠 組 み を提 示 した

い 。  

 

 

第 3 節  文化 変 容 の 緩衝 帯 と して の 「 中 間的 領 域 」  

 

 文 化 変 容の 動 因 が いか な る もの で あ っ ても 、 外 部か ら 流 入 する 、 ある

い は 導 入 され る 新 し いも の や 要素 は 、 そ れら を 受 容す る 社 会 に様 々 な影
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響 を 及 ぼ し得 る 。  

 象 徴 論 や象 徴 人 類 学と 呼 ば れる 研 究 領 域は 、 神 話や 儀 礼 な どを 対 象と

し て 、 人 間が 世 界 を 理解 し 、 世界 と 関 わ るた め に 創出 す る 様 々な 象 徴の

意 味 の 分 析を 行 う も の で あ る 。象 徴 に 対 する 関 心 自体 は 古 く から 人 類学

の 中 心 的 なテ ー マ の ひと つ で あっ た が 、 象徴 人 類 学は 1960 年代 に イギ

リ ス や ア メリ カ 、 フ ラン ス で 始ま っ た 。 この 研 究 領域 の 代 表 的な 成 果は

イ ギ リ ス の研 究 者 に よる も の が多 く 、 例 えば 、 動 物分 類 の 様 式に 着 目し

つ つ 、 そ の分 類 の 体 系と 親 族 の社 会 的 距 離と の 間 の象 徴 的 関 係を 分 析し

た エ ド モ ンド・リ ー チ（ 1964）に よ る研 究や 、分 類 図式 か ら こぼ れ 落 ち

て し ま う 両義 的 な も のを 汚 れ たも の と み なす 人 間 の思 考 の 一 般性 を 論じ

た メ ア リ ー・ダ グ ラ ス（ 1966）に よ る研 究 、象 徴 は 儀礼 な ど の境 界 状 態

に お い て そ の 力 を 最 も発 揮 す ると し て 、 象徴 の 動 的側 面 を 強 調し た ヴィ

ク タ ー ・ ター ナ ー （ 1969） によ る 研 究な どが 挙 げ られ る 。  

 20 世 紀 後 半 に 人 類 学 に お い て 大 き く 位 置 を 占 め る よ う に な っ た 象 徴

論 研 究 は 主と し て ア フリ カ 社 会を 研 究 対 象と し て 発展 し た も ので あ り、

2 項 対 立 的 図式 を も とに し な がら 、 対 立 する 2 項 の間 の 両義 的領 域 に 着

目 す る も ので あ る 。 この よ う な象 徴 論 的 研究 に は 、東 南 ア ジ アを 対 象と

し た も の もい く つ か 挙げ る こ とが で き る 。例 え ば 、ボ ル ネ オ 島ベ ラ ワン

族 の 葬 儀 など を 事 例 とし て 分 類を 混 乱 さ せる よ う な人 間 の 自 然性 と 社会

秩 序 と の 間の 関 係 を 分析 し た 長谷 正 人（ 1987）に よ る研 究 や 、両 義性 に

着 目 し な がら フ ィ リ ピン の ボ ント ッ ク 社 会に お け る範 疇 区 分 と範 疇 間の

変 換 過 程 を動 的 に 捉 えた 合 田 濤（ 1979） によ る 研 究な ど が あ る。  

 こ の よ うな 象 徴 二 元論 的 論 考は 、 そ の 性格 上 、 予定 調 和 的 な秩 序 を前

提 と し が ちで あ っ た 。本 論 文 が問 題 と す る文 化 変 容を 象 徴 二 元論 的 視点

と 連 結 さ せて 考 察 を 行う た め には 、 象 徴 二元 論 の どこ か に 文 化変 容 を生
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み 出 す 要 素を 見 つ け る必 要 が ある 。 従 来 の象 徴 論 が扱 っ て き た両 義 的領

域 は 、「秩 序 」 その もの の 回 復や 活 性 化 に必 要 と され る も の であ っ た が、

文 化 変 容 と い う 現 象 につ い て 考察 す る 上 では 、相 反 する 2 つ の領 域 とそ

れ ら を つ なぐ 両 義 的 領域 を 前 提と す る の では な く、「 構 造 」や「秩 序 」が

ゆ る ん だ 領域 を 初 め に設 定 し 、そこ か ら 対立 す る 2 つ の 領 域 が秩 序 づけ

ら れ る と いう 逆 転 し た視 点 が 求め ら れ よ う 。本論 文 は、「 構 造 」や「 秩序」

が ゆ る ん だ両 義 的 領 域を 「 中 間的 領 域 」 と言 い 換 え、 そ の 領 域の 基 本的

性 格 を 「 遊び 」 が 有 する 性 質 に求 め る こ とで 、 文 化変 容 の メ カニ ズ ムを

明 ら か に しよ う と す る。  

 以 下 で は、 本 論 文 の問 題 意 識に 深 く 関 わる も の とし て 、 ダ グラ ス 、長

谷 、タ ー ナ ー、山 口 昌男（ 1980）の 論考 を順 に 概 観す る 。対 立す る 2 項

の 間 の 両 義的 領 域 に 関し て 、「秩 序 」を 生 み出 す 側 面を 強 調 す るダ グ ラス

と 長 谷 に 対し て 、 タ ーナ ー と 山口 は 「 反 構造 」 的 性格 を 強 調 して い る。

こ う し た 矛盾 を 解 消 する た め には 、両 義 的領 域 の 前提 と な る 2 項 対 立的

図 式 か ら 脱却 し な け れば な ら ない 。 そ こ で、 こ の 点に つ い て 示唆 的 なレ

ナ ー ト・ロ サル ド（ 1980）の論 考 を 参照 し 、本 論 文 の理 論 的 枠組 み を 構

築 し た い 。  

 メ ア リ ー・ダ グ ラ ス（ 1966）に よ る象 徴論 的 穢 れに 関 す る 論考 は 、分

類 図 式 か らは み 出 た もの や 両 義性 を め ぐ る象 徴 論 的研 究 を 代 表す る もの

で あ る 。 ダグ ラ ス に よれ ば 、 正常 な 分 類 図式 に 収 まら ず 分 類 を混 乱 させ

る も の は 汚れ た も の とし て 不 浄視 さ れ る ので 、 不 浄や 汚 れ は 衛生 的 観念

で は な く 象徴 論 的 観 念で あ る とい う 。  

 こ う し た分 類 図 式 に収 ま ら ない 両 義 的 領域 を 不 浄な も の と みな す 象徴

論 的 観 念 と関 連 し て 、分 類 を 混乱 さ せ る よう な 人 間の 自 然 性 をめ ぐ る長

谷正 人（ 1987）の 象 徴論 的 分 析も 、両 義 的領 域 が 有す る 性 格 を考 察 す る
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上 で 示 唆 的な も の で ある 。 長 谷は 、 人 間 の自 然 性 とし て ＜ 死 ＞や 、 ＜死

＞ と ＜ 生 ＞ の 中 間 的 領 域 で あ る ＜ dyin g＞ に 着 目 し 、 そ れ と 社 会 秩 序 と

の 間 の 連 関を 探 る た めに 葬 儀 や医 療 と い う 社 会 制 度の 分 析 を 試み た 。長

谷 に よ れ ば 、 ＜ dy in g＞ が 前 近 代 社 会 に お い て は 葬 儀 の 中 に 見 出 せ る の

に 対 し て 、近 代 社 会 では そ れ は医 療 の 領 域に 移 っ てい る と い う。 そ れら

の 社 会 制 度に つ い て 長谷 は 、「医 療 も 葬 儀と 同 様 に 、過渡 期 に現 れ る 人間

の 自 然 性 を対 象 に し た制 度（ 長 谷  1987： 110）」で ある と 指 摘す る と 同

時 に 、 両 制度 は こ の 自然 性 を 否定 ・ 排 除 する べ き もの と す る 権力 的 なま

な ざ し を 持ち な が ら 、そ れ を 否定 す る こ とで イ デ オロ ギ ー と して の 永続

的 秩 序 を 表象 と し て 産出 す る と論 じ て い る。長 谷が 主 張 して いる よ う に、

葬 儀 と 医 療は 人 間 の 自然 性 を 否定 す る こ とで イ デ オロ ギ ー と して の 永続

的 秩 序 を 生み 出 し 、 人間 の 自 然性 を 反 秩 序的 な も のと み な す とい う 意味

で 権 力 と 結び つ く も ので あ る 。  

 し か し 、こ う し た 権力 か ら 逃れ 去 る 視 点の 獲 得 を試 み て い たの が 、コ

ミ ュ ニ タ ス論 で 知 ら れる ヴ ィ クタ ー・タ ーナ ー（ 1969）であ る 。タ ー ナ

ー は 、 日 常的 な 区 別 が消 え た 平等 な 個 人 から 成 る 「反 構 造 」 的な コ ミュ

ニ タ ス が 通過 儀 礼 に おけ る 境 界段 階・リ ミナ リ テ ィに お い て 発生 し 、「構

造 」 か ら コミ ュ ニ タ スに 解 放 され た 人 々 は、 そ の コミ ュ ニ タ ス経 験 によ

っ て 再 び 活力 を 得 た 「構 造 」 へ回 帰 し て いく と い うコ ミ ュ ニ タス 論 を展

開 し た 。過渡 期 に 表 出す る「 反構 造 」的 要素 を 、「 構 造」を 強調 す る もの

と し て だ けで は な く 、時 と し て「 構 造 」 に対 す る 反撃 の 根 拠 にな る もの

と み な し、「 構 造 」と「反 構 造 」の間 の 弁証 法 的 関係 に よ っ て社 会 を 動的

に 捉 え た ター ナ ー の 視点 は 評 価さ れ る も ので あ る 。し か し 、 境界 段 階に

お け る 「 反構 造 」 的 要素 が 「 構造 」 を 強 調す る と いう 「 構 造 」と 「 反構

造 」の 2 項 対 立的 図 式に お い ては 、社 会 の構 成 員 の間 の 社 会 関係 や 逸 脱
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行 為 を 見 落と し て し まう 恐 れ があ る 。  

 タ ー ナ ーが 「 構 造 」の 回 復 や「 構 造 」 に対 す る 反撃 の 根 拠 とし て 境界

的 領 域 を 捉 え た の に 対し て 、「中 心 ／ 周 縁 」の二 分 法 的構 造 を記 号 論 的に

分 析 し た 山 口 昌 男 （ 1980） は 、「 秩 序 」 を 再 活 性 化 す る も の と し て 相 反

する 2 項 の 間 の両 義的 領 域 を位 置 づ け た。「 秩序 」 と 「無 秩序 」 を 媒介

す る よ う な両 義 的 存 在と し て 、山 口 は 異 人や ト リ ック ス タ ー 、道 化 をと

り 上 げ 、 こう し た 「 はみ 出 し 者」 と 社 会 との 間 の 関係 に つ い て次 の よう

に 述 べ て いる 。  

 

 

 社 会 は 、自 ら を 「 うち 」 と して は っ き り定 義 す るた め に 「 そと」

を 神 話 的・象徴 的・政治 的・法 的に 再 生 産し つ づ けな け れ ば なら な

い 。どの よ うな 社 会 にも こ う した 社 会 が 課す る 限 界を 容 易 に 越 え る

精 神 的・行 動 的「 は み出 し 者」が 存在 す る。…（ 中 略）社会 はこ う

し た「 は み出 し 者 」によ っ て 、実 は 、自 分の 姿 を つか み 直 し 、活気

づ け ら れ てい る と し たら 、社 会 と「 は み 出し 者 」は 秘か な 相 互依 存

の 関 係 に あ り 、「 鬼 」 は 常 に こ う し た 秘 か な 関 係 の 中 か ら 絶 え ず 立

ち 現 わ れ ると い う こ とが で き るか も し れ ない （ 山 口  1980： 40）。  

 

 

「 は み 出 し者 」 は 日 常生 活 の 間接 外 し の 機能 を 果 たし て お り 、彼 ら が醸

し 出 す 日 常の 論 理 に はま ら な い「 ず れ 」 によ っ て 「秩 序 」 が 再活 性 化さ

れ る と い う。 こ の 「 ずれ 」 こ そが 、 見 慣 れた 日 常 に対 し て 新 たな 視 点を

与え る と いう の で あ る。  

 以 上 の 象徴 論 的 研 究が 扱 っ てき た 両 義 的領 域 は、「 構 造／ 反構 造 」「 秩
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序 ／ 無 秩 序」など の 2 項対 立 の 間に 位 置 付け ら れ るも の で あ り、「 構 造」

や 「 秩 序 」の 回 復 、 ある い は 再活 性 化 に 必要 と さ れる も の で あっ た 。そ

こ で は 、「構 造 ／ 反 構造 」「 秩序 ／ 無 秩 序 」など の 相 反す る 2 項を つ なぐ

両 義 的 領 域は 全 体 的 な秩 序 の 一部 と し て 捉え ら れ てい る が 、 この 両 義的

領 域 に お いて 、ダ グ ラス と 長 谷は「 秩 序 」が生 み 出 され る 側 面を 強 調 し、

タ ー ナ ー と山 口 は「 反構 造 」性を 強 調し たの で あ る。し かし 、「 構造 」「 秩

序 」の 回復 や 活 性化 に必 要 と され る も の とし て の 両義 的 領 域 の理 解 で は、

社 会 の 構 成員 の 間 の 社会 関 係 や逸 脱 行 為 を見 落 と して し ま う 恐れ が あ る。 

 社 会 に 「秩 序 」 が もた ら さ れる た め に は、 逸 脱 行為 が 何 で ある か がラ

ベ リ ン グ され な け れ ばな ら な いが 、 何 を 「規 範 」 とし 、 何 を 「反 規 範」

と す る か は 、交 渉 可 能な 事 象 でも あ る。「 社会 規 範 」とは 、社会 の 構 成員

の 行 為 を 規律 す る 一 定の 基 準 のこ と を 指 すも の で あり 、 構 成 員の 身 体に

内 面 化 さ れて い る も ので あ る 。社 会 の 構 成員 と し て「 ふ さ わ しい 」 とさ

れ る 身 体 の在 り 方 と して の 「 身体 性 」 は 、そ れ を 備え た 構 成 員の 間 の持

続 的 か つ 反復 的 な 相 互作 用 が 社会 を 成 り 立た せ て いる と い う 意味 で 、社

会 関 係 と も密 接 に 関 係し て い る。 し た が って 、 本 論文 で は、「社 会 規 範」

を 「 社 会 の構 成 員 と して 『 ふ さわ し い 』 とさ れ る 身体 性 や 、 人と 人 との

関 係 に 関 わる 行 為 を 規律 す る もの 」 と 定 義し て お きた い 。  

 社 会 規 範を 逸 脱 す るよ う な 構成 員 の 行 為は 「 秩 序」 を 乱 す もの と して

世 間 か ら の非 難 や 調 停の 対 象 とな る 。 ど のよ う な 社会 に お い ても 、 社会

規 範 と 社 会の 構 成 員 の行 為 と の間 に ず れ が見 ら れ るこ と は な いは ず だと

考 え ら れ てい る 。 し かし 、 社 会規 範 の 存 在が そ こ から 外 れ た 行為 を 出現

さ せ も す るの で あ り 、実 際 、 社会 規 範 か らず れ た 逸脱 行 為 は 度々 見 られ

る も の で ある 。 こ の よう に 「 規範 ／ 反 規 範」 の 両 カテ ゴ リ ー の境 界 が曖

昧 な も の であ る と す れば 、 逸 脱行 為 の 現 出を 説 明 し得 る よ う なカ テ ゴリ
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ー の 存 在 の可 能 性 が 浮上 す る 。  

 両 義 性 の前 提 と さ れて き た カテ ゴ リ ー を解 除 し、「 規 範」 と「 反 規 範」

を 調 整 す るよ う な 「 中間 的 領 域」 を 設 定 する 上 で 、フ ィ リ ピ ン・ ル ソン

島 北 部 に 居住 す る イ ロン ゴ ッ ト族 の 社 会 を対 象 に 調査 ・ 研 究 した レ ナー

ト・ロ サ ルド（ 1980）の論 考 は示 唆 的 で ある 。ロ サル ド は 、未開 社 会 を

予 定 調 和 的で 歴 史 を 持た な い もの と み な す構 造 機 能主 義 的 な 視点 を 批判

し 、 イ ロ ンゴ ッ ト の 人々 が 歴 史を 持 ち 、 社会 の 変 動を 繰 り 返 して き たこ

と を 明 ら かに し た 。 彼に よ れ ば、 そ の よ うな 社 会 の変 動 を も たら す 要因

は 、 首 狩 のよ う な 個 人の 自 発 的で 即 興 的 な行 為 で ある と い う 。つ ま り、

社 会 の 中 には 「 規 範 」と も 「 反規 範 」 と も呼 び 難 い社 会 の 構 成員 の 行為

が 現 出 す る余 地 が 存 在し 、 そ の余 地 の 存 在こ そ が 社会 変 動 の 要因 に なっ

て い る と いう の で あ る。  

 社 会 規 範か ら ず れ た行 為 が 生じ る 理 由 は、「 規範 ／ 反 規範 」の 2 項 対

立 的 図 式 を前 提 と し た場 合 、 社会 規 範 の 面か ら も 、ず れ た 行 為の 面 から

も 説 明 す るこ と は で きな い 。し かし 、「 構 造／ 反 構 造 」や「 規 範／ 反 規 範」

の 2 項 対 立的 図 式 が ゆる ん だ 両義 的 領 域 を初 め に 設定 し 、そ こか ら 対立

す る 2 項 が秩 序 づ け られ る と い う 3 項 対 立的 図 式 を用 い る こ とに よ っ て、

こ う し た 規範 か ら の ずれ を 説 明す る こ と が可 能 と なる の で は ない だ ろう

か。  

 「 構 造 ／反 構 造 」 ある い は 「規 範 ／ 反 規範 」 の 両者 を つ な ぐ範 疇 をこ

こ で は 「 中間 的 領 域 」と 呼 ぶ こと に し よ う。 こ の 「中 間 的 領 域」 で はコ

ミ ュ ニ タ スに み ら れ るよ う な 「反 構 造」・「 反 規範 」 的 な要 素が 提 示 され

る こ と に よっ て 、 あ るべ き 「 構造 」「規 範」 が 強 調さ れ る の であ る 。  

 重 要 な こと は 、 こ の「 中 間 的領 域 」 が 、全 体 的 な構 造 の 一 部と し て構

造 の 活 性 化を 担 う よ うな 領 域 とな っ て い るの で は なく 、相 反 する 2 項の
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要 素 が 相 対化 さ れ る 領域 と し て捉 え ら れ ると い う こと で あ る 。「 構造 」「規

範 」 で も 「 反 構 造 」「 反 規 範 」 で も な い こ の 領 域 で は 、「 構 造 ／ 反 構 造 」

「 規 範 ／ 反規 範 」 の 対立 軸 が 無化 さ れ 、 それ ぞ れ の要 素 が 相 互に 交 渉し

合 っ た り 混じ り 合 っ たり す る こと で 、既 存の「 構 造」「規 範 」に「 反 構 造」

「 反 規 範 」的 と さ れ る新 た な 要素 が 付 加 され 、「構 造 ／ 反構 造」「 規範 ／

反 規 範 」の 枠 組み が 再調 整 さ れて い く 。した が っ て 、相反 す る 2 項 の 要

素 の 相 互 交 渉 が 生 じ るこ の 「 中間 的 領 域 」は 、 社 会の 構 成 員 の逸 脱 行為

の 許 容 や 、外 部 か ら 流入 し た り導 入 さ れ たり す る 新た な 要 素 の受 容 を可

能 に す る 仕掛 け と な って お り 、文 化 変 容 とい う 現 象に お い て 重要 性 を有

す る も の であ る と 言 える だ ろ う。  

 前 節 に おい て は 、人類 学 に おけ る「 遊 び 」の 定 義 と性 格 に 言及 し 、「 遊

び 」の 空 間 が日 常 と 非日 常 の 狭間 に 位 置 する も の であ る こ と 、およ び「遊

び 」 で は フレ ー ミ ン グや 通 常 の生 活 の 本 質へ の 批 評と い う メ タ・ コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン が 現 れ るこ と を 確認 し た 。本論 文 が 提示 す る「 中間 的 領 域」

に は 、こ う した「 遊 び 」が 帯 び る性 格 を 見出 す こ とが で き る 。「 中 間的 領

域 」 は 対 立す る 2 項を つ な ぐ領 域 で あ ると と も に、 こ の 領 域で は 、「 構

造 」「 規範 」 と 「反 構造 」「反 規 範 」の 要素 が 相 対化 さ れ る こと で 、 新た

な 要 素 が 付加 さ れ な がら「 構 造」「 規 範 」が再 調 整 され る か ら であ る 。つ

ま り 、「中 間 的 領域 」と 「 遊 び」 は 、 い ずれ も 相 反す る 2 項を つ な ぐよ

う な 空 間 を創 出 す る もの で あ り、「 構造 」「規 範 」 と「 反 構 造 」「 反 規範」

の そ れ ぞ れの 要 素 が 相互 に 交 渉・ 浸 透 し 合う こ と で、 通 常 の もの と は異

な っ た 現 実の 在 り 方 を提 示 す るも の な の であ る 。  

 パ シ ル 社会 に お け る「 中 間 的領 域 」 と して 本 論 文が ク ロ ー ズア ッ プす

る の は 、 ゴパ ス 儀 礼 の一 部 を 構成 し て い る特 異 な 過程 で あ る 。こ の 過程

を「『 遊 び 』の 過 程 」と 呼 び、社 会の 中 の「 中 間的 領 域」と して 捉 え る理
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由と し て は、次の 3 点が 挙 げ られ る。① この 過 程 が日 常 と 非 日常 の 狭 間

に 位 置 付 けら れ る こ と、 ② こ の過 程 に は 「遊 び 」 に特 有 の メ タ・ コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン の 形 態 を見 出 せ るこ と 、 ③ この 過 程 では 「 規 範 」と 「 反規

範 」の 要 素 が相 互 に 交渉・浸 透 し合 い 、新た な 要 素が 付 加 さ れな が ら「 規

範 ／ 反 規 範」 が 再 調 整さ れ る こと 、 で あ る。  

 先 に 「 社会 規 範 」 を「 社 会 の構 成 員 と して 『 ふ さわ し い 』 とさ れ る 身

体 性 や 、 人と 人 と の 関係 に 関 わる 行 為 を 規律 す る もの 」 と 定 義し た 。ゴ

パ ス 儀 礼 の中 の 「『 遊び 』 の 過程 」 に お いて は 、「 反 規 範」 的な 身 体 性と

社 会 関 係 を彷 彿 と さ せる 「 ず れ」 を 体 現 する こ と によ っ て 「 規範 」 的な

身 体 性 と 社会 関 係 が 強調 さ れ ると と も に 、新 た な 要素 が 付 加 され な がら

人 々 の 身 体性 と 社 会 関係 が 再 調整 さ れ る 。した が っ て、「 規 範 」と「 反規

範 」の 要素 が 相 互に 交渉 し 合 った り 混 じ り合 っ た りす る 領 域 とし て の「 中

間 的 領 域 」は 、 複 数 の身 体 と 社会 関 係 の 在り 方 を 人々 が 取 り 込む 余 地を

生 み 出 す ので あ り 、ここ に 、「 中 間 的領 域 」が 外 部 の要 素 を 吸 収 す る「 文

化 変 容 の 緩衝 帯 」 と なっ て い る可 能 性 を 見出 す こ とが で き よ う。  

 次 章 で は、「 規範 ／反 規 範 ／中 間 的 領 域」 の 3 項 対 立的 図式 を も とに

ゴ パ ス 儀 礼の 一 部 を 構成 し て いる「『遊 び 』の 過 程 」につ い て考 察 し 、社

会 に お け る「 中 間的 領域 」とし て の この「『 遊び 』の過 程 」が、文 化変 容

に お い て 重要 性 を 有 して い る 可能 性 を 提 示す る た めの 方 法 論 的枠 組 みを

提 示 し て おき た い 。  

 

 

                                                   
１ 原 典 は 以 下の 通 り で ある 。  
Schul tz ,  E .  A .  &  Lavenda ,  R .  H .  
1990  Cul tura l  Anthropo l ogy ,  West  Publ i sh ing  Company.  
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第 3 章  方 法 論 的 枠組 み  

 

 

第 1 節  本章 の 目 的  

 

 パ シ ル にお け る 近 代医 療 の 受容 メ カ ニ ズム は 動 的か つ 相 互 参照 的 であ

り 、 き わ めて 複 雑 で ある 。 前 章で 示 し た 理論 的 枠 組み に 即 し て分 析 を行

う た め に 、本 章で は 次の 3 つ の分 析 層 を 提示 す る 。す なわ ち 、① 身体 の

管 理 に 関 する 議 論、②身 体 性 と社 会 関 係 の揺 ら ぎ に見 る 多 元 的医 療 体 系、

③ 身 体 性 と社 会 関 係 の交 渉 の 場に 関 す る 認識 人 類 学的 空 間 認 識、で ある。

以 下 で は その 趣 旨 を 簡潔 に 述 べて お く 。  

 身 体 社 会学 の 観 点 に立 て ば 、身 体 は 社 会に よ っ て管 理 さ れ てい る もの

で あ り 、社 会 は 身体 の管 理 に よっ て 成 立 して い る と捉 え る こ とが で き る。

と は い え 、身 体 の 管 理に は 必 ず異 議 や 抵 抗が 見 ら れる の で あ り、 そ うし

た 異 議 や 抵抗 は 、 人 々の 身 体 性と 社 会 関 係の 双 方 に揺 ら ぎ を もた ら す 。

医 療 が 社 会関 係 の 中 で身 体 を 管理 す る 主 要な 機 会 であ る と す れば 、 伝統

医 療 と 近 代医 療 の 併 存は 、 特 に病 因 論 や 病者 を 取 り巻 く 社 会 関係 の 揺ら

ぎ の 中 に 確認 す る こ とが で き る。 こ の よ うな 身 体 性と 社 会 関 係の 揺 らぎ

は 、 既 存 の身 体 性 お よび 社 会 関係 と 新 し い身 体 性 およ び 社 会 関係 と が互

い に 交 渉 する 場 が 存 在す る こ とを 意 味 し てい る 。 フィ リ ピ ン 諸社 会 を対

象 と し た 空間 認 識 に 関す る 認 識人 類 学 的 考察 は 、 そう し た 交 渉の 場 を探

る 上 で 示 唆に 富 ん で いる 。  

 相 互 に 関連 し 合 う これ ら の 分析 層 は、「社 会 の 中の 『 中 間 的領 域 』 は、

『 規 範 』 と『 反 規 範 』が 相 互 に交 渉 し た り混 じ り 合っ た り す るこ と で、

新 た な 要 素が 付 加 さ れな が ら 『規 範 ／ 反 規範 』 が 再調 整 さ れ る領 域 とな
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っ て お り 、こ の 『 中 間的 領 域 』が 外 部 か らの 新 し い要 素 を 吸 収す る 、文

化 変 容 の 緩衝 帯 と な って い る 」と い う 本 論文 の 理 論的 枠 組 み に沿 っ た分

析 の 前 提 とな る も の であ る が 、分 析 に お いて は 、 パシ ル で の フィ ー ルド

ワ ー ク の 中で 得 ら れ た筆 者 の 感覚 や 収 集 した デ ー タに よ っ て 裏付 け を行

う。  

 し た が って 、 次 節 では 、 ま ずパ シ ル に おい て 遂 行し た フ ィ ール ド ワー

ク の 概 要 や方 法 論 を 示し て お くと と も に 、調 査 地 にお い て 人 類学 者 が直

面 す る で あろ う 知 識 の問 題 に つ い て も 言 及し て お きた い 。 そ の上 で 、第

3 節 以 下 に おい て は 先述 の 各 分析 層 を 順 に提 示 す る。  

 

 

第 2 節  フィ ー ル ド ワー ク の 概要  

 

 本 論 文 の問 題 意 識 に関 し て 、筆 者 が 調 査地 の パ シル で フ ィ ール ド ワー

ク を 行 っ た期 間 は 通 算 30 ヶ 月間 （ 2005 年 5 月～ 2006 年 3 月、 同 年 8

月、 2009 年 4 月～ 2010 年 3 月、 2010 年 10 月 ～ 2011 年 3 月） で あ る。

本 フ ィ ー ルド ワ ー ク は次 の 3 つの 部 分 か ら構 成 さ れた 。① 日 常的 な 住民

へ の 聞 き 取り 調 査 、 ②日 常 的 な参 与 観 察 、③ パ シ ル庁 舎 や カ リン ガ 州庁

舎 に お け る情 報・資 料の 収 集 。フィ ー ル ドワ ー ク にお い て は 、パシ ル 語、

英 語 、タガ ロ グ語 の 3 つの 言 語 を必 要 に 応じ て 使 い分 け た が 、パ シ ル出

身 の リ サ ーチ ・ ア シ スタ ン ト によ る 通 訳 （パ シ ル 語か ら タ ガ ログ 語 、お

よ び タ ガ ログ 語 か ら パシ ル 語 への 通 訳 ） もし ば し ば必 要 と し た。  

 険 し い 山岳 地 域 で ある パ シ ルで は 、 他 のバ ラ ン ガイ へ の 移 動に 徒 歩で

1～ 2 日か か る こと もあ る 。こ の よう な 環境 下 で は各 バ ラ ン ガイ を 日 常的

に 巡 回 す るこ と が 困 難で あ る こと か ら 、 調査 の 大 半は 、 筆 者 が滞 在 して
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い た バ ラ ンガ イ・バ リン シ ア ガオ・ノ ル テ（ Bal inc iagao  Norte）と 、隣

接 す る バ リン シ ア ガ オ・ス ル（ Bal inc iagao  Sur）およ び バ ラ ンガ イ・マ

グ シ ー ラ イ （ Mags i l ay）、 ゴ パ ス 儀 礼 の シ ャ ー マ ン が 居 住 す る バ ラ ン ガ

イ ・ カ ガ ルア ン に お いて 行 っ た。 ま た 、 機会 が あ るご と に 遠 方の バ ラン

ガ イ や パ シル 以 外 の ムニ シ パ リテ ィ に も 足を 運 び 、住 民 へ の 聞き 取 り調

査 や パ シ ルと の 比 較 を目 的 と した 参 与 観 察を 遂 行 した 。  

 調 査 者 が現 地 で フ ィー ル ド ワー ク を 行 い、 そ の 社会 や 文 化 を理 解 しよ

う と す る 時、 調 査 者 は現 地 で 得ら れ た デ ータ を 基 にそ の 社 会 や文 化 の特

質 を 捉 え よう と す る 。こ の よ うな 作 業 に 関し て 、 調査 地 の 人 々が 保 有す

る 知 識 と して の 「 民 俗知 識 」 につ い て 知 識人 類 学 的研 究 を 行 って き た渡

辺欣 雄（ 1990）は 、調査 地 の 人々 の 知 識 を分 析 者 側の 概 念 で 分断 す るの

で は な く 、可 能 な 限 り人 々 の 知識 そ の も のを 脈 絡 とし て 保 持 する よ うな

解 釈 と 一 般化 を 行 う とい う 知 識人 類 学 的 手法 の 重 要性 を 強 調 して い る。

知 識 は 社 会に 一 様 で はな く 偏 在し て い る もの で あ り、 個 々 人 の持 つ 知識

そ の も の も体 系 的 で ある と は 限ら な い 。 パシ ル で フィ ー ル ド ワー ク を継

続 し て い くう ち に、筆者 は 徐 々に 、この よう な 知 識の 担 い 手 とし て の 人々

の 間 の 差 を認 識 す る に至 っ た 。し た が っ て、 フ ィ ール ド ワ ー クに お いて

は 、 調 査 地の 人 々 の 知識 と 分 析者 側 の 知 識を 相 対 化し た り 、 知識 の 担い

手 で あ る 人々 の 間 の 差を 意 識 した り す る よう 努 め た。 次 節 以 降で は 、本

論 文 で 扱 うい く つ か の分 析 層 を順 に 示 し てお く 。  

 

 

第 3 節  身体 と 社 会 との 間 の 関係  

 

 近 代 医 療に お け る 身体 性 と 、そ れ を 受 容す る 社 会に お け る 身体 性 との
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間 の 関 係 を 考 察 す る 上 で 、 身 体 を 通 し て 人 々 の 生 き 方 や 日 常 生 活 を 統

制 ・ 管 理 する 近 現 代 社会 の 特 徴に 着 目 し た「 身 体 の社 会 学 」 の視 点 は示

唆 に 富 む もの で あ る 。そ の 観 点に 立 つ と 、身 体 は 肉体 と し て 与え ら れる

も の で あ ると と も に 、社 会 ・ 文化 に よ っ て形 成 さ れる も の で もあ り 、い

か な る 社 会に お い て も身 体 は 管理 の 対 象 とな る と いう 着 想 が 得ら れ るか

ら で あ る 。  

 近 代 国 家に お け る 身体 の 管 理に 関 す る ミシ ェ ル ・フ ー コ ー の議 論 は、

身 体 の 社 会学 に 多 大 な影 響 を 与え る も の であ る 。 フー コ ー に よれ ば 、近

代 国 家 は 国民 の 生 命 を管 理 す る「 生 ‐ 権 力」 が 機 能す る 国 家 であ り 、国

民 の 健 康 を心 配 し 、 性行 動 が 逸脱 し な い よう 配 慮 する と い う 形で 国 民の

生 を 規 格 化し 、 国 民 の身 体 を 管理 し て い る。 国 家 によ る 国 民 の身 体 管理

の エ ー ジ ェン シ ー と して 機 能 する 近 代 医 療は 、 今 では 世 界 の 隅々 ま で普

及 す る よ うに な っ た 。「生 ‐ 権 力」は、人 口の 管 理 と身 体 の 規 律訓 練 を通

じ て 国 民 の生 の 規 格 化を 図 る ので あ り 、 国民 は そ の規 格 に 沿 った 生 き方

を す る よ うに 方 向 づ けら れ る ので あ る 。  

 身 体 に 対 す る 管 理 が 加 速 化 し た 現 代 社 会 を 、 ブ ラ イ ア ン ・ タ ー ナ ー

（ 1999）は「 身 体社 会 」と し て論 じ て い る 。タ ー ナー は『 身 体と 文 化 ―

身 体 社 会 学 試論 ― 』 １ に お い て 、 フ ーコ ー と フ ェ ザ ー スト ン に 従 い な が

ら 、社 会秩 序 の問 題 を「 時 間的 に は人 口 の再 生 産」「空 間 的 には 身 体 の規

制 」「 規律 に よ る身 体内 部 の 抑制 」「社 会空 間 に おけ る 身 体 外部 の 呈 示」

の 4 つの 軸 か ら論 考し た 。 ター ナ ー に よれ ば 、「 い か なる 社会 も 、 身体

を 管 理 し て い る わ け だ が 、 必 ず 抵 抗 と 異 議 が あ る 」（ タ ー ナ ー  1999：

266）。こ う した フ ー コー お よ びタ ー ナ ー の論 考 を 本論 文 の 問 題意 識 との

関 連 か ら 捉え る と 、次の 3 点 に整 理 で き る 。すな わ ち 、①身 体は 社 会 に

よ っ て 管 理さ れ て い る、 ② 身 体の 管 理 に よっ て 社 会は 成 立 す る、 ③ 身体
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の 管 理 に は必 ず 異 議 や抵 抗 が 見ら れ る。これ ら の うち 、③ に おい て「『 遊

び 』 の 過 程」 の 余 地 が存 在 す る。  

 身 体 社 会学 の 視 点 から 、 本 論文 は 近 代 医療 の 受 容の 進 度 が まず ま ずで

あ る パ シ ルを 対 象 と して 、 そ の受 容 の メ カニ ズ ム を明 ら か に しよ う とす

る 。 身 体 と社 会 と の 間の 関 係 にお い て は 管理 に 対 する 異 議 や 抵抗 が 必ず

な さ れ る が、 そ れ は 「ハ ビ ト ゥス 」 を 通 して で あ る。 近 代 医 療の 身 体の

在 り 方 と 人々 の 既 存 の身 体 性 との 関 係 性 を捉 え よ うと す る 時 、身 体 化さ

れ た 傾 向 性と し て の 「ハ ビ ト ゥス 」 と い う概 念 を 中心 に 実 践 理論 を 展開

し た ピ エ ール ・ ブ ル デュ ー と それ に 関 連 した 田 辺 繁治 の 論 考 は、 本 論文

が テ ー マ とす る「『 遊び 』の過 程」が 生 じ得 る 場 がど こ に あ るか と い う点

を 示 唆 し てい る 。 ブ ルデ ュ ー は、 独 立 闘 争期 の ア ルジ ェ リ ア 労働 者 たち

の 前 資 本 主義 的 な ハ ビト ゥ ス が、 外 部 か ら移 植 さ れた 経 済 シ ステ ム が強

要 す る 予 測や 計 算 可 能 性 を 前 提と す る 資 本主 義 的 ハビ ト ゥ ス と複 雑 に共

存 す る 状 況を 記 述 し た。 こ の ブル デ ュ ー の論 考 に 付加 す る 形 で、 田 辺繁

治（ 2010） は 次 のよ うに 述 べ てい る 。  

   

 

 そ こ で は、前 資本 主義 の ハ ビト ゥ ス は 資本 主 義 のハ ビ ト ゥ スへ と

単 純 に 転 換さ れ る の では な く、両 者 は同 一社 会 の なか に 共 存 し、さ

ら に 同 一 個人 の 中 に 傾向 性 と して 共 存 し てい る 。産 業社 会 化 にむ か

う 社 会 に あっ て は 、人び と は 機械 的 あ る いは 受 動 的に 新 た な ハビ ト

ゥ ス に 適 応す る の で はな く 、異 なる ハ ビ トゥ ス の あい だ で ぎ こち な

く 葛 藤 し なが ら 、し かし 創 意 と工 夫 に 満 ちた 仕 方 で自 己 調 整 し て い

る の で あ る（ 田 辺  2010： 200）。  
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外 部 か ら 新た な ハ ビ トゥ ス が 流入 し て き た際 、 人 々は そ れ を 受動 的 に受

け 取 る の では な く、創意・工 夫 を 凝 らし なが ら 選 択的 に 取 り 入れ る た め、

既 存 の ハ ビト ゥ ス と とも に 社 会お よ び 個 人の 中 に は両 者 が 傾 向性 と して

共 存 す る こと に な る 。田 辺 の 言う 前 資 本 主義 社 会 のハ ビ ト ゥ スと 資 本主

義 社 会 の ハビ ト ゥ ス の対 比 は 、パ シ ル の 社会 に 当 ては め る こ とが 可 能で

あ り 、本 論文 の テ ー マで あ る「『 遊び 』の過 程 」は、ハ ビ ト ゥス の 共 存と

い う 中 に 見つ か る で あろ う 。 とは い え 、 田辺 の 論 考は 、 ハ ビ トゥ ス が共

存 す る メ カニ ズ ム に まで は 至 って い な い 。次 節 で は、 身 体 性 およ び 社会

関 係 の 動 的な 側 面 に つい て 、 伝統 医 療 と 近代 医 療 の併 存 と の 関係 か ら捉

え て み た い。  

 

 

第 4 節  身体 性 と 社 会関 係 の 揺ら ぎ に み る異 な る 医療 体 系 の 併存  

 

 フ ー コ ーや タ ー ナ ーの 議 論 に従 え ば 、 身体 は 社 会関 係 の 中 で管 理 され

て い る の であ っ て 、 逆に そ う した 身 体 の 管理 を 通 して 社 会 関 係は 組 織さ

れ て い く と言 え る 。 この 意 味 で社 会 関 係 の中 で 「 社会 に ふ さ わし い 身体

性 」 と い った 場 合 、 それ は 管 理の 結 果 と して 生 み 出さ れ た 身 体と い うこ

と に な る が、 当 然 の こと な が ら、 そ こ に は管 理 さ れた 身 体 に 対す る 異議

や 抵 抗 が 見ら れ る 。  

 社 会 関 係に お け る 身体 の 管 理と そ れ に 対す る 異 議や 抵 抗 は 、社 会 関係

と 身 体 性 の双 方 に 揺 らぎ を も たら す 。 医 療が 社 会 関係 の 中 で 身体 の 管理

を 生 み 出 す主 要 な 機 会で あ る とす る な ら ば、 伝 統 医療 と 近 代 医療 の 併存

は 、 ま さ に社 会 関 係 と身 体 性 の揺 ら ぎ 、 とり わ け 病因 論 と 病 者を 取 り巻
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く 社 会 関 係の そ れ の 中に 確 認 する こ と が でき よ う 。  

 伝 統 医 療に お け る 病因 論 に つい て は 、 すで に 多 くの 人 類 学 者が 関 心を

持 ち 、 民 族誌 的 記 述 の蓄 積 を 行っ て き た 。し か し 、人 々 が 病 気に な った

場 合 に 選 択す る こ と ので き る 治療 体 系 が 複数 存 在 して い る 社 会 を 対 象に

研 究 す る 場合 に は、医療 体 系 の階 層 性 の 問題 に 留 意し な け れ ばな ら な い。

異 な る 医 療体 系 が 併 存す る 社 会に お け る 病因 論 や 民間 医 療 の 変容 を 考究

す る 研 究 にお い て は 、「 伝 統医 療 」と「 近 代医 療 」と いう 二 分 法的 な 医療

体 系 の 階 層性 や 、 近 代医 療 に よっ て 解 明 され る べ き病 気 の 真 の原 因 が伝

統 医 療 に よっ て 隠 蔽 され る と いっ た 近 代 化論 的 図 式が 分 析 者 によ っ て想

定 さ れ て いる 可 能 性 があ る 。  

 結 婚 後 間も な い 若 い女 性 に 特有 の 精 神 疾患 を 歌 と踊 り で 癒 す治 療 儀礼

と し て 知 られ る モ ン ゴル の ア ンダ イ 舞 踏 につ い て 研究 を 行 っ た利 光 有紀

（ 1990）は 、その 精 神 疾 患 の 病因 論 を 図 式化 し 、結 婚 を契 機 とす る ス ト

レ ス と い う現 実 世 界 にお け る 原因 を つ き もの と い う霊 的 存 在 でお お いか

く す 、 病 因論 の 二 重 構造 を 提 示し た 。 利 光の 論 考 は、 伝 統 的 疾病 観 や病

因 論 に お いて 日 常 的 論理 と 非 日常 的 論 理 が併 存 す る状 況 を 明 らか に した

点 で 興 味 深い も の で ある 。 し かし 、 日 常 的論 理 が スト レ ス と いう 生 物医

学 的 説 明 に、 非 日 常 的論 理 が つき も の と いう 霊 的 説明 に そ れ ぞれ 結 びつ

く と す れ ば、 そ こ に はあ る 種 の階 層 構 造 が想 定 さ れて い る と 見る こ とも

で き る だ ろう 。  

 こ の よ うな 図 式 は 、伝 統 医 療に 加 え て 近代 医 療 に関 す る 記 述を 多 少包

含し た も のや 、 伝 統 医療 の 変 容を 扱 う 研 究に お い てよ り 鮮 明 に確 か める

こ と が で きる 。  

 メ キ シ コの ラ カ ン ドン 族 と マサ テ コ 族 の疾 病 概 念お よ び 精 神疾 患 の調

査 を 行 っ た宮 西 照 夫（ 1980）は、そ の 報 告の 中 で 、西欧 医 学 概念 の 浸透
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に よ る 人 々の 疾 病 概 念の 変 化 を指 摘 し て いる 。 ラ カン ド ン 族 への 疾 病概

念 に 関 す るイ ン タ ビ ュー の 要 約の 中 で 、 宮西 は 、 病気 は 元 来 神の 行 為、

超 自 然 因 子に よ る も のと 考 え てい た も の が、 宗 教 体系 の 崩 壊 や西 欧 医学

概 念 の 浸 透に 従 い 、 風雨 な ど の自 然 因 子 や公 衆 衛 生学 的 因 子 も病 因 とす

る よ う に なっ た 人 々 の考 え 方 の変 化 に 言 及し た 。し か し、第 1 章で 紹 介

し た 波 平 の議 論 に 依 拠す れ ば 、単 純 に ラ カン ド ン 族の 人 々 の 疾病 観 が、

宗 教 体 系 の崩 壊 や 西 欧医 学 概 念の 浸 透 に よっ て 伝 統的 な も の から 西 洋医

学 的 な も のへ と 変 化 して い る と捉 え る こ とは 適 切 では な い 。 伝統 医 療と

近 代 医 療 が併 存 す る よう な 社 会の 人 々 は 、伝 統 と 近代 の 階 層 性を 帯 びた

シ ン プ ル な医 療 体 系 では な く 複雑 な 医 療 体系 の 中 で、 病 因 論 や治 療 行為

を 検 討 し てい る の で はな い だ ろう か 。  

 一 方 、 伝統 医 療 と 近代 医 療 が併 存 し 、 キリ ス ト 教が 伝 統 的 宗教 に とっ

て か わ っ たヴ ァ ヌ ア ツ共 和 国 トン ゴ ア 社 会に お け る民 間 医 療 の持 続 と変

容 に つ い て調 査・研 究を 行 っ た白 川 千 尋（ 2002）は、島 民 の すべ て がキ

リ ス ト 教 徒で あ る と いう ト ン ゴア の 民 間 治療 者 に 焦点 を 当 て 、キ リ スト

教 派 内 部 の伝 統 的 な 事象 に 対 する 見 方 が 、各 民 間 治療 者 の 用 いる 技 法や

知 識 取 得 の側 面 に お ける 持 続 と変 容 の 相 貌と 対 応 して い る こ とを 指 摘し

た 。 そ こ で民 間 治 療 者が 、 自 身に 治 療 の 技法 や 知 識を 教 授 し た霊 的 存在

を 、 ナ エ タタ ム と 呼 ばれ る 「 精霊 」 と す るの か 、 それ と も 「 正体 不 明の

霊 」 と し て意 図 的 に その 正 体 を問 わ な い でお く の かは 、 治 療 者た ち の属

す る 宗 派 の伝 統 的 事 象に 対 す る見 方 や 、 彼ら を 取 り巻 く 社 会 的状 況 に依

存 し て い ると い う 。 この 白 川 の論 考 は 、 治療 者 の 治療 技 法 や 知識 取 得に

関 わ る 言 説が 自 身 を 取り 巻 く 社会 的 状 況 に依 存 し てい る こ と を明 ら かに

し た と い う点 で 、本 論文 の 主 題に と っ て 参考 に な るも の で あ る。問 題は 、

ど う い う 時に ど の よ うな 説 明 が治 療 者 に よっ て な され る の か とい う こと
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で あ ろ う 。  

 「 伝 統 」と 「 近 代 」の 二 分 法的 な 階 層 性や 近 代 化論 的 図 式 が分 析 者の

側 で 想 定 され て い る よう な 研 究に お い て は、 近 代 を受 容 す る 人々 の 受動

性 が 連 想 され が ち で ある 。 こ うし た 分 析 者側 の 見 方は 、 群 馬 県の 山 村を

対 象 と し て、 大 規 模 なス キ ー 場建 設 に よ る経 済 的 変化 が も た らす 影 響を

分 析 し た 韓国 の 人 類 学者 の ム ン・オク ピ ョー（ 1989）によ っ ても 批 判 さ

れ て い る 。ム ンは 近 代化 と 村 落共 同 体 と の間 の 関 係に 対 し て 、「 近 代 化に

よ っ て 伝 統社 会 が 崩 壊し 、 近 代社 会 へ 移 行し て い く」 と い う 近代 化 論的

な 見 方 を 批判 し 、 経 済的 変 化 が必 ず し も 伝統 社 会 を破 壊 す る とは い えな

い こ と を 主張 し た 。  

 パ シ ル の人 々 の 病 因論 を 論 考す る 上 で も、「 伝統 」 と 「近 代」、 ある い

は 「 伝 統 医療 」 と 「 近代 医 療 」と い っ た 二分 法 的 な階 層 構 造 の想 定 や近

代 化 論 的 見方 は 適 切 では な い 。パ シ ル で は伝 統 医 療に 基 づ く 病因 論 と近

代 医 療 に 基づ く 病 因 論が 併 存 して お り 、 一病 者 の 病気 を 巡 っ て、 両 医療

体 系 の 要 素に 基 づ い た病 因 論 が同 時 に 展 開さ れ る ケー ス も 見 られ る から

で あ る 。 本論 文 に お いて は 、 パシ ル の 人 々が 病 気 の原 因 を ど のよ う に考

え 、 ど の よう な 要 素 を織 り 込 んで 病 因 論 を展 開 す るの か と い う病 因 論の

組 成 プ ロ セス に つ い ても 、 社 会関 係 上 の 問題 に 対 する 人 々 の 対応 や 折り

合 い の 付 け方 に 注 意 を払 い な がら 考 察 を 行う 。  

 伝 統 医 療と 近 代 医 療が 併 存 する 医 療 体 系が 、 こ うし た 社 会 関係 や 身体

性 の 揺 ら ぎの 中 に 確 認で き る とす れ ば 、 新し い 身 体性 お よ び 社会 関 係が

既 存 の 身 体性 お よ び 社会 関 係 と交 渉 さ れ るよ う な 場が 存 在 す ると 考 えら

れ る 。 次 節で は 、 本 論文 が 分 析対 象 と す るパ シ ル の人 々 の 身 体性 と 社会

関 係 の 交 渉の 場 を 捉 える た め に、 フ ィ リ ピン に お ける 空 間 認 識に 関 わる

議 論 を 参 照し 、 身 体 性と 社 会 関係 が 交 渉 され る 場 がど こ に あ るの か を示
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し て お き たい 。  

 

 

第 5 節  認識 人 類 学 的視 角 か らみ た 空 間 認識  

 

 パ シ ル にお い て 人 々の 身 体 性と 社 会 関 係が 交 渉 され る 場 を 見出 す 上 で、

フ ィ リ ピ ン諸 社 会 を 対象 と し た空 間 や 諸 範疇 に 関 する 認 識 人 類学 的 考察

は 、対 立 する 2 項 と それ ら を つな ぐ 両 義 的領 域 の 3 項 対 立 的 図式 の もと

で 諸 範 疇 を捉 え て い る点 で 示 唆的 で あ る 。  

 コ ル デ ィリ エ ラ や フィ リ ピ ンの 他 地 域 を対 象 と する 人 類 学 的研 究 の中

に は 、 空 間を 「 日 常 の空 間 ／ 非日 常 の 空 間／ 日 常 でも 非 日 常 でも な い曖

昧な 空 間」と いう 3 つの 範 疇 に区 分 す る もの が 見 られ る。フ ィリ ピ ン の

諸 社 会 に 関し て は 、空間 や 様 々な 事 物 を「 日 常／ 非 日 常 」の よう な 2 項

対 立 的 図 式で 明 確 に 分類 す る こと は 難 し く 、対 立 する 2 項 の いず れ にも

分 類 し 得 ない 曖 昧 な カテ ゴ リ ーが 見 出 せ る例 が 紹 介さ れ て い る。  

 例 え ば 、フ ィ リ ピ ン・ ミ ン ドロ 島 の ハ ヌノ オ ・ マン ヤ ン 族 の社 会 の訴

訟 制 度 と 裁判 人 の 社 会的 役 割 を研 究 し た 宮本 勝 （ 1986） は、 ハヌ ノ オ ・

マ ン ヤ ン 族の 社 会 に おけ る 親 族範 疇 に つ いて 、「親 族 （ カタ ウハ ン ） は、

狭 義 の マ ッグ タ ル ア ナカ ン と 広義 の マ ッ グタ ル ア ナカ ン と そ のい ず れと

も み な さ れな い 親 族 とい う 3 つの 範 疇 に 分節 さ れ て 、そ れ ぞ れ一 定 の社

会 的 遠 近 軸に お か れ てい る 」と述 べ（宮 本  1986： 82-83）、彼ら の 親 族

概 念 が「遠 い 親族 ／ 近い 親 族 ／い ず れ に も属 さ な い曖 昧 な 親 族」の 3 つ

の 範 疇 に 分類 さ れ る こと を 明 らか に し た 。ま た 、 ハヌ ノ オ ・ マン ヤ ン族

の 生 活 空 間に 関 し て は、 森 に ある 墓 地 や 播種 儀 礼 をす る ア リ 塚や 焼 畑な

ど が ＜ こ の 世 ＞ と ＜ あ の 世 ＞ の 境 と な っ て い る こ と が 指 摘 さ れ て お り
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（ ib id .： 198）、「こ の世 ／ あ の世 ／ こ の 世で も あ の世 で も な い曖 昧 な 世」

の 3 つ の 範疇 区 分 が 存在 す る とい う 。  

 コ ル デ ィリ エ ラ 地 域に お い ては 、 ボ ン トッ ク 社 会の 世 界 観 を考 究 した

合 田 濤 （ 1989） が 、 同 社 会 に お け る 時 間 や 空 間 に 、「 内 ／ 外 」 や 「 日 常

／ 非 日 常」と いっ た 対立 す る 2 項 を 媒 介 する よ う な中 間 的・両義 的 な 認

識 領 域 が 見出 せ る こ とを 指 摘 して い る 。  

 空 間 面 でい え ば 、 ボン ト ッ クの ム ラ 空 間は 共 時 的に み る と 、封 鎖 印を

境 界 の 印 とし て 、家 屋、居 住区 、棚田 、森と い う 同心 円 を 構 成す る 4 範

疇 に 区 分 され 、 稲 倉 や聖 樹 、 アト （ 男 子 集会 所 ） はこ れ ら の 範疇 間 を媒

介 す る 両 義的 な 場 と して 、 居 住区 の 内 ・ 外、 棚 田 と居 住 区 や 家、 居 住区

と 他 界 を 媒 介 す る と い う （ 合 田  1989： 73）。 ま た 、 ワ リ ッ ト と よ ば れ

る 治 病 儀 礼の 際 、 山 中で 執 行 され る ワ リ ット 儀 礼 の前 後 に 、 直接 家 から

山 へ 、 あ るい は 山 か ら家 へ 移 動せ ず 、 儀 礼執 行 者 たち が 途 中 、ア ト でし

ば ら く 過 ごす こ と を 合田 は 指 摘し て お り（ ib id .： 226）、内 領 域と 外 領域

を 媒 介 す る曖 昧 な 空 間が 存 在 して い る 様 子が 窺 え る。  

 時 間 面 では 、 死 者 の死 か ら 忌明 け ま で の死 を め ぐる 儀 礼 全 般と し ての

ア チ ョ ッ グ儀 礼 に お いて 、 埋 葬後 、 死 者 の家 族 や 近親 者 に 対 する 「 日常

的 な 生 活 の回 復 」が 、いく つ も の段 階 に 区 切っ て 順 次行 わ れ（ i b id .：332）、

こ の 儀 礼 が、 何 段 階 かに 分 け て、 屋 内 の 炉の 使 い 始め 、 儀 礼 的漁 撈 、儀

礼 的 山 仕 事な ど に よ って 徐 々 に日 常 性 を 回復 す る 過程 で あ る こと が 指摘

さ れ て い る（ ib id .： 342）。こ の こと か ら 、ボ ン トッ ク の人 々 の時 間 概 念

に は 「 日 常／ 非 日 常 」の 対 立 概念 に 加 え 、両 者 の 中間 的 ・ 両 義的 な 時間

領 域 が 存 在す る こ と が窺 え る だろ う 。  

 ハ ヌ ノ オ・ マ ン ヤ ン族 の 社 会、 お よ び ボン ト ッ ク社 会 に 関 して 認 識人

類 学 的 視 角か ら 考 察 され た こ れら の 民 族 誌 に は 、 時間 や 空 間 など の 認識
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領 域 に お いて 、対 立 する 2 つ の範 疇 と そ れら を 媒 介す る 両 義 的な 範 疇の

存 在 を 共 通し て 見 出 すこ と が でき る 。時 間や 空 間 を、「 日 常 ／非 日 常 ／日

常 で も 非 日常 で も な いも の 」と い う 3 つ の範 疇 に 区分 す る 視 点を 応 用 し、

本 論 文 で は空 間 を「 日常 ／ 非 日常 ／ 中 間 的領 域 」の 3 項対 立 で捉 え る こ

と に し た い。「 日常 」と「 非 日 常」を つ なぐ「 中 間 的領 域 」は 、本 論 文 で

後 に 「『遊 び 』 の過 程」 と 呼 ぶも の で あ る。「 中間 的 領 域」 にお い て は、

日 常 空 間 にお け る 人 々の 身 体 性と 社 会 関 係か ら の 「ず れ 」 が クロ ー ズア

ッ プ さ れ るこ と に よ って 、 身 体性 と 社 会 関係 の 「 規範 的 要 素 」と 「 反規

範 的 要 素 」が 相 対 化 され る こ とに な る 。  

 パ シ ル にお け る フ ィー ル ド ワー ク で 収 集し た デ ータ を 基 に 、社 会 の中

の 「 中 間 的領 域 」 が 既存 の 身 体性 お よ び 社会 関 係 と新 た な 身 体性 お よび

社 会 関 係 の交 渉 が 行 われ る 場 とな っ て お り、 こ の 領域 を 使 っ て近 代 医療

が 受 容 さ れる こ と が 可能 と な るこ と を 論 証し て い く前 に 、 次 章で は 、パ

シ ル の 人 々の 生 活 空 間や 社 会 制度 が ど の よう な も ので あ る か を俯 瞰 して

お こ う 。  

 

 

 

 

                                                   
１  原 典 は以 下 の 通り であ る 。  
Turner,  B .  S .   
 1984   The  B ody  and  Soc i ety :  E xplorat ions  in  Soc ia l  T heory ,  Bas i l  

B lackwel l  Publ i sh er  L td .  
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第 4 章  パ シ ル に おけ る ム ラ ・ 身 体 性 ・ 社 会 関 係  

 

 

第 1 節  本章 の 目 的  

 

 本 章 の 目的 は 、 本 論文 が 研 究 対 象 と す るカ リ ン ガ州 パ シ ル の人 々 がど

の よ う な 空間 で ど の よう な 生 活を 営 ん で いる の か 概観 し 、 本 論文 に おい

て 重 要 な ポイ ン ト と なる パ シ ルの 人 々 の 身体 性 と それ に 密 接 に関 わ って

い る 人 々 の社 会 関 係 につ い て 示す こ と で ある 。  

 第 2 節 にお い て は 、ル ソ ン島 北 部に 位 置す る カ リン ガ 州、およ び 同 州

の ム ニ シ パリ テ ィ の 1 つ で ある パ シ ル の概 況 を 簡潔 に 述 べ る 。第 3 節で

は 、 本 論 文に お け る パシ ル の 「集 落 」「 バラ ン ガ イ」「 ムラ 」の 概 念 を明

確 に し た 上で 、 パ シ ルの 人 々 の生 活 空 間 を俯 瞰 し てい く 。 一 見し た とこ

ろ 牧 歌 的 なも の に 見 える 人 々 の生 活 に は 、も め ご と が つ き も ので あ るこ

と を 指 摘 し、第 4 節 では 、パシ ル にお い て世 間 か らの 非 難 の 的と な る 社

会 規 範 か らの 逸 脱 行 為を 示 す 。そ し て 、 それ ら の 逸脱 行 為 を 手掛 か りと

し て 、パシ ル に おけ る社 会 規 範が ど の よ うな も の であ る の か 考察 し た い。

続く 第 5 節で は、パ シル に お ける 社 会 規 範を も と に、パシ ル の人 々 の 身

体 性 を 考 察す る 。 ま た、 身 体 性と 密 接 に 関わ っ て いる 人 々 の 社会 関 係に

つ い て 、親 族 関 係や 農業 と も 関連 さ せ な がら 見 て いく 。パシ ルの 人 々 は、

ム ラ に お ける 社 会 関 係を 友 好 的な も の に 保つ よ う 努め る が 、 不可 視 的な

存 在 で あ る霊 的 存 在 とも う ま く共 存 し な けれ ば な らな い 。第 6 節に お い

て は 、 こ うし た 霊 的 存在 に 対 する 人 々 の 信仰 に つ いて も 詳 述 し、 人 々の

信 仰 の 中 に伝 統 的 な 要素 と 新 しく 導 入 さ れた キ リ スト 教 の 要 素が 併 存し

て い る こ とを 示 し て おく 。  
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第 2 節  カリ ン ガ 州 パシ ル の 概況  

 

（ １ ） カ リン ガ 州 の 概況  

 

 フ ィ リ ピン の 首 都 マニ ラ か ら約 200

キ ロ 北 上 する と 、 急 峻な 山 々 が連 な る

コ ル デ ィ リエ ラ 山 地 に入 る 。 本論 文 が

調 査 対 象 とす る カ リ ンガ 州 は この コ ル

デ ィ リ エ ラ山 岳 地 帯 の北 部 に 位置 し 、

東 は カ ガ ヤ ン （ Cagayan） 州 お よ び イ

サ ベ ラ （ Isabe la ） 州 、 西 は ア ブ ラ

（ Abra ） 州 、 南 は マ ウ ン テ ン

（ Moun tain ） 州 、 北 は ア パ ヤ オ

（ Apay ao） 州 の 各 州 に 隣 接 し て い る 。 

州 都 の タ ブ ッ ク （ Tabuk） に 加 え 、 カ

リ ン ガ 州 内 に は 7 の ム ニ シ パ リ テ ィ

（ Muni c ipa l i ty） １ が あ り 、 調 査 地 で

ある パ シ ルは そ の う ちの ひ と つで あ る 。    図 1 フ ィ リ ピン の 地 図  

 カ リ ン ガ州 の 州 都 ・タ ブ ッ クへ の ア ク セス に は 、首 都 マ ニ ラ、 あ るい

は ル ソ ン 島北 部 の 高 原都 市・バギ オ（ Baguio）から 夜 行 バス を使 う こ と

に な る 。 夜の マ ニ ラ を出 て 、 冷房 の よ く きい た 「 冷蔵 庫 」 の よう な 夜行

バ ス に 揺 られ る こ と 約 12 時 間 。夜 が 明 け て 外 が 明る く な り 始め た 頃、

車 内 で 流 れる イ ロ カ ノ（ I l ocano）・ソ ン グ ２ の音 に 目 を覚 ま すと タ ブ ッ

カ リ ン ガ 州  
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ク 到 着 間 近で あ る 。 車外 に 広 がる 田 園 風 景と 遠 方 に連 な る 山 々を 眺 めて

い る と 、 やが て 住 宅 街へ 入 っ てい く 。 左 手に 教 会 、右 手 に 真 っ白 な 水牛

の モ ニ ュ メン ト が 見 えた ら 、そ こ は カリ ンガ 州 の 州都・タ ブ ック で あ る。

タ ブ ッ ク は州 都 で あ るが 、 面 積の 大 半 は 水田 が 広 がる 平 野 で ある 。 中心

部 の ブ ラ ナ オ （ Bul anao） 地 区 お よ び ダ グ ー パ ン （ Dagupan） 地 区 に は

そ れ ぞ れ 市場 が あ る が、 そ の 周辺 に は 小 さな ス ー パー マ ー ケ ット 、 宿、

床 屋 、食 堂 、薬局 な どが 並 ん でい る だ け で、「 町 」と 呼 ぶ に はあ ま り にも

規 模 が 小 さい 。 パ シ ルを は じ めと す る 山 村地 域 の ムニ シ パ リ ティ へ の移

動 に は 、 タブ ッ ク か らジ ー プ でさ ら に 数 時間 の 旅 とな る 。   

 カ リ ン ガ州 に は 、 主と し て 州内 の 山 村 地域 出 身 の人 々 と 「 イロ カ ノ」

と 呼 ば れ るイ ロ カ ノ 語を 母 語 とす る 人 々 が居 住 し てお り 、 州 都の タ ブッ

ク に は そ の両 者 が 共 存し て いる ３ 。いわ ゆる「 カリ ン ガ 族」とは 、一般

的 に は 前 者の こ と で あり 、 カ リン ガ 語 を 母語 と す る人 々 を 指 す。 タ ブッ

ク で は イ ロカ ノ 語 が 人々 の 共 通語 と な っ てい る 。  

 勇 敢 な 首狩 族 と し て知 ら れ るカ リ ン ガ 族は 、 小 さな 集 団 に 分か れ 、険

阻 な 山 岳 地域 で 比 較 的孤 立 し た生 活 を 営 んで き た 。し か し な がら 、 彼ら

の 生 活 が スペ イ ン や アメ リ カ の植 民 地 統 治の 影 響 を受 け な か った と いう

わ け で は ない 。 ス ペ イン 統 治 期の 1689 年に は ス ペイ ン 人 の キリ ス ト教

伝 道 師 が カリ ン ガ へ 入り カ ト リッ ク 教 会 を設 立 し たが 、 人 々 の抵 抗 に遭

い 、布 教活 動 は 中断 させ ら れ た。ム ニシ パリ テ ィ・タ ヌ ーダ ン（ Tanudan）

出 身 の ミ ゲル・ス ッ ギー ヤ オ によ れ ば、その 後 の 1783 年 に は、2 人 のス

ペ イ ン 人 伝道 師 が タ ブッ ク の ブラ ナ オ 地 区に カ ト リッ ク の 布 教活 動 の拠

点 を 築 き 、人 々 と 比 較的 友 好 的な 関 係 を 保ち な が ら布 教 活 動 を行 っ てい

た と い う 。し か し 、 間も な く して カ ガ ヤ ン州 か ら スペ イ ン 軍 兵士 の 一団

が 送 ら れ てく る と 、 その 支 配 に人 々 は 激 しい 抵 抗 を示 し た 。 槍や ボ ロで
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武 装 し た 勇敢 な 首 狩 戦士 た ち に恐 れ を な した ス ペ イン 人 た ち はカ ガ ヤン

へ と 引 き 揚げ て 行 っ たと い う 。そ の 後 、 ブラ ナ オ 地区 に 築 か れて い たス

ペ イ ン 人 に よ る 創 設 物 は 、 戦 士 た ち に よ っ て 全 て 焼 き 払 わ れ た

（ Suggui yao 1990： 14 -15）。1889 年に は、当 時の ス ペ イン 総知 事 ヴ ァ

レ ン テ ィ ア ー ノ ・ ウ ェ イ ラ ー が イ フ ガ オ （ I fu gao ） 州 ・ キ ア ン ガ ン

（ Kiangan）に 指 令 所を 設 立 し、ボ ント ック に は 1899 年 ま で 200～ 300

人 の 兵 士 か ら な る ス ペ イ ン 軍 が 駐 屯 し た （ 合 田  1989： 14）。 1896 年、

当 時 は マ ウン テ ン 州 の亜 州 で あっ た カ リ ンガ 州 の ムニ シ パ リ ティ ・ ティ

ン ラ ー ヤ ン（ Tinglayan）の バ サオ（ Basao）に も哨 所 が設 け られ 、ムニ

シ パ リ テ ィ・バ ル バ ーラ ン（ Balbalan）のバ ル バ ラー サ ン（ Balbalasang）

に も 同 時 期 に 哨 所 が 築 か れ た （ Su ggui yao 1990： 15）。 し か し 、 1898

年 に は ス ペイ ン が コ ルデ ィ リ エラ か ら 撤 退し 、 そ の後 間 も な くア メ リカ

に よ る 統 治が 始 ま る こと に な る。  

 ス ペ イ ン統 治 期 の カリ ン ガ には ア ブ ラ 州へ と 続 く道 路 が 建 設さ れ 、他

地 域 へ の 移動 が 容 易 にな っ た もの の 、 依 然と し て ムラ 同 士 の 交流 は 稀で

あ り 、 首 狩り が 行 わ れて い た 。し か し 、 その 後 の アメ リ カ に よる カ リン

ガ 統 治 は 「成 功 」 し 、人 々 の 生活 に 多 大 なイ ン パ クト を 与 え たの で ある

４ 。ア メ リ カ 植民 政 府が 首 狩 りを 禁 じ 、平和 協 定 の締 結 を 奨 励し た こ と

に よ っ て 、ム ラ 同 士 の交 流 や 交易 が 頻 繁 にな っ た 上、 学 校 教 育制 度 や住

民 登 録 シ ステ ム な ど の行 政 制 度の 整 備 、 近代 医 療 の導 入 、 キ リス ト 教の

布 教 が 進 めら れ 、 人 々の 生 活 は大 き く 変 化し た 。 今で も カ リ ンガ の 老年

者 は 英 語 が非 常 に 堪 能で あ る 。  

 フ ィ リ ピン 独 立 後 も現 在 の カリ ン ガ 州 は「 カ リ ンガ ・ ア パ ヤオ 州 」と

し て マ ウ ンテ ン 州 の 亜州 で あ った が 、1966 年に は マ ウン テ ン 州か ら 分 離

す る 。 カ リン ガ 州 と アパ ヤ オ 州が そ れ ぞ れ独 立 し た別 個 の 州 とな っ たの
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は、 1995 年 のこ と であ る 。  

 

 

 

 

図 2 パ シ ルの 地 図  

（ The  muni c ipa l  comp rehens ive  land  use  p lan  and  the  zon ing  

ord inan ce  o f  the  munic ipa l i ty  o f  Pas i l より ）  
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（ ２ ） パ シル の 概 況  

 

 本 論 文 が調 査 対 象 とす る パ シル （ 図 2 を参 照 ） は、 1968 年 6 月に ム

ニ シ パ リ ティ ・ バ ル バー ラ ン およ び ム ニ シパ リ テ ィ・ ル ブ ア ーガ ン に属

し て い た 14 のバ ラ ンガ イ（ Baran gay） ５ に よっ て 創設 さ れた 新 し いム

ニ シ パ リ ティ で あ り 、2010 年現 在 、パ シ ルに は 約 9 ,600 人 が 居住 し てい

る ６ 。パ シ ルを 終 着 とす る ジ ープ は 、午 後 1 時 頃 にタ ブ ッ ク を発 つ 。町

で し か 入 手で き な い 食料 品 や 雑貨 、 灯 油 、米 、 ブ ロイ ラ ー の 鶏な ど が大

量 に 積 み こま れ た ジ ープ に 、 さら に 乗 客 が乗 り 込 むた め 、 車 内も ジ ープ

の 「 屋 根 」 の 上 も 満 員で あ る 。明 ら か に 定員 オ ー バー の ジ ー プは 、 幅の

狭 い 未 舗 装の 山 道 に さし か か ると 左 右 に 大き く 揺 れ、 幾 度 も 谷底 へ 落ち

そ う に な りな が ら 、約 3 時 間 かけ て パ シ ルの ム ラ まで ノ ロ ノ ロと 山 道を

上 っ て い く 。 タ ブ ッ ク か ら の チ コ （ Chico） 川 沿 い の 道 路 は 整 備 さ れ 、

ジ ー プ も 勢い よ く 走 るこ と が でき る の だ が、 パ シ ル川 と チ コ 川の 合 流地

点 か ら パ シル 川 上 流 域方 面 へ 入っ た 途 端 、舗 装 さ れて い な い でこ ぼ この

道 が 続 く 。パ シ ル と 他の ム ニ シパ リ テ ィ との 「 格 差」 を 痛 感 する 瞬 間で

ある 。  

 パ シ ル は金 な ど の 鉱物 資 源 が豊 富 で あ り、 か つ ては バ ラ ン ガイ ・ バ ラ

ー ト ッ ク を中 心 に 鉱 山会 社 に よる 大 規 模 な採 掘 が 行わ れ 、 州 内最 大 の採

掘 量 を 誇 って い た 。 しか し 、 企業 に よ る 大規 模 な 鉱山 が 閉 鎖 され た 現在

で は 、 個 人レ ベ ル で 採掘 を 行 うプ ラ イ ベ ート ・ マ イン （ pr ivate  mine）

で 働 く 者 が多 数 見 ら れる も の の、 採 掘 量 は非 常 に 不安 定 で あ る。 採 掘現

場 で の 不 慮の 事 故 に より 命 を 落と す 若 者 も少 な く ない 。 大 規 模な 鉱 物資

源 の 採 掘 によ っ て 経 済的 に 潤 っ た 1970 年代 後 半 ～ 1980 年 代以 後 、農 業

な ど の 側 面か ら 経 済 発展 を 目 指し て き た が 成 功 せ ず 、 現 在 、 パシ ル の所
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得 レ ベ ル は州 内 で 最 も低 い の が現 状 で あ る。  

 次 節 で は、 パ シ ル の人 々 の 生活 空 間 を 概観 し て おこ う 。  

 

 

第 3 節  パシ ル の 人 々の 生 活 空間  

 

（ １ ） パ シル に お け る集 落 ・ バラ ン ガ イ ・ム ラ  

 

 パ シ ル の人 々 が 暮 らし て い る生 活 空 間 を俯 瞰 す る前 に 、 ま ず、 本 論文

に お け る 「集 落 」「 バラ ン ガ イ」「 ムラ 」の 概 念 をそ れ ぞ れ 明確 に し てお

こう 。  

 ボ ン ト ック 族 の 社 会に お け るム ラ の 構 成を 論 じ た合 田 に な らっ て 、本

論 文 に お ける「 集 落 」は、「 通常 は 景 観 的な 側 面 から み て 、数十 か ら 数百

戸 の 家 屋 が 近 接 し て 建 て ら れ て い る と い う 状 態 （ 合 田  1989： 30）」 と

す る 。「集 落 」に あ たる パ シ ル語 は 採 集 し て い な いが 、通 常 、集落 が 位置

す る 土 地 の名 前 で 呼 ばれ る 。「 バラ ン ガ イ」は、フ ィリ ピ ン にお け る 最小

の 行 政 単 位で あ る 。  

 こ れ ら に対 し て、「ム ラ 」 の概 念 は 慎 重に 検 討 され ね ば な らな い 。「 フ

ィ リ ピ ン では 散 在 集 落が 一 般 的で 、 村 落 共同 体 は 存在 し な い 」と す るク

ロ ー バ ー の主 張 を 批 判的 に 検 討し た 合 田 は、 マ ー ドッ ク の い う「 通 常的

な 面 接 関 係の も と で 共住 す る 人々 の 最 大 限の 集 団 であ る 地 域 共同 体 」の

意 味 で 、 ボン ト ッ ク の「 ム ラ 」を 「 中 央 集権 的 な 行政 の 影 響 を受 け る以

前 か ら 存 在し 、 現 在 も彼 ら が 第一 義 的 な 帰属 意 識 を持 つ 地 域 的な ま とま

り 」 と 定 義 づ け た （ ib id .： 33）。 し か し 、 ボ ン ト ッ ク の ム ラ 概 念 を パ シ

ル に お い てそ の ま ま 適用 す る こと は 適 切 では な い 。  
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 カ リ ン ガ族 、ボ ン トッ ク 族 、イロ ン ゴ ット（ I lon go t）族 の 3 社 会 間に

見 ら れ る 地域 集 団 の 偏差 を 明 確に し 、 そ の背 後 に 共通 の 枠 組 みを 見 出し

た 杉 井 信 は、 こ れ ま で、 コ ル ディ リ エ ラ の諸 民 族 の社 会 に 見 られ る 対外

的 な 一 体 性を 持 つ 地 域集 団 が 無批 判 に 対 比可 能 な もの と み な され て きた

こ と を 指 摘し て い る 。杉 井 は 、カ リ ン ガ 族と ボ ン トッ ク 族 の 地域 集 団の

偏 差 を 考 察す る 上 で 「血 縁 」 から 「 地 縁 」へ の 進 化と い う 社 会進 化 的な

見 方 は 不 適切 で あ る とい う 視 角に 立 ち 、カリ ン ガ の「地 域 」を、「 社会 に

お け る 最 大の 政 治 的 ・法 的 単 位で あ り 、 内部 に 集 落の 散 在 す る一 定 の空

間 的 領 域 を占 有 す る もの 」と し てい る（ 杉井  1992： 91）。「 地域 」の 内

部 的 な 特 徴と し て は 、そ れ が 内婚 的 で あ るこ と や 、双 方 的 親 族関 係 に基

づ く 親 族 集団 的 な 様 相を 帯 び るこ と が 挙 げら れ る が、 対 外 的 な一 体 性を

持 っ た 単 位と し て は 、他 の 「 地域 」 と の 平和 協 定 ７ の締 結 単 位と な る。

一 方 、 ボ ント ッ ク の 「村 」 は 、一 定 の 空 間的 領 域 を支 配 す る 政治 的 単位

で あ り 、「村 」が 集 団 とし て だ けで な く 閉 鎖的 空 間 とし て も 統 合性 を 持つ

も の で あ るが 、親 族 集団 で は ない と い う 。こ の「 村」は、カ リン ガ の「 地

域 」 同 様 、対 外 的 な 一体 性 を 持っ て お り 、平 和 協 定を 締 結 し たり 、 敵対

関 係 に 入 った り す る 。加 え て 杉井 は 、 ボ ント ッ ク にお け る 、 通婚 関 係が

存 在 す る 持続 的 な 友 好関 係 に ある 村 々 の 全体 を 「 拡大 村 」 と 呼ん で いる

（ ib id .： 101）。この よう な カ リン ガ の「 地域 」と ボン ト ッ ク の「村 」の

偏 差 に 関 する 論 考 を 、杉 井 は 次の よ う に まと め た 。  

 

 

 第 一 に 、カ リン ガ の「 地域 」の 一 体性 が 、ゆる や か な内 的 統合 を

背 景 と し つつ も 、基 本的 に は 対外 関 係 と りわ け 協 定の 産 物 で ある と

考 え ら れ るの に 対 し て、ボ ント ッ ク の村 の一 体 性 は、協 定は 言う に
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及 ば ず 、様 々な 儀 礼 を通 し て 表明 さ れ て いる 。第 二 に、カ リ ンガ の

「 地 域 」関 係 が 協定 の有 無 に よっ て 決 定 され る の に対 し て、ボン ト

ッ ク の 村 間関 係 を 協 定の 有 無 によ っ て 決 定す る こ とは で き な い 。第

三 に 、「 地 域 」 は 、 内 部 秩 序 や 内 婚 を 実 質 的 な 内 部 的 特 徴 と し て 持

っ て い る が、ボ ント ック に お いて 、法的 な秩 序 や 祭宴 に よ る 統合 性

は 村 の み なら ず 拡 大 村に も 存 在し 、ま た 婚姻 に お いて 配 偶 者 選択 の

範 囲 と な るの は 村 で はな く 拡 大村 で あ る （ ib id .： 102）。  

 

 

こ の 杉 井 の論 考 は、カリ ン ガ の「 地 域 」とボ ン ト ック の「村 」の 間 に は、

そ の 構 成 員の ア イ デ ンテ ィ テ ィの 拠 り ど ころ で あ るこ と や 、 平和 協 定の

締 結 の 単 位で あ る こ と以 外 に 共通 点 が 見 出せ な い こと を 明 ら かに し てい

る。     

 杉 井 が 「地 域 」 と 呼ん で い るカ リ ン ガ の地 域 的 なま と ま り を、 本 論文

で は「 ム ラ 」と呼 び 、それ を、「 通 常 的 な面 接 関 係の も と で 共住 す る 人々

が 第 一 義 的な 帰 属 意 識を 持 つ 地域 的 な ま とま り で あり 、 社 会 にお け る最

大 の 政 治 的・ 法 的 単 位、 お よ び平 和 協 定 の締 結 単 位と な る も の」 と 定義

し た い 。  

 パ シ ル にお い て 、 ムラ は 次 の 6 つに 分け ら れ る。 ① バ リ ンシ ア ガ オ、

マ グ シ ー ライ 。 ② ア ブレ ッ グ 、ダ ル ー パ 。③ カ ガ ルア ン 。 ④ マロ ク サッ

ド 、 ダ ン ター ラ ン 、 プゴ ン 。 ⑤ギ ナ ア ン 、バ グ タ ーヤ ン 、 ガ ルダ ン 。⑥

バ ラ ー ト ック 、 コ ラ ーヨ 。 ム ラを 構 成 す るの は 複 数の 集 落 か ら成 る 「近

隣 集 団 」 であ り 、 ③ カガ ル ア ンの よ う に 「カ ガ ル アン 」 と い う名 称の 1

つ の 近 隣 集団 か ら 成 る場 合 を 除い て 、 そ れぞ れ の ムラ は 2～ 3 つの 近隣

集 団 に よ って 構 成 さ れて い る 。ム ラ は 通 常、 メ イ ンの 近 隣 集 団と そ こか
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ら 派 生 し たサ ブ グ ル ープ 的 な 近隣 集 団 に よっ て 成 って お り 、 ムラ の 成員

は 親 族 関 係に あ る と 言え る 。例 えば 、① のム ラ は、「 バ リン シア ガ オ 」と

いう 近 隣 集団 と 、 そ こか ら 枝 分か れ し て 形成 さ れ た新 し い 近 隣集 団 「マ

グ シ ー ラ イ」 で 構 成 され て い るの で あ り 、両 者 の 成員 は 互 い に親 族 関係

に あ る 。ま た、フ ィ リピ ン の 行政 単 位 で ある バ ラ ンガ イ と し ては 、「 バリ

ン シ ア ガ オ」は「 バ リン シ ア ガオ・ノ ル テ」と「バ リ ンシ ア ガオ・ス ル 」

の 2 つ に 区分 さ れ る が 、人々 は「 バ リン シア ガ オ 」と いう ひ とつ の 近 隣

集 団 の 成 員と し て の アイ デ ン ティ テ ィ を 保有 し て いる の で あ る。  

 ム ラ を 意味 す る パ シル 語 は 採集 で き て いな い が 、ム ラ や 近 隣集 団 、集

落 を 意 味 する も の と して 、 人 々は イ ロ カ ノ語 か ら の借 用 語 で ある 「 イリ

i l i」 や 、「 フ ォフ ォ ロ イ bobol oy（ 家 ・ フォ ロ イ bol oy の 複 数形 ）」と い

う パ シ ル 語を 用 い る 。し かし 、厳 密 には これ ら の 語が 、集 落 、近 隣集 団 、

ム ラ の い ずれ を 指 す のか 不 明 瞭で あ り 、 文脈 に よ って そ れ ら の語 が 指す

範 囲 が 変 化し て い る よう に 思 われ る 。 ま た、 同 一 のム ラ に 属 する 人 々の

集 団 は 、 英 語 の 「 ト ラ イ ブ （ t r ibe）」 と い う 語 で 表 現 さ れ る こ と が 多 か

っ た 。 人 々が ム ラ に つい て 語 る時 に は 、 ムラ や 近 隣集 団 、 集 落の 名 称を

用 い る の が常 で あ る 。ムラ や 近 隣集 団 、集落 の 名 称の 前 に「 i」と いう 接

頭 辞 を 付 加す れ ば、「○ ○ 出身 の 人」を 意味 す る こと が で き 、バ リ ンシ ア

ガ オ の 人 なら ば 、「 イ・バ リ ンシ ア ガオ iBal inc iagao」と 表 現さ れ る し、

日 本 人 で あれ ば 「 イ ・ジ ャ パン iJapan」と 表 す 。  

 以 上 、 パシ ル に お ける 集 落 、バ ラ ン ガ イ、 ム ラ の概 念 に つ いて 述 べて

き た こ と をま と め る と 、①本 論 文 にお け る集 落 は、「 通 常 は 景観 的 な 側面

か ら み て、数 十 から 数百 戸 の 家屋 が 近 接 して 建 て られ て い る とい う 状 態」

を 指 す 。② 本論 文 で は 、ム ラ を「通 常 的 な面 接 関 係の も と で 共住 す る 人々

が 第 一 義 的な 帰 属 意 識を 持 つ 地域 的 な ま とま り で あり 、 社 会 にお け る最
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大 の 政 治 的・ 法 的 単 位、 お よ び平 和 協 定 の締 結 単 位と な る も の」 と 定義

す る 。 ③ 複数 の 集 落 から 成 る 近隣 集 団 に よっ て ム ラが 構 成 さ れて お り、

ム ラ の 内 部的 な 特 徴 とし て は 、そ れ が 内 婚的 で あ るこ と や 、 双方 的 親族

関 係 に 基 づく 親 族 集 団的 な 様 相を 帯 び る こと が 挙 げら れ る 。 ④集 落 、近

隣 集 団 、 ムラ の 各 概 念に 相 当 する 特 定 の 民俗 語 は 見出 せ な い が、 集 落、

近 隣 集 団 はそ れ ぞ れ 特定 の 名 称を 有 す る 。  

 

 

（ ２ ） パ シル の 人 々 の生 活 空 間  

 

 州 内 で は珍 し い 温 泉の 源 泉 を有 す る パ シル の 景 観は 、標 高 400～ 3000

メ ー ト ル の険 阻 な 山 脈と そ の 間を 流 れ る パシ ル 川 が特 徴 的 で ある 。 パシ

ル に は タ ブ ッ ク か ら ア ブ ラ 州 へ と 続 く ナ シ ョ ナ ル ・ ロ ー ド （ nat ional  

road）お よび プ ロビ ンシ ャ ル・ロ ード（ provi nc ia l  road）が はし っ て お

り 、 部 分 的に 凹 凸 が 激し く 幅 の狭 い こ れ らの 道 路 では パ シ ル のす ぐ 北に

位 置 す る ムニ シ パ リ ティ ・ バ ルバ ー ラ ン 発着 の ジ ープ も 行 き 交う 。 雨季

は 道 路 が ぬか る む 上 、台 風 の 度に 複 数 の 土砂 崩 れ が道 路 を ふ さい で しま

う た め 、 ジー プ が 長 時間 に 亘 って 立 ち 往 生す る 様 子は パ シ ル では 珍 しい

光 景 で は ない 。  

 山 道 を 歩い て い る と、 山 の 中腹 に 集 落 と美 し い 棚田 を 目 に する こ とが

で き る 。 道沿 い に は 山の 湧 水 が流 れ る 水 路や 滝 が あり 、 冷 た い湧 水 の流

れ る 音 が 心地 よ い 。 トタ ン 屋 根の 高 床 式 家屋 や コ ンク リ ー ト 製の 家 屋が

密 集 し 、 ココ ナ ッ ツ の木 や バ ナナ の 木 が そび え 立 つ集 落 か ら は、 様 々な

音 が 聞 こ えて く る 。 のこ ぎ り のう な る よ うな 音 、 薪を 割 る 軽 快で 勢 いの

あ る 音 、 米や コ ー ヒ ー豆 、 緑 豆を 臼 で 搗 くリ ズ ム 音、 鶏 の 甲 高い 鳴 き声
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と 豚 の 鳴 き声 、 喧 嘩 をす る 騒 がし い 犬 の 鳴き 声 、 遊び ま わ る 子ど も たち

の 快 活 な 声 。山 腹 に は焼 畑 や ガー デ ン（ 畑 、 garden）が 造成 され 、這 い

つ く ば る よう な 姿 勢 で畑 仕 事 をし て い る 人々 の 姿 を目 に す る こと が でき

る し 、 田 植え シ ー ズ ンの 水 田 では 、 並 列 した 女 性 たち が 腰 を 曲げ た 格好

で 田 植 え 作業 を し て いる 様 子 が散 見 さ れ る。   

 日 常 の 空間 と 非 日 常の 空 間 を含 む パ シ ルの 人 々 の生 活 空 間 は、 基 本的

に 共 有 の 森（ ギヌ ー バッ ト ginubat）、私 有の 森（ そ れ ぞれ 、その 土 地 名

で 呼 ば れ る）、水 田（パ ヤ ウ payaw）、居住 区 内 外の 宅 地 や 土地（ ピ ータ

pi ta）、川（ ワ ン ワ ン wangwan g）で構 成さ れ て いる が 、共 有の 森 や 私有

の 森 は 一 時的 に 焼 畑（ウ ーマ u ma）や 畑・ガ ー デン に 変 形さ れる 。私有  

 

 

写真 4 -1 パ シル の ムラ の 景 観  
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の 森 を 指 す一 般 的 な 語彙 が 存 在せ ず 、 そ れぞ れ が その 土 地 の 名称 で 呼ば

れ る の と 同様 に 、 水 田も そ の 土地 由 来 の 名称 を 有 して い る 。  

 近 隣 集 団で あ る バ リン シ ア ガオ の 人 々 の生 活 空 間を 概 観 し てみ る と、

南 北 に 流 れる 河 川 の 両側 に 居 住区 域 と 水 田区 域 が あり 、 そ れ らを 取 り囲

む よ う に して 私 有 の 森が 広 が って い る （ 図 3 を参 照 ）。 大 木 と野 生 動物

の 宝 庫 で ある 共 有 の 森は 私 有 の森 の さ ら に外 側 に 位置 し て お り、 他 の近

隣 集 団 や 地域 と 境 界 を接 し て いる 。 集 落 の様 相 を 呈す る 居 住 区域 に は家

屋 （ フ ォロ イ bol oy）や 雑 貨屋 （ス ト ア ー s tore） が近 接 し て建 て ら れて

お り 、水 田 区域 に は いた る 所 に穀 倉（ ア ーラ ン alang）が 置 かれ て い る。

し か し 、 家屋 は 必 ず しも 集 落 の形 で 密 集 して い る わけ で は な い。 焼 畑付

近 に 居 住 する こ と を 好む 者 は 、各集 落 か ら徒 歩 で約 1 時 間 も 離れ た 土地

に 家 を 持 って 、 家 屋 のす ぐ 下 の斜 面 に ガ ーデ ン や 焼畑 を 造 成 する し 、集

落 内 と 焼 畑の そ れ ぞ れの 土 地 に家 屋 を 保 有し て い る者 も 存 在 する 。 マウ

ン テ ン 州 サ ダ ン ガ （ Sadanga） に つ い て 森 谷 が 報 告 し て い る よ う な 階 層

に よ る 居 住 地 の 差 異 （ 森 谷  2004： 188） や 、 ボ ン ト ッ ク に 見 ら れ る よ

う な 聖 樹 は、 バ リ ン シア ガ オ では 確 認 し てい な い 。し か し 、 バリ ン シア

ガ オ の プ ゴン（ Pugong）と いう 名 の集 落 の入 り 口 には 、後 述 する よ う に、

サガ ー サン sangasang や プ ジャ イ ェン pudayen と呼 ば れ る 聖域 が 置 か

れ て お り 、そ こ を 通 過す る 者 は、 筆 者 が そう で あ った よ う に 、突 然 、体

調 を 崩 す こと も あ る ため 、 通 過の 際 は 注 意を 要 す る。 ま た 、 バリ ン シア

ガ オ の 場 合、キリ ス ト教 の 教 会が 4 棟 建 てら れ て おり（カ ト リッ ク の 教

会 1 棟 、プ ロ テ ス タン ト の 教 会 3 棟）、い ず れ も家 屋 や 居 住区 に 近 接し

て い る 。  

 パ シ ル の 山 道 で 人 に 遭 遇 し た 場 合 、「 Ayam? （ ど こ に 行 く の ）」
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「 Ummoyam?（ ど こ に 行 っ て き た の ）」 と 互 い に 尋 ね 合 う こ と な く す れ

違 う こ と はま ず あ り 得な い 。 ムラ 領 域 を 越え て 移 動す る 際 に 他の ム ラの

人 に 遭 遇 した 場 合 に は、 名 前 や住 ん で い るム ラ の 名前 、 目 的 地を 互 いに

尋 ね 合 う こと も 頻 繁 にあ る 。 かつ て 首 狩 が行 わ れ てい た と は 想像 で きな

い ほ ど 人 々の 暮 ら し は牧 歌 的 なも の に み える が 、 一方 で 、 ム ラの 生 活に

は も め ご とが つ き も ので あ る こと も 事 実 であ る 。次 節 で は、パ シル の 人々

の 社 会 規 範や 調 停 制 度に つ い て見 て み よ う。  

 

 

 

 

写真 4 -2 サ トウ キ ビの 収 穫 作業  
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写真 4 -3 居 住区 内 の様 子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4 -4 焼 畑  
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写真 4 -5 居 住区 内 のス ト ア ー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4 -6 集 落内 の 小道  
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第 4 節  パシ ル に お ける 社 会 規範 と 逸 脱 行為  

 

（ １ ） 社 会規 範 か ら の逸 脱 行 為  

 

 社 会 に 秩序 が も た らさ れ る ため に は 、 逸脱 行 為 が何 で あ る かが ラ ベリ

ン グ さ れ なけ れ ば な らな い が 、何 を 「 規 範」 と し 、何 を 「 反 規範 」 とす

る か は 、交 渉可 能 な 事象 で も ある 。「社 会規 範 」と は 、社 会 の構 成 員 の行

為 を 規 律 する 一 定 の 基準 の こ とを 指 す も ので あ り 、構 成 員 の 身体 に 内面

化 さ れ て いる も の で ある 。 社 会の 構 成 員 とし て 「 ふさ わ し い 」と さ れる

身 体 の 在 り方 と し て の身 体 性 は、 そ れ を 備え た 構 成員 の 間 の 持続 的 かつ

反 復 的 な 相互 作 用 が 社会 を 成 り立 た せ て いる と い う意 味 で 、 社会 関 係と

も 密 接 に 関係 し て い る。身 体性 と 社 会関 係に つ い ては 後 に 考 察す る た め、

こ こ で は 、さ し あ た り「 社 会 規範 」 を 「 社会 の 構 成員 と し て 『ふ さ わし

い 』 と 考 えら れ て い る行 為 の 仕方 や 、 人 と人 と の 関係 に 関 わ る行 為 を規

律 す る も の」 と 定 義 して お こ う。 人 間 関 係が 非 常 に緊 密 で あ るパ シ ルの

社 会 で は 、人 々 は 親 族や 近 隣 者と の 関 係 を友 好 的 なも の に 維 持す る よう

努 め 、 人 々の 間 で 共 有さ れ て いる 社 会 規 範か ら 逸 脱す る こ と のな い よう

意 を 用 い てい る 。 し かし 、 一 方で 、 社 会 規範 の 存 在は 、 そ こ から 外 れた

存 在 を 現 出さ せ も す る。 以 下 では 、 ま ず パシ ル に おい て ど の よう な 行為

が 世 間 か らの 非 難 の 対象 と な るの か 示 し てお き た い。 世 間 か らの 非 難の

的 と な る 行為 を 知 る こと は 、 人々 の 社 会 規範 を 見 出す 重 要 な 手掛 か りと

な る だ ろ う。  

 パ シ ル にお い て 世 間か ら の 非難 の 対 象 とな る 行 為は 、次の 2 つに 大 別

す る こ と がで き る 。すな わ ち、「 調 停の 対象 と な らな い も の 」と「調 停 の

対 象 と な るも の 」 で ある 。 筆 者の パ シ ル 滞在 中 、 世間 か ら の 非難 の 的と
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な る も の の、 調 停 の 対象 に は なら な い 行 為と し て 、次 の よ う なも の を見

出す こ と がで き た 。 ①他 人 と 食べ 物 や お 金を シ ェ アー し な い こと 。 来客

に 食 事 や コー ヒ ー を ふる ま わ ない こ と 。 ②噂 話 を する こ と （ ルミ リ ーコ

ッド lumi l i kod）。③ すぐ に 人 と喧 嘩 を す るこ と（ ナ ラ イン  マン ア ム ト

ック nala ing  mang-amtok）。自 分 に 関 する 噂 話 につ い て 、その 発 信 源と

さ れ る 人 を 訪 ね て 文 句 を 言 う こ と （ ナ ラ イ ン  ウ ン  ス ム ー コ ン

nala ing  un  sumu kon）。 ④ 老年 者 に 対し て敬 意 を 払わ な い こ と。 ⑤ 動 物

を い じ め たり 、 か ら かう よ う な言 動 を と るこ と 。 ⑥女 性 が 人 前で お 酒を

飲 む こ と 。  

 ① 他 人 と食 べ 物 や お金 、 労 働力 を シ ェ アー し な いこ と や 、 来客 に 食事

や コ ー ヒ ー を ふ る ま わ な い こ と は 、 吝 嗇 を 意 味 す る 「 ナ イ ー モ ッ ト

naimot」と い うパ シ ル語 で 世 間か ら 非 難 され る 。食 べ 物 を分 け与 え な い

人 や 来 客 に苦 い コ ー ヒー を 出 す人 な ど に 対し て は、「 あの 人 は ほん と にケ

チ 」 と の 陰口 が た た かれ る の であ る 。 し たが っ て 、人 々 は 来 客に は 砂糖

が た っ ぷ り入 っ た 甘 いコ ー ヒ ーを 出 し た り、 食 事 時に は 来 客 や通 り すが

り の 人 に「 Mangan  tao  yen !（ 一 緒に ご 飯を 食 べ よう よ ）」と何 度 も しつ

こ く 声 を かけ 、 食 事 をご 馳 走 する の で あ る。 こ う した ホ ス ピ タリ テ ィ を

備 え て い るこ と は パ シル で は 必要 不 可 欠 なも の と され て お り 、人 々 の誇

り で も あ る。 ま た 、 儀礼 な ど の際 に 主 催 者に 対 し て金 銭 的 ・ 物質 的 援助

や 労 働 力 を提 供 す る こと は 、 主催 者 の 親 族や 近 隣 者に 課 せ ら れる 当 然の

義 務 で あ り、 こ の 義 務を 果 た さな い 者 は 社会 の 構 成員 と し て 失格 で ある

と み な さ れる 。  

 ② 噂 話 をす る こ と も世 間 か らの 非 難 の 的と な る 行為 で あ る 。実 際 のと

こ ろ 、 人 々の 生 活 に 噂話 が 欠 かせ な い こ とも 事 実 であ る が 、 事実 無 根の

噂 話 を 吹 聴し て 回 る こと は 、 人々 の 間 の 友好 的 な 関係 を 壊 す こと に つな



 62 

が る し 、 ちょ っ と し た噂 話 が 人々 の 誤 解 を招 く 結 果 に も な り かね な い。

日 常 に お ける 労 働 や 儀礼 に お ける 親 族 や 近隣 者 と の助 け 合 い が不 可 欠で

あ る パ シ ルに お い て 、親 族 や 近隣 者 と 良 好な 関 係 を維 持 す る こと は 非常

に 重 要 な こと で あ る ため 、 人 の噂 話 を す るこ と は 慎む べ き 行 為と さ れる

の で あ る 。  

 こ の こ とと 関 連 し て、 ③ す ぐに 人 と 喧 嘩を す る こと や 、 自 分に 関 する

噂 話 に つ いて 、 そ の 発信 源 と され る 人 を 訪ね て 文 句を 言 う こ とも 避 ける

べ き 行 為 とさ れ て い る。 パ シ ルで は 、 誰 かに 対 し て怒 り を 感 じた と して

も 、 そ の 怒り や 不 満 を直 接 そ の人 物 に ぶ つけ た り 、喧 嘩 を 吹 っか け たり

す る こ と は慎 む べ き 行為 で あ る。 ま た 、 自分 の 犯 した 罪 が 事 実で あ るに

も か か わ らず 、 自 身 の非 を 認 める こ と な しに 、 自 分の 罪 に 関 する 噂 話の

発 信 源 と なる 人 物 を 一方 的 に 責め る こ と は良 く な いこ と と さ れる 。 ただ

し 、 自 分 に全 く 非 が ない こ と や事 実 無 根 の噂 話 を 他人 に よ っ て広 め られ

た 場 合 、 発信 源 で あ る人 物 に 文句 を 言 う こと は 正 当な 行 為 で ある と され

る し 、 発 信源 と な る 者は 調 停 で裁 か れ る こと に な る。  

 ④ 老 年 者に 対 し て 敬意 を 払 わな い こ と は、 老 年 者た ち に よ れば 、 近年

の 若 者 に 顕著 に み ら れる も の であ る 。 パ シル の 社 会に は 年 齢 階梯 制 は見

ら れ な い が、 老 年 者 は敬 う べ き存 在 と み なさ れ て いる 。 老 年 の男 性 たち

の 中 に は 法や 政 治 に 関す る 豊 富な 知 識 と 経験 を 持 って い る た めに 、 人々

の リ ー ダ ーと し て 、 法的 ・ 政 治的 な 場 や 儀礼 の 場 にお い て 活 躍す る 者が

多 数 見 ら れる し 、 老 年女 性 に は発 疹 や 霊 的存 在 に 起因 す る 病 気を 癒 す霊

的 な 力 を 有す る 者 が 非常 に 多 い。 儀 礼 な どの 非 日 常の 場 の み なら ず 、日

常 の 労 働 にお い て も 、老 年 者 の指 示 に 従 って 動 い たり 、 老 年 者に 代 わっ

て 力 仕 事 を進 ん で 引 き受 け る こと が 、若 い世 代 の 人々 に 期 待 され て い る。 

 ⑤ 動 物 をい じ め た り、 か ら かう よ う な 言動 を と るこ と も 、 人々 の 非難
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の 対 象 と な る 行 為 で あ る 。 筆 者 の ホ ス ト フ ァ ミ リ ー で あ る ア イ リ ー ン

（ Arlyn）によ れ ば 、豚な ど の 家畜 は と て も「 セン シ テ ィブ（ sens i t ive）」

で あ る た め、 た と え 冗談 で あ って も 、 家 畜に 対 し て意 地 悪 な 言動 を して

は な ら な い。 獲 れ た 魚や カ エ ルな ど を 選 り好 み す るこ と や 、 動物 に 、人

間 が す る 行為 を さ せ るこ と （ バス ケ ッ ト ボー ル を させ る な ど ）も 避 ける

べ き 行 為 とさ れ る。この よ う な行 為 は 大 嵐（ リ ブリ ボ l ib l ibo）を 招 くこ

と に な る とい い 、 動 物に 対 す る不 適 切 な 言動 に よ って 大 嵐 が 起こ り 、そ

の 結 果 、 その 人 物 が 命を 落 と した と い う 複数 の 事 例を 筆 者 は 人々 か ら聞

き 取 っ た 。  

 ⑥ 女 性 が人 前 で お 酒を 飲 む こと も 慎 む べき 行 為 とさ れ て い る。 パ シル

の 葬 送 儀 礼や 祝 祭 の 場に お い ては 、 若 者 を除 く 男 性た ち が 参 加者 の 前で

弔 辞 や 祝 辞の ス ピ ー チを 行 う 際に カ ッ プ やグ ラ ス 1 杯の サ ト ウキ ビ のワ

イ ン を 飲 む。 し か し 、女 性 が 同様 の ス ピ ーチ を 行 う場 合 に は 、ワ イ ンを

飲 む 行 為 は省 略 さ れ るの が 普 通で あ る 。 日常 の 場 にお い て も 、男 性 たち

が 夜 間 に 酒盛 り を す るこ と は 日常 茶 飯 事 であ る が 、女 性 た ち が飲 酒 する

姿 は 見 ら れな い 。 し かし 、 女 性た ち の 中 にも お 酒 を嗜 好 す る 人は 多 く、

夜 間 に 密 かな 酒 盛 り が開 か れ るこ と が あ る。 女 性 が公 の 場 や 人前 で の飲

酒 を 慎 む べき と 考 え られ て い る理 由 は 明 確で は な いが 、 飲 酒 をす る 女性

は 非 難 の 的と な る 。  

 以 上 の 行為 は 、 筆 者が パ シ ルで 生 活 し てい く 中 で、 世 間 か ら非 難 され

な が ら も 調停 の 対 象 とは な ら ない 逸 脱 行 為と し て 徐々 に 認 識 する に 至っ

た も の で ある 。 ② お よび ③ の 行為 に 関 し ては 、 暴 力を 伴 わ な い行 為 であ

る と し て も、 場 合 に よっ て は 調停 の 対 象 とな る 恐 れが あ る 。 それ で は次

に 、 調 停 の対 象 と な る行 為 に つい て 見 て みよ う 。  
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（ ２ ） 社 会規 範 か ら の逸 脱 行 為と 調 停 制 度  

 

 筆 者 の パシ ル 滞 在 中、 調 停 の対 象 と は なら な い 逸脱 行 為 が 見出 せ たの

に 対 し て 、盗 取 、 喧 嘩、 姦 通 、殺 人 な ど 、調 停 の 対象 と な る 逸脱 行 為も

相 当 数 見 出す こ と が でき た 。 パシ ル に お いて 最 大 の政 治 的 ・ 法的 単 位と

な る の は ムラ で あ り 、調 停 は 、ラ ラ カイ la l lakay（ 老年 男 性・ラ カイ l akay

の 複 数 形 ）と 呼 ば れ るム ラ の 長老 男 性 た ちの 合 議 を中 心 に 行 われ る 。以

下 で は 、 調停 の 対 象 とな る 逸 脱行 為 が 招 いた 「 も めご と 」 に 対し て 、ど

の よ う な プロ セ ス を 経て 解 決 が図 ら れ る のか 簡 潔 に示 し て お く。  

 パ シ ル では 、 盗 取 、喧 嘩 、 姦通 、 殺 人 など の も めご と は 、 ムラ の 長老

男 性 た ち ・ラ ラ カ イ が中 心 と なり 、 慣 習 法や 過 去 のも め ご と 事例 を 参照

し な が ら 解決 し て き た。 し か し、 1975 年の バ ラ ンガ イ 制 度 ８ の発 足か

ら 2 年 後の 1977 年 、大 統 領 府令 1508 号に も と づい て 各 バ ラン ガ イ に調

停 委 員 会 が置 か れ る こと と な り、 バ ラ ン ガイ ・ キ ャプ テ ン を 委員 長 とし

て 住 民 間 の紛 争 を 調 停し 、 そ の結 果 を 町 の裁 判 所 に報 告 す る こと が 義務

づ け ら れ るよ う に な った（ 宮 本  1986： 301）。し た がっ て 、パシ ル に お

い て も バ ラン ガ イ・キャ プ テ ン 、バ ラ ン ガイ・ル ー ポン（ Lupong：任命

さ れ た 調 停委 員 。 通 常、 ム ラ の長 老 男 性 が任 命 さ れる ） が も めご と 調停

の 場 に 必 ず同 席 し 、 さら に も めご と に 関 わる 当 事 者た ち は も ちろ ん 、彼

ら が 属 す る親 族 集 団 の有 力 な ララ カ イ も 加わ っ て 、解 決 の た めの 合 議が

も た れ る 。  

 人 々 か ら頼 り に さ れ調 停 を 任さ れ る ラ ラカ イ に なる こ と は 、一 定 の資

質 を 備 え てい る も の であ れ ば 誰で も 可 能 であ る 。 パシ ル で は 「お 金 持ち

（バ ク ナン baknang）」、「 貧 乏 人（ カ ー プス kapus）」だ と 人々 か ら 認知
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さ れ て い る人 が 少 数 存在 し て いる も の の 、大 半 の 人々 は 「 平 民（ ナ ンガ

ワ nanggawa）」で ある と い う。し かし 、階 層 の区 別 は、衣 服や 家 屋 の大

き さ と い う基 準 で は 判断 が 難 しい 。 通 常 、階 層 の 差異 は 水 田 など の 財産

の 数 量 に 表れ て お り 、 貧 乏 人 とは 水 田 を 一枚 も 所 有し て い な い人 を 指す

よ う で あ る。 人 々 か らラ ラ カ イと し て 認 識さ れ る のに 、 そ の 人が 属 する

階 層 は 無 関係 で あ り 、ラ ラ カ イの 息 子 が 成人 後 に ララ カ イ に なる 、 とい

っ た よ う な世 襲 制 は 存在 し な い。 た だ し 、ラ ラ カ イと し て 人 々に 認 識さ

れ る に は 、次 の よ う な資 質 を 備え て い な けれ ば な らな い と い う。 慣 習法

に 通 じ て おり 、 過 去 の紛 争 事 例を 相 当 数 記憶 し て いる こ と 、 話術 に 長け

て い る こ と、 社 交 的 で人 々 か ら好 か れ て いる こ と 、来 客 に 食 事や コ ーヒ

ー を ふ る まえ る 経 済 的余 裕 を 有す る こ と であ る 。 特に 有 能 な ララ カ イは

パ ガ ッ ト pangat と 呼ば れ 、 人々 か ら 尊 敬を 集 め てき た 。  

 首 狩 が まだ 盛 ん で あっ た 頃 は、 首 狩 を 果た し た ミー ゴ ル mingo l と 呼

ば れ る 男 性た ち が パ ガッ ト の よう な 役 割 を担 っ て いた 。 ミ ー ゴル は その

首 狩 の 達 成に よ っ て 人々 か ら 恐れ ら れ て いた が 、 同時 に 、 尊 敬さ れ る存

在 で も あ った と い う 。ム ラ 成 員の 中 に 他 のム ラ の 者に よ る 首 狩の 犠 牲者

が 出 た 場 合、 こ の ミ ーゴ ル た ちが 復 讐 に 出て 行 っ たり 、 も め ごと 解 決の

た め の 合 議を 行 っ た りし た 。  

 ム ラ で 見ら れ る も めご と は 、ど の よ う なも の で あれ 、 基 本 的に は 調停

に よ っ て 解決 が 図 ら れる 。 調 停の 実 施 は 次の よ う なプ ロ セ ス を辿 る 。ま

ず 、被 害者 か ら の相 談を 受 け たラ ラ カ イ やバ ラ ン ガイ・オ フ ィシ ャ ル が、

加 害 者 と され る 人 物 のも と を 訪ね 、 事 実 関係 を 確 認す る 。 次 に、 加 害者

と さ れ る 人物 の 家 で 、当 事 者 たち 、 被 害 者側 と 加 害者 側 の 双 方の ラ ラカ

イ 、 バ ラ ンガ イ ・ キ ャプ テ ン 、バ ラ ン ガ イ・ ル ー ポン な ど の バラ ン ガイ

裁 判 員 が 調停 を 行 い 、合 議 の 上で 賠 償 内 容が 決 定 され る 。  
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 し か し、「 ム ラ 内で のも め ご と」と「 異 なる ム ラ 間で の も め ごと 」で は 、

調 停 を 行 うメ ン バ ー と適 用 さ れる 規 則 に 若干 の 差 異が 見 ら れ る。 以 下で

は 、も め ご とを「 ム ラ内 で の もめ ご と 」と「異 な る ムラ 間 で のも め ご と」

の 2 つ に 大別 し 、 ど のよ う に して 解 決 が 図ら れ る のか 見 て み よう 。  

 「 ム ラ 内で の も め ごと 」 は 、バ ラ ン ガ イ裁 判 員 とラ ラ カ イ たち の 合議

に よ っ て 解決 が 図 ら れる 。 ム ラに お け る 法的 拘 束 力を 持 つ 規 則（ リ ント

ッグ l in tog）に 対す る違 反 行 為に は 賠 償（ム ル タ mul ta）を請 求す る た め、

合 議 の 上 でそ の 賠 償 の詳 細 が 決定 さ れ る 。一 方 、 慣習 法 の 他 にバ ラ ンガ

イ・オ ー デ ィナ ン ス（ Barangay  Ord inance）が存 在 し てお り 、バラ ン ガ

イ ・ オ ー ディ ナ ン ス に背 反 す る行 為 を 行 った 者 に は、 バ ラ ン ガイ が 規定

す る 額 の 罰金 が 請 求 され る ９ 。  

 「 異 な るム ラ 間 で のも め ご と」 は 、 バ ラン ガ イ ・キ ャ プ テ ンや バ ラン

ガ イ・ル ーポ ン を 含 むバ ラ ン ガイ・オ フ ィシ ャ ル（ Barangay  Of f i c ia l）、

ム ラ の ラ ラカ イ に 加 え、相 手ム ラ と の平 和協 定（ボ ド ン bodong）を 担当

し て い る ボド ン ・ ホ ルダ ー （ bodong  ho lder ま たは peace  pact  ho lder）

が 合 議 を 行う 。 平 和 協定 に よ って あ ら か じめ 決 め られ た 賠 償 規則 ・ パグ

タ pagta に従 い なが ら賠 償 に つい て の 話 し合 い が もた れ る が 、異な る ム

ラ 間 の 合 議は 常 に 危 険と 隣 り 合わ せ で あ り、 大 変 な緊 張 を 伴 うも の であ

る。平 和協 定 を締 結 して い る 相手 ム ラ は 、「友 人」で あ ると と もに 潜 在 的

な 「 敵 」 でも あ る か らで あ る 。合 議 が 難 航し 険 悪 なム ー ド に 陥れ ば 、平

和 協 定 は 破棄 さ れ 、 両者 が 一 転し て 敵 対 関係 に 回 帰す る 可 能 性も 十 分に

ある 。  

 あ る 時 、バ リ ン シ アガ オ の ララ カ イ た ちが 他 の ムラ へ も め ごと の 合議

に 出 か け ると い う の で、 筆 者 は参 与 観 察 のた め に 同行 さ せ て ほし い と申

し 出 た 。 しか し 、 合 議の 相 手 が、 賠 償 に 関し て 法 外な 要 求 を ふっ か けて
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く る こ と で有 名 な 「 やっ か い な」 ム ラ で あっ た た め、 緊 張 で こわ ば った

ラ ラ カ イ たち の 表 情 を見 た 筆 者は 、 万 が 一の 危 険 を考 慮 し て 同行 を 断念

し た 。「 他 のム ラ と のも め ご との 合 議 は 、も し 難航 す れば 、大変 危 険 な事

態 へ と 発 展し か ね な い」 と い う話 を ホ ス トフ ァ ミ リー か ら 聞 いて い たか

ら で あ る 。  

 も め ご とが ム ラ 内 のも の で あろ う と な かろ う と 、容 疑 者 と され る 者が

そ の 容 疑 を否 認 し た 場合 に は 、神 判（ サ パタ sapata）が 行 われ る 。筆者

の バ リ ン シア ガ オ 滞 在中 、 こ のサ パ タ は バリ ン シ アガ オ に お いて 頻 繁に

見 ら れ た 解決 法 で あ るが 、 人 々が そ の 効 力を 非 常 に恐 れ て い る割 に は、

問 題 が 解 決し た ケ ー スは 稀 で あっ た よ う に思 わ れ る。 以 下 に 、バ リ ンシ

ア ガ オ の サラ グ パ ッ ト（ Sal agpat）集 落 在住 で ラ ラカ イ の 1 人で あ るア

ン ク ル ・ ミン ス ー （ Uncle  Minso） から 聞き 取 っ たサ パ タ の 5 つ の タ イ

プ を 提 示 して お く 。  

 

 

① ブ ル ナイ Buln ay（先 祖 伝 来の 壺 ） を 使う も の  

 ブ ル ナ イ に 蓋 を し 、 卵 と 米 を 入 れ た 深 皿 を 蓋 の 上 に 置 く 。 ま た 、

ブ ル ナ イ には 赤 色 の 花を く く りつ け て お く。容 疑 者は ブ ル ナ イを抱

え 、 次 の よう に 宣 誓 する 。 ”Bumulnay  buwan  o  nu  awe j  inakaw o .  

（ も し 私 が盗 み の 犯 人で あ る なら ば 、私 のお 腹 は 壺の よ う に 膨れ上

が る で し ょう ） ”  

 

  ② ピ ラッ ク pi lak（ コ イン ） を 使う もの  

 朝 日 が 昇る 時 間 帯 に容 疑 者 は貝 殻 の 粉 末（ア ー プル apul）をまぶ

し た コ イ ンを 自 分 の 片目 に 当 て、朝 日 を 直視 し な がら 次 の よ うに宣
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誓 す る 。 ”Pumi l ak  a tak  nu  awej  inakaw o .  （ も し私 が 盗 み の犯 人

で あ る な らば 、 私 の 目は コ イ ンの よ う に 真っ 白 に なる で し ょ う） ”  

 

  ③ 水 と塩 を 使 う もの  

 水 に 塩 を 加 え 、 溶 か し な が ら 容 疑 者 は 次 の よ う に 宣 誓 す

る 。 ”Matunawak  nu  awej  inakaw o .  （ もし 私 が 盗み の 犯 人 であ る

な ら ば 、 私は 溶 け て しま う で しょ う ） ”  

 

  ④ ア ルジ ェ ン al jen（梯 子 ） を使 う もの  

 竹 や 木 で作 っ た 3 段 の 梯 子を 用 意 し 、赤 色 の 花、 ブ ラ ン ケッ ト な

ど を か け る 。 梯 子 の 下 に は 刀 を 置 く 。 容 疑 者 は こ の 梯 子 を 両 手 で つ

か み 、片 足を 段 の上 に置 い て 、次 の よう に宣 誓 す る。 ”Mis a l wat  ami  

un  s imbal yen  nu  awe j  inakaw o .  （ も し私 が 盗 みの 犯 人 で ある なら

ば 、 私 と 家族 に 不 幸 が訪 れ る でし ょ う ） ”  

 

  ⑤ ビ ナー ユ binayu（米 ） を 使う も の  

 容 疑 者 が複 数 い る 場合 、各 人は 口 の中 に米 粒 を 含ん だ 後、それ を

地 面 に 敷 かれ た バ ナ ナの 葉 の 上に 吐 き 出 す 。うま く 吐 き 出 せ なか っ

た 人 が 犯 人で あ る と され る 。  
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写真 4 -7 サ パタ （ アル ジ ェ ン）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4 -8 サ パタ で 集ま っ た 人々  
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 調 停 に よっ て 賠 償 内容 が 決 定さ れ る こ とは 先 述 の通 り で あ るが 、 パシ

ル で は 賠 償金 の 他 に 水牛 や 水 田、 家 畜 と いっ た 形 での 賠 償 の 支払 い も頻

繁 に 見 ら れる 。 こ こ では 、 バ リン シ ア ガ オで 起 き たも め ご と のう ちの 2

件 の 事 例 を挙 げ て お く。  

 

 

  【 事 例① ： 姦 通 事件 】  

 2010 年 10 月 頃 、バリ ン シ アガ オ 在 住 の女 性 、ア イダ（ Aida、仮

名 ）と バ リン シ ア ガ オ出 身 で タブ ッ ク 在 住の 男 性 、ガ ー ダ イ（ Gaday、

仮 名 ） の 2 人 に 姦 通 の疑 惑 が 浮上 し た 。 2 人は と も に既 婚 者 で、 ア

イダ は 50 代 、ガ ー ダイ は 40 代 であ る 。  

 姦 通 事 件へ と 発 展 した 経 緯 は次 の 通 り であ る 。以前 、アイ ダが ガ

ー ダ イ の 家を 訪 ね た 際に ア イ ダが ガ ー ダ イを 性 交 渉に 誘 い 、ガー ダ

イ は そ の 誘い に 応 じ た。そ して 、そ の こ とを ア イ ダが 人 々 に 語っ た

た め 、人 々 の 間に 2 人の 噂 が 広ま っ た と いう 。し か し なが ら 、人 々

は ア イ ダ が 長 年 に 亘 っ て 精 神 疾 患 を 抱 え て い る と 考 え て い る た め 、

ア イ ダ の 語っ た 内 容 が真 実 で ある か ど う かは 疑 わ しい と 考 え た 。そ

の た め 、こ の 一 件に 関し て は バラ ン ガ イ・オ フ ィシ ャ ル やラ ラカ イ

に よ る 合 議も 開 か れ ず 、保 留 状 態と な っ てい た 。し ばら く し て 、バ

ラ ン ガ イ・キャ プ テ ンが 個 人 的に タ ブ ッ クの ガ ー ダイ の も と を訪 ね 、

事 実 関 係 を 確 認 し た と こ ろ 、 ガ ー ダ イ は ア イ ダ と の 姦 通 を 否 定 し 、

サ パ タ に も応 じ る と 主張 し た とい う 。と ころ が 、ム ラ の 人々 の間 で

2 人 の関 係 に対 す る 疑惑 が ま すま す 増 大 し、 つ い には ム ラ で 合議 が

開 か れ る こと と な っ た 。最終 的 には ガ ー ダイ が 姦 通の 事 実 を 認め た

た め 、ガ ー ダ イは ア イダ の 夫 、ウ ーロ ス（ Ulos、仮名 ）に 水 牛 1 頭
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を 、ア イ ダ は夫 、ウ ーロ ス に 水田 2 枚 を 賠償 と し て支 払 う こ とに な

った 。  

   

 

  【 事 例② ： 傷 害 事件 】 ※ 事件 発 生 の 時期 は 不 明  

 バ リ ン シ ア ガ オ の 青 年 、 マ ー ク （ Mark、 仮 名 ） が 、 同 じ ム ラ の

青 年 が 運 転 す る ト ラ ッ ク の 荷 台 に 乗 っ て タ ブ ッ ク の 道 路 を 走 っ て

い た 。する と、タ ブ ック の ナ ーニ ン（ Naning）と いう ム ラ の 青年 が

ト ラ ッ ク に乗 せ て ほ しい と 言 って 荷 台 に 乗っ て き た 。泥 酔 し た様 子

の そ の 青 年は 寝 転 ん だ形 で 荷 台に 乗 っ て いた と い う。す ると 、凹 凸

の 激 し い 道路 を 走 行 して い る 際 、ト ラ ッ クが 揺 れ たは ず み で マー ク

の 足 が 、寝 転ん で い たナ ー ニ ンの 青 年 の 頭に あ た ると い う ハ プニ ン

グが 起 き た 。ナ ー ニ ンの 青 年 は怒 っ て マ ーク に な ぐり か か っ たた め 、

マ ー ク は 謝っ た 。  

 と こ ろ が、そ のナ ーニ ン の 青年 が そ の 後も マ ー ク側 に 対 し て、頭

の け が に 対す る 賠 償 を求 め て きた 。 こ の 事態 を 受 けて 、 2010 年 11

月 下 旬 に ナー ニ ン で 合議 が 開 かれ 、バ リ ンシ ア ガ オか ら は バ ラン ガ

イ ・ ル ー ポ ン を 含 む ラ ラ カ イ た ち が 出 席 し た 。 結 局 、 マ ー ク 側 が 、

け が を 負 った ナ ー ニ ンの 青 年 に豚 1 頭 を 支払 う こ とと な っ た 。  

 

 

 こ の よ うに 、 ム ラ のラ ラ カ イた ち は も めご と が 起き る た び に調 停 に出

席 し 、 バ ラン ガ イ ・ オフ ィ シ ャル と と も に解 決 を 図る 。 バ ラ ンガ イ 制度

が で き て 以来 、 選 挙 によ っ て バラ ン ガ イ のリ ー ダ ーた ち が 選 出さ れ るよ

う に な っ た昨 今 で も 、ラ ラ カ イの 存 在 感 は依 然 と して 大 き く 、人 々 にと
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っ て ラ ラ カイ は 頼 り にな る 存 在で あ る 。 政府 か ら 給与 が 支 払 われ る バラ

ン ガ イ ・ オフ ィ シ ャ ルの 役 職 は、 現 金 収 入獲 得 の 機会 を 求 め る人 々 にと

っ て 魅 力 的な も の で ある 。 し かし な が ら 、と り わ け他 の ム ラ との 間 に生

じ た 難 し いも め ご と の合 議 に おい て は 、 慣習 法 に 精通 し 、 話 術に 長 けた

有 能 な ラ ラカ イ が 果 たす 役 割 は非 常 に 大 きく 、 給 料が 目 当 て のバ ラ ンガ

イ ・ オ フ ィシ ャ ル の 仕事 と い えば 、 バ ラ ンガ イ の ミー テ ィ ン グ開 催 に関

わ る 雑 用 や、 バ ラ ン ガイ の 人 々へ の 情 報 伝達 、 調 停の 内 容 の 記録 な どで

ある 。  

 以 上 述 べて き た よ うに 、 パ シル に お い て世 間 か らの 非 難 の 的と な る行

為 に は 、「 調 停 の対 象と な ら ない も の 」と「調 停 の 対象 と な るも の 」が あ

り 、後 者は ム ラ のラ ラカ イ の 合議 を 中 心 とす る 調 停で 裁 か れ るの で あ る。 

 

 

写真 4 -9 婚 姻儀 礼 で話 し 合 いを す る 長 老男 性 た ち  
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（ ３ ） パ シル に お け る社 会 規 範  

 

 調 停 の 対象 と な る 逸脱 行 為 とは 異 な り 、調 停 の 対象 と は な らな い が慎

む べ き 行 為と し て 人 々の 間 で 認識 さ れ て いる も の は、 筆 者 の よう な アウ

ト サ イ ダ ーに は 時 に 把握 す る こと が 難 し い。 パ シ ルで 生 活 す る中 で 徐々

に 世 間 か らの 非 難 の 対象 と な る行 為 を 観 取す る よ うに な っ た 筆者 は 、自

身 も そ の よう な 行 為 をと ら な いよ う に 努 めた も の の、 世 間 の 非難 の 的と

な る 理 由 を理 解 で き るよ う に なる ま で に 相当 な 時 間を 要 し た 行為 も あっ

た。  

 世 間 か らの 非 難 を 浴び る 行 為を 認 識 し てい く こ とは 、 ど の よう な 社会

規 範 が パ シル に 存 在 する の か を把 握 す る こと を 可 能に す る 。 先述 の 世間

の 非 難 の 的と な る 行 為を 手 掛 かり と し て パシ ル の 人々 の 社 会 規範 を まと

め る と 、 次の よ う に なる だ ろ う。  

 第 1 に 、食物 や お 金 、労働 力 は 、とり わけ 必 要 が生 じ た 際 には 他 人 と

共 有 す る べき も の で あり 、 ま た、 来 客 を 空腹 の ま ま帰 す よ う なこ と はし

て は な ら ない 。第 2 に、親 族や 近 隣者 と は友 好 的 な付 き 合 い を維 持 す る

べ き で あ る 。第 3 に 、自 身の 社 会 的立 場・性 別を わ き まえ た 行動 を と る

べ き で あ る 。第 4 に 、動 物に 対 す る乱 暴 な言 動 や 侮辱 行 為 、冗談 は 控 え

る べ き で ある 。第 5 に、他 人の 所 有物 を 盗ん で は なら な い。第 6 に、他

人 に 危 害 を与 え る よ うな 行 為 をし て は な らな い 。  

 こ れ ら の規 範 は、「人 と 人と の 関係 に 関わ る 行 為や 、社 会 にお い て『 ふ

さ わ し い 』と 考 え ら れて い る 行為 の 仕 方 を規 律 す るも の 」 で ある 。 パシ

ルの 人 々 は、親 族や 近隣 者 と の関 係 を 友 好的 な 状 態に 維 持 す るよ う 努 め、

社 会 規 範 から 逸 脱 す るこ と の ない よ う 意 を用 い て いる 。 一 方 で、 人 々は

往 々 に し て、 社 会 規 範に 沿 っ た行 動 を と るこ と が 時に 難 し い こと も 充分
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に 認 識 し てい る 。 現 実に は 、 社会 規 範 と 人々 の 行 動と の 間 に は度 々 「ず

れ 」 が 生 じる の で あ って 、 人 々の 非 難 の 的と な り 、調 停 の 対 象と も なる

よ う な 行 為と は 、 社 会に お い て「 ふ さ わ しい 」 と 考え ら れ て いる 行 為に

反 す る よ うな も の で ある 。  

 次 節 で は、 パ シ ル にお け る 社会 規 範 を 糸口 と し て、 パ シ ル の人 々 の身

体 性 と 社 会関 係 に つ いて 述 べ る。  

 

 

第 5 節  パシ ル の 人 々の 身 体 性と 社 会 関 係  

 

（ １ ） パ シル に お け る「 ふ さ わし い 身 体 性と 社 会 関係 」  

 

 社 会 規 範は 、 社 会 にお い て 「ふ さ わ し い」 と 考 えら れ て い る行 為 の仕

方 を 規 律 する も の で ある が 、 社会 に お い て「 ふ さ わし い 」 と され る 行為

は 、 行 為 の主 体 者 の 身体 の 在 り方 、 つ ま り「 身 体 性」 と し て 捉え る こと

が で き る 。し た が っ て、 身 体 性の 観 点 か らパ シ ル にお け る 社 会規 範 を捉

え 直 し て みる と 、 パ シル の 人 々の 身 体 性 は次 の よ うな も の と して 考 える

こ と が で きる だ ろ う 。  

 第 1 に、個 々の 身 体は 、労働 力 とい っ た形 で 親 族や 近 隣 者 と共 有 さ れ

る べ き も ので あ る。第 2 に 、個 々 の 身体 は、そ れぞ れ の 社会 的立 場・性

別 を わ き まえ た 在 り 方を 呈 す るも の で あ る 。第 3 に 、個 々の 身体 は 、親

族 、 近 隣者 、動物 と 友好 的 な 関係 を 持 つ もの で あ る。第 4 に 、個 々 の身

体 は 、 盗 取、 誹 謗 中 傷や 身 体 的暴 力 に よ って 親 族 や近 隣 者 に 危害 を 加え

ない 。  

 こ れ ら は、 パ シ ル の社 会 の 構成 員 に 「 ふさ わ し い身 体 の 在 り方 」 とし
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て 理 解 す るこ と が で きる 。 こ のよ う な 人 々の 身 体 性は 社 会 関 係と も 密接

に 関 連 し てい る 。 社 会の 構 成 員は 、 自 身 が属 す る 社会 で 「 ふ さわ し い」

と さ れ て いる 身 体 性 を備 え て いる も の で あり 、 社 会を 成 り 立 たせ て いる

のは そ の よう な 構 成 員の 間 の 持続 的 ・ 反 復的 な 相 互作 用 と し ての 社 会関

係 だ か ら であ る 。 先 に見 た よ うに 、 パ シ ルの 人 々 は、 そ れ ぞ れの 社 会的

立 場 や 性 別に 応 じ た 身体 性 を 呈す る と と もに 、 親 族や 近 隣 者 と友 好 的な

関 係 を 保 つよ う 努 め る。  

 本 章 で は、 パ シ ル のム ラ を 「通 常 的 な 面接 関 係 のも と で 共 住す る 人々

が 第 一 義 的な 帰 属 意 識を 持 つ 地域 的 な ま とま り で あり 、 社 会 にお け る最

大 の 政 治 的・ 法 的 単 位、 お よ び平 和 協 定 の締 結 単 位と な る も の」 と 定義

し た 。 こ のム ラ の 定 義と 、 内 婚的 で あ り 、双 方 的 親族 関 係 に 基づ く 親族

集 団 的 な 様相 を 帯 び ると い う ムラ の 特 徴 から 、 パ シル の 人 々 の社 会 関係

は 親 族 関 係と ほ ぼ 等 しい も の であ る と い えよ う 。 以下 で は 、 パシ ル にお

け る 親 族 関係 が ど の よう な も ので あ る か 簡潔 に 示 して お き た い。  

 

 

（ ２ ） 親 族体 系  

 

2 .1 世 帯構 成 と 居 住様 式  

 

 カ リ ン ガを は じ め 、コ ル デ ィリ エ ラ 山 地民 の 諸 社会 は 、 核 家族 の 普遍

性 を 主 張 する マ ー ド ック（ 1960）によ っ て 、純粋 な 双 系＝ エ スキ モ ー 型

社 会 に 分 類さ れ た（ 合田  1989： 128）。パシ ル に おい て は 、マー ド ッ ク

の い う 「 核家 族 」 を 最小 の 社 会的 集 団 単 位と し 、 婚姻 に よ っ て成 立 した

一 組 の 夫 婦と そ の 未 婚の 子 ど も（ た ち ） が同 一 家 屋に 居 住 す ると い う形
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を と る 場 合が ほ と ん どで あ る 。し か し 、 パシ ル に おけ る 核 家 族を 「 同じ

屋 根 の 下 に暮 ら し 食 事を 共 に する 世 帯 構 成員 １ ０ 」 とし て 捉 え るこ と は

時 と し て 適切 と は 言 えな い 。 パシ ル で は 、子 ど も が小 学 校 高 学年 か らハ

イ ス ク ー ルに 在 籍 す る年 齢 に なる と 、 日 中は 学 校 へ行 っ た り 両親 の もと

で 農 作 業 や家 事 の 手 伝い を し たり す る が 、夜 に な ると 同 性 の 友人 た ちと

共 に 、 友 人や 未 亡 人 の家 で 頻 繁に 食 事 を とっ た り 宿泊 し た り する よ うに

な る か ら であ る 。  

 2007 年 現 在 、パ シル に お ける 世 帯 数 は 1 ,704 世 帯 と報 告さ れ て いる

１ １ 。 世 帯 １ ２ を構 成 する のは 、 一 組の 夫 婦 と その 未 婚 の子 ど も 達 か ら

成 る 核 家 族が 基 本 で あり 、 場 合に よ っ て 夫か 妻 の 親や 近 親 者 が同 居 をす

る 拡 大 家 族の 形 を と るこ と も ある 。「 家 族 」はパ シ ル 語で シ ンバ リ イ ェン

s in -ba lyen １ ３ と い う 。 結 婚 し て （ マ ガ サ ー ワ man gasawa） 自 分 た ち の

家 を 持 つ こ と は 、「 ビ ヌ ム ロ イ binumloy」 あ る い は 「 ブ ン マ リ イ ェ ン

bummalyen」 と 表 現さ れ る １ ４ 。  

 核 家 族 を基 本 と す る世 帯 構 成は 、 一 見 した と こ ろ日 本 の 社 会に お ける

そ れ と 類 似し て い る よう に 見 える 。 し か し、 パ シ ルに お け る 世帯 構 成員

の 枠 は や や曖 昧 で 、 先述 の よ うに 、 子 ど もが 小 学 校高 学 年 に 在籍 す るく

ら い の 年 齢に な る と 、他 人 の 家に 頻 繁 に 宿泊 す る よう に な る 。た だ し、

こ の こ と が、「 慣 習 的に 、兄 弟 姉 妹が 同 じ屋 根 の 下で 寝 る こ とは 禁 忌 とさ

れ 、 青 年 期を 迎 え た 男女 は 男 性集 会 所 ・ アト や 空 き家 で 夜 を 過ご す よう

に な る （ 森 谷  2004： 83）」 と い う ボ ン ト ッ ク 社 会 に 見 ら れ る よ う な 確

固 と し た 習慣 と な っ てい る と いう わ け で はな い 。  

 さ ら に 、パ シ ル で は食 事 の 場が 自 身 の 家屋 に 限 定さ れ て い ない 。 食事

時 に 、 突 然、 近 所 の 人が 家 の 中に 入 っ て きて 食 事 を一 緒 に と ると い うこ

と は 度 々 起こ る こ と であ る し、（ 自 分 が 属す る 世 帯の ）家 に おか ず や ご飯
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が な い 時 は、 よ そ の 家に 行 っ て食 べ さ せ ても ら う こと も そ れ ほど 失 礼な

こ と と は みな さ れ な い。 そ の ため 、 人 々 は常 に 「 予期 せ ぬ 来 客」 を 想定

し 、 自 身 の家 族 分 よ りも か な り多 い 量 の 米を 炊 い てお く 。 ま た、 他 人の

水 田 や 焼 畑、 家 屋 建 設な ど に 働き に 行 け ば、 昼 食 は雇 い 主 が 用意 す るの

が 常 識 と され て い る 。  

 こ の よ うに 、 パ シ ルで は 世 帯構 成 員 の 食事 の 場 所や 寝 る 場 所が 自 身の

家 屋 で あ ると は 限 ら ない た め 、パシ ル に おけ る「 世 帯 」を 、「 同じ 屋 根の

下 に 居 住 し 、 食 事 を 共 に す る 者 の 集 合 体 」 と い う 国 家 統 計 調 整 委 員 会

（ NSCB） に よ る 「 世 帯 」 の 定 義 で 捉 え る こ と は 適 切 で は な い と 言 え る

だ ろ う 。  

 既 述 の よう に 、 パ シル の 社 会に お け る 世帯 構 成 は核 家 族 が 支配 的 であ

り 、 一 組 の夫 婦 と そ の未 婚 の 子ど も た ち 以外 の 構 成員 が 加 わ る拡 大 家族

は 少 な い 。そ の 理 由 は、 パ シ ルの 伝 統 的 な家 屋 の 構造 に よ る と考 え られ

る 。パ シ ル で一 般 的 な高 床 式 の木 造 1 階 建て の 家 屋の 内 部 は 一間 か 少数

の 間 で 構 成さ れ て お り、拡 大家 族 の 居住 には 適 さ ない の で あ る。し かし 、

パ シ ル で は年 老 い た 親が 配 偶 者を 亡 く し た場 合 、 子ど も 、 と りわ け 末子

が 親 の 面 倒を 見 る こ とが 期 待 され て い る ため 、 そ のよ う な 場 合に は 拡大

家族 の 形 態を と る こ とに な る 。拡 大 家 族 が居 住 す る家 屋 は 木 造か コ ンク

リ ー ト 造 りの 2 階 建 てで あ っ たり 、内 部 が壁 で 複 数の 小 部 屋 に仕 切 られ

た 現 代 風 の様 式 を と って い る こと が 多 い 。  

 

 

2 .2 親 族の 構 成  

 

 水 稲 耕 作が 定 着 し 、人 口 が 増大 し て い る南 部 カ リン ガ の ム ラと 比 較す
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る と 、 パ シル に お け るム ラ の 人口 は 比 較 的少 な く 、ム ラ の 成 員間 の 血縁

関 係 を 確 認す る こ と がで き る ため 、 ム ラ の成 員 を 親族 集 団 と して 捉 える

こ と も 可 能で あ る 。 パシ ル に おい て 重 要 な社 会 的 単位 は 、 父 方お よ び母

方 に 等 し く辿 ら れ る 双方 的 キ ンド レ ッ ド であ る 。 カリ ン ガ の 社会 は ボン

トッ ク の 社会 な ど と 同様 に 、マ ード ッ ク によ っ て 以下 の 8 つ の特 徴 を有

す る 「 双 系＝ エ ス キ モー 型 」 社会 に 分 類 され た 。 すな わ ち 、 ①小 家 族単

位（ smal l  d omest i c  uni t） が 卓 越し て おり 、 拡 大家 族 が 欠 如し て い る。

② 一 夫 多 妻婚 は 稀 で あり 、 単 婚が 支 配 的 であ る 。 ③婚 姻 は 、 選択 居 住婚

か 新 処 居 住婚 の 形 態 をと り 、 単処 居 住 婚 の形 態 を 欠く 。 ④ 単 系あ る いは

選 系 の 機 能的 に 重 要 性を 持 つ 出自 集 団 が 欠如 し て いる 。 ⑤ 双 方的 キ ンド

レ ッ ド が 存在 す る か 、あ る い はそ れ が 不 在で あ る こと を 示 す 明確 な 報告

が み ら れ ない 。⑥第 1 イト コ に 対し て 婚 姻の 可 能 性 に 基 づ く 区分 が 欠 落

し て い る 。⑦ エ ス キ モー 型 イ トコ 名 称 を 保有 す る 。⑧ チ チ ・ ハハ の 名称

が オ ジ ・ オバ に 拡 大 され ず 、 直系 型 あ る いは 双 岐 傍系 型 オ ジ 名称 を 保有

す る（ Murdock 1960： 4）。こ れら 8 つ の特 徴 は パシ ル の 社 会の 中 に も

見 出 す こ とが で き る 。  

 パ シ ル にお い て 重 要な 社 会 的単 位 で あ る双 方 的 キン ド レ ッ ドの ま とま

り は「 パ ル テ ィー ド ス par t idos」と か「 マン ス ス ーノ ッ ド mansusunod」

と 呼 ば れ 、お お よ そ 第 3 イト コ ま でを 含ん で い る。 パ ル テ ィー ド ス は、

ス ペ イ ン 語か ら の 借 用で あ る と考 え ら れ（ 合田  1989： 118）、マン スス

ー ノ ッ ド は「 スー ノ ッド sunod」を語 根 とし 、「 兄弟 姉 妹 」を意 味 す るパ

シ ル 語 で ある 。第 3 イト コ よ りも さ ら に 広い 範 囲 を含 む 双 方 的な 親 族の

ま と ま り は「 カ バ ギ イェ ン kabagi yan」 と呼 ば れ る。  

 パ ル テ ィー ド ス の 成員 は 、 私有 の 森 の 用益 権 を 保持 し て お り、 ま た日

常 的 な 相 互扶 助 関 係 にあ る 。 とは い え 、 実際 に は 、パ ル テ ィ ード ス の成
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員 の 中 か ら様 々 な 目 的に 応 じ て特 定 の 成 員が 選 ば れる の で あ り、 例 えば

小 規 模 の 儀礼 に は 第 2 イ ト コま で の 範 囲の 成 員 が招 待 さ れ たり 、援 助の

義 務 を 担 った り す る 。一 方 で 、葬 送 儀 礼 や多 額 の 賠償 の 支 払 いの 必 要が

生 じ た 場 合に は 、 パ ルテ ィ ー ドス の 成 員 はも ち ろ んの こ と 、 より 広 い範

囲 の 親 族 にも 何 ら か の形 で の 支援 が 期 待 され る 。  

 パ シ ル では 第 1 イ トコ 同 士 の婚 姻 は 固 く禁 じ ら れて お り 、第 2 イ トコ

同 士 の 婚 姻も 避 け る べき で あ ると 考 え ら れる 傾 向 にあ る 。第 3 イト コ 同

士 の 婚 姻 は可 能 で あ ると さ れ るが 、実 際 には 、恋愛 関 係に あ った 第 3 イ

ト コ 同 士 の若 い 男 女 に矛 先 が 向け ら れ 、 破談 と な った ケ ー ス を筆 者 は確

認 し た 。 しか し 、 財 の分 散 を 防ぐ た め 、 昔は 第 1・第 2 イ ト コ同 士 の婚

姻 も 度 々 見ら れ た と いう 。  

  

 

2 .3 親 族名 称  

 

 一 般 的 な用 語 法 で は、親 族名 称 と は親 族関 係 を 指示 す る 言 葉で あ る（ 綾

部  1960： 95、 引 用 は 合 田 に よ る  1989： 113）。 パ シ ル で は 、 血 縁 関

係 に な い 姻族 は カ バ ギイ ェ ン の範 疇 に 含 まれ る が 、他 の ム ラ から の 婚入

者 に 対 す る親 族 名 称 とし て 「 パカ ー マ ン pakaman g」 と い う語 が 存 在す

る 。 自 己 か ら み て 配 偶 者 の 両 親 は 「 カ ト ゥ ガ ー ガ katu gan ga」、 配 偶 者

の 両 親 か らみ て 自 己 は「 コマ ト ゥガ ー ガ komatu gan ga」と い う親 族 名称

が 用 い ら れ、 ま た 、 一組 の 夫 婦の そ れ ぞ れの 両 親 は相 互 に 「 アバ リ イェ

ン abalyen」と 認 識 され る 。 他の ム ラ に 住む 姻 族 とは 日 常 的 な相 互 扶助

関 係 に あ るわ け で は ない が 、 儀礼 の 際 に は互 い に 招待 し 合 う こと が 期待

さ れ て い る。  
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 以 上 、 概観 し た よ うに 、 コ ルデ ィ リ エ ラの 諸 社 会は マ ー ド ック に よっ

て 「 双 系 ＝エ ス キ モ ー型 」 に 分類 さ れ た が、 パ シ ルの 社 会 も 概ね こ の型

の 特 徴 を 有し て い る 。パ シ ル にお い て 重 要な 社 会 的単 位 は 、 父方 お よび

母 方 に 等 しく 辿 ら れ る双 方 的 キン ド レ ッ ドで あ り 、そ の 成 員 は日 常 的な

相 互 扶 助 関係 に あ る が、 内 婚 的で あ る と いう ム ラ の特 徴 か ら 、パ シ ルの

人 々 の 親 族関 係 を 人 々の 社 会 関係 と し て みる こ と がで き る 。  

 パ シ ル のム ラ の 人 々の 間 に みら れ る 相 互扶 助 関 係の 一 例 と して 、次に、

人 々 の 主 な生 業 で あ る農 業 に おけ る 相 互 扶助 関 係 につ い て 見 てお き た い。 

 

 

（ ３ ） ム ラの 生 活 と 農業  

 

3 .1 パ シル の 人 々 の生 活 様 式  

 

 パ シ ル の人 々 の 生 業は 、 主 とし て 焼 畑 農耕 と 水 稲耕 作 で あ る。 人 々は

自 給 自 足 に近 い 生 活 を営 ん で きた が 、 近 年で は 現 金収 入 を 得 る人 も 増加

し て き た 。こ こ で は 、近 年 の 変化 に も 言 及し な が ら、 農 業 を 中心 と する

人 々 の 生 活様 式 を 紹 介す る と とも に 、 人 々の 農 業 活動 と 相 互 扶助 関 係に

つ い て 概 観し て お こ う。  

 ム ラ の 朝は 早 い。早朝 5 時 には 道 路 を 人が 行 き 交い 、人 々 の楽 し そ う

な 話 し 声 や庭 を 箒 で 掃く 忙 し い音 が 聞 こ えて く る 。コ ー ヒ ー やご 飯 を調

理 し て い るの か 、 家 々の 台 所 付近 の 隙 間 から は 煙 が立 ち の ぼ って い る。

6 時 を 過 ぎ ると 、 農 作業 へ 向 かう 人 々 が 足早 に 道 路を 歩 い て いく 。 タブ

ッ ク へ 向 かう ジ ー プ は、 う な るよ う な エ ンジ ン 音 を響 か せ な がら ク ラク

シ ョ ン を 鳴ら し て 、 人々 に 「 間も な く 発 車」 の 合 図を 送 っ て いる 。 7 時
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頃 に は 、 制服 姿 の 小 学校 の 先 生た ち が 学 校へ 向 か い、 道 路 は 登校 中 の子

ど も た ち でい っ ぱ い にな る 。 しか し 、 8 時を ま わ ると 、 そ れ まで と は打

っ て 変 わ って 人 影 は 消え 、 辺 りは 静 寂 に 包ま れ る ので あ る 。  

 バリ ン シ ア ガオ の リ ムウ ッ ド （ Limu -ud） 集落 に 住 む 50 代 のア ン ク

ル・ジョ セ フ（ Unc l e  Joseph）は 、主 と して 焼 畑 耕作 と 水 稲 耕作 を 行う

農 業 者 で ある 。 ム ニ シパ リ テ ィ・ バ ル バ ーラ ン の 初代 代 表 を 務め た ジョ

ー ジ・ア ウ ィー ガ ン（ George  Awingan）を父 に 持 つア ン ク ル・ジョ セ フ

は 、 多 く の水 田 を 保 有し て お り、 農 作 業 に追 わ れ る日 々 を 送 って い る。

以 下 は 、 彼の 平 日 の 生活 ス タ イル の 一 例 であ る 。  

 朝 5 時 に起 床 し（ ブマ ゴ ン bumangon）、コ ー ヒー を 沸か す（マ ン ウ ー

ト  カ ピ mang-uto  kap i）。コ ー ヒー が 沸 い た ら 、ご 飯を 炊 く（ マン ウ ー

ト  イ スナ mang-uto  i sna）。ご 飯 を 炊い てい る 間 に庭 で 薪 を 割る（ マン

チ コ ッ ト  ジ  カ ー ユ mandi ko t  d i  kayu）。 奥 さん が お かず を調 理 し 、

朝 食 を 食 べた ら（ マ ゲン man gan）、稲 の 収穫 に 出 かけ る（ ウ ンモ イ  マ

ン ア ー ニ  ヒ  パ ッ パヤ ウ ummmoy  mang-ani  h i  pappayaw）。正 午頃 、

一 旦 帰 宅 し（ マン ウ リン  ボ ロイ mang-ul in  bo loy）、昼 食 を とる 。再び

水 田 に 戻 って 収 穫 作 業を す る 。夕 方 、 帰 宅し て 、 水浴 び を す る（ マ ンオ

モ ス mang-omos）。 仮 眠 を 取 っ た （ マ ス ー ヨ ッ プ  ア キ ッ ト masuyop  

aki t）後 、近 所 の人 の家 へ 散 歩に 出 る（ パス パ シ ャル paspasyal）。帰 宅

し た ら 夕 食を と る 。 孫た ち と おし ゃ べ り やお 話 を して （ イ ス トリ ア  エ

ン  チ ャ  ア ポ i s to rya  en  ja  apo）、就寝 する（ マス ー ヨ ップ masu yop）。  

 次 に 、 同じ く リ ム ウッ ド 集 落に 住む 30 代の 農 業者 、 ア ン ティ ・ ジャ

ネ ッ ト （ Ant i  Janet）の 平 日 の生 活 ス タ イル も 見 てみ よ う 。  

 5 時 に 起 床 し、ご飯 を炊 く 。洗 濯 を して（ マン サ ッ クサ ッ ク mansaksak）

か ら 朝 食 を食 べ る 。 焼畑 へ 行 き、 草 刈 り をす る （ グマ ー ア ッ ト  ヒ  ウ
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ーマ gumaat  h i  uma）。 正 午 頃に 一 旦 帰 宅し て 昼 食を と る 。 再び 、 焼畑

に 戻 っ て 草刈 り を す る。 夕 方 、帰 宅 し て 、水 浴 び をす る 。 夕 食後 、 食器

を 洗 う （ マン キ ワ ス mangki was）。そ の後 、 就 寝す る 。  

 パ シ ル の人 々 の 生 業と し て は、 焼 畑 農 耕、 陸 稲 ・水 稲 耕 作 に加 え 、狩

猟 ・ 採 集 も見 ら れ る 。人 々 の 間で は 日 常 的に 農 産 物や 採 集 物 の交 換 が行

わ れ て お り、 自 身 の 畑で は 栽 培し て い な い野 菜 や 、水 田 の 巻 貝、 サ ワガ

ニ 、 カ エ ル、 ウ ナ ギ 、カ メ 、 ヘビ 、 野 生 のキ ノ コ 類な ど も 入 手可 能 であ

る。 ま た 、機 会 は 少 なく な っ たが 、 森 で 野豚 や 鹿 が獲 れ る と 、近 親 者に

そ の 肉 が 分配 さ れ る こと も あ る。  

 し か し 、人 々 の 生 活は 自 給 自足 で 成 り 立っ て い るわ け で は なく 、 生活

に お い て 現金 の 重 要 性が 急 増 して い る 今 日、 米 や 野菜 を タ ブ ック で 売る

者 、ム ラの お 金 持ち の家 で 洗 濯や 子 守、薪割 り な どを し て 現 金を 稼 ぐ 者、

役 所 の 職 員や 学 校 の 教員 と し て働 く 者 、 雑貨 屋 を 経営 す る 者 、ジ ー プの

ド ラ イ バ ーや コ ン ダ クタ ー を する 者 、 鉱 山で 働 く 者、 都 市 部 や海 外 へ出

稼 ぎ に 行 く者 も 大 勢 見ら れ る よう に な っ た。 複 数 の水 田 を 保 有す る 者は

商 品 価 値 の高 い 赤 米 など を 栽 培し て 販 売 して い る が、 水 田 を ほと ん ど持

た な い 者 は、 多 数 の 水田 を 持 つお 金 持 ち のと こ ろ へ働 き に 行 って 労 賃を

稼 ぐ 。 早 朝か ら 夕 方 まで 他 人 の焼 畑 や 水 田で 働 い て、 支 払 わ れる 給 料は

1 日で 120 ペ ソ 程 度（ 2011 年 3 月 現 在 で 、約 240 円 ）であ ると い う 。一

方 、学 校で 働 く 教員 の給 与 は、ポ ジ ショ ンに も よ るが 、 1 か 月で 10 ,000

ペ ソ を 超 える た め 、 ムラ の 人 々に と っ て 学校 の 先 生は 「 お 金 持ち 」 であ

る 。 小 学 生や ハ イ ス クー ル 生 の男 の 子 の 憧れ の 職 業で あ る 、 ジー プ のド

ラ イ バ ー とコ ン ダ ク ター は 、 ジー プ 修 理 のた め の 度重 な る 出 費や 燃 油価

格 の 高 騰 もあ り 、 高 収入 を 得 られ る 職 業 であ る と は言 え な い 。  

 筆 者 の リサ ー チ ア シス タ ン トを 務 め て くれ た 26 歳の 独 身 女性 、 エレ
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ン（ El len）は、筆 者 に出 会 う 直前 は 無 職 で、マ ニ ラに 住 む 叔 母さ ん が営

む ス ト ア ーと 家 事 の 手伝 い の 仕事 を 辞 め てバ リ ン シア ガ オ の 実家 に 帰省

中 で あ っ た。 高 校 を 卒業 し て から 、 彼 女 はマ ニ ラ やバ ギ オ の 叔母 さ ん、

叔 父 さ ん の家 を 転 々 とし な が らお 手 伝 い さん 業 を して 稼 ぎ 、 合間 に バリ

ン シ ア ガ オに 帰 っ て きて は 両 親の 農 作 業 の手 伝 い をし て き た とい う 。一

方 、 バ リ ンシ ア ガ オ に住 む エ レン と 同 年 代の 独 身 女性 た ち は 、毎 日 、家

族 と 共 に 焼畑 や 水 田 に出 て 行 って 農 作 業 をし て い る。 エ レ ン の仕 事 観に

つ い て 尋 ねる と 、 彼 女は 次 の よう に 語 っ てく れ た 。  

 

 

 バ リ ン シア ガ オ の 実家 に い ると 、本当 に大 変 。朝か ら お母 さん や

妹 た ち と 一緒 に 焼 畑 に出 か け てい く で し ょう 。あの 山 の 上ま で。何

が キ ツ イ って 、自分 たち の 1 日分 の 飲 み 水を 持 っ て、約 1 時 間か け

て あ の 山 の急 斜 面 を 登っ て 行 かな い と い けな い の 。水は 本 当 に重 く

て 、ヘト ヘ トに な る 。焼 畑に 着 いた ら 着 いた で 、炎 天下 の 中 、農 作

業 を す る のよ 。暑く て本 当 に 疲れ る の ！ 毎日 来 る 日も 来 る 日 も、あ

ん な キ ツ イ仕 事 を す るな ん て 私に は 耐 え られ な い 。水田 で 田 植え の

手 伝 い な んか し た 日 には 、腰 が 痛く て 痛 くて 、翌 日 、動 け な くな る

ん だ か ら 。  

 私 は 、マ ニ ラ やバ ギオ の 叔 母さ ん た ち のと こ ろ でお 店 や 家 事の 手

伝 い を し てい る 方 が 好き な の。現 金 が稼 げる し 、町 で の 新し い人 た

ち と の 出 会い も 楽 し いし 。本 当 はバ リ ン シア ガ オ の生 活 が 大 好き だ

し 、実 家に 住 ん でい たい け ど、実 家 に居 る限 り は 親の 農 作 業 の手 伝

い を さ せ られ る か ら ね。毎 日、畑で 親 の 手伝 い を して い る 友 人た ち

は 本 当 に よく や っ て いる と 思 うわ 。私に はと て も 真似 で き な い。あ
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ぁ 、 嫌 だ ！  

 

 

ム ラ の 焼 畑で の 草 刈 りや 水 田 での 農 作 業 を体 験 さ せて も ら っ た筆 者 に も、

日 々 の 農 仕事 の 大 変 さは 想 像 がつ く 。 そ のた め 、 エレ ン の よ うに 都 市部

へ 働 き に 出る 若 者 が 存在 す る 一方 で 、 ム ラに 残 っ て、 日 々 、 農作 業 に従

事 す る 若 者も 多 数 存 在す る こ とに 筆 者 は 驚嘆 し た 。  

 

 

3 .2 焼 畑農 耕  

 

 エ レ ン のお 母 さ ん 、ア ン テ ィ・ マ グ ダ レー ナ （ Ant i  Magdalena） は、

ム ラ で も 評判 の 働 き 者で あ る 。エ レ ン の お父 さ ん は大 工 で あ り、 ム ラで

仕 事 が な い時 に は 息 子た ち と バギ オ の 鉱 山へ 働 き に行 く 。2009 年 9 月現

在 、 ア ン ティ ・ マ グ ダレ ー ナ の焼 畑 で は 、次 の よ うな 農 作 物 が栽 培 され

て い た 。米（パ ー ゴ イ pagoy）、と う もろ こし（ ガ ッ シー レン gass i l en）、

南 瓜 （ カ ラバ ー サ carabasa）、 胡 瓜（ カ シー ム ン kas imun）、青 菜 （ ペ

ッ チ ャ イ petchay）、玉ね ぎ（バ ウ ォン bawon g）、豆 類（ ス マ カ イ sumakay

／ マ グ ウ ィー ラ ス magwi las／ ア ンタ ッ ク antak／ コル ジ ス kord is／バ

ラ ー ト ン bal atong）、さ つ まい も（カ テ ィー ラ kat i la）、キ ャッ サ バ（ カ

ーナ オ canao）、オ クラ（ okura）、トマ ト（ カ マ ーテ ィ ス kamatis）な ど

で あ る 。 栽培 ス ケ ジ ュー ル は 農作 物 に よ って 異 な って お り 、 栽培 ス ケジ

ュー ル は表 1 の よ う にな っ て いる 。また 、農 作 物は 、図 5 の よう に 異 な

る 種 の も のが ご ち ゃ 混ぜ に 植 えら れ る 。  

 焼 畑 に おけ る 農 仕 事に は 、 次の よ う な 作業 が あ る。 下 草 と 木々 を 伐採
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す る 作 業 （タ ッ プ タ ッ プ tap tap）、 伐 採 した 草 木 を燃 や す 作 業（ ソ ゴブ

sogob）、 燃え 残 っ た もの を 集 めて 、 再 び 燃や す 作 業（ ラ サ ン la sang）、

燃 え 残 っ た木 の 根 っ こを 道 具 を使 っ て 取 り除 く 作 業（ カ ゴ kago）、 木の

根 っ こ な ど余 計 な も のを 取 り 除い て 燃 や す作 業（ボ ル ラ ット bol la t）、除

草 作 業 （ ルー ガム l ugam／ バ ラス バス balasbas）。 焼畑 に おけ る 農 作業

は 、 通 常 １人 か 夫 婦 ・家 族 単 位で 行 わ れ るが 、 陸 稲の 収 穫 作 業は 、 数名

の グ ル ー プで 行 わ れ る。 仕 事 にお け る 男 女の 分 業 はほ と ん ど 見ら れ ない

が 、 焼 畑 造成 の 最 初 の作 業 ・ タッ プ タ ッ プは 男 性 が行 う こ と が多 い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 ア ン ティ ・ マ グダ レ ー ナの 焼 畑  

 

   ｶﾎﾞﾁｬ              ｷｭｳﾘ    

       ﾏｸﾞｳｨｰﾗｽ        ｺﾙｼﾞｽ   

              米    

       ﾊﾞﾗｰﾄﾝ      ﾄｳﾓﾛｺｼ   

         米    

       ｵｸﾗ       米    

             ﾀﾏﾈｷﾞ   

    

         ｻﾂﾏｲﾓ     
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 ﾊ ﾞ ﾗ ｰ ﾄ ﾝ ､

ｱ ﾝ ﾀ ｯ ｸ ､ ﾄ

ｳ ﾓ ﾛ ｺ ｼ ､ ｶ

ﾎ ﾞ ﾁ ｬ ､ ｵ ｸ

ﾗ､ﾄﾏﾄ  

ﾏｸﾞｳｨｰﾗｽ  ｺﾙｼﾞｽ  ｻﾂﾏｲﾓ  ｷ ｬ ｯ ｻ

ﾊﾞ  

 

米  

1 月    ↓   ↓   ↓    

↓  

 

2 月   収穫  収穫  収穫   

3 月      収穫  下 草 と 木 々

の伐 採  

4 月   植え る     焼 き 入 れ と

掃除  

5 月  植え る   ↓  植 え

る  

  焼き 入 れ 、掃

除、 植 え る  

6 月   

 ↓ （ 3

ヶ月 ）  

  

 

 

  

↓  

   

7 月  収穫    除草  

8 月      

9 月  収穫   植 え

る  

 除草  

10 月     

 ↓  

  

11 月     収穫  

12 月   植え る  植 え

る  

掃除  

表 1 ア ン ティ ・ マ グダ レ ー ナの 焼 畑 耕 作ス ケ ジ ュー ル  
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 ム ラ の 人々 は 焼 畑 を造 成 す るの に 適 し た場 所 を 、自 身 の 経 験や 人 々と

の 情 報 交 換に よ っ て 熟知 し て いる 。黒色 の土 壌 の 土地 は ル ー モン lumong

と 呼 ば れ る柔 ら か い 土壌 の 土 地で あ り 、 作物 が よ く育 つ が 、 黄色 の 土壌

の 土 地 、 ソラ ッ ト so lat は 土 壌が 固 く、 作物 を 植 えて も 育 た ない 。 豊 作

の 秘 訣 の ひと つ は 、 作物 を 植 えた 日 に 頭 を洗 わ な いこ と だ と アン テ ィ・

マ グ ダ レ ーナ は 言 う 。ま た 、 作物 を 植 え てい る 最 中に 誰 か に 大声 で 呼び

か け ら れ ると 作 物 が よく 育 た ない と い う 信仰 も 見 出せ る 。  

 

 

3 .3 水 稲耕 作  

 

 パ シ ル の人 々 は 、 元々 は 焼 畑農 耕 と 狩 猟・ 採 集 を生 業 と し てい た が、

現 在 で は 、マ ウ ン テ ン州 か ら 伝わ っ て き たと さ れ る水 稲 耕 作 も焼 畑 農耕

と 共 に 広 く行 わ れ て いる 。 こ こで は 、 多 くの 水 田 を保 有 す る アン ク ル・

ジ ョ セ フ の妻 、 ア ン ティ ・ ベ ティ ー （ A nti  Betty）か ら 聞 き取 っ た 水稲

耕 作 の ス ケジ ュ ー ル （表 2） を 見て み よ う。 水 稲 には オ ー ヤ ック Oyak、

オ ル タ ン Ortan、 ウ ーノ イ Unoy の 3 つ の品 種 が ある 。 パ シ ルに お け る

水 稲 耕 作 は通 常 2 期 作で あ る 。  

 水 田 に おけ る 農 作 業は 、通常 1 人 か 2 人で 行 い 、田植 え と 収穫 作 業は

数 名 の グ ルー プ で 行 う。 水 稲 耕作 に 関 わ る作 業 に は男 女 の 分 業が 比 較的

明 確 に 見 られ る 。 女 性の 仕 事 には 、 苗 を 水田 へ 運 ぶ作 業 （ マ ンラ モ ット

manlamot）、田 植 え 作業（ マン オ ソッ ク man -osok）、除 草 作 業（ グ マー

アッ ト gumaat）、収 穫作 業（ マ ンア ーニ man -ani）があ る 。一方 、男 性



 88 

の 仕 事 に は、 水 牛 に よる 耕 起 作業 （ ジ ャ ルノ ッ ク d alnok）、 機械 に よる

耕 起 作 業（ ク リ グリ ッグ kul i g l i g）、田 の 隅に た ま った 余 分 な 土を 取 り 除

く 作 業 （ マン カ ル ー ユッ ジ man gkal uyu d）、 田の 周 囲 の畦 道 を補 強 す る

作 業（ イ バノ ン iban ong）、田 の土 を 平 ら にす る 作 業（ ス ー ユ ッジ suyud）、

大 き な 草 木を 取 り 除 く作 業 （ ルミ ジ ャ ス lumi jas）、 収 穫作 業が あ る 。  

 ア ン テ ィ・ ベ テ ィ ーと ア ン クル ・ ジ ョ セフ 夫 妻 の水 田 で は 、肥 料 とし

て ひ ま わ りの 葉 を 使 って い る が、市 販の 肥料 を 用 いる こ と も ある と い う。 

 

 オー ヤ ッ ク  オル タ ン  ウー ノ イ （も ち 米 ） 

1 月   man -osok（田 植 え ）  p ina l（ 苗 の準 備 ）  

2 月   gumaat（ 除 草）  man -osok（ 田 植 え） 

3 月    gumaat（ 除 草）  

4 月     

5 月     

6 月   man -ani（ 収穫 ）  man -ani（ 収穫 ）  

7 月  bunubun （ 苗 の 準

備）  

  

8 月  man -osok （ 田 植

え）  

  

9 月  gumaat（ 除 草）    

10

月  

   

11

月  

man -ani（ 収穫 ）    
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12

月  

 p ina l（ 苗 の準 備 ）   

表 2 ア ン ティ ・ ベ ティ ー の 水稲 耕 作 ス ケジ ュ ー ル  

 

 

 

3 .4 労 働グ ル ー プ  

 

 ア ン ク ル・ ジ ョ セ フの よ う に多 く の 水 田を 持 つ 者は 自 分 の 家族 の 労働

だ け で 農 作業 を や り くり し て いる わ け で はな く 、 自分 た ち の 兄弟 や 近親

者 な ど に 日当 を 支 払 って 作 業 を手 伝 っ て もら っ て いる 。昔 は 、第 1 イ ト

コや 第 2 イト コ が 手 伝い に や って 来 て 、その 謝 礼 とし て 野 菜 やお 米 を渡

し て い た とい う が 、 現在 で は たと え 兄 弟 であ っ て も現 金 で 労 賃を 支 払う

こ と が 多 いと い う 。  

 焼 畑 や 水田 に お け る農 作 業 は、農 繁期 には 多 く の労 働 力 を 必要 と す る。

労 働 グ ル ープ の 構 成 員は 家 族 や近 親 者 に 限定 さ れ ると は 限 ら ず、 日 当で

人 を 雇 う 場合 、 現 金 を稼 ぎ た い人 な ら 誰 でも 農 作 業に 加 わ る こと が 可能

で あ る 。 人手 を 必 要 とす る 者 は、 人 手 が 必要 と な る作 業 の 前 日に 、 口頭

や 携 帯 電 話の メ ー ル で労 働 者 を募 る と い う方 式 を とる こ と が 多く 、 グル

ー プ の 構 成員 は 日 に よっ て 変 化し が ち で ある 。一方 、農作 業 に おい て は、

近 親 者 で 構成 さ れ る グル ー プ がそ れ ぞ れ の保 有 す る水 田 や 焼 畑を 順 に回

っ て 作 業 を行 う 、 労 働交 換 の スタ イ ル も 見ら れ る 。  

 他 人 の 水 田 や 焼 畑 に 働 き に 行 く こ と を パ シ ル 語 で 「 ナ カ パ ゴ

nakapango」 と 言 う 。 農 作業 に 慣 れ て い な い 筆者 に と っ て 、 水 田 や山 の

急 斜 面 で の「 ナ カ パ ゴ体 験 」 は大 変 骨 の 折れ る も ので あ っ た が、 作 業中
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に ナ カ パ ゴ仲 間 の 男 女が 繰 り 広げ る 笑 い 話、 と り わけ 性 に 関 わる 冗 談話

は 農 作 業 の疲 れ を 和 らげ て く れる 。 炎 天 下や 雨 の 中で の 日 々 の農 作 業に

こ の よ う な笑 い 話 は 不可 欠 で あり 、 昔 は 、農 作 業 時に 様 々 な 昔話 を 語っ

て く れ る 人も 存 在 し たと い う 。  

 以 上 、 見て き た よ うに 、 パ シル の 人 々 は主 と し て焼 畑 農 耕 と水 稲 耕作

に 関 わ る 農作 業 を 中 心と し た 生活 を 営 ん でい る 。 現金 収 入 の 必要 性 が増

大 し て い る今 日 に お いて は 農 作業 に お け る相 互 扶 助関 係 の 形 態に も 変化

が 生 じ る よう に な り 、労 賃 を 支払 う と い う形 で ム ラの 人 を 雇 うケ ー スが

多 数 見 ら れる よ う に なっ た 。 いず れ に し ても パ シ ルに お け る 農仕 事 は、

ム ラ の 人 々の 社 会 関 係を 抜 き にし て は 成 しえ な い もの で あ る 。  

 本 節 で は、 パ シ ル にお け る 社会 規 範 を 糸口 と し て人 々 の 身 体性 を 探る

と と も に、身 体 性と 密接 に 関 わっ て い る 社会 関 係 につ い て 概 観し た 。人 々

は ム ラ の 成員 と し て 「ふ さ わ しい 身 体 性 」を 備 え 、他 の 成 員 と友 好 的な

関 係 を 維 持す る よ う 努め る の であ る が 、 人々 は ま た、 不 可 視 的な 存 在を

意 識 し 、 それ ら と も うま く 共 存す る よ う 意を 用 い てい る 。 し たが っ て、

次 節 で は 、不 可 視 的 な存 在 で ある 霊 的 存 在に 対 す る人 々 の 信 仰に つ いて

簡 潔 に 紹 介し た い 。  
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写真 4 -10 稲 の 収 穫を す る 人々  

 

 

写 真 4 -11 焼 畑 で 農 作業 を す る人  
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写真 4 -12 田 植 え をす る 人 々  

 

 

 

 

第 6 節  パシ ル に お ける 霊 的 存在 に 対 す る信 仰  

 

（ １ ） パ シル に お け る宗 教 体 系  

 

  300 年 余り に わ たる ス ペ イン 統 治 に よっ て フ ィリ ピ ン 全 体に カ トリ

ッ ク 信 仰 が浸 透 し て いっ た が 、ア メ リ カ の統 治 が 始ま っ た 1902 年 以降

に は 、 北 部ル ソ ン の 山岳 地 帯 にお い て も プロ テ ス タン ト の 布 教が 始 まっ
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た （ 森 谷  2004 :214）。 今 日 で は 、 ジ ー プ や 自 動 車 で は 行 く こ と が で き

な い よ う な 奥 地 で あ って も カ トリ ッ ク 及 びプ ロ テ スタ ン ト の 小さ な 教会

を 目 に す るこ と が で きる ほ ど 、カ リ ン ガ 州の 人 々 のキ リ ス ト 教化 は 進ん

で い る 。パ シル で は 、公 式的 に はカ ト リ ック の 信 者が 約 58％を 占 め てお

り 、 そ の 他は プ ロ テ スタ ン ト の信 者 で あ る １ ５ 。  

 し か し 、 パ シ ル の 人々 の 意 識の 根 底 に ある の は 依然 と し て 伝統 的 な霊

的 存 在 に 対す る 信 仰 であ り 、 その よ う な 信仰 が 人 々の 社 会 生 活の あ らゆ

る 面 と 密 接に 結 び つ いて い る 。人 々 に と って 、 病 気を は じ め とす る ほと

ん ど の 災 難や 不 幸 の 原因 が 、 霊的 存 在 に よる も の であ る と 考 えら れ てき

た た め 、 人々 は 日 常 生活 に お いて 霊 的 存 在と う ま く共 存 す る よう 注 意を

払 う 。 本 節 で は 、 パ シル に お ける 霊 的 存 在 と そ れ に関 わ る 信 仰 に つ いて

概観 し よ う 。  

 

 

（ ２ ） 霊 的存 在 を め ぐる 信 仰  

 

 宗 教 に 関す る 最 初 の包 括 的 考察 を 試 み たイ ギ リ スの 人 類 学 者タ イ ラー

は 、 宗 教 の基 礎 は 、 事物 が 物 理的 で 可 視 的な 物 体 と精 神 的 で 不可 視 的な

霊 か ら 成 ると い う 信 仰に あ る と考 え 、 霊 的存 在 に つい て の 信 仰を 「 アニ

ミ ズ ム （ ani mism）」 と 名 付 け た （ 小 松  1979： 168 -169）。 事 物 や 時 空

間 を 超 越 した 超 自 然 的な も の であ る 霊 的 存在 は 、 神霊 、 生 霊 、死 霊 、妖

怪 な ど 様 々な 形 態 を とる 。  

 パ シ ル にお い て 筆 者が 人 々 から 聞 き 取 るこ と の でき た 霊 的 存在 は 、次

の 2 つ に 大別 で き る 。す な わ ち、神（カ ブニ ヤ ン Kabuniyan、お よ び ア

ポ ジ オ ス Apodiyos）、精霊（ ア ーレ ン alan）で ある 。パ シル にお け る 精



 94 

霊 ・ ア ー レン は 、 死 者の 魂 で ある 死 霊 、 人間 に 悪 さを す る と いう 悪 霊、

死 ぬ 直 前 の人 間 の 魂 とし て の 生霊 、 特 定 の家 屋 や 人が 有 す る 守護 霊 を指

す。 村 落 内 に 棲 み 、 日常 的 に 人々 と 「 接 触」 す る 可能 性 の 高 い精 霊 と比

較 し て 、 神は 人 々 に とっ て 物 理的 に 遠 い 場所 に 存 在す る よ う であ る 。  

 筆 者 の パシ ル 滞 在 中に 、 パ シル の 人 々 が伝 統 的 な神 で あ る カブ ニ ヤン

に言 及 し たこ と は ほ とん ど な く、 神 に 関 する 言 説 では 、 キ リ スト 教 の神

を指 す 「 アポ ジ オ ス 」 と い う 語 が 用 い ら れ る こ と が常 で あ っ た。 盗 取 な

ど 社 会 規 範を 逸 脱 す るよ う な 行為 を し た 者に 対 し ては 、 時 に 病気 や 死と

い う 形 で 神の 天 罰 が 下る と 信 じら れ て い る。  

 一 方 、 精 霊 ・ ア ー レ ン に は 、 死 霊 を 意 味 す る カ ッ カ ラ ー ジ ン

kakkalad ing とカ チ ュチ ュ ワ kadud wa、生霊・生 き てい る 人 の魂・カ チ

ュ チ ュ ワ 、悪霊 、守 護霊 が あ げら れ 、「 アー レ ン 」とい う 語 はこ れ ら 全て

の 精 霊 を 指す 。  

 死 霊 は 死者 の 魂 の こと で あ り、 通 常 、 カッ カ ラ ージ ン と 呼 ばれ る 。 死

ぬ 直 前 の 人間 の 魂 や 死ん だ 直 後の 人 間 の 魂 は カ チ ュチ ュ ワ と 呼ば れ る が、

死 後 、約 1 年 以上 が 経過 す る と、人々 は それ を カ ッカ ラ ー ジ ンと 呼 ぶ の

だ と い う 。し か し 、 老年 者 以 外の 若 い 世 代の 間 で は両 者 の 厳 密な 差 異を

説 明 で き る者 は 見 ら れな か っ た 。  

 人 々 に よれ ば 、 人 間の 死 後 、そ の 魂 は 生前 の 生 活区 域 内 に 留ま る とい

う 。 死 霊 は子 孫 や 人 々に 何 か 伝え た い こ とが あ る と、 彼 ら に 話し か ける

な ど の 接 触を 試 み る が 、 死 霊 によ る こ の よう な 行 為が 原 因 で 、様 々 な病

気 に 罹 患 する と 言 わ れて い る 。あ る 年 配 の女 性 は 、事 故 で 亡 くな っ た息

子 の 死 霊 と話 を し た 経験 に つ いて 筆 者 に 語っ た 。 その 女 性 の 娘が 病 気に

罹 っ て い た時 、 事 故 で亡 く な った 息 子 の 死霊 が 「 家の ド ア の とこ ろ にフ

ァヤ ス bayas（ サ ト ウキ ビ の ワイ ン ） を 置く よ う に」 と 女 性 に命 じ た。
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女 性 が 息 子の 死 霊 の 言う と お り、 フ ァ ヤ スを 家 の ドア に 置 い たと こ ろ、

娘 の 病 気 は治 っ た と いう 。  

 悪 霊 も アー レ ン と 呼ば れ る もの の ひ と つで あ る が、 そ の 種 類に よ って

個別 の 名 称を 持 っ て いる こ と もあ る 。 悪 霊は 生 前 、 盗 取 な ど の悪 行 をし

た者 の 死 霊で あ る と か、 呪 術 師の 死 霊 で ある と 言 われ 、 時 折 、居 住 地一

帯 を 徘 徊 する 。 し か し、 通 常 は川 や 泉 付 近、 ム ラ 内 外 の 特 定 の場 所 に棲

む と 言 わ れて お り 、 そう し た 場所 で は 、 人気 が な いに も 関 わ らず 通 行人

に 向 か っ て石 が 投 げ かけ ら れ たり 、 泉 な どの 水 中 に幾 人 も の 赤ち ゃ んが

漂 っ て い ると い う よ うな 怪 奇 現象 が 見 ら れた り す ると い う 。  

 自 他 共 に認 め る「 第 3 の 目（ The  th ird  eye：「 霊 感 」を 意 味す る ）」の

保 有 者 で あ る バ リ ン シ ア ガ オ 在 住 の ア ン テ ィ ・ ア ン ヒ リ ー タ （ Anti  

Angel i ta） は、 悪 霊 の容 姿 に つい て 次 の よう に 語 った 。  

 

 

 腕 は 羽 毛の よ う な 毛 、 チ ュ ッチ ュ ッ dutdut で 覆わ れ て い てね 、

す ご く 毛 深い の 。目 は青 色 に 光っ て 、鼻 は長 く て ね 、髯 を た くさ ん

生 や し て いる の よ 。髪は 長 く て 、色 黒 で 、背が と っ ても 高 い のも い

る 。悪 霊 は ね、動 物 など に 姿 を変 え て 人 間 の 前 に 現れ て 、人 間を 道

に 迷 わ せ たり 病 気 に した り す る ん だ よ 。  
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写真 4 -13 玄 関 前 に立 て ら れた パ ク シ ウ  

 

 

 

 と り わ け出 産 直 後 の家 で は 悪霊 に 対 し て 警 戒 を 強め る 。 乳 児の 魂 は、

悪 霊 の 仕 業 に よ っ て 肉体 か ら 離脱 す る な どの 影 響 を受 け や す い状 態 であ

る と 考 え られ て い る から で あ る。 新 生 児 を迎 え た 家で は 、 玄 関前 に パウ

ル paul と いう 棒 状 の 植 物 を クロ ス さ せ 地面 に 突 き刺 す 。 こ の印 は パク

シ ウ paks i w と 呼 ば れる も の であ り 、 遠 方か ら の 訪問 者 は パ クシ ウ が立

つ家 へ の 訪問 を 避 け なけ れ ば なら な い 。 パシ ル に は、 人 々 が 共通 し て 認

識 し て い る ギ ー リ ン ngi l in と 呼 ばれ る禁 忌 の 場所 が 数 箇 所存 在 し、そ の

ギ ー リ ン には 悪 霊 が 棲む と 信 じら れ て い る。 し た がっ て 、 ギ ーリ ン を通
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過 し た 可 能性 が あ る 遠方 か ら の訪 問 者 に は悪 霊 が 憑い て い る 恐れ が あ る

た め 、 他 の ム ラ か ら の訪 問 者 は、 新 生 児 のい る 家 を訪 問 し な いの が 常識

と さ れ て いる の で あ る。も し遠 方 か らの 訪問 者 が 新生 児 の い る家 に 入 り、

乳 児 が 異 常に 泣 き 騒 いだ り 、 病気 に な っ たり す る と、 そ れ は その 訪 問者

に 憑 い た 悪 霊 の 悪 戯 に 因 る と 解 釈 さ れ る 。 人 々 は こ れ を 「 ナ ギ ー リ ン

nangi l in」 と 呼 ぶ 。 こ の よ う に 、 パ シ ル の 人 々 は 日 常 生 活 の 中 で 悪 霊 に

対 し て 注 意を 払 い 、 悪霊 に よ って 病 気 に 罹患 し な いよ う に 意 を用 い てい

る の で あ る。  

 死 霊 や 生霊 、 悪 霊 以外 に 守 護霊 も 、 ア ーレ ン の ひと つ と し て捉 え られ

て い る 。守護 霊 に は 、集 落 の 入口 に お か れる 聖 域・サ ガ ー サ ン sangasang

あ る い は プジ ャ イ ェ ン pudayan に 棲む もの や 、特 定 の 家系 の人 や 家 屋に

継 承 さ れ るオ チ ョ ン odong（「 運 ぶ 」を 意味 す る ）に関 す る もの が 挙 げら

れる 。  

 サ ガ ー サン と 呼 ば れる 集 落 入口 の 聖 域 には 、 集 落の ガ ー ド 役の 精 霊・

サ ガ ー サ ンが 置 か れ 、首 狩 り が盛 ん で あ った 頃 は 部族 間 紛 争 の際 の 「武

器 」 の 一 つと し て 捉 えら れ て いた 。 サ ガ ーサ ン は 、集 落 入 口 の聖 域 とし

て の 場 所 を指 す と と もに 、 そ こに 棲 む 精 霊を も 意 味す る 語 で ある 。 サガ

ー サ ン は 、そ の 集 落 や住 人 に 対し て 悪 意 を持 つ ア ウト サ イ ダ ーに 対 して

腹 痛 、 頭 痛 、 過 度 の 発汗 、 全 身の 感 覚 麻 痺、 理 性 喪失 な ど の 症状 を 起こ

さ せ る （ Sugguiyao  1990： 94）。 し か し そ の 集 落 内 の 者 で あ っ て も 、

サ ガ ー サ ンで 用 を 足 した り 、 唾を 吐 く な どの 行 い をす れ ば 、 その 精 霊の

怒 り に よ って 上 述 の よう な 症 状に 襲 わ れ る と い わ れて い る 。 サガ ー サン

は 、 時 に サル な ど の 動物 に 化 けて 人 間 の 前に 現 れ 、人 間 を 道 に迷 わ せる

こ と も あ る。以前 は 、水 牛や 鶏、犬 の 骨 やサ ッ コ ーヤ ン sakkolang と 呼

ば れ る 竹 製の 入 れ 物 、赤 い 布 など が 置 か れる こ と でサ ガ ー サ ンの 位 置が
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顕 在 化 し てい た が 、 現在 で は それ ら の 物 が 置 か れ てい な い こ とも 多 く、

サ ガ ー サ ンの 場 所 を 知る 人 も 少な く な っ た。 そ の ため 、 ア ウ トサ イ ダー

は も ち ろ ん集 落 内 の 者で あ っ ても 、 サ ガ ーサ ン の 場所 を 特 定 する こ とは

困難 に な りつ つ あ る 。   

 こ の 他 に、 特 定 の 家系 の 家 屋や 人 に 継 承さ れ る オチ ョ ン の 守護 霊 も存

在 す る 。 オチ ョ ン odong と は、「 運 ぶ」 を意 味 す るパ シ ル 語 であ る 。 パ

シ ル で は 、家 屋 に 守 護霊 の 棲 家を 置 き 、 様々 な 禁 忌を 課 さ れ た人 々 が見

出 さ れ る が、 こ の よ うな 人 々 につ い て 、 周囲 の 人 々は 「 ア ウ ェッ ジ  オ

チョ ン  チャ Awad  odong  d a .（ 彼 ら は オチ ョ ン を持 っ て い る）」 と説 明

す る 。 し た が っ て 、 オチ ョ ン は「（ 特定 の家 屋 や 人に ） 継 承 され る も の」

を 指 す 語 とし て も 理 解す る こ とが で き よ う。 筆 者 が滞 在 し て いた バ リン

シ ア ガ オ では 、特 定 の家 系 の 人に 継 承 さ れる ゴ パス gopas と 、特 定の 家

系の 家 屋 に継 承 さ れ るク シ ー シ kus i s i およ び ア ルロ ッ ト al lo t（ 以下 、

ク シ ー シ ） の 2 種 類 のオ チ ョ ンを 確 認 す るこ と が でき た 。  

 特 定 の 家系 の 人 に 継承 さ れ てい く ゴ パ スは 、 タ ブッ ク の ビ ガ（ Bi ga）

が そ の 発 祥の 地 と さ れる が 、 近年 の ム ラ 間の 通 婚 によ っ て 他 地域 に も拡

散 し て い った 。 現 在 では パ シ ルの バ ラ ン ガイ ・ カ ガル ア ン が ゴパ ス の継

承 で 知 ら れて お り 、 ゴパ ス に 関す る 儀 礼 を行 う シ ャー マ ン も 、こ の バラ

ン ガ イ に 居住 し て い る。 一 方 、ク シ ー シ は特 定 の 家系 の 家 屋 に継 承 され

て い く も ので あ る が 、そ れ を 継承 す る 家 は減 少 傾 向に あ る の が 実 状 であ

る。  

 ク シ ー シを 継 承 す る家 屋 や ゴパ ス を 継 承す る 人 は守 護 霊 を 保有 し てお

り 、 ク シ ーシ を 持 つ 家 や ゴ パ ス継 承 者 の 家 の 台 所 に は 、 天 井 の隅 に 守護

霊が 棲 む 「棲 家 」 を 目に す る こと が で き る。 ク シ ーシ の 守 護 霊 の 棲 家は

コ コ ナ ッ ツの 殻 で 、 ゴパ ス の 守護 霊 の 棲 家は パ ウ ルと 呼 ば れ る植 物 で そ
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れ ぞ れ 作 ら れ た も の で あ る 。 ゴ パ ス の 守 護 霊 の 棲 家 は フ ァ ギ カ ー タ ン

bagikatan と 呼 ば れ 、 鶏 の 脚 、 檳 榔 樹 の 実 、 白 い 布 き れ 、 ト ガ ー ト ン

tongatong と 呼 ばれ る竹 筒 楽 器な ど が 吊 るさ れ て いる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 4 -14 フ ァ ギ カー タ ン  

 

 

 こ の よ うな オ チ ョ ンの 継 承 に関 し て は 様々 な 禁 忌が 存 在 す るた め 、継

承 者 本 人 や、 継 承 す る家 屋 の 住人 と 訪 問 者は そ れ ら に 背 反 す るこ と のな

い よ う 意 を用 い な け れば な ら ない 。 例 え ば、 ク シ ーシ を 継 承 する 家 屋に
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お い て は 家の 玄 関 付 近や 敷 居 など に 座 る こと が 禁 忌と さ れ て おり 、 知ら

ず に そ の 場所 に 座 れ ば、 身 体 が異 常 な か ゆみ に 襲 われ た り 、 腹や 目 が膨

れ 上 が っ たり す る と いう 。 ま た、 肉 （ 牛 、水 牛 、 豚、 鶏 ） を 食べ る 際に

は 、 必 ず 食前 に 守 護 霊 に 対 し てそ の 分 け 前を 差 し 出す 必 要 が あ り 、 これ

を 怠 る と 、守 護 霊 は 怒 っ て 人 々に 上 述 の よう な 症 状を も た ら すと 信 じら

れ て い る 。こ う し た クシ ー シ に因 る 身 体 の異 常 を 治す こ と が でき る のは

そ の 家 人 であ る 。 家 人が 「 フ ォー イ ！ 」 とい う 掛 け声 と 共 に 、箒 で 患部

を 叩 い た り唾 を 患 部 に塗 付 し なが ら サ プ オイ sap-oy（息 を 吹 きか け る行

為） を 行 うと 、 症 状 は消 失 す る と い う 。  

 一 方 、 全て の ゴ パ ス継 承 者 は、 ウ ナ ギ 、カ エ ル 、 イ ヌ 、 コ ウモ リ 、ト

カ ゲ な ど の 特 定 の 食 物を 口 に する こ と が 禁じ ら れ てい る 。 も し継 承 者が

こ れ ら の 食物 を 口 に すれ ば 、 守護 霊 の 怒 りに 触 れ 、病 気 に 罹 ると 言 われ

て い る が 、時 に は 守 護霊 の 何 らか の 意 図 によ っ て 病気 に 罹 患 する こ とも

ある 。 ゴ パス 継 承 者 が病 気 に 罹患 し 、 そ れが ゴ パ スの 守 護 霊 に起 因 する

も の だ と 考え る 場 合 には 、 シ ャー マ ン を 呼ん で 儀 礼を 行 わ な けれ ば なら

ない 。  

 以 上 、 述べ て き た よう に 、 パシ ル の 人 々は 死 霊 や悪 霊 な ど の様 々 な霊

的 存 在 に 関す る 信 仰 を保 有 し てお り 、 日 々の 生 活 にお い て そ れら と うま

く 共 存 す るよ う 意 を 用い て い る。 た だ し 、霊 的 存 在だ け で な く、 存 在と

いう 形 を とら な い 霊 的な 力 に 対す る 信 仰 も見 出 す こと が で き る。例 えば、

パ シ ル で は、 会 話 を して い る 相手 が 体 調 を崩 し て しま う ほ ど の力 を 持つ

魂 ・ カ チ ュチ ュ ワ を 有す る 人 が稀 に 見 ら れる と い う。  

 近 年 、 プロ テ ス タ ント の 教 会の 牧 師 か らの 教 え によ っ て 、 伝統 的 な信

仰 を 否 定 し、 ゴ パ ス の儀 礼 を 行う こ と や 儀礼 で 供 犠さ れ た 肉 を食 べ るこ

と を 拒 む 人々 が み ら れる よ う にな っ て き てい る 。 この よ う な 人々 に とっ
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て 、 牧 師 の教 え に 忠 実に 従 う こと は 、 自 身が キ リ スト 教 徒 で ある こ との

根 拠 と な る。 し か し 、予 期 せ ぬ災 厄 が 自 身や 周 囲 の人 の 身 に ふり か かっ

た 時 、 伝 統的 な 信 仰 を捨 て た はず の 人 々 が、 そ の 災難 な 出 来 事を 伝 統的

な 霊 的 存 在と 連 結 さ せて 解 釈 する と い う ケー ス が 多数 確 認 で きる の であ

る 。 し た がっ て 、 パ シル の 人 々は キ リ ス ト教 徒 で あり な が ら も、 人 々の

意 識 の 根 底に は 依 然 とし て 伝 統的 な 霊 的 存在 に 対 する 信 仰 が ある と 言え

る だ ろ う 。こ う し た 伝統 的 な 要素 と 新 た に流 入 し てき た 要 素 の共 存 は、

人 々 の 病 気事 例 の 中 にも 鮮 明 に見 出 す こ とが で き る。 第 6 章に お い て、

両 者 が ど のよ う に 併 存し て い るの か 論 考 する 前 に 、次 章 で は 、パ シ ルに

お け る 近 代医 療 の 導 入の 歴 史 的経 緯 と 医 療活 動 の 概況 を 見 て おこ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4 -15 プ ロ テ スタ ン ト 教会 で の ク リス マ ス 会の 様 子  
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１  「 ム ニ シパ リ テ ィ（ Munic ipa l i ty）」は フ ィリ ピ ン の行 政 単 位 であ り 、
日 本 の 「 郡」 や 「 町 」の 単 位 に類 似 す る 。カ リ ン ガ州 は 、 バ ルバ ー ラン
（ Balbalan）、 パ シ ル （ Pas i l）、 ル ブ ア ー ガ ン （ Lubuagan）、 ピ ヌ ク プ
ック（ Pinukpuk）、タ ヌー ダ ン（ Tanud an）、テ ィ ンラ ー ヤ ン（ Ti nglayan）、
リ サ ー ル （ Rizal） の 7 のム ニ シパ リ ティ と 州 都の タ ブ ッ ク（ Tabuk）・
シテ ィ ー で構 成 さ れ てい る 。  
２  イ ロ カノ・ソ ング は 、ル ソ ン島 北 部 の 共通 語 で ある イ ロ カ ノ語 で 歌 わ
れ る ポ ッ プス で あ る 。イ ロ カ ノと は 、 イ ロカ ノ 語 およ び イ ロ カノ 人 を指
す 。 イ ロ コス 地 方 の イロ カ ノ にハ ワ イ 移 民が 多 い ため か 、 イ ロカ ノ ・ソ
ン グ に は ハワ イ ら し い曲 調 の もの が よ く 見ら れ る よう に 思 う 。  
３  2008 年 の ”P rovinc i a l  Soc i o -E conomic  P ro f i l e ”によ れ ば 、州 内の 「 カ
リ ン ガ 族（ 山 村地 域 出身 者 ）」の世 帯 の 割合 は 全 体の 64 .37%で あ り 、イ
ロ カ ノ の そ れ は 23 .99%で あ る 。 そ の 他 に は 、 マ ウ ン テ ン 州 出 身 者 や フ
ィ リ ピ ン 南部 ミ ン ダ ナオ 島 か らの ム ス リ ム移 民 な ども 見 ら れ る。  
４  1907 年 から 8 年 間に 亘 っ てカ リ ン ガ の地 方 統 治を 任 さ れ た副 知 事 、
ウ ォ ル タ ー ・ ヘ ー ル は 、 サ パ オ （ Sapao） の 愛 称 で 人 々 に 親 し ま れ た と
い う 。 人 々に 友 好 的 な彼 の 「 戦略 」 は 功 を成 し 、 退職 後 も サ パオ は カリ
ン ガ 州 バ ル バ ー ラ ン に 住 み 続 け た と い う 。 ア メ リ カ 統 治 期 の 詳 細 は 、
Sugguiyao(1990 )、 De Raed t (1993 )を 参 照さ れ た い。  
５ 「 バ ラ ン ガ イ （ Barangay）」 は フ ィ リ ピ ン に お け る 最 小 の 行 政 単 位 で
ある 。 パ シル に は 、 バリ ン シ アガ オ ・ ノ ルテ （ Bal inc iagao  Norte）、バ
リ ン シ ア ガ オ ・ ス ル （ Bal in c iagao  Sur）、 マ グ シ ー ラ イ （ Magsi lay）、
ア ブ レ ッ グ（ Ableg）、カガ ル ア ン（ Cagaluan）、ギ ナ ー アン（ Guina-ang）、
バラ ー ト ック（ Bal atoc）、マロ ク サ ッド（ Malucsad）、プ ゴ ン（ Pugon g）、
ガ ル ダ ン（ Galdang）、バグ タ ー ヤン（ Bagtayan）、コ ラ ー ヨ（ Colayo）、
ダ ル ー パ（ Dalupa）、ダ ン タ ーラ ン（ Dangta lan）の 14 の バ ラン ガ イ が
存 在 す る。尚、地 名 の表 記 は、“ The  Munic ipa l  Comp rehens ive  Land  Use  
P lan  and  th e  Zon ing  Ord inance  o f  the  Munic ipa l i ty  o f  Pas i l” に 従っ
て 記 述 し てい る 。  
６ National  Stat i s t i c  Of f i ce  Webs i te 参 照  
h t tp : / /www.census .gov.ph /s i tes /de fau l t / f i l e s /at tachments /hsd /pressre
lease /Cord i l l era%20Adminis tra t i ve%20Regi on .pd f（ 2012 年 11 月 20
日 参 照 ）  
７ 平 和 協 定 ・ ボ ド ン は 、 端 的 に い え ば 、 異 な る ム ラ の 間 で 締 結 さ れ る 平
和 協 定 で あり 、 協 定 の締 結 に よっ て 互 い のム ラ 領 域内 で の 旅 の安 全 が約
束 さ れ る とと も に 、 ムラ 間 に 紛争 が 生 じ た場 合 の 賠償 の 詳 細 が決 定 され
る 。双 方 の ム ラに は ボド ン・ホ ル ダー が 1 名ず つ 存 在し 、各 ムラ の ボ ド
ン ・ ホ ル ダー は そ れ ぞれ 異 な る人 物 （ 通 常、 ム ラ の有 力 者 で ある ） が担
当 し て い る。 ボ ド ン の歴 史 は スペ イ ン 統 治期 に 遡 るこ と が で きる と 言わ
れ る が 、ほ ぼ全 て の ムラ 間 で ボ ド ン が 締 結さ れ て いる 現 況 は 、20 世 紀初
頭 に ボ ド ン締 結 を 奨 励し た ア メリ カ 植 民 政府 の 貢 献に よ る も のと い え る。
ボ ド ン の 詳細 に つ い ては 、Barton（ 1949）、Dozi er（ 1967）、Suggui yao
（ 1990）な ど を 参照 され た い 。  
８  バ ラ ンガ イ 制 度と は 、大 統 領を 頂 点 と する 中 央 集権 化 を め ざす フ ィ リ
ピ ン 政 治 機構 の 再 編 成の 試 み であ る （ 宮 本  1986： 301）。  
９  一 例 とし て、「 パ ー コイ pakoy」と呼 ば れる 非 常 に高 く 鋭 い「 ホ ーイ 」
と い う 叫 び声 を 出 す 行為 は 、死 者 が出 た 際 、真夜 中 に 他の ム ラを 巡 回 し、
「 Hoooy!  Natoy  h i  ○○（死 者 の 名前 ）,△△（死 者 の ムラ の 名前 ） !（ ホ
ー イ 、△ △ ム ラの ○ ○が 死 ん だ）」と 叫 んで 人 々 に死 者 が 出 たこ と を 知ら
せ る 目 的 で行 わ れ る が、 こ れ を平 常 時 に 行う こ と はバ ラ ン ガ イ・ オ ーデ
ィ ナ ン ス で禁 じ ら れ てい る 。 にも か か わ らず 、 真 夜中 に 泥 酔 した 青 年た
ち が パ ー コイ を す る こと は 頻 繁に あ り 、 その 度 に 少額 の 罰 金 が科 さ れる
の で あ る 。  
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１ ０  Nat i onal  Stat i s t i ca l  Coord inat i on  B oard の Websi te に よ れば 、「 世
帯 」 は 「 同じ 屋 根 の 下に 居 住 し、 食 事 を 共に す る 者の 集 合 体 であ り 、構
成 員 は 必 ずし も 親 族 であ る と は限 ら な い 」と い う 。ま た、「 家 族」は「共
に 暮 ら し 、世 帯 主 お よび 世 帯 主と 血 縁 ・ 婚姻 関 係 にあ る 者 や 養子 縁 組を
行 っ た 者 で 構 成 さ れ る グ ル ー プ で あ る 」 と 定 義 さ れ て い る 。
http : / /www.nscb .gov.ph /techn otes /pover ty / con cept .asp（ 2012 年 8 月 1
日 参 照 ）  
１ １  N at i onal  Sta t i s t i c  Of f i ce の Websi te を 参照 の こ と。  
h t tp : / /www.census .gov.ph /data /census2007 / ind ex .h tml  
１ ２  こ こ でい う 世 帯と は、合 田 によ る 森 岡 の引 用 に した が っ て 、「 住 居 と
大 部 分 の 家計 を 共 同 して お り 、同 居 人 や 使用 人 の よう に 家 族 員で な い世
帯 員 も 含 み得 る 集 団 」を 指 す （合 田  1989： 132）。  
１ ３  s in は 一 つの 単 位 を 表す 接 頭 辞で あ る 。  
１ ４  「 家 」 は 、 パ シ ル 語 で フ ォ ロ イ bo loy、 イ ロ カ ノ 語 で バ ラ イ bal ay
と 言 う 。  
１ ５  The  Muni c ipa l  Comprehens ive  Land  Use  P lan  and  the  Zoni ng  
Ord inance  o f  the  M uni c ip a l i t y  o f  P as i l に 掲 載 さ れ て い る 統 計 に よ る 。 
 

http://www.nscb.gov.ph/technotes/poverty/concept.asp
http://www.census.gov.ph/data/census2007/index.html
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第 5 章  グローバル化する近代医療  

 

 

第 1 節  近代医療の世界拡張とフィリピンにおける近代医療史  

 

 近代医療が世界的に拡張するようになったのは、西洋列強が軍事力で

もって領土を拡大していった植民地時代以降のことである。近代医療が

植民地へと導入される以前には、この医療は、軍人や植民地行政官僚、

現地人エリートたちの健康を守るために、ヨーロッパから植民地へと持

ちこまれた。その後、近代医療は植民地において労働力の供給源となる

現 地 人 の 健 康 管 理 の 領 域 へ と 拡 張 さ れ る よ う に な っ た （ 池 田 ・ 奥 野  

2006： 8）。植民地宗主国によって植民地に導入された「帝国医療」は、

植民地の経営を守り、その存続をはかる重要な統治ツールだったのであ

る。  

 

 

（１）スペイン統治期のフィリピンにおける近代医療史  

 

 フィリピンも植民地宗主国によって西洋医療が導入された国のひとつ

である。ミゲル・ロペス・デ・レガスピらがフィリピンに到着した 1565

年、スペインによる約 300 年に亘る植民地支配がフィリピンで始まった。

スペイン統治期には、コレラやチフス、赤痢、ペスト、天然痘などの伝

染病が見られたが、初期のスペイン植民地政府が伴っていたのは少数の

スペイン人内科医であった。以下は、ダイリット、オカンポ、デラクル

ス（ 2002）の共著 History of  the Phi l ippine Medicine の中に見られる
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スペイン統治期の伝染病流行に関する記述をまとめたものである。  

 

  

 フィリピンにおけるコレラ流行の公式的な記録は 1628 年に遡る。

その後、1812 年、1820 年、1882 年、1888 年、1889 年年にもコレ

ラが流行したとの記録が残されており、中でもインドから伝わった

と さ れ る 1820 年 の コ レ ラ 流 行 は 大 惨 事 を も た ら し た

（ Dayrit&Ocampo&De la  Cruz 2002： 237）。  

 天然痘流行に関する記録は 1591 年にまで遡る。1803 年、フラン

シスコ・ザビエル・デ・バルミス博士率いる科学遠征隊によってフ

ィリピンにワクチン接種が導入され、 1806 年にはワクチン接種の

拡大のための種痘中央省（ Central  Board of  Vaccination）が設立

される。 1658 年の記録では、幼児の主要死因となった脚気にも触

れられている（ ib id .： 238）。  

 

 

 ダイリットらによれば、スペイン政府によるガバメント・ホスピタル

は 1568 年に設立され、軍病院は 1571 年に設立された。 1596 年に診療

所としてスタートしたサン・フアン・デ・ジオス病院は、後に初の私立

の総合病院となり、スペイン統治期の外科と医学研究の発展において重

要な役割を果たす。1611 年には初の医学学校としてサント・トーマス大

学が設立された。ハンセン病患者を隔離する目的で、1631 年には診療所

を拡大したサン・ラザロ病院が設立され、日本からも約 150 名のハンセ

ン病患者がフィリピンにやってきた（ ib id .： 238-239）。  

 1855 年にマニラ港が外国との貿易に開かれるようになると、海事委員
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会が設立され、貿易と商業活動を保護するために初の検疫部局が設置さ

れた。そして 1863 年までには様々な公衆衛生法が制定され、委員会が

住居や送水設備、工場衛生設備、人々の健康の管理を組織した。公衆衛

生 の 政 府 機 関 で あ る 保 健 医 療 ・ 慈 善 上 級 委 員 会 （ Superior  Board of 

Health and Charity）が形成されたのは 1888 年のことである（ ib id .：

240）。  

 スペイン統治期の近代医療の特徴は、それが主として植民地行政官や

軍人のためのものであり、医療に関わる人材の数は決して多くはなかっ

たということである。1577 年に公衆衛生部局がスタートしたものの、法

の制定など本格的に植民地政府が公衆衛生活動に乗り出したのは 1800

年代後半以降のことであった。  

 

 

（２）アメリカ統治期のフィリピンにおける近代医療史  

 

 1898 年、スペインに代わってアメリカによるフィリピン占領が始まっ

た時、フィリピンは依然として「不衛生」な状態であった。以下、アメ

リカ統治期の近代医療政策の変遷について、ダイリット、オカンポ、デ

ラクルス（ 2002）の共著 History of  the Phi l ippine Medicine、および

フィリピンの歴史家、レイナルド・イレート（ 1988）の論文 ”Cholera and 

the origins  of  the American sanitary order  in  the Phi l ippines”を参照

しながら要約しておこう。  

 アメリカ軍がマニラを占領した 1898 年 8 月の翌月、アメリカ軍兵士

たちの健康維持を主たる目的として、「マニラ市保健委員会（ The Board 

of  Health for  the City of  Mani la）」が設立された。その後、アメリカに
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よる支配が地方へと拡大するにつれて植民地における保健・医療に対し

て植民地政府が担う責任も増し、1901 年、マニラ市保健委員会は「フィ

リピン保健委員会（ The Board of  Health for  the Phi l ippine Is lands）」

として再編、名称変更される（ Dayrit&Ocampo&De la  Cruz 2002： 8, 

63）。保健委員会の 最初の取り組みのひとつは、旧スペイン植民地政府

の種痘法の履行と天然痘抑制のためのワクチン接種員団の動員であった。

また、天然痘やハンセン病、性病の患者を収容するための病院も設立さ

れた。ウィリアム・タフトを委員長とする第 2 次フィリピン行政委員会

のメンバーの 1 人であり、公衆衛生を担当したアメリカ人学者のディー

ン・ウォーセスターは、大半の伝染病は衛生の問題によって引き起こさ

れていると報告している（ ib id .： 17）。  

 フィリピン保健委員会は、1901 年末には州保健委員会とムニシパル保

健委員会を伴う「島嶼保健委員会（ The Insular  Board of  health）」と

して再編されることとなり、州保健委員会がムニシパル保健委員会にと

って代わった。しかし、島嶼保健委員会は人員不足であり、文化的配慮

を欠いていた（ ib id .： 17-19）。ただし、中国人居住者の多いマニラのビ

ノンド（ Binundo）地区については、1902 年に中国・アモイから来比し

た ホ セ ・ テ ィ ー ・ ハ ン ・ キ ー 医 師 が 公 衆 衛 生 活 動 を 担 当 し た と い う

（ ib id .： 24）。 1905 年 、 島 嶼保 健 委員会 は 「 保 健局 （ The Bureau of  

Health）」となり、地方保健役員がそれまでの州保健委員会に代わるこ

ととなった（ ib id .： 8）。  

 1915 年、保健局はアメリカの公衆衛生システムに沿った「フィリピン

保健部局（ The Phi l ippine Health Service）」に再編、名称変更され、

衛生諮問委員会が設置された。しかし、 1932 年には再び「保健局（ The 

Bureau of  Health）」に戻された後、1941 年に「保健・福祉省（ Department 
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of  Health and Welfare）」となる（ ib id .： 26-27）。  

 このように、アメリカ統治期には公衆衛生活動、行政システムの組織

化、感染症の鎮圧、フィリピン中の衛生状態の改善が推し進められた。

植民地政府の主要な懸案であったコレラ・天然痘・ペストの流行に対し

ては、ワクチン接種と軍による検疫手続きの導入といった対策がとられ

たが（ ib id .： 16）、コレラ患者を出した世帯の家屋やムラ全体を焼き払

うという手荒い措置がとられたこともあり、人々の恨みをかうという側

面も見られた（ Ileto 1988： 137）。とりわけ伝染病の流行の予防に関

連する公衆衛生活動においては、コレラ患者の隔離・監禁やコレラによ

って発生した大量の遺体の処置をめぐって一般住民と激しい対立があり、

その根底には、近代医療が前提とする生物学的病気体系と、フィリピン

の一般住民のもつ信仰や社会的・文化的価値体系との相克があった。  

 

 

 厳しい監禁は、アメリカの医療において当時普及していた、生物

学的・物理学的独立体であり、社会の健康的な部分からは切り取ら

れ な け れ ば な ら な い 異 質 な 動 因 と し て の 病 気 に 対 す る 治 療 と いう

ような概念を前提としていた。しかしながら、フィリピン人住民は、

病 気 が 表 れ る 社 会 関 係 の ネ ッ ト ワ ー ク か ら 病 気 を 切 り 離 し て 考え

るということを拒否したのである。上から押しつけられた病気の概

念や治療法・処置に対して、噂、隠匿、逃避といった様々な形の抵

抗が見られた。（植民地政府と一般住民の）対立の激化によって、

この「無知な階層」の人々に対する容認が必要となったため、コレ

ラ 患 者 を 収 容 す る 病 院 の 構 内 に は 患 者 の 親 族 や 友 人 が 寝 泊 ま りで

きるテントが張られ、彼らは 1 日に 1～ 2 回、患者の病棟を訪問す
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ることが許可された。また、フィリピン人医師には、患者にとって

馴 染 み が あ り 安 心 で き る 環 境 に 患 者 を 置 い て お く と い う こ と を含

めた（近代医療概念と土着の医療概念の）「混合治療」を行うこと

が許可されることとなった。そのような患者にとって馴染みのある

安心できる環境とは、患者の身体と同様に精神面も支えてくれるも

のであった（ ib id .： 135,筆者が和訳）。  

 

 

 アメリカ統治期の医療環境の改善や医療政策の促進、医療従事者の育

成の推進は、現在のフィリピンの近代医療政策・活動の下地となってい

るといえるが、こうしたアメリカ植民地政府の功績は決して容易になさ

れたものではなく、フィリピン人住民の土着の価値観や病気概念に対す

る「容認」を含めた忍耐強い努力の積み重ねの結果である。  

 

 

（３）日本統治期とフィリピン独立後の近代医療史  

 

 1942 年から 1945 年までの 3 年間の日本統治期における公衆衛生活動

は 、 緊 急 時 対 策 や 疫 病 流 行 の 予 防 に 焦 点 が 当 て ら れ た

（ Dayrit&Ocampo&De la  Cruz 2002：47）。日本の南方作戦が始動し、

1942 年 1 月、日本軍はマニラに侵攻した。その後、日本軍との決戦を避

けてバタアン半島やコレヒドール島にたてこもっていた米比軍を攻撃し

同軍を降伏させた。この時、米比軍捕虜のほとんど全員がマラリアにか

かっており、75 パーセントはコレラ患者であったというが、捕虜の輸送

方法、食料供給、医療問題に対して、日本軍は結果的にたいした用意を



 110 

することができなかった（鈴木  1997： 187-188）。  

 日本統治期にはクラロ・レクトを理事とする臨時政府が設立され、教

育、保健・医療、福祉の委員会が形成された。1943 年には栄養調査委員

会と薬効植物委員会が設立される。しかし、医学学校については、建物

を日本軍に占拠され閉鎖されたものも多かった（ Dayrit&Ocampo&De la 

Cruz 2002： 48）。日本軍敗退後には、再びアメリカ政府によって合衆

国公衆衛生部局が送られ、回復プロジェクトが行われた。  

 日本軍の降伏後の 1946 年 7 月 4 日、フィリピンは領土を再占領して

いたアメリカからの独立を果たし、マニュエル・ロハスが大統領に選出

される。独立後のフィリピンにおいては、特に 1960 年代から 1970 年代

にかけて、経済や産業だけでなく医療や医学教育、医療制度の急速な発

展が顕著に見られた（ ib id .： 57）。  

 ダイリットらによれば、 1951 年、「地方保健部（ Rural  Health Unit、

以下 RHU）」が形成され、母子保健、環境衛生、伝染病抑制、人口動態

統計、医療、保健・医療教育、公衆衛生看護といった基本的な 7 つの保

健医療サービスが実施された。RHU はジープや様々な医療器具を所有し、

医薬品の供給も行われた。 1954 年以降、 RHU の数は増やされ、地方保

健役員は州保健役員へとポストが変更される。1958 年には地域保健・医

療指導事務所が 8 の地域に設立されたことによって、全ての保健・医療

サービスが地域、州、ムニシパリティのレベルへと分散されるようにな

った（ ib id .： 68）。「メディケアー（ Medicare）」と呼ばれるフィリピン

保健・医療計画が認可され、入院や手術、治療に関わる費用の手当てが

市民に給付されるようになったのは 1969 年のことである。保健・福祉

省は、 1971 年に「保健省（ Ministry of  Health）」となり、 1979 年には

地域保健・医療指導事務所が 12 箇所に増やされた（ ib id .： 69）。保健省
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（ Ministry of  Health）が再び「保健省（ Department of  Health）」に再

編、名称変更されたのは 1987 年である。その後、地方分権化が進めら

れることとなった 1991 年以降、保健・医療の領域は、政府の他のどの

領域よりも地方分権化の影響を受けることになる。州、市、ムニシパリ

ティの保健・医療サービスは、全て地方政府に委ねられることになった

のである（ ib id .： 70）。  

 日本軍撤退後のフィリピンにおける近代医療活動は、アメリカによる

回復支援や先進諸国の国際保健・医療協力なども受けながら発展してき

た。地域によって住民側の受容の程度に差が見られるものの、近代医療

は、今やフィリピン各地に普及しているといえるだろう。  

 

 

第 2 節  カリンガ州パシルの近代医療史と近代医療活動の現況  

 

（１）カリンガ州パシルにおける近代医療史  

 

 カリンガ州パシルにおける過去の疫病の流行について老年者に聞き取

りを行ったところ、ハンセン病（クートル kutol）や麻疹（カムーヤス

kamulas）、水疱瘡（トゥコ tuko）、コレラ（ポイアス poy-as）などの病

気がアメリカ占領期以降に流行したという。ハンセン病者は、ムラの特

定の場所に集住し隔離されていた。しかし、この隔離が植民地行政官ら

による指導の下で行われたものかどうかは定かではない。多数の死者を

出したのはコレラと麻疹であったが、特定不可能な疫病の流行によって

多くの幼児が病死したこともあったという。  

 『 カ リ ン ガ ・ ア パ ヤ オ 州 設 立 28 周 年 記 念 集 』（ Province of  
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Kal inga-Apayao 28t h  anniversary）の記述によれば、カリンガ州では、

アメリカ統治期の 1907 年に発生したコレラとマラリアの流行は翌年ま

で続いた。当時、平野部のタブックに在留していたアメリカ人副知事の

ウォルター・ヘールもマラリアを患ったため、マラリア罹患率がより低

いと考えられる山岳部のムニシパリティ・ルブアーガンに本拠地を移し

た。ヘール自身はこのマラリアによって危うく命を落とすところであっ

たが、カガヤン州に駐留していたアメリカ軍医、アルバート・モス（ Albert 

Moss）によって救われた。モスはヘールと彼の率いる軍人および植民地

行政官たちの健康維持と医療を担当していた（ Suuguiyao 1990：16）。

アメリカ統治期には、教育、医療、公衆衛生に焦点を当てた植民地政策

が進められ、ワクチン接種が促進されたり、ルブアガンに病院（ Kalinga 

Distr ict  Hospital）が設立された。その後、州都タブックとリサールの

平野部はもちろんのこと、山岳部においてもいくつかの病院が設立され

る １ 。  

 パシルは、1968 年に創設された新しいムニシパリティであり、パシル

に近代医療が導入されたのは 1971 年のことである。パシルに組み込ま

れるまでバルバーランとルブアーガンのいずれかに属していた各バラン

ガイの人々は、近代医療の治療を受けるためにルブアーガンの病院まで

行った。1971 年に看護師が 1 名赴任し、バランガイ・プゴンにメイン・

ヘルス・ステーション（ Main Health Station）が設立されて以来、パ

シルではバランガイ・ヘルス・ステーション（ Barangay Health Station）

が 6 ヶ所に設立され、医療関係者の人材も徐々にではあるが増えている。

しかし、病院は依然として存在しない。パシルでは過去 2 度に亘って、

国の予算による病院設立の計画が浮上したが、いずれもムニシパリティ

の最終決議会で却下された。その原因は明らかではないが、初代メイヤ
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ー（ Mayor）の個人名をつけるという病院の名付けをめぐって、ムニシ

パリティの役員たちの間で嫉妬心が湧いたという説もある。  

 

 

（２）カリンガ州パシルにおける近代医療活動の現況  

 

 近代医療が導入されたアメリカ統治期以降、パシルの人々が近代医療

を利用する機会は徐々に増加してきた。今日のようにジープという交通

手 段 が な か っ た 頃 は 、 最 も 近 隣 の 病 院 で あ る ル ブ ア ー ガ ン の Kalinga 

Distr ict  Hospital かバルバーランの Western Kal inga Distr ict  Hospital

まで行くこと自体が困難であったが、現在では交通費と医療費を支払え

るだけのお金さえあれば、州都の病院へ行くことができるのである。  

 2011 年現在までパシルには、疾病に対する医療を医療の専門家が提供

し、患者を収容できる施設としての病院が公立私立ともに存在しない。

1971 年、バランガイ・プゴンにメイン・ヘルス・ステーションが建設さ

れ、パシルでは最初の近代医療の専門家である看護師が赴任してきた。

当時、パシルでの近代医療活動はこのヘルス・ステーションのみに限定

されており、スタッフも看護師 1 名と公衆衛生検査官 1 名のみであった。 

 1980 年以降、フィリピン政府の保健省（ Department of  Health：以

下、DOH）による統合的地域医療サービスプロジェクト（ The Integrated 

Community Health Services  Project） ２ の資金によってパシル各地に

ヘルス・ステーションが増設され、現在ではメイン・ヘルス・ステーシ

ョンであるルーラル・ヘルス・ユニット（ Rural  Health Unit、以下 RHU）

が 1 ヶ所とバランガイ・ヘルス・ステーションが 6 ヶ所存在する。  

 医師が初めてパシルへ赴任してきたのは 1991 年 6 月のことであった。
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ムニシパリティ・バルバーランのサリグシッグ（ Salegseg）出身の医師

で、 1992 年 6 月までパシルに常駐した。 1993 年～ 1994 年、 1997 年～

1999 年にはドクターズ・トゥ・バリオ・プログラム（ Doctors  To The 

Barrio  Program：以下、DTTB プログラム）による医師が赴任する。2003

年 10 月からはパシルのバランガイ・ダンターラン出身の医師が 2004 年

12 月まで常駐した。 2005 年 7 月にはパシルのバランガイ・マロクサッ

ド出身の医師が赴任し、 2011 年現在も在職中である。  

 このようにパシルでは、2005 年までは医師の入れ替わりが頻繁で、各

医師の在職期間が非常に短かった。その理由としては、パシルでのヘル

ス・ステーション勤務では医師は満足な給与が得られないため、より雇

用条件の良い就職先へ転職してしまうという事情や、 DTTB プログラム

による派遣医師は、通常、短期滞在であることが挙げられる。この DTTB

プログラムとは、地域医療の発展に関心を持つ医師を募集し、地方へ派

遣するものである。このプログラムに応募した医師の派遣先は、経済的

発展が見られない僻地や、最低 2 年以上、医師が不在である地域か、人

口に対する医師の数が非常に少ない地域とされている。  

 フィリピン保健省のガイドラインに従い、当初 1 名の看護師と 1 名の

公衆衛生検査官でスタートした近代医療活動であるが、カリンガ州政府

発行の『州社会・経済概況 2008 年版』（ Provincial  Socio-Economic Prof i le  

CY2008）によれば、 2007 年現在では看護師 2 名、医師 1 名、歯科医 1

名、歯科助手 1 名、公衆衛生検査官 1 名、助産師 6 名に加え、訓練を受

けた助産師 3 名、バランガイ・ヘルス・ワーカー 67 名で、保健省の指針

に沿った医療活動を行っている。カリンガ州の他のムニシパリティと比

較すると、 医療の専 門家の人材総数はムニシパリティ・タヌダンの 82

名に続いてパシルでは 79 名と、州内で 2 番目に少ない。医療施設数に
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関しては、パシルは州内で最小である。  

 バランガイ・ギナアンに置かれる RHU には現在医師が常駐し、診察・

治療を行っているが、その他 6 ヶ所の BHS では看護師か助産師が病者

に対応している。エメラルド・グリーン色の屋根をもつ BHS は 1 階建

て。設備は簡素で、聴診器、血圧測定器、体重計などが置かれている。

2 ヶ月に 1 回程度の割合で政府から支給されるという医薬品は十分では

なく、すぐに底をついてしまう。そのため、医薬品がないとわかると、

病者は BHS には来ない。助産師が泊り込みで常駐する BHS では、病者

は診察時間を無視して早朝や夜間に診察に来ることも度々ある。診察や

医薬品は無料で提供されるが、病者の中には、診察や薬のお礼にと、畑

で収穫した野菜などを寄付する者も見られる。パシルで活躍する看護師

や助産師たちは、パシル出身者やパシルへ婚入した他のムニシパリティ

の出身者であるため、病者とは治療者と患者の関係以前に、コミュニテ

ィの近隣者である。診察に訪れた病者は、診察が終了してもすぐには帰

宅せず、必ずと言ってよいほど看護師や助産師、他の病者と世間話を楽

しんでゆく。  

 現在パシルにおいて特に意欲的に遂行されている医療活動は、乳児へ

の予防接種、衛生や栄養に関わる啓蒙活動、マラリア防止を目的とした

蚊帳の普及、家族計画の推進を目的とした避妊具の普及などである。ま

た、こうしたテーマに基づく住民対象のセミナーも度々開催されている。

近年では、ムニシパリティやカリンガ州主導のメディカル・ミッション

（ Medical  Mission）が各地で開催され、住民が無料で医師の診療を受

けたり医薬品を処方してもらったりすることができる機会が増えている。 

 このように、医療の専門家たちや行政が近代医療の普及に努めている

にも関わらず、医療環境面だけではなく近代医療活動に関しても、パシ
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ルは他のムニシパリティにやや後れを取っている様子が窺える。例えば、

いくつかのバランガイでは、助産師が住民に対して豚を小屋の中で飼育

するよう促しているものの、住民の理解がなかなか得られず、集落内に

豚の糞が散乱し不衛生な状態が続いている。これに対して、隣接するム

ニシパリティ・バルバーランでは、集落内に家畜の糞やゴミが目立つこ

とはなく、衛生啓蒙活動が成功している。パシルにおける最初の看護師

であるアンティ・アンヒリータはバルバーランの出身であり、バリンシ

アガオの男性と結婚して以来、バランガイ・バリンシアガオ・ノルテに

住んでいる。長年に亘ってパシルにおける近代医療活動に携わってきた

彼女は、パシルにおける近代医療の受容に関して次のように話した。  

 

 

 パシルに赴任してきた当初は、本当に大変だったわ。各バランガ

イを巡回して、病気になったらヘルス・ステーションに来るように

言って回った。でも、みんな私の言うことをきかなくて。薬の飲み

方や生活習慣について指導しても、私の言う通りにはしてくれない

の。今でも、病気になった時にヘルス・ステーションには来ないで、

儀礼をする人がたくさんいる。でも不思議なことに、他のムニシパ

リティと違って、パシルでは医者には治せない病気がみられるのよ。

だから、儀礼をしたいという患者さんには、まずは好きなようにさ

せてあげることにしているの。  

 

 

施設数や専門家の数をみる限り、現在のパシルの近代医療環境は、ソフ

ト、ハードの両面において乏しいというのが実際のところであるが（表
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3 および表 4 を参照）、医療活動に関しても、住民の理解が得られず専門

家たちが苦戦している様子が窺える。一方で、予防接種のために子ども

をバランガイ・ヘルス・ステーションに連れてくる人も多数見られるし、

専門家が開催するセミナーにも多くの人が参加している。メディカル・

ミッションの会場には、医師の診察を受けて薬をもらいたいという人々

が押し寄せ、メディカル・ミッションは毎回、大盛況に終わる。こうし

たことから、パシルにおける近代医療の受容の進度はまずまずの状況に

あるといえるだろう。  

 

 

 

 

 

 バ ル

バ ー

ラン  

ル ブ

ア ガ

ン  

パ シ

ル  

ピ ヌ

ク プ

ック  

リ サ

ール  

タ ブ

ック  

タ ヌ

ダン  

テ ィ

ン ラ

ー ヤ

ン  

医師    1   1  0   2   1   3  1   1 

看護師   1  1  2   6   1   6  1   2 

助産師   12  2  6  23   7  17  6  14 

臨 床 検 査 技

師  

 1  1  0   1   1   3  0   1 

衛 生 検 査 技

師  

 1  1  1   3   1   4  0   1 
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歯科医   1  1  1   0   0   1  0   0 

歯科助士   0  1  1   0   0   2  0   0 

*BHW  80  59  63 150  76 232  58 107 

助産師  

（ Trained）  

 18  10  3  37  21  41  10   7 

  計  115 77 77 222 108 309 76 133 

*BHW バランガイ・ヘルス・ワーカー（ Barangay Health Worker）  

表 3 カリンガにおける医療関係人材数  

（ Kalinga Socio-Economic Prof i le  2004：52 より抜粋したものを筆者が

和訳）  

 

 

 バ ル

バ ー

ラン  

ル ブ

ア ガ

ン  

パ シ

ル  

ピ ヌ

ク プ

ック  

リ サ

ール  

タ ブ

ック  

タ ヌ

ダン  

テ ィ

ン ラ

ー ヤ

ン  

2004

年 度

人口  

12,48

4 

10,50

6 

10,14

0 

29,40

4 

15,22

7 

94,55

0 

11,20

7 

16,63

1 

*BHS  23   6   6  10   7  26   9  10 

*MH

S 

  1   1   1   2   1   3   1   1 

 

病  

公

立  

  1   1   0   1   1   1   1   0 
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院  

私

立  

  0   0   0   0   0   7   0   0 

計    1   1   0   1   1   8   1   0  

 

ベ  

 

ッ  

 

ド  

公

立  

 25  50   0  25  25  100  10   0 

私

立  

  0   0   0   0   0  155   0   0 

計   25  50   0  25  25  255  10   0  

ベ ッ

ド：人

口 比

率  

1 :499 1 :210  －  1 :117

6 

1:609 1 :371 1 :112

0 

  －  

*BHS バランガイ・ヘルス・ステーション（ Barangay Health Station） 

*MHS メイン・ヘルス・ステーション（ Main Health Station）  

表 4 カリンガにおける医療施設数   

（ Kalinga Socio-Economic Prof i le  2004：52 より抜粋したものを筆者が

和訳）  
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写真 5-1 ＢＨＳでの診察の様子（バリンシアガオ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5-2 ＢＨＳにおける予防接種  
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写真 5-3 ＢＨＳでの診察の様子（カガルアン）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5-4 メディカル・ミッションの診察  
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写真 5-5 メディカル・ミッションで集まった人々（バリンシアガオ）  

 

 

                                                   
１  Western Kal inga Distr ict  Hospital （ バ ル バ ー ラ ン ）、 Pinukpuk 
Distr ict  Hospital（ピヌクプック）、 Tanudan Municipal  Hospital（タ

ヌーダン）の 3 つの病院が山岳地域に設立されている。しかし、パシル

とティンラーヤンには 2011 年現在も病院は存在しない。  
２  The Integrated Community Health Services  Project（ ICHSP）は、

地方行政のマネージメント能力の改善や改革の機会を提供することによ

り、地域医療の発展に対する包括的アプローチを提供することを目的と

している。本プロジェクト遂行にあたり、DOH は試験的にフィリピンの

6 つの州において医療システムモデルの発展に力をいれたが、カリンガ

州はこの 6 つの州のひとつとして選定された。  
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第 6 章  パ シ ル の 人々 の 病 因 論 の 組 成 プ ロ セ ス １  

 

 

第 1 節  本章 の 目 的  

 

 前 章 で 述べ た よ う に、 カ リ ンガ 州 に お いて は 、 フィ リ ピ ン 政府 に よる

近 代 医 療 政策 や 工 業 先進 国 に よる 国 際 保 健・ 医 療 協力 に よ っ て、 伝 統医

療 と は 別 に生 物 医 学 に基 づ く 近代 医 療 が 導入 さ れ るよ う に な り、 カ リン

ガ の 人 々 が病 気 に な った 場 合 に選 択 す る こと の で きる 治 療 体 系が 増 すこ

と に な っ た。 人 々 の 病気 に 関 する 言 説 の 中に も 、 霊的 存 在 を 要因 と する

病 因 論 に 加え 、 栄 養 や公 衆 衛 生の よ う な 新し い 要 素を 用 い た 病因 論 が散

見 さ れ る 。こ う し た 伝統 医 療 に基 づ く 病 因論 と 近 代医 療 に 基 づく 病 因論

の 併 存 は 何を 意 味 す るの だ ろ うか 。  

 本 章 で はこ の よ う な関 心 に 基づ き 、 伝 統医 療 と 近代 医 療 が 併存 す るカ

リ ン ガ 州 パシ ル に お いて 人 々 が病 気 の 原 因を ど の よう に 考 え 、ど の よう

な 要 素 を 織り 込 ん で 病因 論 を 組成 す る の かを 事 例 に即 し て 明 らか に し、

こ れ ら の 病因 論 が い わゆ る 近 代医 療 と 伝 統医 療 の 衝突 と い っ た図 式 とは

離 れ た と ころ に 展 開 して い る こと を 示 そ うと す る 。  

 疾 病 観 念の 変 容 や 病因 論 の 構造 、 伝 統 医療 と 近 代医 療 が 併 存す る 社会

に お け る 民間 医 療 の 変容 に 関 する 論 考 に は 、利光 有 紀（ 1990）や 宮西 照

夫 （ 1980）、 白 川 千 尋 （ 2002） に よ る も の な ど が あ る 。 こ れ ら の 研 究 に

お い て は、「 伝 統 」と「近 代 」の 二分 法 的な 階 層 構造 が 分 析 者の 側 で 想定

さ れ た り 、近 代 を 受 容す る 人 々の 受 動 性 が連 想 さ れた り す る 。し か し、

パ シ ル の 人々 の 病 因 論を 論 考 する 上 で は 、「 伝 統」 と 「 近代 」、あ る いは

「 伝 統 医 療」 と 「 近 代医 療 」 とい っ た 二 分法 的 な 階層 構 造 の 想定 は 適切
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で は な い 。パ シ ル で は伝 統 医 療に 基 づ く 病因 論 と 近代 医 療 に 基づ く 病因

論 が 併 存 して お り 、 一病 者 の 病気 を 巡 っ て、 両 医 療体 系 の 構 成要 素 に基

づ い た 病 因論 が 同 時 に展 開 さ れる ケ ー ス も見 ら れ るか ら で あ る。 人 々は

病 因 論 に 霊的 存 在 を 用い る と 同時 に 、 西 欧医 学 概 念の 要 素 も 頻繁 に 採用

し て い る こと か ら 、 近代 医 療 に対 す る 人 々の 能 動 的な 姿 勢 が 窺え る 。伝

統 医 療 と 近代 医 療 と いう 二 分 法的 な 見 方 はあ く ま でも 分 析 者 側の も ので

あ り 、 そ うし た 固 定 観念 を 払 拭し た ア プ ロー チ が 不可 欠 で あ ろう 。  

 本 章 で は、 ま ず 、 パシ ル の 人々 が 病 気 の原 因 を どの よ う に 説明 す るの

か を 現 地 で得 ら れ た 病気 事 例 ２ に即 し て 明ら か に した 上 で、病者 を 取 り

巻 く 社 会 関係 上 の 問 題と 病 因 論と の 間 の 関係 に つ いて 考 察 す る。そ して、

パ シ ル の 人々 の 病 因 論が 伝 統 医療 と 近 代 医療 の 2 項 対立 的 図 式の 中 で展

開 さ れ て いる わ け で はな い と いう こ と を 示し た い 。  

 

 

第 2 節  パシ ル に お ける 伝 統 医療 の 治 療 者  

 

 パ シ ル では 、 近 代 医療 の 治 療法 で は 治 癒で き な いと 考 え ら れる 病 気が

見 ら れ 、 その よ う な 病気 を 専 門に 扱 う 伝 統医 療 の 治療 者 た ち が存 在 して

い る 。 そ のよ う な 病 気は 霊 的 存在 に 起 因 する と 言 われ て お り 、霊 的 存在

の 種 類 や 原因 に よ っ て治 療 者 が異 な る 。  

 代 表 的 な 伝 統 医 療 の 治 療 者 で あ る 「 マ ン ヂ ャ ヂ ャ ー ワ ッ ク

Mandadawak」と 呼 ばれ る 女 性た ち は、霊的 存 在 に起 因 す る 比較 的 重 度

の 病 気 の 治療 を 専 門 とし て い る。 筆 者 の パシ ル 滞 在中 に マ ン ヂャ ヂ ャー

ワ ッ ク が 治療 を 担 当 した も の とし て は 、 病者 が 仕 事に 出 ら れ ない ほ どの

胃 痛 や 耳 の内 部 の 痛 みを 訴 え てい た ケ ー スや 、 病 者が 他 人 に 危害 を 加え
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る な ど の 精神 的 錯 乱 状態 に 陥 って い た ケ ース が み られ た 。 マ ンヂ ャ ヂャ

ー ワ ッ ク によ る 「 治 療」 は 、 牛や 水 牛 、 豚な ど の 供犠 を 含 め た盛 大 な儀

礼 を 通 し て行 わ れ る 。  

 一 方 、 霊的 存 在 に 起因 す る 比較 的 軽 度 の病 気 の 治療 を 行 う 治療 者 はマ

ン サ サ プ オイ Mansasap-oy と呼 ば れ、彼女 た ち は「 フ ォー イ」と いう 掛

け 声 と と もに 、 箒 で 患部 を 叩 いた り 唾 を 患部 に 塗 付し な が ら 息を 吹 きか

け る「 サ プオ イ sap -oy」と い う 治療 法 を とる 。火 を用 い たウ ォッ ト ウ ォ

ット wotwot と 呼 ば れる 儀 礼 を通 し て 、 死霊 に 起 因す る 病 気 ・ヂ ョ クナ

ル dokna l（ 死 霊に 話 しか け ら れる こ と に よ っ て 病 気に な る こ と）を 治癒

で き る の もま た 彼 女 たち の 能 力で あ る 。 パシ ル の 老年 女 性 の 大半 が 、こ

の サ プ オ イの 能 力 を 有す る と いう 事 実 は 大変 興 味 深い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6 -1 タ バコ を 用い て サ プオ イ を す るマ ン サ サプ オ イ  
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 マ ン ヂ ャヂ ャ ー ワ ック や マ ンサ サ プ オ イに 治 療 を依 頼 す る にあ た っ て、

病 因 が 何 の霊 的 存 在 で、 ど の よう な 治 療 法や 治 療 者が 適 当 で ある か を知

る た め に 、時 に人 々 はマ ン シ シギ ッ ト Mansis ingi t と 呼ば れ る者 の 所 へ

相 談 に 行 く。「マ ン シシ ギ ット mansi s i ngi t」は「探 す 」を 意味 す る パシ

ル語 で あ る。 マ ン シ シギ ッ ト たち は 自 ら が有 す る 霊的 能 力 に よっ て 、病

者 が 抱 え る病 気 や 症 状の 原 因 を探 し 当 て ると と も に、 適 切 な 治療 法 や治

療 者 に 関 する 助 言 を 病者 に 与 える 。 筆 者 もパ シ ル 滞在 中 に 原 因不 明 の皮

膚 病 に 悩 まさ れ 、 マ ンシ シ ギ ット に 相 談 を持 ち 掛 けた こ と が あっ た 。ち

ょ う ど 、 聞き 取 り 調 査の た め にバ ラ ン ガ イ・ カ ガ ルア ン 在 住 のマ ン シシ

ギ ッ ト 、ア マ・ガ ウ ェン（ A ma Gawen）を訪 ね る 機会 が あ っ たの で 、つ

い で に ひ どく 化 膿 し た筆 者 の 足を ア マ に 診て も ら うこ と に し たの で あ る。

ア マ は 、 赤色 の ナ イ ロン 製 の 袋か ら 小 さ な茶 色 い 瓶を 取 り 出 し、 数 分間

に 亘 っ て 何や ら ぶ つ ぶつ 唱 え た後 、 筆 者 に対 し て 次の よ う に 話し た 。  

 

 

 お ま え さん が 住 ん でい る バ リン シ ア ガ オで 、つ い最 近 、殺 され た

人 の 葬 儀 があ っ た だ ろう 。そ の 人の 墓 の 内部 に 塗 布し て あ る ココ ナ

ッ ツ オ イ ルを 、おま えさ ん の 足の 患 部 に 塗っ て ご らん 。そう すれ ば

こ の 症 状 はき っ と 治 まる 。ただ し、コ コ ナッ ツ オ イル は こ っ そり 取

っ て こ な けれ ば い け ない よ 。 誰に も 見 ら れて は い けな い 。  

 

 

こ の 時 ア マは 、筆者 の足 が 化 膿し た 原 因 につ い て は話 そ う と しな か っ た。

「 殺 さ れ た人 の 墓 の 内部 に 塗 られ て い る ココ ナ ッ ツオ イ ル を 患部 に 塗布

す る よ う に」と いう アマ の 助 言に す っ か り怯 え て しま っ た 筆 者に 対 し て、
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ア マ は 化 膿に 効 く 薬 草に つ い ても 教 示 し 、帰 り 際 にそ の 薬 草 を持 た せて

く れ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6 -2 茶 色の 瓶 を取 り 出 すマ ン シ シ ギッ ト の アマ ・ ガ ウ ェン （ 左 ）  
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写真 6 -3 薬 草に つ いて 教 示 する ア マ・ガウ ェ ン（ 右 ）と ア マの 妻（ 左） 

 

 

 

 



 129 

 こ の よ うに 、 パ シ ルに は 霊 的存 在 に 起 因す る 病 気を 癒 す こ との で きる

者 が 複 数 存在 し て お り、 人 々 は近 代 医 療 が導 入 さ れる 前 か ら 、こ れ らの

治 療 者 や 治療 法 ３ に 頼っ て き た 。パ シ ル に近 代 医 療が 導 入 さ れ 、数多 く

の 病 院 が ある タ ブ ッ クへ の ア クセ ス も 容 易に な っ た現 在 で は 、近 代 医療

に 頼 る 人 々も 多 数 見 られ る よ うに な っ て いる 。 こ のよ う な 状 況下 に ある

パ シ ル で は、 伝 統 医 療に 基 づ く病 因 論 と 近代 医 療 に基 づ く 病 因論 が 併存

し 、 一 病 者の 病 気 を 巡っ て 、 両医 療 に 基 づい た 病 因論 が 同 時 に展 開 され

る と い う ケー ス を 見 出す こ と がで き る 。 次節 で は 、パ シ ル で 収集 し たい

く つ か の 病気 事 例 を もと に 、 病者 が 病 因 をど の よ うに 説 明 す るの か 見て

み よ う 。  

 

 

第 3 節  病因 論 と 病 者を 取 り 巻く 社 会 関 係上 の 問 題  

 

 本 節 で は伝 統 医 療 体系 と 近 代医 療 体 系 が併 存 す るパ シ ル に おい て 得ら

れ た 病 気 事例 を 4 件 挙げ 、病 因 が病 者 を めぐ る 社 会関 係 上 の 問題 と 関連

付 け て 考 えら れ て い ると い う こと を 指 摘 する 。 そ して 、 病 者 をめ ぐ る社

会 関 係 上 の問 題 に 対 する 病 者 や周 囲 の 人 の意 図 に よっ て 、 霊 的存 在 か西

欧 医 学 概 念の い ず れ かの 要 素 が盛 り 込 ま れな が ら 病因 論 が 組 成さ れ てい

る こ と を 明ら か に す る。  

 

 

（ １ ） 病 気事 例  

 

 伝 統 医 療と 近 代 医 療が 併 存 する 複 雑 な 医療 体 系 下で 、 パ シ ルの 人 々は
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病 気 に な った 際 、ど のよ う な 病因 論 を 展 開し 治 療 行動 を と る のだ ろ う か。

人 々 の 病 因論 に つ い て考 察 を 行う 前 に 、 こ こ で は 現地 で 得 ら れた 病 気事

例 の う ち 4 件 を 分 析 対象 と し て挙 げ て お く。  

 

 

※ 【 事 例 番 号  /  バ ラ ンガ イ 名  /  病 者 の 性別 と 年 齢  /  病 気 を発 症 し た・

イ ン タ ビ ュー を 行 っ た日 付 】  

 

【 ①  /  バ リ ン シ ア ガオ ・ ノ ルテ  /  女 性（ 26 歳 ）  /  2005 年 9 月 2

日】 *筆者 の 事 例  

                     

 こ の 日 筆者 は 、滞 在先 の バ ラン ガ イ・バリ ン シ アガ オ・ノ ルテ の

ア ン テ ィ ・ イ リ ー サ （ An ti  I r i sa） の 水 田 で 、 田 植 え の 手 伝 い を し

て い た 。 天気 は 大 変 良く 、 日 差し の 強 い 日で あ っ た。 午前 11 時頃

か ら 手 伝 いを 開 始 し たが 、 お よ そ 30 分 後、 突 然 目の 前 が 暗 くな り

目 眩 が す る。吐 き 気 も感 じ 、立っ て い る こと す ら 困難 に な っ たた め、

田 植 え を 中断 し た。一緒 に 田 植え を し て いた 人 々 が心 配 し て 、筆 者

を 近 く の カラ パ オ carapao（ 農 作業 の 休 憩用 の 小 屋） へ 連 れ て行 っ

て く れ た 。アン テ ィ・イリ ー サ は「 生 前 この 田 ん ぼで 働 い て いた 私

の 先 祖 の 霊が 、あな たに 話 し かけ た の だ よ。だ って あ な たは 外国 人

だ か ら ね 。 霊 が 見 知 ら ぬ あ な た を 見 て 、『 あ な た は 誰 な の か 。 ど こ

か ら 来 た のか 』と 尋 ねた の だ よ 」と 話 し 、ウォ ッ ト ウォ ッ ト と呼 ば

れ る 儀 礼 をし て く れ た 。こ の 儀 礼で は 、薪に 火 を つけ 、筆 者 の目 の

前 で そ れ をぐ る ぐ る 円を 描 く よう に 何 度 も回 し な がら 、何 や らぶ つ

ぶ つ 話 し 続け る 。後 で尋 ね る と、そ れは 筆者 の 中 に入 っ た 霊 に対 し
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て 、「 彼 女 は 日 本 か ら や っ て き た 。 今 日 は う ち の 田 植 え を 手 伝 っ て

く れ て い たの だ よ 。だか ら 、あ なた は 早 くど こ か へ行 き な さ い 」と

話 し て い たと い う。祖霊 へ の 語り か け が 終了 す る と、筆 者の 髪の 毛

先 を そ の 薪の 火 で ジ ュッ と 燃 やし 、髪 の 燃え る に おい を 嗅 ぐ よう 指

示 さ れ た 。これ で 儀 礼は 終 了 であ る 。儀 礼後 、オ レ ンジ の 木 の葉 を

取 っ て き てそ れ を 手 で揉 み 、そ のに お い を嗅 が せ てく れ た 人 も居 た 。

そ の 数 分 後に は 筆 者 の体 調 は 回復 す る。ステ イ 先 の家 に 帰 宅 し、ア

ン テ ィ ・ イ リ ー サ の 田 ん ぼ で の 出 来 事 を 家 の 人 た ち に 話 す と 、 皆 、

「 智 子（ 筆 者）は 日 本人 だ か らね 、死 霊 が珍 し が って 話 し か けた に

違 い な い わ」 と 言 っ た。  

 死 霊 に 話 し か け ら れ る こ と や そ れ に 因 る 病 気 を パ シ ル 語 で ヂ ョ

クナ ル doknal と呼 ぶ 。筆者 の よ うな 外 国人 だ け でな く 、地 元の 人 々

も ヂ ョ ク ナル で 頭 痛 や腹 痛 を 訴え る こ と があ る と いう 。死 霊 に話 し

か け ら れ る こ と に よ っ て こ の よ う な 症 状 が 出 る と 言 わ れ て い る が 、

一 部 の 敏 感な 人 を 除 いて は 、死 霊 を 目に する こ と も、そ の声 を耳 に

す る こ と も な い 。 バ リ ン シ ア ガ オ の 人 々 に よ る と 、、 ア ン テ ィ ・ イ

リ ー サ は 霊的 存 在 に 非常 に 敏 感で あ る と いう 。  

 

 

【 ②  /  バ リ ン シ ア ガオ ・ ノ ルテ  /  女 性（ 30 歳 ）  /  2006 年 2 月 2

日】 *イン フ ォ ーマ ント は 妊娠 8 ヶ 月 目 であ る 。  

 

 1 日 、こ の 女 性の 夫は 隣 の ムニ シ パ リ ティ の 親 類の 家 を 訪 ね、 そ

の 日 の 深夜 11 時頃 、帰 宅 し た。親 類の 家か ら 自 宅ま で は 徒 歩で 約 1

時 間 半 で ある が 、暗 闇の 中 、夫は 1 人 で 山道 を 歩 いて 帰 っ て きた と
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い う 。夫の 帰 宅 後、彼女 は な ぜか 寝 付 け なか っ た ため 仕 事 を して い

た 。午前 2 時 頃 、突 然子 ど も 数人 の 笑 い 声を 耳 に した が 、そ の直 後

か ら 気 分 が非 常 に 悪 くな り 、吐 き気 、頭 痛に 襲 わ れ 、立 っ て いら れ

な く な っ た。爪 が全 ては が れ てい く よ う な、感 覚が 失 わ れて いく よ

う な 感 じ がし た と い う 。この 症 状は 夜 が 明け る ま で収 ま ら な かっ た

が 、近 所に 住 む 看護 師を 呼 ぶ こと も せ ず 、症 状 が消 え る まで ひた す

ら 苦 し ん だ 。彼 女 の 母は キ リ スト 教 徒 で あり 、こ の 間、神 に 祈り 続

け て い た 。  

 こ の 病 気の 原 因 は 、彼 女 の夫 が 昨 晩帰 宅途 中 に 連れ て 帰 っ てき て

し ま っ た バ ッ ド ・ ス ピ リ ッ ト （ bad  sp ir i t、 悪 霊 ） で あ る と 彼 女 は

言 う 。確か に 夫 は暗 闇の 山 道 を歩 い て い る際 、何者 か の 気配 を感 じ

た そ う だ。こ の こと が原 因 で、彼 女 は夫 とし ば ら く険 悪 な ム ード に

陥 っ て い た 。彼 女 は 、その 病 因 を妊 娠 に 関係 す る 症状 と は せ ず 、夫

が 道 連 れ にし て き た 悪霊 で あ ると 主 張 し たた め 、夫 は自 分 の せい で

苦 し む 妻 を申 し 訳 な さそ う に 看病 し て い た。  

 

 

【③  /  カ ガ ル ア ン  /  性 別 不詳 （ 生後 2 ヶ月 ） /  2006 年 2 月 28 日 】 

*母 親 にイ ン タ ビュ ー  

 

 熱 が 出て 2 日 目 の 乳児 を バ ラン ガ イ・ヘル ス・ス テ ーシ ョ ンに 連

れ て き た 母親 に よ れ ば、こ の乳 児 は たま に咳 も す ると い う。この 母

親 は 3 日 間ほ ど 、乳 児を（ 乳 児 の）祖 母 に預 け て 外に 出 て い た 。彼

女 の 外 出 中に 祖 母 が 毎日 乳 児 を水 浴 び さ せた と い い 、そ の こ とが 原

因 で こ の 乳児 は 体 調 を崩 し て しま っ た の だと 彼 女 は説 明 し 、祖母 に
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対 す る 不 満を 漏 ら し た。幸 い乳 児 は 肺炎 では な く、風 邪 であ ると の

診 断 が 下 され 、 助 産 師は 解 熱 剤を 処 方 し た。  

 

 

【 ④  /  バ リ ン シ ア ガ オ ・ ノ ル テ  /  男 性 （ 年 齢 不 詳 ） /  2005 年 11

月 29 日 】 *男性 は すで に 死 亡。 男 性 の 妻（ 70 代） と 娘 ・ 息子 （ い

ずれ も 30 代 ）に イ ンタ ビ ュ ー  

 

 こ の 70 代 の女 性 の夫 は 、約 20 年 前 に亡 く な った 。当 時 も今 も バ

リ ン シ ア ガオ・ノ ル テで 暮 ら すこ の 女 性 と娘 に よ れば 、女性 の夫 は

末期 の 癌 だと い う 診 断が 医 師 によ っ て 下 され て い たと い う 。  

 と こ ろ が、バ リン シア ガ オ を離 れ 、バ ギオ で 十 数年 間 暮 ら して い

る 女 性 の 息 子 は 、「 バ リ ン シ ア ガ オ の 実 家 の 近 隣 に 住 む 男 性 に よ る

呪 術 が 原 因で 、父 は 病気 に な り死 ん で し まっ た 」と 説明 す る 。今で

は 、父 の 死 因は 癌 だ った と 説 明す る 娘 も 、父が 亡 く なる 前 は 、その

近 隣 の 男 性に よ る 呪 術に よ っ て父 の 体 調 が悪 く な った と 考 え 、その

男 性 に 対 する 仕 返 し を試 み よ うと し て い たと い う が、そ の後 、近 代

医 療 の 医 師の 診 断 で は末 期 の 癌だ と 言 わ れた 。  

 夫 の 病 因・死 因に つい て「 近隣 の 男性 の仕 業 で はな か っ た の で す

か 」 と 尋 ね る と 、 女 性 は 複 雑 な 表 情 で 、「 … さ あ ね 。 わ か ら な い 」

と 答 え た 。  

 

 

（ ２ ） 病 因論 の 展 開  
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 宗 教 体 系の 変 化 や 近代 医 療 の導 入 に 伴 って 、 国 内外 の 他 地 域同 様 、パ

シ ル の 人 々の 病 気 に 関す る 言 説の 中 に は 、霊 的 存 在を 要 因 と する 伝 統医

療 に お け る病 因 論 に 加え 、 栄 養学 や 公 衆 衛生 学 等 に関 す る 概 念を 用 いた

病 因 論 も 見ら れ る よ うに な っ た。 こ う し た変 化 に 伴っ て 、 い わゆ る 生物

医 学 で 診 断さ れ る「 病気 」が顕 在 化す る よう に な った こ と も 、「昔 は 病 気

な ど 無 か った の に 」 とい う あ る老 婆 の 語 りの 中 に 読み と れ る 。  

 前 出 の 事例 ① は 、 田植 え の 最中 に 突 然 の目 眩 や 吐き 気 と い った 症 状を

発 し た 筆 者自 身 の 事 例で あ る 。日 差 し の 強さ と 慣 れな い 姿 勢 での 作 業に

よ る 疲 れ を考 慮 し 、 日射 病 だ とす る 筆 者 の推 測 に 反し て 、 周 囲の 人 々の

病 因 論 は 「見 知 ら ぬ 筆者 に 対 する 死 霊 の 接触 行 為 」で あ っ た 。こ の 事例

に お い て は、 筆 者 の パシ ル 滞 在期 間 が 重 要な 鍵 を 握っ て い る と考 え られ

る 。当 時 、筆 者 はパ シル 滞 在 開始 後 4 ヶ 月目 で あ り 、筆者 の パシ ル 滞 在

の 目 的 が 周知 さ れ て いな か っ たた め 、「 山 下財 宝 を 探し に 来 た ので は ない

か 」「（ 現 地で 活 動 し てい る ） 環境 NGO と組 ん で 、何 か 企 ん でい る ので

は な い か 」と い っ た 様々 な 「 噂」 が 人 々 の間 で 飛 び交 っ て い たら し い。

こ う し た 事実 を 考 慮 すれ ば 、 死霊 の 接 触 行為 で あ ると す る 病 因論 の 背後

に は 、 ア ウ ト サ イ ダ ー で あ る 筆 者 を 自 分 た ち の 中 に 位 置 付 け ら れ な い

人 々 の 不 安が 見 出 せ るで あ ろ う。  

 事 例 ② は、 妊 娠 8 ヶ 月目 の 女 性が 真 夜中 に 発 症し た 事 例 であ る 。「 深

夜 に 帰 宅 した 夫 が 道 連れ に し てき て し ま った 悪 霊 によ る 悪 戯 」が 病 因で

あ る と さ れ、 病 者 の 妊娠 と の 関連 付 け は 見ら れ な い。 彼 女 の 病因 論 の背

後 に は 、 珍し く 深 夜 に帰 宅 し た夫 に 対 す る疑 念 が 潜ん で い る よう に 思わ

れ る 。 こ の夫 婦 は 新 婚で あ り 、そ れ ま で 夫が 深 夜 に帰 宅 す る とい う こと

は な か っ た。 そ の た め、 夫 が なか な か 帰 宅し な い こと に 対 し て、 こ の女

性 は 夫 が どこ で 何 を して い る のか と 心 配 して い た ので あ る 。  
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 事 例 ③ は 、筆 者 が バラ ン ガ イ・ヘ ル ス ・ステ ー シ ョン（ B HS）滞 在時

に 得 ら れ た も の で あ る 。 熱 と 咳 の 症 状 が 見 ら れ る 乳 児 を 抱 い て 母 親 が

BHS に来 訪 し たが 、病 因 は、「 留 守中 に祖 母 が 毎日 乳 児 を 水浴 び さ せた

こ と で あ る」 と 母 親 によ っ て 説明 さ れ た 。自 分 の 留守 中 に そ のよ う な行

為 を し た 祖母 に 対 す る不 満 を 、 BHS の 助産 師 に 漏ら し て い たこ と か ら、

こ の 母 親 の病 因 論 の 背後 に は 、祖 母 と の 間に 生 じ た子 育 て に おけ る 意見

や 考 え の 衝突 が 見 出 せる 。  

 事 例 ④ にお い て は 、医 師 に よっ て 末 期 の癌 で あ ると 診 断 さ れた 男 性の

死 を 巡 っ て、 そ の 家 族に よ る 2 通 りの 病因 論 の 展開 が 見 ら れた 。「原 因

は 不 明 で ある が 癌 に なっ た 」と い う説 明 と、「 近 隣者 に よ る 呪術 に よ って

病 気 （ 後 に、 医 師 に より 癌 で ある と 診 断 され る ） にな っ た 」 とい う 説明

で あ る 。 亡く な っ た 男性 に 対 して 悪 意 を 持つ 近 隣 者が 存 在 し たと い う事

実 か ら 、 この 男 性 の 妻や 子 ど もた ち は 、 近隣 者 に よる 呪 術 が 病因 ・ 死因

で あ る と 考え た が、その 近 隣 者の 近 く で 暮ら す 妻 と娘 は、後 に、「 病 因 は

不 明 だ が 、癌 で あ っ た」 と 説 明す る よ う にな っ た 。  

 以 上 4 件の 病 気 事 例に お い て 、人 々 の 病因 論 に 霊的 存 在 や 西欧 医 学概

念 の 要 素 が用 い ら れ てい る こ とが 見 て と れる 。 し かし 、 入 念 に各 事 例を

分 析 す る と、 そ こ に はア ウ ト サイ ダ ー を 自分 た ち の社 会 に 位 置付 け られ

な い 人 々 の不 安 、 夫 婦間 に 生 じる 疑 念 、 家族 間 に 生じ る 衝 突 、近 隣 者の

悪 意 と い った 病 者 を 取り 巻 く 社会 関 係 上 の問 題 が 潜ん で い る こと に 気づ

く 。「 ト ン ゴ アの 治 療 者の 治 療 技法 や 知 識 取得 に 関 わる 言 説 が 自身 を 取り

巻 く 社 会 的状 況 に 依 存し て い る」 と い う 白川 の 論 考を 参 照 す れば 、 パシ

ル の 人 々 が病 気 の 原 因に 関 す る論 理 を 組 み立 て る 際、 病 者 を 巡る 社 会関

係 上 の 問 題を 考 慮 し 、そ れ を 病因 と 結 び 付け て い るこ と か ら 、人 々 の病

因 論 が 病 者を 取 り 巻 く社 会 的 状況 に 依 存 して い る よう に 思 わ れる 。  
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（ ３ ） 病 者を 取 り 巻 く社 会 関 係上 の 問 題 と人 々 の 意図  

 

 パ シ ル にお け る 病 因論 に は 病者 を 取 り 巻く 社 会 関係 上 の 問 題が 援 用さ

れ て い る こと を 確 認 した 上 で 、こ こ で は 、病 者 を 巡る 社 会 関 係上 の 問題

に 対 す る 人々 の 意 図 が、病 因論 に ど のよ うに 影 響 して い る の か論 考 す る。

そ の こ と によ っ て 、 伝統 医 療 と近 代 医 療 の階 層 性 を持 た な い 医療 体 系の

中 で 人 々 が病 因 論 を 組成 し て いる と い う こと を 示 した い 。  

 こ こ で 再度 、各病 気事 例 に つい て 思 索 して み る と、人 々の 病因 論 に は、

病 者 の 社 会関 係 上 の 問題 に 加 えて 、 霊 的 存在 や 西 欧医 学 概 念 の要 素 が見

出 せ る 。 事例 ① で は 「死 霊 の 接触 行 為」、事 例 ② では 「 悪 霊 の悪 戯 」、 事

例 ③ で は 「水 浴 び に よる 熱 や 咳の 症 状」、事 例 ④ では 「 癌」「近 隣 者 の呪

術 」 と い うよ う に 、 人々 の 言 説の 中 に は 伝統 的 お よび 非 伝 統 的な 要 素が

散 見 さ れ るが 、 一 体 どの よ う な基 準 で 人 々は そ れ らの 要 素 を 使い 分 ける

の で あ ろ うか 。  

 利 光 は 病因 論 の 二 重構 造 を 提示 し 、 日 常的 論 理 と非 日 常 的 論理 が 併存

す る こ と を明 ら か に した が 、 この よ う な 本音 を た てま え で 覆 い隠 す 病因

論 の 二 重 構造 を 念 頭 に置 い て パシ ル に お ける 病 因 論を 考 察 し てみ る と、

い わ ゆ る 本音 の 部 分 であ る 日 常的 論 理 は 、病 者 を 取り 巻 く 社 会関 係 上の

問 題 と い う要 素 で 構 成さ れ て いる と 言 え る。 そ し て霊 的 存 在 を用 い た非

日 常 的 論 理が 組 成 さ れる こ と で、 病 者 を 巡る 社 会 関係 上 の 問 題と い った

デ リ ケ ー トで 公 言 し 難い 問 題 を、 霊 的 存 在の 関 与 とい う た て まえ に よっ

て 覆 い 隠 して き た 。 利光 が 対 象と し て い る社 会 と 同様 、 パ シ ルの 社 会も

人 間 関 係 が緊 密 で 小 規模 な も ので あ り 、 直接 誰 か を非 難 す る こと は 望ま
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し い 行 為 では な い と する 社 会 的・ 文 化 的 実情 を 考 慮す れ ば 、 本音 を たて

ま え で 覆 い隠 す 病 因 論を 展 開 する こ と に よっ て 、 病者 の 社 会 関係 上 の問

題 に 関 わ る誰 か を 間 接的 に 非 難す る こ と が可 能 と なる と 考 え られ る 。  

 一 方 、 近代 医 療 の 導入 に よ って 、 人 々 には 病 因 論や 治 療 法 の検 討 にお

い て 新 た な選 択 肢 が 与え ら れ るこ と と な った 。 人 々の 病 因 論 の中 に 、頻

繁 に 西 欧 医学 概 念 の 要素 が 取 り込 ま れ て いる こ と を考 慮 す れ ば、 近 代医

療 に も 人 々に よ っ て 何ら か の 意味 づ け が なさ れ て いる と 推 測 でき る 。そ

れ ま で 伝 統医 療 に 頼 り、 霊 的 存在 に よ る 病因 論 を 展開 す る こ とで 病 因に

関 わ る 誰 かを 暗 に 非 難す る こ とが 常 で あ った が 、近 代 医 療の 導入 以 後 は、

病 者 の 社 会関 係 上 の 問題 と い う病 因 に 関 して 、 誰 かを 非 難 す ると い う対

応 以 外 に も何 ら か の 選択 肢 が 与え ら れ る こと に な った と 考 え られ る 。つ

ま り 、 非 日常 的 論 理 に霊 的 存 在で は な く 西欧 医 学 概念 の 要 素 を織 り 交ぜ

る こ と に よっ て 、 病 者を 巡 る 社会 関 係 上 の問 題 に 関わ る 誰 か に対 す る非

難 を 避 け たり 、 そ の 問題 を 曖 昧化 し て し まう こ と が可 能 と な った の では

な い だ ろ うか 。  

 事 例 ① では 、 滞 在 目的 不 詳 の筆 者 を 自 分た ち の 間に 位 置 付 けら れ ずに

不 安 を 感 じて い た 人 々が 、「 見知 ら ぬ 筆 者に 死 霊 が話 し か け た 」とい う表

現 で も っ て、 筆 者 を 滞在 目 的 不明 の 怪 し い人 物 だ とす る 思 惑 を間 接 的に

投 げ か け たと 考 え ら れる 。事 例 ② にお い ては 、「 夫が 道 連 れ にし て き た悪

霊 に よ る 悪戯 に よ っ て病 気 に なっ た 」 と する 妻 の 主張 の 裏 に は、 珍 しく

深 夜 に 帰 宅し た 夫 を 非難 し た いと い う 意 図が 見 出 せる で あ ろ う。 こ れに

対 し て 事 例③ で は 、 西欧 医 学 概念 の 要 素 を用 い た 説明 が さ れ てお り 、子

育 て を 巡 る祖 母 と の 意見 の 衝 突の 事 実 が 見ら れ る もの の 、 同 じ屋 根 の下

で 暮 ら す 限り 関 係 に 支障 を き たす わ け に はい か な いた め 、 祖 母に 対 する

非 難 を 避 ける 目 的 で 西欧 医 学 概念 の 要 素 が用 い ら れた と 考 え られ る 。事
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例 ④ で は、「 呪 術で ある 」 と いう 霊 的 要 素と 、「癌 で あ る」 とい う 生 物医

学 概 念 の 2 通 り の 要 素を 用 い た病 因 論 が 展開 さ れ たが 、遠 方 に居 住 して

い る 男 性 の息 子 が 前 者を 用 い たの に 対 し て、 当 時 も今 も 疑 惑 の近 隣 者と

同 じ 集 落 で暮 ら し て いる 男 性 の妻 と 娘 は 後者 で 病 因論 を 展 開 した 。 こう

し た 病 因 論の 相 違 を 生み 出 す 要因 の ひ と つに は 、 男性 の 家 族 と疑 惑 の近

隣 者 と の 物理 的 距 離 が考 え ら れる 。 疑 惑 の近 隣 者 の近 く で 暮 らす 妻 と娘

は 、 頻 繁 に顔 を 合 わ すそ の 近 隣者 に 対 す る非 難 を 避け た い 、 ある い は問

題 を 曖 昧 化し て し ま いた い と 考え 、 西 欧 医学 概 念 の要 素 で 病 因論 を 組成

し た と 考 えら れ る の に 対 し て 、遠 方 に 居 住し 、 疑 惑の 近 隣 者 と顔 を 合わ

す 機 会 が 非常 に 少 な い息 子 は 、近 隣 者 を 非難 し た いと い う 意 図に よ って

霊 的 要 素 で病 因 論 を 展開 し た と考 え ら れ る。  

 病 気 事 例か ら 詳 解 した よ う に、 パ シ ル の人 々 が 病気 に 罹 患 した 場 合、

そ の 病 因 は病 者 を 取 り巻 く 社 会関 係 上 の 問題 と 関 連づ け て 説 明さ れ る。

そ し て 、 その 社 会 関 係上 の 問 題に つ い て 、問 題 に 関わ る 誰 か を非 難 した

い 、 あ る いは 問 題 を 曖昧 に し てし ま い た いと い う 人々 の 意 図 に応 じ て、

霊 的 存 在 か西 欧 医 学 概念 の 要 素の い ず れ かが 病 因 論の 中 に 織 り込 ま れる

の で あ る 。こ の こ と は、 パ シ ルに お け る 病因 論 が 伝統 医 療 と 近代 医 療の

階 層 性 を もた な い 医 療体 系 の 中で 組 成 さ れる と い う実 情 を 呈 して い るで

あ ろ う 。  

 

 

第 4 節  まと め  

 

 本 章 で は、 パ シ ル にお け る 病因 論 が 病 者を 巡 る 社会 関 係 上 の問 題 と関

連 付 け て 組成 さ れ る こと を 明 らか に し 、 病因 論 が 、病 者 の 社 会関 係 上の
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問 題 に 対 応し つ つ 、 霊的 存 在 か西 欧 医 学 概念 の 要 素を 織 り 込 むプ ロ セス

を 辿 っ て みた 。 ま た 、こ の プ ロセ ス か ら 、伝 統 医 療と 近 代 医 療の 階 層性

を 持 た な い医 療 体 系 にお い て 病気 原 因 の 論理 が 組 み立 て ら れ ると い うこ

と も 指 摘 した 。  

 こ の こ とは 、 近 代 医療 が 必 ずし も そ れ をも た ら した 側 が 期 待す る 形で

人 々 に 受 容さ れ て い ると は 限 らな い と い うこ と を 示唆 し て い る。 近 代医

療 は 、 そ れを 受 容 す る人 々 に よっ て 評 価 査定 や 何 らか の 意 味 付け を され

な が ら 、 従来 の 治 療 体系 と 競 合し た り 併 存し た り して 選 択 の 対象 に 取り

入 れ ら れ てき た 。 そ れが ど の よう に 受 容 され る か 、あ る い は どの よ うな

評 価 査 定 や意 味 付 け がな さ れ るか は 、 社 会的 、 文 化的 、 政 治 的コ ン テク

ス ト な ど に依 存 し て いる 。 近 代医 療 が 伝 統医 療 に 取っ て 代 わ って し まっ

た か に 見 える 社 会 も あれ ば 、 パシ ル の よ うに 病 者 を巡 る 社 会 関係 上 の問

題 と 関 連 した 意 味 付 けが な さ れて 人 々 に 受容 さ れ てい る 社 会 もあ る 。一

見 、 近 代 医療 が 人 々 に受 容 さ れて い る よ うに 見 え る社 会 で も 、当 該 社会

の 人 々 の 世界 に お い ては 、 導 入者 や 分 析 者が 想 定 して い る も のと は 全く

異 な る 実 情を 呈 し て いる か も しれ な い 。  

 重 要 な こと は 、 人 々の 病 因 論や 病 者 を 取り 巻 く 社会 関 係 上 の問 題 への

対 応 の 揺 らぎ の 中 に 、伝 統 医 療と 近 代 医 療の 併 存 を確 認 す る こと が でき

る と い う こと で あ る 。こ の こ とは 、 新 し い身 体 性 およ び 社 会 関係 が 既存

の 身 体 性 およ び 社 会 関係 と 交 渉さ れ る よ うな 場 が 存在 す る こ とを 示 唆し

て い よ う 。そ の よ う な場 を 模 索す る 足 掛 かり と し て、 次 節 で は、 ゴ パス

儀 礼 の 一 部を 構 成 し て い る「『 遊 び 』の 過程 」に つ いて 考 察 し 、こ の 過程

が 儀 礼 に おけ る 複 雑 な意 味 の 源泉 と な っ てい る こ とを 示 し た い。  
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１  本 章 は、大 阪 大学 大学 院 人 間科 学 研 究 科グ ロ ー バル 人 間 学 専攻 発 行 の

『 グ ロ ー バル 人 間 学 紀要 』第 1 号（ 2009 年）に 掲 載さ れ た 拙 稿「 フ ィリ

ピ ン ・ カ リン ガ 州 に おけ る 人 々の 病 因 論 に関 す る 一考 察 」 に 修正 を 加え

た も の で ある 。  
２ 病 気 事 例 は、2005 年 5 月 ～ 2006 年 3 月、8 月 に実 施 し た フィ ー ル ド調

査 に よ っ て収 集 し た もの で あ る。  
３  そ の 他、 マ ン イイ ーロ ット Mang- i i l o t と 呼ば れ る 整体 師 ・マ ッ サ ー

ジ 師 、目医 者 の マン イイ フ フ ーラ ウ Mang- i i fu fu law、歯医 者 のマ ン カ カ

ア ン ・ シ ・ギ ー ポ ン Mangkakaan  s i  ngipon とい っ た「 無 免許 」 の 治療

者 も 確 認 でき た が 、 マン イ イ ーロ ッ ト 以 外の 治 療 者で 現 在 も 生存 す る者

は い な い 。ま た 、プ シー プ ス Pusipus、ソガ Son ga、ポ イ ア ック P oy-ak、

薬 草 治 療 とい っ た 、 治療 者 を 伴わ な い 治 療法 も 存 在す る 。  
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第 7 章  ゴ パ ス 儀 礼に お け る 「 遊 び 」 の 過 程 １  

 

 

第 1 節  本章 の 目 的  

 

 前 章 で は、 パ シ ル にお い て 、病 者 を め ぐる 社 会 関係 上 の 問 題に 対 する

人 々 の 意 図に 応 じ て 霊的 存 在 か西 欧 医 学 概念 の い ずれ か の 要 素が 盛 り込

ま れ な が ら病 因 論 が 組成 さ れ るこ と を 明 らか に し 、伝 統 医 療 と近 代 医療

の 階 層 性 を持 た な い 医療 体 系 の中 で 人 々 が病 因 論 を展 開 し 、 治療 法 を選

択 し て い るこ と を 指 摘し た 。 パシ ル の 人 々の 病 因 論や 治 療 行 為に つ いて

論じ る 中 で、 筆 者 は 、霊 的 存 在に 起 因 す ると 考 え られ る 病 気 を「 伝 統医

療 の 治 療 者に よ っ て 治療 さ れ るも の 」 と 説明 し て いる 。 し か し、 病 気を

治 す と い う儀 礼 に 関 する 考 察 にお い て は 、「 治 療」「 治 療 者 」 とい っ た用

語を 用 い るこ と に 対 して 慎 重 でな け れ ば なら な い 。 シ ャ ー マ ンの 病 者に

対 す る 働 きか け を 「 治療 」 と して 、 ま た 、治 っ た り治 ら な か った り する

こ と を 「 治療 効 果 」 とし て 捉 える 視 点 は 、近 代 医 学を 下 敷 き とし た もの

で あ り 、パ シ ル の人 々の 視 点 を看 過 し て しま う 可 能性 が あ る から で あ る。

儀 礼 で 行 われ る こ と を単 な る 病気 治 療 の よう な も のと し て 捉 える の では

な く 、 人 々の 視 点 を 意識 し な がら 、 そ れ がパ シ ル の人 々 に と って 一 体ど

の よ う な 意味 を 持 つ のか を 明 示す る こ と が本 章 の 目的 で あ る 。  

 主 と し てゴ パ ス の 守護 霊 を 継承 す る 人 やそ の 子 ども が 原 因 不明 の 病気

に 罹 っ た 場合 に 、 そ の病 気 を 癒す 目 的 で 行わ れ る ゴパ ス 儀 礼 には 、 儀礼

の 目 的 に 照ら し て 要 素が 持 つ 象徴 的 な 意 味を 見 出 しに く い 部 分が あ る。

通常 2 日 間に 亘 っ て 執り 行 わ れる ゴ パ ス 儀礼 は 、そ の大 半 が 意味 に 満ち

た 繁 雑 な 過程 で 構 成 され て い るが 、儀礼 のな か で 最も 重 要 な 場面 の 後 に、
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シ ャ ー マ ンと ア シ ス タン ト の 老婆 た ち が まる で 幼 児に 返 っ た かの よ うに

無邪 気 に 遊ぶ 姿 が 見 られ る の であ る 。 本 章で は 、 意味 に 満 ち たプ ロ セス

に 組 み 込 まれ た こ の 過程 に 一 体ど の よ う な意 味 が 存在 す る の か考 察 す る。

そ う す る こと で 、 日 常と 非 日 常を つ な ぐ この 過 程 が儀 礼 に お ける 複 雑な

意 味 の 源 泉と な っ て いる こ と を示 唆 す る 。  

 

 

第 2 節  ゴパ ス 儀 礼 の過 程 ― 筆者 の 儀 礼 を事 例 と して  

 

 次 節 で 、ゴパ ス 儀 礼に お け る「遊 び 」の過 程 の 意味 を 考 察 する た め に、

本 節 で は 、2010 年 1 月に 行 わ れた 筆 者 に 対す る ゴ パス 儀 礼 を もと に 、こ

の 儀 礼 の 全過 程 の 詳 細を 紹 介 して お こ う ２ 。  

 

 

（ １ ） 筆 者の ゴ パ ス 儀礼 の 詳 細  

 

 「 ゴ パ ス gopas」 と は 、「（ 布 を ） 切 る 」 と い う 意 味 の パ シ ル 語 で あ る

が 、ム ニシ パ リテ ィ・タ ヌ ーダ ン 出身 の ミゲ ル・ス ッ ギー ヤ オに よ れ ば、

「 ゴ パ ス gopas」 と い う 語 に は 「 死 者 と 遺 族 の 間 の 関 係 を 断 ち 切 る 」 と

い う 意 味 があ る と い う（ Suggui yao 1990：100）。ゴ パ ス儀 礼 は 、通 常 、

ゴ パ ス を 継承 す る 人 やそ の 子 ども が 原 因 不明 の 病 気に 罹 っ た 場合 に 行わ

れ る も の であ る 。 ま た、 そ れ まで ゴ パ ス を継 承 し てい な か っ た者 も 、ゴ

パ ス 儀 礼 を受 け る こ とに よ っ て守 護 霊 を 与え ら れ 、ゴ パ ス を 継承 す るこ

と に な る 。こ の 儀 礼 を行 う こ とが で き る のは マ ン ヂャ ヂ ャ ー ワッ ク の中

で も「 マン ゴ ゴ パス Manggogopas」と呼 ばれ て い る女 性 で あ り、パ シル
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に は マ ン ゴゴ パ ス の 老 婆 1 名 と アシ ス タ ント 役 を 務め る こ と ので き る老

婆 が 4 名 存 在 する （ 2011 年 3 月 現 在）。 筆者 は 2010 年 1 月 の段 階 で は

ゴ パ ス を 持っ て い な かっ た た め、 筆 者 に ゴパ ス の 守護 霊 と そ の名 前 ・パ

ガ ー チ ェ ン pangaden ３ を つけ て も らう こ と、お よ び今 後 の健 康を 祈 願 し

て も ら う こと を 目 的 とし て こ の儀 礼 を 行 った 。  

 

 

◆日 時： 2010 年 1 月 28 日（ 木 ）午 後 6 時頃 ～ 深 夜、1 月 29 日（金 ）午

前 5 時 ～ 午後 3 時頃  

◆ 場 所 ： 筆者 の 友 人 宅（ バ ラ ンガ イ ・ バ リン シ ア ガオ ・ ノ ル テ）  

◆ 目 的 ： 筆 者 と 日 本 人 男 性 A（ 当 時 、 カ リ ン ガ 訪 問 中 で あ っ た ） に ゴ パ

ス の 守 護 霊を つ け て もら い 、 今後 の 健 康 を願 う 。 ゴパ ス 儀 礼 は通 常 、男

女 の ペ ア ４ で行 わ れ る。  

◆ 儀 礼 進 行者 ：  

・イ ナ・バン ウ ン（ Bang-on）：マ ン ゴ ゴ パス（ゴ パ ス 専門 の シャ ー マ ン

の呼 称 ）。女性 。推 定約 90 歳（ 2010 年 1 月 現 在）。バ ラ ンガ イ・カ ガ ル

ア ン 在 住 。  

・ 2 名 の マ ンゴ ゴ パ スの ア シ スタ ン ト ：  

と も に 70 代 の女 性 で、 バ ラ ンガ イ ・ バ リン シ ア ガオ ・ ス ル 在住 。  

 

 

◆ 儀 礼 に おい て 使 用 した も の  

 

豚 （ ネ イ テ ィ ブ の も の） － 1 頭  

鶏 （ ネ イ ティ ブ の も の） － 2 羽  
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もち 米  

米  

稲 （ オ ー ヤッ ク 種 oyak の もの ） － 4  lakom***  

ラ タ ン の 紐－ 4 本  

**ブ ラ ン ケッ ト － 2 つ  

**カ ー イン kain（ 伝統 式 巻 きス カ ー ト ）－ 2 つ  

**タ ケ ッ ジ taked（ 伝 統 式 ベ ル ト 。 ア ル ラ ト イ al latoy、 ア ジ ャ エ ッ ジ

adaed） － 各 1 つ  

**マ ッ ト － 1 つ  

*器 （ マユ ー コン malukon g）－ 2 つ  

*コ コ ナッ ツ ・ オイ ル  

**白 い 布 きれ  

**小 型 の ナイ フ － 1 つ  

*玉 2 種 類 （ アプ ロ ッグ aplog、 ア ルボ alubo）  

*ル ソ ン lu son g（ 臼 のミ ニ チ ュア ）  

**金 の イ ヤリ ン グ － 1 つ  

**深 皿 － 10 個  

*フ ァ リリ コ bal i l iko（ 貝 殻を つ な いだ もの ）  

*リ ー コッ プ l i kop（ 筒状 の 金 属製 の 小 物 ）  

ラ ウ ォ ッ ジの 葉  

コ コ ナ ッ ツの 葉  

ビ ン ロ ウ  

フ ァ ギ カ ータ ン bagi katan（精 霊 の家 。 近所 の 男 性が 製 作 ）  

**バ ス ケ ット － 1 つ  

**ゴ ン グ － 1 セ ッ ト  
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**竹 製 楽器 2 種 類（ トガ ー トン ton gaton /パト ン オ ック patong-ok））－

各 1 セ ッ ト  

塩  

砂 糖 （ 参 加者 用 ）  

コ ー ヒ ー （参 加 者 用 ）  

酢 （ 参 加 者用 ）  

酒 （ ジ ン 、参 加 者 用 ）  

ケ ロ シ ン （ラ ン プ 用 ）  

お 金 （ 謝 礼用 ）  

 

*イ ナ ・バ ン ウ ンの 私物 、 **参加 者 か ら 借り た も の、  

***1  l akom=12  bundles  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 -1 リ ーコ ッ プ（ 左 ）、 ア プ ロッ グ、 ア ル ボ  
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写真 7 -2 フ ァリ リ コ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 -3 ル ソン  
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（ ２ ） 儀 礼の 過 程  

 

 ゴ パ ス 儀礼 は 大 ま かに 、① ウォ ッ ジ ウ ォッ ジ wodwod 儀 礼 、② ア パー

リ ン apal i n 儀 礼 、 ③ バ ッ ト ー ラ イ bat to lay 儀 礼 、 ④ カ ル リ ー シ ン

kal l i s ing 儀礼 の 4 部で 構 成 され る 。  

 

 

I :1 日 目  

 ① ゴ パ ス儀 礼 の 最 初の 過 程 は、 1 日目 の 夜 6 時 頃 から 深 夜 2 時 頃 ま で

行 わ れ た ウォ ッ ジ ウ ォッ ジ （ 語意 は 不 明 ）儀 礼 で ある 。  

 ① － 1 最 初に ブ ーヨ ン bu yon（「 知 る 、探 す 」の意 ）が 行わ れ 、ゴパ

ス の 守 護 霊の う ち ど れ を 筆 者と A の守 護 霊に す る かが 決 定 さ れ た 。器に

盛 ら れ た 米の 頂 上 に リー コ ッ プを 置 き 、 ココ ナ ッ ツオ イ ル に 浸し た アプ

ロ ッ グ を リー コ ッ プ の上 に 乗 せな が ら 、 イナ ・ バ ンウ ン は 何 者か に 対し

て 、 筆 者 と A の守 護 霊に 適 す るも の を 尋 ね た 。  

 ① － 2 続 いて サ プオ イ （「 吹 く 」の 意 ）が 行 われ 、イ ナ ・バン ウ ンが

コ コ ナ ッ ツオ イ ル を 筆者 と A の頭 に 塗 布 しな が ら 筆者 と A の 名と と も に、

決 定 さ れ た守 護 霊 の 名を 呼 ん だ。  

 ① － 3 そ の後 、 生き た鶏 1 羽 の首 をナ イ フ で切 り つ け て血 を 器 に流

し 入 れ た 後、 ソ ガ songa（ 供 犠し た 鶏や 豚の 血 を 塗布 す る 行 為の こ と ）

が 行 わ れ た。 イ ナ ・ バン ウ ン は死 ん だ 鶏 を手 に 持 って 筆 者 の 膝元 に 擦り

つ け な が ら次 の よ う に唱 え た。「 智 子（ 筆者 の 名 前 ）の パ ガ ーチ ェ ン 、イ

ヌガ ン Inugan（筆 者 に与 え ら れた 守 護 霊 の名 ）よ、日本 へ 行 きな さ い」。  

 ① － 4 ソ ガが 終 わる と 、儀礼 参 加 者 全員 で も ち米 を 食 べ た（ マ ゲ ン ・

シ ・ チ ャ イコ ッ ト Mangen  s i  d a ikot .） が、 こ の もち 米 に は 砂糖 を 加 え
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る こ と は 禁忌 と さ れ てい る 。  

 ① － 5 も ち 米 を 食 べ 終 え る と 、 儀 礼 を 行 う 部 屋 の 両 端 の 天 井 付 近 に

ラ タ ン の 紐を 括 り つ け た （ ジ ョイ ジ ョ イ doydoy）。こ の ラ タン の 紐 には

稲 を ひ っ かけ 、 さ ら にそ の 上 に生 き た 鶏 1 羽 を 括り つ け て おく 。  

 ① － 6 次 に 、シ ギー シ ン s ingis ing（ 器 をナ イ フで た た きな が ら 詠唱

す る 行 為 のこ と ） が 行わ れ た 。イ ナ ・ バ ンウ ン は 器を ナ イ フ でた た きな

が ら 詠 唱 し、 ア シ ス タン ト の 老婆 は フ ァ リリ コ を ジャ ラ ジ ャ ラと 鳴 らし

た 。 こ こ では 、 イ ナ ・バ ン ウ ンが 筆 者 と A の 守護 霊 を 呼び 、 2 人が 病 気

に な ら な いよ う 祈 る とと も に 、守 護 霊 に 対し て フ ァギ カ ー タ ン（ 守 護霊

の 家 ） へ 行く よ う に 呼び か け るの で あ る 。  

 ① － 7 シ ギ ー シ ン の 後 、 ソ ガ で 供 犠 し た 鶏 を 煮 た も の と ご 飯 を 参 加

者 全 員 で 食べ た （ マ ゲン ・ シ ・マ ノ ッ ク Man gen  s i  manok.）。  

 ① － 8 そ の後 、ア リー シ ッグ al i s i g（ 語意 は 不 明と の こ と ）に 移っ た 。

筆者 と A は マ ット の 上で イ ナ・バン ウ ン に背 を 向 けて 座 っ て いた 。男 性

た ち が 竹 製楽 器 及 び ゴン グ を 演奏 す る 中 、ラ ウ ォ ッジ の 葉 、 ココ ナ ッツ

の 葉 、伝 統 式 ベル ト をイ ナ・バ ン ウン が 手に 持 ち、筆 者と A の背 中 に 擦

り つ け な がら サ プ オ イし た 。  

 ① － 9 続 いて 行 われ た イ ノチ ョ ン i nodon（「 古い 儀 礼 」 の意 ） で は、

マ ッ ト の 上で イ ナ・バン ウ ン に背 を 向 け て座 っ た まま で あ る 筆者 と A の

後 ろ で 、 アシ ス タ ン トの 老 婆 がミ ニ チ ュ アの 臼 と ファ リ リ コ をパ タ パタ

と 地 面 に たた き つ け る一 方 、 イナ ・ バ ン ウン は 器 をナ イ フ で たた き なが

ら 詠 唱 し てい た 。部 屋の 隅 に 寝か せ て い る生 き た 豚と 、筆 者 と A が座 っ

て い る マ ット の 間 に 伝統 式 ベ ルト が 敷 か れる と 、筆 者と A は 立ち 上 がる

よ う に 言 われ 、 伝 統 式ベ ル ト を腰 に 巻 き つけ ら れ た。 楽 器 演 奏に 合 わせ

て 筆 者 と A は 円 を描 きな が ら 踊 っ た （ 5 周） が 、 その 間 、 横 たえ ら れ て
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い る 豚 を 足で 蹴 る よ う命 じ ら れた た め 、 筆者 は 豚 に近 づ き 数 回蹴 っ た。

こ の 行 為 は豚 に 病 気 がい く こ とを 意 味 す るの だ と いう 。 そ の 後、 イ ナ・

バ ン ウ ン は伝 統 式 巻 きス カ ー トを 豚 の 上 に置 い た 。  

 

 以 上 で 1 日 目 の ウ ォッ ジ ウ ォッ ジ 儀 礼 は終 了 で ある 。す で に深 夜 1 時

を 過 ぎ て いた が 、翌 朝は 必 ず 夜明 け ま で に戻 っ て 来る よ う 言 われ た た め、

午 前 5 時 ま で に 儀 礼 の 場 に 戻 る こ と を 約 束 し て 筆 者 は 一 旦 、 帰 宅 し た 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 -4 1 日 目の 儀礼 の 様 子①  

（ イ ナ ・ バン ウ ン （ 右） と ア シス タ ン ト のイ ナ ・ アン ゴ ー （ 左））  
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写真 7 -5 1 日 目の 儀礼 の 様 子②  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 -6 1 日 目の 儀礼 の 様 子③ （ イ ナ ・バ ン ウ ン）  
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I I :2 日 目  

 ② － 1 前 夜の 約 束通 り 、 午 前 5 時 に 儀礼 の 場 に戻 っ た 筆 者 と A に 対

し て 、ア パ ーリ ン（「 痛み・患 部 に触 れ る 」の 意 ）儀 礼 が 行わ れた 。ま ず 、

昨 夜 か ら 儀礼 の 場 と なっ て い る部 屋 の 隅 に横 た え てあ る 豚 に 、イ ナ ・バ

ン ウ ン が 水を か け た 。豚 の 耳 にも 水 が か けら れ 、 豚が 耳 を パ タパ タ させ

た が 、 そ れは 筆 者 と A が病 気 を しな いこ と を 示す サ イ ン であ る と いう 。

イナ・バ ン ウン は 豚 に水 を か けた 手 で 、筆者 と A の 足 元を 触 りな が ら 次

の よ う に 唱え た 。「 外へ 行 け 。彼 らが 日 本へ 帰 っ たあ と も 健 康で あ る よう

に 」。そ れ から イ ナ・バン ウ ン はジ ャ ル ポ ン（ 薪で 調 理 する 場 所）へ行 き 、

水 を 捨 て なが ら 「 彼 らが 病 気 をし な い よ うに 。 彼 らの 農 作 物 や家 畜 が増

え る よ う に」 と 唱 え た。 そ の 後、 豚 を 屋 外へ 運 び 出し た 。 こ れで ア パー

リ ン 儀 礼 は終 了 で あ る。  

 ② － 2  夜 が 明 け る と 、 豚 の 解 体 と 儀 礼 用 も ち 米 ・ テ ィ ニ バ ー ロ

t in iba l oの 調 理 が 始 ま っ た 。 集 ま っ て 来 た 近 所 の 男 性 た ち が 豚 を 押 さ え

つ け 、 喉 をナ イ フ で 切り つ け て血 を 鍋 に 流し 込 ん だ。 死 ん だ 豚を 火 であ

ぶ り 毛 を そぎ 落 と す と、 ア シ スタ ン ト の 老婆 の 指 示に 従 い な がら 注 意深

く 豚 を 解 体し て い っ た。 細 か いル ー ル が ある よ う で、 上 手 く 解体 で きな

い 若 年 男 性に 対 し て 老婆 は 何 度も 大 声 で 怒鳴 り つ けた 。 肝 臓 と腎 臓 以外

の 内 臓 は 男性 の お つ まみ と し て調 理 さ れ 、肉 は 細 かく 切 り 分 けて 参 加者

の 会 食 用 に調 理 さ れ る。 た だ し、 イ ナ ・ バン ウ ン にお 礼 と し て渡 す 特定

の 部 位 ５ 、儀 礼で 使 用す る 鼻・右耳・右 足首・し っ ぽ 、さら に家 の 玄 関

の 上 に 吊 る し て お く ト ゥ ゴ ン tugon（ 詳 細 は 後 述 ） は 調 理 せ ず に 取 っ て

おく 。  

 た ら い に入 れ ら れ た豚 の 肝 臓 と 腎 臓 は 、イ ナ ・ バン ウ ン が 吉凶 を 占う

の に 用 い られ る 。こ の時 の 結 果は 吉 兆 で あり 、筆 者と A が健 康で あ る こ
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と 、 及 び 筆者 の ゴ パ ス儀 礼 後 に、 ま た 別 の村 落 で 子ど も の ゴ パス 儀 礼を

す る こ と にな る と い う兆 し が 見ら れ た 。 占い の 後 肝臓 は 調 理 され 、 儀礼

の 中 で 使 われ る 。  

 儀 礼 を 行う 家 の 玄 関の ド ア の外 側 の 上 部に は 、ラ タ ン が括 りつ け ら れ、

そ こ に 豚 の パ ー イ ン pain（ 腹 斜 筋 で 脇 腹 の 下 方 部 ） 2 つ と フ テ ィ ッ ク

but i k（肋 間 筋 で脇 腹の 上 方 部 ）2 つ が 吊る さ れ た 。こ れ は トゥ ゴ ン と呼

ば れ 、 守 護霊 に 対 す るゴ パ ス 儀礼 の サ イ ンで あ る とい う 。  

 ② － 3 屋 外 で 豚 や も ち 米 の 調 理 が 行 わ れ る 中 、 屋 内 で は 伝 統 式 巻 き

ス カ ー ト 、ブ ラ ン ケ ット 、 ラ ウォ ッ ジ の 葉、 コ コ ナッ ツ の 葉 など が 、昨

夜 部 屋 の 上部 に 括 り 付け ら れ たラ タ ン の 紐に ひ っ かけ ら れ た 。こ れ をマ

マ ル リ ー ヤッ ト mamal l i ya t（ 語根 bal l i yat は「 始 まる 」の 意 ）と言 う 。  

 ③ い よ いよ ゴ パ ス 儀礼 の ク ライ マ ッ ク スと も 言 える バ ッ ト ーラ イ （語

意 は 不 明 ）儀 礼 の 始 まり で あ る。  

 ③ － 1 ま ず 、 シ ギ ー シ ン （ 器 を ナ イ フ で た た き な が ら 詠 唱 す る 行 為

の こ と ）が 行 われ る ため 、筆 者 と A は マ ット の 上 でイ ナ・バ ンウ ン に 背

を 向 け 、屋 外 の方 に 向い て 座 った 。筆 者 と A の背 中 の 後ろ で イナ・バ ン

ウ ン は 器 をナ イ フ で たた き な がら 詠 唱 し 、ア シ ス タン ト の 老 婆は フ ァリ

リ コ を ジ ャラ ジ ャ ラ と鳴 ら し た。  

 ③ － 2 続 い て マ カ ー ラ ッ ト makala t（ 語 意 は 不 明 と の こ と ） が 行 わ

れ た 。こ こ では 、筆 者と A が 男 性 たち の ゴン グ 演 奏に 合 わ せ て円 を 描 き

な が ら 踊 った が 、し ばら く す ると 1 人 の 男性 が 金 のイ ヤ リ ン グを 手 に持

ち 、 見 せ びら か す よ うに し て 踊り に 加 わ った 。 イ ナ・ バ ン ウ ンは そ の金

の イ ヤ リ ング を 掴 も うと し て 男性 を 追 い かけ 、 結 局、 別 の 男 性に 勢 いよ

く と び か かっ た 末 に 、そ の場 に 倒れ て し まっ た 。倒 れ る ま で の間 、イ ナ ・

バ ン ウ ン 自身 の 意 識 はな く 、 身体 は イ ナ のも の で はな い 状 態 だと い う。  
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 ③ － 3 正 午 頃 、 儀 礼 参 加 者 全 員 で 調 理 さ れ た 豚 と ご 飯 を 屋 外 で 食 べ

た （ マ ゲ ン・ シ ・ ボ ロッ ク Mangen  s i  bo lok .）。ま た 、 部 屋に 括 り 付け

て あ る ラ タン と そ こ に引 掛 け てあ る 物 が 全て 取 り 除か れ た 。  

 ③ － 4 豚 肉の 共 食後 、フ ォ サル bosal（豚 の 鼻・右耳・右足 首・し っ

ぽ の こ と ）と 豚 の 肝 臓や も ち 米を 使 用 し た過 程 が 見ら れ た 。 この 過 程は

次の 4 つ の部 分 で 構 成さ れ て いる 。 す な わち 、 ウ ポー オ ッ プ upoop（語

意 は 不 明）、ト ゥ ガ ーリ tungal i（「鼻 笛 」の 意）、マン テ ィ リオ man ti l yo

（「 ハ ンマ ー 」 の意 ）、調 理 済 みの 肝 臓 と 肉片 と も ち米 （ そ れ ぞれ バ ナナ

の 葉 で 包 まれ て い る ）の 奪 い 合い 、 で あ る。 ウ ポ ーオ ッ プ は 、コ コ ナッ

ツ ス テ ィ ック で 豚 の 鼻と 耳 の 穴を 突 き 刺 す行 為 で あり 、 風 邪 、口 が かゆ

く な る 病 気、 舌 の 病 気、 難 聴 を予 防 す る 意味 が あ るの だ と い う。 ト ゥガ

ー リ は 、 豚の し っ ぽ を鼻 笛 の よう に し て 吹く 真 似 をす る 行 為 で、 風 邪の

予 防 を 意 味す る 。豚 の足 首 を 調理 済 み の 肝臓（ 身 体 の 象徴 で ある と い う）

に 打 ち つ ける 行 為 で ある マ ン ティ リ オ は 、頭 痛 、 身体 の 痛 み を予 防 する

意味 が あ る。 そ し て 最後 に 、 肝臓 と 肉 片 とも ち 米 をイ ナ ・ バ ンウ ン とア

シ ス タ ン トの 老 婆 が 奪い 合 っ た 。これ ら 4 つの 行 為 は 、すべ てイ ナ・バ

ン ウ ン と アシ ス タ ン トの 老 婆 によ っ て 行 われ た が 、ま る で 子 ども が 遊ん

で い る か のよ う な 光 景で 、儀礼 参 加 者た ちの 笑 い に包 ま れ て 進行 さ れ た。

こ の 過 程 につ い て は 後に 考 察 を深 め る 。  

 ④ こ の 特 異 な 過 程 が 終 わ る と 、 最 後 の 儀 礼 ・ カ ル リ ー シ ン ka l l i s ing

（ 語 意 は 不明 ）が 行 われ た 。マ ット の 上 に座 っ て いる 筆 者 と A の前 に 深

皿が 10 枚 置 か れ、 筆者 は 、 左右 そ れ ぞ れの 手 で 5 枚ず つ 深 皿を 掴 み 、

右 回 り と 左回 り そ れ ぞ れ 5 回 ず つま わ し た。 そ し て最 後 に 10 枚 の深 皿

を 一 気 に 腕全 体 で 掴 み取 り 自 分の 体 の 方 へ引 き 寄 せる よ う 言 われ た 。イ

ナ ・ バ ン ウン に よ れ ば、 こ の 行為 は 今 後 お金 や 食 べ物 な ど 生 活に 必 要な
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物 を 探 し て回 ら ず に すむ よ う にと い う 意 味が 込 め られ て い る とい う 。ま

た 、 以 前 ゴパ ス 儀 礼 を経 験 し たと い う あ る老 婆 は 、自 分 の 魂 ・カ チ ュチ

ュ ワ を 取 り戻 す と い う意 味 が ある の だ と 説明 す る 。最 後 に 、 イナ ・ バン

ウ ン か ら 筆者 と A に ビー ズ の ネッ ク レ ス が与 え ら れ、そ れを 首に 巻 き つ

けた 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 -7 供 犠用 の 豚  
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写真 7 -8 ア パー リ ン儀 礼 後 にく つ ろ ぐ イナ ・ バ ンウ ン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 -9 儀 礼用 に 豚を 切 り 分け る 男 性 たち  
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写真 7 -10 玄 関 に 吊る さ れ たト ゥ ゴ ン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 7 -11 ゴ ン グ で 儀礼 の 伴 奏を す る 男 性た ち  
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写真 7 -12 2 日 目 の 儀礼 の 様 子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 7 -13 儀 礼 用 の屋 内 の 飾り  
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写真 7 -14 カ ル リ ーシ ン 儀 礼  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 7 -15 筆 者 の ファ ギ カ ータ ン を 準 備す る 男 性た ち  
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 以 上 で ゴパ ス 儀 礼 の全 過 程 が終 了 し た 。儀 礼 で 使用 し た 竹 製楽 器 には

ラ タ ン の 紐を 巻 き 付 け、 守 護 霊の 家 ・ フ ァギ カ ー タン と 一 緒 にし て おい

た 。こ の フ ァギ カ ー タン は こ れか ら 一 生 の間 、筆 者か A の家 の天 井 近 く

の 隅 に 吊 るし て お き 、肉 を 食 べる 際 に は 、必 ず 食 前に そ の 分 け前 を ファ

ギ カ ー タ ン付 近 に 供 えて お か なけ れ ば な らな い 。 さら に 、 今 後筆 者 と A

は 、ウ ナ ギ 、コ ウ モ リ 、カ エ ル 、パ イス pais（ 葬 式で 持 ち 帰 り用 に 分 配

さ れ る 肉 片）、 クリ ージ ャ オ kul idaw（ 赤色 の 川 魚の 一 種）、ト カ ゲ 、イ

ヌ を 食 べ るこ と が 禁 じら れ 、 これ ら を 口 にす れ ば 守護 霊 の 怒 りに ふ れて

病 気 に な ると い う 。 儀礼 終 了 後、 参 加 者 とイ ナ ・ バン ウ ン は コー ヒ ーを

飲 み な が ら談 話 を 楽 しん だ り 、筆 者 に カ リン ガ の 民族 衣 装 を 着せ て 写真

撮 影 会 を 開い た り し た。 ま た 、儀 礼 の 間 は禁 止 さ れて い た お 酒が 解 禁と

な っ た の で、儀 礼の 準備 や 進 行を 助 け て 下さ っ た 男性 た ち の 希望 に よ り、

筆 者 は 彼 らに お 酒 を ふる ま っ た。  

 筆 者 の ゴパ ス 儀 礼 の全 過 程 をま と め る と表 5 の よう に な り 、儀礼 が非

常 に 繁 雑 な諸 過 程 で 構成 さ れ てい る こ と が見 て と れる 。 既 述 の通 り 、通

常 ゴ パ ス 儀礼 は 病 気 を契 機 と して 行 わ れ るも の で ある が 、 筆 者の よ うに

病 気 で な くと も こ の 儀礼 を 受 け、 ゴ パ ス を持 つ こ とが で き る 。イ ナ ・バ

ン ウ ン に よれ ば 、 儀 礼の 目 的 や儀 礼 主 体 者に 関 係 なく 、 こ の 儀礼 の 過程

は 同 じ で ある と い う 。  
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1 日 目 （ 2010 年 1 月 28 日 （ 木））  

午 後 6

時頃  

① ウ ォ

ッ ジ ウ

ォッ ジ  

 

 

 

 

 

 

深夜  

1  ブー ヨ ン  守護 霊 の 決定  

2  サプ オ イ  守護 霊 の 表明  

3  ソガ  鶏 の 血 の 塗 布 （ フ ァ ギ カ ー タ ン 、 筆

者、 A に）  

4  マゲ ン・シ・チ ャイ

コッ ト  

調理 し た もち 米 の 共 食  

5  ジョ イ ジ ョイ  ラ タ ン 、 稲 、 鶏 の 取 り 付 け （ 部 屋 の

両端 上 部 ）  

6  シギ ー シ ン  マ ン ゴ ゴ パ ス の 詠 唱 （ 守 護 霊 は フ ァ

ギカ ー タ ンへ 、 筆 者 と A は健 康 で あ

るよ う に。）  

7  マゲ ン・シ・マ ノッ

ク  

調理 し た 鶏の 共 食  

8  アリ ー シ ッグ  楽器 演 奏 、健 康 を 願 うサ プ オ イ  

9  イノ チ ョ ン  楽器 演 奏 と踊 り 、豚 に対 す る 蹴り（ 病

気を 移 す ）  

2 日 目 （ 2010 年 1 月 29 日 （ 金））  

夜 明 け

前  

② ア パ

ー リ ン  

1  アパ ー リ ン  健 康 を 願 う サ プ オ イ 、 屋 外 へ の 豚 の

運び 出 し  

夜 明 け 2  豚の 解 体 と調 理（屋  
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後  

午 前 7

時頃  

外）  

・吉 凶 占 い  

・ト ゥ ゴ ン準 備  

 

玄関 ド ア 上部 へ の 肉 片の 取 り 付け  

 3  ママ ル リ ーヤ ッ ト  ラ タ ン へ の 物 （ ブ ラ ン ケ ッ ト 等 ） の

取り 付 け  

③ バ ッ

ト ー ラ

イ  

 

昼 頃  

1  シギ ー シ ン  マン ゴ ゴ パス の 詠 唱  

2  マカ ー ラ ット  マ ン ゴ ゴ パ ス の 金 の イ ヤ リ ン グ の 獲

得と 気 絶  

3  マゲ ン・シ・ボ ロッ

ク  

豚の 共 食  

 ラタ ン の 除去  ラ タ ン 、 取 り 付 け ら れ た 全 て の 物 の

除去  

4  フォ サ ル と肝 臓 、も

ち米 に よ る「 遊 び」 

 

マ ン ゴ ゴ パ ス と ア シ ス タ ン ト に よ る

「遊 び 」 の行 為  

（豚 の 鼻 、耳 、足 首 、しっ ぽ 、肝 臓、

もち 米 を 使用 ）  

④ カ ル

リ ー シ

ン  

 カル リ ー シン  深 皿 回 し と 体 へ の 引 き 寄 せ （ 筆 者 の

み）  

午 後 3

時頃  

片付 け  

 

表 5 ゴ パ ス儀 礼 の 全過 程 （ 筆者 の ゴ パ ス儀 礼 ）  
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第 3 節  ゴパ ス 儀 礼 にお け る 「遊 び 」 の 意味  

 

 本 節 で は、 前 節 で 提示 し た ゴパ ス 儀 礼 の全 過 程 のう ち 、 バ ット ー ライ

の 後 に み られ た 特 異 な過 程 に つい て 考 察 し、 そ こ に見 ら れ る マン ゴ ゴパ

ス と ア シ スタ ン ト の 老婆 に よ る「 遊 び 」 が、 儀 礼 にお け る 複 雑な 意 味の

源 泉 と な って い る こ とを 示 す 。  

 

 

（ １ ） 老 婆た ち の 「 遊び 」 に みら れ る パ ラド ッ ク ス  

 

 人 類 学 者に 一 般 的 に受 け 入 れら れ て い る「 遊 び」の定 義 は、「あ ら ゆる

年 齢 の 人 間に 特 徴 的 な行 動 で 、そ れ は 遺 伝的 に 継 承さ れ た 刺 激あ る いは

気 質 か ら 生じ 、自 発 的で 、と も かく 楽 し く、（ 時間 に お いて ）他の 行 動 と

異 な り 、真 似 ご とと か心 理 的 に超 越 し た 資質 と か をも つ の が 特徴 で あ り、

こ う い っ た特 性 の 組 み合 わ せ によ り 、 他 の行 動 と 区別 で き る 」も の であ

る と い う エ ドワ ー ド ・ ノ ー ベ ッ クに よ る も の で あ る （ Norbeck 1974：

270、 引 用 は シュ ル ツ、 他 に よる  2001： 136）。  

 「 遊 び 」で は 通 常 の時 間 の 知覚 は 止 ま り、 フ レ ーミ ン グ （ 枠付 け ）と

遊 び の フ レー ム 自 体 の中 か ら 生じ る 通 常 の生 活 の 本質 へ の 批 評と いう 2

種 類 の メ タ・ コ ミ ュ ニケ ー シ ョン の 水 準 に移 る 。 ゴパ ス 儀 礼 の最 後 に見

ら れ る 特 異 な 過 程 で は、 シ ャ ーマ ン と ア シス タ ン トの 老 婆 た ちが 子 ども

の よ う に 振る 舞 い 、 冗談 を 言 いな が ら 通 常の 生 活 空間 に お い ては 許 され

な い よ う な行 為 を す る。 こ の 光景 の 中 に は、「 遊び 」 に 見ら れる 2 種 類

の メ タ ・ コミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を見 出 す こ とが で き る。  

 「 遊 び 」に 見 出 せ る通 常 の 生活 の 本 質 への 批 評 とい う メ タ ・コ ミ ュニ
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ケ ー シ ョ ンは 、 通 常 の世 界 の 視点 が 、 経 験を 意 味 ある も の と する や り方

の ひ と つ にす ぎ な い こと を 示 して く れ る が、 こ の こと は 、 通 常と は 異な

る 現 実 の 設定 に よ っ て達 成 さ れる 。 こ こ では 、 こ のよ う な 「 遊び 」 が生

じ る 局 面 や通 常 の 生 活の 本 質 への 批 評 と いう 「 遊 び」 の 性 格 に関 わ る議

論 を 概 観 して お こ う 。  

 岩 田 慶 治は 、ホ イ ジン ガ の 遊び 理 論 を 援用 し つ つ、「 遊 び」が生 じ る 局

面 と 文 化 の関 わ り に つい て 次 のよ う に 述 べて い る 。  

   

 

 第 1 に、遊び は 日 常の 時 空 を超 え た と ころ に 成 立す る も の であ る。

文 化 と 文 化を 超 え た とこ ろ 、 聖と 俗 、 2 つの 世 界 の境 界 、 い わば 渚

の 出 来 事 であ る 。日 常が 非 日 常に 誘 惑 さ れる の か、非 日 常が 日常 に

誘 わ れ る のか 、遊び 成立 の 機 微に つ い て はま だ わ から な い が 、い ず

れ に し ろ 2 つの 世 界 の波 打 ち 際が 遊 び の 誕生 す る 場所 で あ る らし い

（ 岩 田  1986： 132）。  

 

 

 こ の 岩 田の 考 察 に よれ ば 、「 遊 び 」は 、「日 常 」 と「 非 日 常 」、「 聖 」と

「 俗 」 と いっ た 2 つ の世 界 の 波打 ち 際 に 発生 す る もの で あ る 。  

 「 遊 び 」と い う 語 は用 い て いな い も の の、 儀 礼 にお け る 「 非日 常 」と

「 日 常 」 の断 層 が も つ性 格 に つい て 説 得 力あ る 議 論を 展 開 し たの は 、ヴ

ィ ク タ ー・タ ーナ ー であ る 。階 級 的で 構 造化 さ れ た体 系 と し ての「 構造 」

と は 異 な る社 会 の 様 式と し て 、タ ー ナ ー は「 コ ミ ュニ タ ス 」 とい う 用語

を 提 示 し 、そ れ が 「 境界 的 な 時期 に 認 識 され る も ので 、 儀 礼 の長 老 たち

の 一 般 的 な権 威 に と もに 服 従 する 平 等 な 個人 で 構 成さ れ る 未 組 織 の 、あ
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る い は 仲 間集 団 と し ての 社 会 のそ れ （ 様 式） で あ る」 と 述 べ てい る （タ

ーナ ー  1996： 128）。そ し て、コミ ュ ニ タス が 生 まれ る よ う な通 常 の構

造 の 社 会 的行 動 か ら 離脱 し た 時間 と 空 間 を「 境 界 状況 ・ リ ミ ナリ テ ィ」

とし（ ib id .： 235）、その 主 要 な型 と し て 身分 昇 格 の儀 礼 と 身 分逆 転 の儀

礼 の 2 つ の型 を 提 示 した 。身分 昇 格の 儀 礼で は 、儀 礼 の主 体 ない し 修 練

者 は 、 ひ とつ の 制 度 化さ れ た 地位 の 体 系 にお い て 低い 地 位 か ら高 い 地位

へ 移 行 す るの で あ り 、逆 転 は 行わ れ な い 。一 方 、 身分 逆 転 の 儀礼 で は、

平 素 は 社 会構 造 に お いて 低 い 身分 に あ る 集 団 や カ テゴ リ ー に ある 人 たち

が 、 か れ らよ り 上 の 身分 の 人 たち に 儀 礼 的な 権 威 を行 使 す る よう に 積極

的 に 定 め られ 、 そ し て上 の 身 分の 者 は 善 意を も っ て自 分 た ち の儀 礼 的な

降 格 を 受 け入 れ な け れば な ら ない と い う（ ib id .： 237）。身 分 低き 者 を高

く し 、 身 分高 き 者 を 低く す る 身分 逆 転 の 儀礼 は 、 儀礼 参 加 者 に階 級 組織

の 原 理 な どの 構 造 の 秩序 を 再 確認 さ せ る とと も に 、構 造 や コ ミュ ニ タス

を も う 一 度正 常 な 相 互関 係 に 導く の で あ る（ ib id .： 252）。  

 タ ー ナ ーに よ れ ば 、身 分 逆 転の 儀 礼 は その 場 限 りに 許 さ れ る粗 野 な言

葉 や 行 為 を伴 う こ と が多 く 、 構 造 の 規 則 性は そ う した 不 条 理 性や 逆 説性

に よ っ て 強調 さ れ る 。そ の 場 限り に 許 さ れる 粗 野 な言 動 を と る行 為 は、

通 常 と は 異な る 現 実 を設 定 す る「 遊 び 」 の性 格 を 有し て い る 。見 慣 れな

い 現 実 が 呈示 さ れ る こと に よ って 、 儀 礼 参加 者 は 通常 の 世 界 の規 則 性を

再 認 識 し たり 、 通 常 の世 界 の 視点 が 経 験 を意 味 あ るも の と す る仕 方 のひ

と つ に す ぎな い こ と に気 づ か され た り す る。 重 要 なこ と は 、 この パ ラド

ッ ク ス が 、人 々 に 様 々な 意 味 を与 え 得 る とい う こ とで あ ろ う 。  

 次 に 、 ゴパ ス 儀 礼 の一 部 を 構成 し て い る特 異 な 過程 に お け る老 婆 たち

の 行 為 が 不条 理 性 や 逆説 性 を 呈す る 様 子 を見 て み よう 。  
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（ ２ ） 複 雑な 意 味 の 源泉 と し ての 老 婆 た ちの 「 遊 び」  

 

 前 節 で 示し た 筆 者 のゴ パ ス 儀礼 の 事 例 にお い て 特異 性 が 感 じら れ たの

は 、 バ ッ トー ラ イ の 後に 行 わ れた 過 程 で ある 。 シ ャー マ ン と アシ ス タン

ト の 老 婆 が冗 談 を 言 った り 、 通常 で は 許 され な い よう な 行 為 を行 っ たり

す る こ の 過程 に は 、 フレ ー ミ ング や 通 常 の世 界 の 本質 へ の 批 評と いう 2

種 類 の「 遊 び」の メ タ・コ ミ ュ ニケ ー シ ョン を 見 出す こ と が でき る た め、

こ こ で は その 特 異 な 時空 間 を 「遊 び 」 の 過程 と し 、そ こ に 見 られ る 行為

を 「 遊 び 」と 呼 ぶ 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 -14 「 遊 び 」に 用 い られ る 豚 の 残余 の 部 位「 フ ォ サ ル」  
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 こ こ で 再度 、 こ の 「遊 び 」 の過 程 に お ける 老 婆 たち の 行 為 をふ り 返っ

て み よ う。「 遊 び 」の過 程 は 、ウポ ー オ ップ（ コ コ ナッ ツ ス ティ ッ ク で豚

の 鼻 と 耳 の穴 を 突 き 刺す 行 為）、ト ゥ ガ ーリ（ 豚 の し っぽ を 鼻笛 の よ うに

し て 吹 く 真似 を す る 行為 ）、マン テ ィ リ オ（ 豚の 足 首 を肝 臓 に打 ち つ ける

行 為 ）、肝 臓と 肉 片 と もち 米 の 奪い 合 い で 構成 さ れ てい る 。ウ ポー オ ッ プ、

ト ゥ ガ ー リ、 マ ン テ ィリ オ に は、 豚 の し っぽ や 耳 、足 首 、 鼻 など 、 通常

は 酒 の つ まみ に す る か 、捨 て ら れる よ う な「残 余 の 部位 」が 用 い ら れ る。

そ れ ま で の意 味 に 満 ちた 儀 礼 過程 と は う って 変 わ って 、 老 婆 たち は 高い

調 子 の 甘 えた よ う な 声や リ ズ ム音 を 発 し て子 ど も のよ う に 振 る舞 っ た り、

冗 談 を 言 った り す る とと も に 、豚 の 残 余 の部 位 を 遊び 道 具 の よう に して

乱 暴 に 扱 って い た 。 通常 で は あり 得 な い 老婆 た ち の行 為 を 見 た参 加 者た

ち は 、 笑 いな が ら も 困惑 の 色 を隠 せ な い 様子 で 老 婆た ち の 「 遊び 」 を見

守 っ て い た。 そ れ で は、 こ の 過程 に お い て、 な ぜ 不条 理 性 と 逆説 性 を呈

す る 「 遊 び」 が 行 わ れた の だ ろう か 。  

 「 遊 び」が 2 つ の 世界 の 境 界に 生 じ る 出来 事 で ある と す る 岩田 の 考察

は 、 ゴ パ ス儀 礼 に お ける 「 遊 び」 の 過 程 の位 置 付 けを 考 え る 上で 示 唆に

富 む 。 ク ライ マ ッ ク スの 過 程 の後 に は 、 儀礼 を 行 った 部 屋 の 両端 上 部に

括 り 付 け てあ っ た 全 ての 「 象 徴物 」 と 言 える 物 が 取り 除 か れ 、こ の 「遊

び 」の 過 程 に 移っ て いく 。象 徴 的 な意 味 に満 ち た 数々 の 過 程 を辿 っ た 後、

「 遊 び 」 の過 程 で は 、老 年 者 の子 ど も の よう な 振 る舞 い や 、 男性 の 楽器

で あ る 鼻 笛を 演 奏 す る真 似 、 大切 に 扱 わ れる べ き 豚の 部 位 に 対す る 乱暴

な 扱 い な どの よ う に 、一 転 し てあ ら ゆ る 物事 の 意 味が 否 定 さ れる の であ

る。  

 コ ミ ュ ニタ ス を め ぐる 議 論 にお い て 、 ター ナ ー は、 身 分 の 逆転 に よっ
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て 階 級 組 織の 原 理 な どの 構 造 の秩 序 が 再 確認 さ れ るこ と を 分 析し た 。こ

の 点 で 、「 遊び 」の 過 程は 、老年 者 の子 ど も返 り や 豚の 部 位 を 用い た 乱 暴

な 遊 び な どに 見 ら れ るよ う に 、通 常 の 構 造の 社 会 的行 動 か ら 逸脱 し たコ

ミ ュ ニ タ スを 体 現 し てい る 。 こう し た 「 通常 の 構 造の 社 会 的 行動 か ら離

脱 し た 時 間と 空 間 」 は、 そ の 不条 理 性 と 逆説 性 を 通じ て 、 秩 序を 再 活性

化 す る の であ る 。  

 こ こ で 注目 す べ き 点は 、 こ うし た 「 遊 び」 の 過 程の な か に 、身 分 逆転

や 秩 序 の 混乱 に 加 え 、意 味 を 持た な い 「 意味 の 空 白」 が 表 現 され て いる

点 で あ ろ う。  

 「 遊 び」が 2 つ の 世界 の 境 界に 生 じ る 出 来 事 で ある と す る 岩田 の 考察

を 儀 礼 の 場に 置 き 換 えて み る と、 そ れ は 、儀 礼 と いう 「 非 日 常」 の 世界

と 儀 礼 後 の「 日 常 」 世界 の 境 界的 段 階 に 生じ る も ので あ る 。 非日 常 世界

に 属 す る もの で な け れば 日 常 世界 に 属 す るも の で もな い 「 遊 び」 の 過程

は 、 そ の 面白 さ に ひ きつ け ら れた 人 々 が 互い に 自 由で あ る 空 間を 生 み出

す と と も に、 象 徴 的 な意 味 と 実質 的 な 意 味の い ず れも 持 た な い「 意 味の

空 白 」 を 表し て い る と言 え る だろ う 。 こ の意 味 の 空白 と し て の「 遊 び」

の 過 程 が 、逆 説 的 で はあ る が 、儀 礼 に お ける 様 々 な要 素 の シ ンボ ル とし

て の 意 味 や日 常 世 界 にお け る 実質 的 な 意 味 を そ れ ぞれ 際 立 た せ、 ゴ パス

儀 礼 に お いて 表 現 さ れる 複 雑 な意 味 の 源 泉と な っ てい る と 考 えら れ る。  

 

 

第 4 節  まと め  

 

 本 章 で は、 パ シ ル にお け る ゴパ ス 儀 礼 の過 程 に つい て 考 察 し、 そ こに

見 ら れ る 老婆 た ち の 「遊 び 」 の過 程 に お いて 、 秩 序が 再 認 識 され る こと
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を 示 す と とも に 、 意 味の 空 白 を表 現 す る 「遊 び 」 の過 程 が 、 非日 常 世界

の 象 徴 的 な意 味 と 日 常世 界 の 実質 的 な 意 味を そ れ ぞれ 際 立 た せ、 儀 礼に

お け る 複 雑な 意 味 の 源泉 と な って い る こ とを 示 唆 した 。  

 通 常 、 病気 を 契 機 とし て 執 り行 わ れ る この ゴ パ ス儀 礼 は 、 近代 医 学を

モ デ ル と する 研 究 枠 組か ら み て「 治 療 儀 礼」 と 見 える か も し れな い 。し

か し 、 ゴ パス 儀 礼 に おい て は こう し た 分 析者 が 期 待す る よ う な「 治 療効

果 」 が 見 られ る と は 限ら ず 、 パシ ル の 人 々の 病 気 が、 近 代 医 学の そ れと

は 異 な る 知識 体 系 を 持つ も の であ る こ と 、そ し て ゴパ ス 儀 礼 が近 代 医学

の 治 療 行 為に 対 応 す るよ う な 「治 療 儀 礼 」で は な いこ と が 窺 える 。  

 次 章 で は、「 日 常 」と「 非日 常 」を つな ぐこ の「 遊 び 」の過 程に つ い て、

身 体 性 と 社会 関 係 の 視角 か ら さら に 考 察 を深 め る 。そ う す る こと で 、こ

の 過 程 が 、人 々 の 身 体性 と 社 会関 係 に お ける 「 規 範／ 反 規 範 」の 対 立軸

が 無 化 さ れ、 両 者 の 要素 が 再 調整 さ れ る 領域 と な って い る こ と、 お よび

こ う し た 領域 が 文 化 変容 の 緩 衝帯 と な っ てい る 可 能性 を 示 し たい 。  

 

 

 

 

                                                   
１  本 章 は、アジ ア 太 平 洋研 究 会 発行 の『 ア ジア 太 平 洋論 叢』第 19 号（ 2010

年 ） に 掲 載さ れ た 拙 稿「 フ ィ リピ ン ・ カ リン ガ 州 のゴ パ ス 儀 礼に お ける

『 遊 び 』」 に 修 正を 加え た も ので あ る 。  

２  ゴ パ ス儀 礼 の 全過 程の 詳 細 につ い て は 、後日 、バリ ン シ ア ガオ の あ る

男性 の ゴ パス 儀 礼 に おけ る 参 与観 察 で 得 たデ ー タ とも 照 合 し てい る 。  

３  パ ガ ーチ ェ ン とは 守護 霊 の 名前 を 指 す 。儀礼 を 受け る 男 性 に対 し て は、
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Awingan、 Iyadan、Ambatal i、Dugyawe、Adaya、Palangdao、Aggabao

の 中 か ら 、女 性 に 対 して は 、Inu gan、In dongan、I l luyon、Ul ayon、Unao

の 中 か ら 一つ 選 ば れ 与え ら れ る。  

４  通 常 、兄 弟 姉 妹で 男女 の ペ アを 作 る 。  

５  バ イ bai（ 腸 腰筋 の 一部 ）、ク ボ kubo（ お腹 の 肉）、フ ティ ック but i k

（ あ ば ら 肉の 左 側）、パ ラ ー タ ン pala tang（下 あ ご）、 ラー パ lap a（ 前

肩 の 左 側 ）を 上 か ら 順に ラ タ ンで 突 き 刺 して 、 ジ ャル ポ ン 付 近に 吊 るし

て お く 。 これ ら は イ ナ・ バ ン ウン が 帰 宅 する 際 に 持ち 帰 る が 、こ れ らを

持 ち 帰 る こと に よ っ て「 ス ピリ ッ ト（ 何 らか の 精 霊）」か ら イナ 自 身 の身

を 守 る こ とが で き る とい う 。  
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第 8 章  文 化 変 容 の緩 衝 帯 と し て の 「 中 間 的 領 域 」  

 

 

第 1 節  本章 の 目 的  

 

 第 6 章 では 、パ シ ルの 人 々 が病 気 に 罹 患し た 場 合、病因 と 関連 付 け ら

れ る 病 者 を取 り 巻 く 社会 関 係 上の 問 題 に 関し て 、 その 問 題 に かか わ る誰

か を 非 難 した い 、 あ るい は そ の問 題 を 曖 昧に し て しま い た い とい う 病者

や 病 者 の 家族 な ど の 意図 に 応 じて 、 霊 的 存在 か 西 欧医 学 概 念 の要 素 のい

ず れ か が 病因 論 に 盛 り込 ま れ るこ と を 明 らか に し、「 伝 統 」と「近 代 」の

階層 構 造 を持 つ 医 療 体系 の 中 でパ シ ル に おけ る 病 因論 を 捉 え るこ と が適

切 で は な いこ と を 指 摘し た 。 パシ ル の 人 々の 病 因 論の 組 成 プ ロセ ス の中

に は 、 身 体性 と 社 会 関係 の 揺 らぎ が 見 ら れ、 こ こ に伝 統 医 療 と近 代 医療

の 併 存 状 況を 確 認 す るこ と が でき る の で ある 。 こ のこ と は 、 身体 性 と社

会 関 係 が 交渉 さ れ る 場が ど こ かに 存 在 す るこ と を 示唆 し て い るよ う に思

わ れ る 。  

 身 体 性 と社 会 関 係 の交 渉 の 場を 模 索 す る足 掛 か りと し て 、 つづ く第 7

章 で は 、 ゴパ ス 儀 礼 の一 部 を 構成 し て い る「『 遊び 』 の 過程 」に 着 目 し、

こ の 過 程 にお い て 秩 序が 再 認 識さ れ る こ と、 お よ び意 味 の 空 白 を 表 現す

る こ の 「 遊び 」 の 過 程が 、 非 日常 世 界 の 象徴 的 な 意味 と 日 常 世界 の 実質

的 な 意 味 をそ れ ぞ れ 際立 た せ 、儀 礼 に お ける 複 雑 な意 味 の 源 泉と な って

い る こ と を示 し た 。  

 日 常 と 非日 常 を つ なぐ こ の 「『 遊 び』 の過 程 」 は、 対 立 す る 2 項の 間

に あ る 「 中間 的 領 域 」の 空 間 とし て 捉 え られ 、 こ の過 程 で は 、ム ラ の成

員 に 「 ふ さわ し い 身 体性 と 社 会関 係 」 か らの 「 ず れ」 を 老 婆 たち が 体現
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す る と い う特 異 な 行 為の 形 態 が見 出 せ る 。  

 本 章 に おけ る 第 1 の目 的 は、ゴ パ ス儀 礼の 一 部 を構 成 し て いる こ の「 遊

び 」 の 過 程に お い て 、パ シ ル の人 々 の 身 体性 と 社 会関 係 か ら の「 ず れ」

が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ る こ と に よ っ て 、 新 た な 要 素 が 付 加 さ れ な が ら

人 々 の 身 体性 と 社 会 関係 が 再 調整 さ れ る 可能 性 を 示唆 す る こ とで あ る。

老 婆 た ち が体 現 す る 「ず れ 」 は、 既 存 の もの と は 異な る 身 体 性と 社 会関

係 を 彷 彿 させ な が ら も、 既 存 の身 体 性 と 社会 関 係 とは 大 き く 矛盾 し ない

よ う な も ので あ り 、 複数 の 身 体と 社 会 関 係の 在 り 方を 人 々 が 取り 込 む余

地 を 生 み 出す 。「規 範的 な 要 素 」と「 反 規範 的 な 要素 」と が 相対 化 さ れる

この「 遊び 」の過 程 は、対 立す る 2 項の 要素 が 混 じり 合 い、交渉 し 合 う

「 中 間 的 領域 」 と し て捉 え る こと が で き るだ ろ う 。  

 こ の 領 域 は 、 外 部 から 流 入 する 、 あ る いは 導 入 され る 新 し い要 素 を吸

収 す る 場 とも な る 。 パシ ル に おけ る フ ィ ール ド ワ ーク で 得 ら れた 事 例や

デ ー タ を もと に 、 こ うし た 「 中間 的 領 域 」の 存 在 の中 に 、 近 代医 療 など

の 新 た な もの を 受 容 する メ カ ニズ ム を 見 出す こ と が本 章 の 第 2 の 目 的で

ある 。  

 

 

第 2 節  ゴパ ス 儀 礼 の「 遊 び」の過 程 に おけ る 身 体性 と 社 会 関係 の 再調

整 プ ロ セ ス  

 

（ １ ）「遊 び 」 の過 程に 現 出 する 「 ず れ 」  

 

 本 節 で は、 ゴ パ ス 儀礼 の 一 部を 構 成 し てい る 「 遊び 」 の 過 程が 、 相反

する 2 項 の要 素 が 混 じり 合 っ たり 交 渉 し 合っ た り する「中 間 的領 域 」と
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して 捉 え られ 、 こ の 過程 に お いて パ シ ル の人 々 の 身体 性 と 社 会関 係 から

の「 ず れ 」が体 現 さ れる こ と によ っ て 、新た な 要 素が 付 加 さ れな が ら 人々

の 身 体 性 と社 会 関 係 の枠 組 み が再 調 整 さ れる こ と を明 ら か に した い 。  

 第 4 章 にお い て 考 察し た よ うに 、パ シ ルの ム ラ の成 員 と し て「 ふ さわ

し い 身 体 性」に は次 のよ う な もの が あ る 。第 1 に、個 々の 身 体は 、労働

力 と い っ た形 で 親 族 や近 隣 者 と共 有 さ れ るべ き も ので あ る。第 2 に 、個 々

の 身 体 は 、そ れ ぞ れ の社 会 的 立場 ・ 性 別 をわ き ま えた 在 り 方 を呈 す るも

の で あ る 。第 3 に 、個々 の 身 体は 、親 族 、近隣 者 、動 物 と 友 好的 な 関係

を持 つ も ので あ る。第 4 に 、個 々 の 身体 は、盗 取、誹 謗中 傷 や身 体 的 暴

力 に よ っ て親 族 や 近 隣者 に 危 害を 加 え な い。  

 こ れ ら は日 常 の 生 活空 間 に おい て 「 ふ さわ し い 」と 考 え ら れて い る身

体 性 で あ ると と も に 、そ う し た身 体 性 に 準じ た 親 族関 係 を 保 つべ き であ

る と す る 社会 関 係 の 在り 方 を も示 し て い る。と は言 え、人 々 は、「 ふ さわ

し い 身 体 性と 社 会 関 係」 が 往 々に し て 実 現さ れ に くい も の で ある こ とも

充 分 に 認 識し て い る 。ム ラの 成 員 とし て「 ふ さわ し い 身体 性 と社 会 関 係」

が 人 々 に 再認 識 さ れ るの は 、 儀礼 な ど の 非日 常 空 間に お け る 、こ れ らに

反 す る よ うな 身 体 性 と 社 会 関 係の 提 示 に よっ て で ある 。 こ う した 相 反す

る 身 体 性 、そ し て 社 会関 係 の あり 方 は 、 人々 に 鮮 烈に 「 ず れ 」を 意 識さ

せ る 機 会 とな っ て い る。 以 下 では 、 ゴ パ ス儀 礼 の 「遊 び 」 の 過程 の 考察

を 通 し て 、こ の よ う な「 ず れ 」が 新 た な 要素 が 取 り込 ま れ る 仕掛 け とな

っ て い る こと を 明 ら かに し た い。  

 ゴ パ ス 儀礼 に お け る「 遊 び」の 過程 は 、次 の 4 つ の 部 分か ら成 る 。す

な わ ち 、 ①ウ ポ ー オ ップ （ コ コナ ッ ツ ス ティ ッ ク で豚 の 鼻 と 耳の 穴 を突

き 刺 す 行 為）、② ト ゥガ ー リ（ 豚 のし っ ぽを 鼻 笛 のよ う に し て吹 く 真 似を

す る 行 為）、 ③ マン ティ リ オ （豚 の 足 を 肝臓 に 打 ちつ け る 行 為）、 ④肝 臓
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と 肉 片 と もち 米 の 奪 い合 い 、 であ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8 -1 「 遊び 」 の過 程 の 様子 ①  

（ イ ナ ・ バン ウ ン （ 左） と ア シス タ ン ト のイ ナ ・ アン ゴ ー （ 右））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8 -2 「 遊び 」 の過 程 の 様子 ② （ イ ナ・ ア ン ゴー ）  

 



 174 

 

 こ れ ら の部 分 は、「フ ォ サ ル（ 豚 の し っぽ 、 耳 、足 、 鼻）」と 呼 ば れる

豚 の 残 余 の部 位 と 、 豚の 肝 臓 、肉 片 、 炊 いた も ち 米を 用 い て 、シ ャ ーマ

ン の イ ナ ・バ ン ウ ン とア シ ス タン ト の 老 婆が 行 う 。儀 礼 の そ れま で の過

程 と は 明 らか に 異 な る特 異 な 空間 を 創 出 して い た この「 遊び 」の過 程 は、

儀 礼 参 加 者た ち に 「 笑い 」 と 「困 惑 」 を もた ら す もの で あ っ た。 無 邪気

な 老 婆 た ちの 言 動 に 笑い な が らも 怪 訝 な 表情 を 浮 かべ て い た 筆者 の リサ

ー チ ア シ スタ ン ト の エレ ン に 対し て 、筆 者が こ の 過程 の 意 味 を尋 ね る と、

彼 女 は 次 のよ う に 答 えた 。  

 

 

 こ の 過 程の 意 味 は わか ら な い 。名 前 は 無い ら し いけ ど 、イ ナは「 遊

び み た い なも の 」と 言っ て た。イ ナ たち はた だ 単 に遊 ん で い るみ た

い だ よ ね 。…だ け ど 、どう し て イナ た ち が遊 ん で いる の か 、わか ら

な い 。 ど うし て な ん だろ う … 。  

 

 

こ の 過 程 を撮 影 し た ビデ オ・デ ー タに も 、「 な ん でイ ナ た ち はあ ん な に笑

って い る んだ ろ う か ねぇ … 」 とい う 儀 礼 参加 者 の 怪訝 そ う な つぶ や き声

が 収 録 さ れて い た。儀礼 参 加 者た ち の 間 に生 じ た「笑 い 」と「困 惑 」は 、

シ ャ ー マ ンと ア シ ス タン ト の 老婆 に よ っ て生 活 空 間に お い て あっ て はな

ら な い 光 景が 冗 談 を 交え な が ら演 出 さ れ たこ と に 起因 す る 。 ここ で は、

老 婆 た ち によ る こ の 演出 が 人 々に と っ て どの よ う に受 け 入 れ がた い もの

で あ る の か、 身 体 性 およ び 身 体性 と 密 接 に関 わ っ てい る 社 会 関係 の 観点

か ら 、 以 下の 4 点 に つい て 指 摘し た い 。  
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 ま ず 、 この 「 遊 び 」の 過 程 にお い て 貫 徹さ れ て いた 老 婆 た ちの 子 ども

の よ う な 無邪 気 な ふ るま い は、「 個々 の 身 体は そ れ ぞれ の 社 会 的立 場 をわ

き ま え た 在り 方 を 呈 する も の であ る 」 と する 人 々 の身 体 性 か らず れ たも

の で あ る とい う こ と であ る 。第 4 章に お いて 述 べ たよ う に、パシ ル に お

い て は 、 老年 者 は 敬 うべ き 存 在で あ る と 考え ら れ てお り 、 老 年男 性 はラ

カイ lakay、老 年 女 性は フ ァ コッ ト bakot と い う 呼称 で 呼ば れ、 若 年 者

層 と は 比 較的 明 確 に 区別 さ れ てい る 。 老 年男 性 は もめ ご と 調 停や 祝 祭な

ど の 場 で スピ ー チ を 行う な ど 重要 な 役 割 を担 っ て おり 、 ま た 、老 年 女性

は 息 を 患 部 に 吹 き 掛 け た り唾 を 塗 布 し た り す るサ プ オ イ sap -oy と 呼ば

れ る 行 為 によ っ て 人 々の 病 気 を癒 す 力 を 保有 し て いる と 考 え られ て い る。

し た が っ て、 人 々 か ら尊 敬 さ れる べ き 存 在の 老 年 者が 真 逆 の 社会 的 立場

に あ る 子 ども の よ う なふ る ま いを 見 せ る とい う 光 景は 不 自 然 なも の であ

り 、 本 来 ある べ き 年 齢階 梯 的 な身 体 の 在 り方 と は 相容 れ な い 。老 年 者に

は 老 年 者 とい う 社 会 的立 場 に 相応 し い 身 体性 の 呈 示が 求 め ら れる し 、若

年 者 に つ いて も 同 様 のこ と が 言え る だ ろ う。  

 2 点 目 は 、① ウ ポ ーオ ッ プ （コ コ ナ ッ ツス テ ィ ック で 豚 の 鼻と 耳 の穴

を 突 き 刺 す行 為 ）、②ト ゥ ガ ーリ（ 豚 の しっ ぽ を 鼻笛 の よ う にし て 吹 く真

似 を す る 行為 ）、③ マン テ ィ リオ（豚 の 足を 肝 臓 に打 ち つ け る行 為 ）の 行

為 が 、「 個 々の 身 体 は親 族 、近 隣 者、動 物と 友 好 的な 関 係 を 持つ も の であ

り 、 誹 謗 中傷 や 身 体 的暴 力 に よっ て 親 族 や近 隣 者 に危 害 を 加 えな い 」と

い う 人 々 の身 体 性 と 社会 関 係 から ず れ て いる と い うこ と で あ る。  

 イ ナ・バ ン ウ ンに よれ ば 、豚 の 部 位は 人間 の 身 体部 分 を 象 徴し て お り、

これ ら 3 つの 行 為 に は 、風 邪 、口 や 舌 の 病気 、耳 の病 気 、頭 痛 、身 体の

痛 み を 予 防で き る よ うに と の 意味 が あ る とい う 。 バラ バ ラ に され た 豚の

部 位 を 、 リズ ム 音 を 口ず さ み なが ら 叩 き つけ た り 突き 刺 し た りす る 行為
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は 、「 誹 謗 中 傷や 身 体 的暴 力 に よっ て 親 族 や近 隣 者 に危 害 を 加 えて は なら

な い 」 と いう あ る べ き人 々 の 身体 性 に 反 して い る 。誹 謗 中 傷 や身 体 的暴

力 に よ っ て、 ム ラ の 他の 成 員 に危 害 を 与 える 行 為 は、 世 間 か らの 非 難の

的 と な る ばか り で な く、 調 停 の対 象 に も なる も の であ る 。 こ の行 為 はま

た 、「 個々 の 身 体は 、親族 、近 隣 者、動 物と 友 好 的な 関 係 を 持つ も の であ

る 」 と す る人 々 の 身 体や 社 会 関係 の 在 り 方に 背 反 する も の で もあ る だろ

う 。 パ シ ルで は 、 動 物は 繊 細 で傷 つ き や すい た め 、動 物 に 対 して 冗 談を

言 う こ と はよ く な い 行為 で あ ると 考 え ら れて い る 。ま た 、 動 物を か らか

っ た り 人 間の よ う に して 遊 ば せ た り す る 行為 は 嵐 （リ ブ リボ l ib l ibo） を

呼 び 起 こ す、と いう 人々 の 信 仰も 根 強 い １ 。実 際に 、動物 に対 す る こ の

よ う な 行 為に よ っ て 嵐が 起 き たと い う 数 々の 事 例 を、 筆 者 は 人々 か ら幾

度 も 聞 か され た 。 こ こで は 、 リブ リ ボ の 一例 と し て、 バ リ ン シア ガ オ在

住 の 長 老 男 性 、 ア マ ・ ウ ニ オ （ Ama Un yo） に よ る リ ブ リ ボ に 関 す る 語

り を 紹 介 して お こ う 。  

 

 

 昔 、バ リ ン シア ガ オの 3 人 の男 た ち が 、沢 へウ ナ ギ やカ ニ を獲 り

に 出 か け た。 3 人 は 獲れ た 獲 物を 見 て、「こ の 白 いの は 僕 の もの だ 」

「 こ の 赤 い の は 僕 が も ら う 」「 こ の 黒 い の は 僕 に く れ 」 な ど と 話 し

合 い な が ら獲 物 を 分 け合 っ た らし い 。実 際に は 、獲 物 は その よう な

色 で は な かっ た の に 、 3 人は 勝 手に 獲 物 に色 を つ ける よ う な ジョ ー

ク を 言 っ たん だ よ 。  

 そ う し たら … 、 突 然、 大 洪 水が 起 こ っ てな 。 3 人 は そ の洪 水で 流

さ れ て 死 んで し ま っ た。 3 人 は それ ぞ れ 違う 場 所 へ流 さ れ て 死ん だ

ん だ け ど 、男た ち が 死ん だ 場 所に は 、そ れぞ れ の 男の 名 前 が（ 地名
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と し て ） つけ ら れ て いる ん だ よ。  

 動 物 に 冗談 を 言 っ たり し ち ゃ 、絶 対 に だめ な ん だよ 。特 に 、カエ

ル と ネ コ は危 な い ぞ 。な ぜ か はわ か ら な いけ ど ね 。  

 リ ブ リ ボを 鎮 め る ため に は 、塩 を 火の 中に 投 げ 入れ る か、リブ リ

ボ を 起 こ すよ う な 行 為を し た 人物 を 家 の 外に 出 す とい い 。  

                 （ 2011 年 1 月 30 日に 聞き 取 り。） 

 

 

 3 点 目 は 、② ト ゥ ガー リ （ 豚の し っ ぽ を鼻 笛 の よう に し て 吹く 真 似を

す る 行 為 ）に おい て 老婆 が 鼻 笛を ふ く 真 似を す る とい う 行 為 が、「 個 々の

身 体 は そ れぞ れ の 社 会的 立 場 ・性 別 を わ きま え た 在り 方 を 呈 する も ので

あ る 」 と する 人 々 の 身体 性 か らず れ て い るこ と で ある 。 パ シ ルの 男 性は

元 々 、 好 きな 女 性 の もと を 訪 ねて 求 愛 す る時 や 仕 事後 の 余 暇 の時 間 に鼻

笛 を 演 奏 して い た と いい 、 実 際に 筆 者 も パシ ル 滞 在中 に 女 性 が鼻 笛 をふ

く 姿 を 目 にし た こ と は一 度 も なか っ た ２ 。し たが っ て 、老婆 が鼻 笛 を ふ

く 真 似 を する 行 為 は 、鼻 笛 に 限ら ず 、 あ るべ き 男 性ら し さ ・ 女性 ら しさ

を 呈 す る 身体 性 や 性 によ る 分 業に 関 わ る 人々 の 身 体性 を 瓦 解 させ る もの

で あ る と 言え よ う 。  

 4 点 目 は、④ 肝 臓 と肉 片 と もち 米 の 奪 い合 い が、「 個々 の 身体 は 盗 取に

よ っ て 親 族や 近 隣 者 に危 害 を 加え な い 」とす る 人 々の 身 体 性 や、「 個 々の

身 体 は 労 働力 と い っ た形 で 親 族や 近 隣 者 と共 有 さ れる べ き も ので あ る」

と い う 身 体性 お よ び 社会 関 係 から ず れ て いる と い うこ と で あ る。 こ の場

面 で は 、 豚の 肝 臓 や 、肉 片 、 もち 米 を 次 々と 奪 い 取り 、 自 身 の身 体 の後

ろ に 隠 し たイ ナ に 対 して ア シ スタ ン ト の 老婆 が 「 返し て よ 」 と声 高 に主

張 し 、 2 人 は言 い 争 いを し た 。イ ナ ・ バ ンウ ン に よれ ば 、 豚 の肝 臓 は人
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間 の 身 体 その も の を 象徴 し て いる と い う 。し た が って 、 こ の 奪い 合 いの

行 為 に 関 して は、次 の 2 つ の 解釈 が 可 能 とな ろ う。ひ とつ は 盗取 の 行 為

で あ り 、 もう ひ と つ は労 働 力 や食 物 の 分 かち 合 い の拒 否 で あ る。  

 パ シ ル では 人 の も のを 盗 み とる 行 為 は 、世 間 か らの 非 難 の 的と な るこ

と は も ち ろん 、 調 停 の対 象 に なる も の で ある 。 実 際に は 、 盗 取の 犯 人が

特 定 で き ない た め に 、集 落 あ るい は 近 隣 集団 単 位 で神 判 ・ サ パタ が 実施

さ れ る ケ ース が き わ めて 多 い 。  

 ま た 、 労働 力 と し ての 身 体 をム ラ の 人 々と 共 有 しな い こ と や、 肉 やも

ち 米 の よ うな 食 物 を シェ ア ー しな い こ と も吝 嗇 （ ナイ ー モ ッ ト naimot）

な 行 為 で ある と し て 世間 か ら の非 難 を 浴 びる こ と にな る 。 ム ラの 生 活に

お い て 、 必要 な 時 に 食物 や 寄 付金 や 労 働 力の 提 供 とい う 形 で の助 け 合い

を 拒 否 す るこ と は 世 間か ら 受 け入 れ ら れ る行 為 で はな い 。 肉 片と も ち米

に 象 徴 さ れる 食 物 、 およ び 肝 臓に 象 徴 さ れる 労 働 力と し て の 人間 の 身体

は 、 ム ラ の人 々 に と って は 分 かち 合 う こ とが 当 然 とさ れ る も のな の であ

る。  

 あ る い は、 パ シ ル の人 々 が 元来 、 狩 猟 ・採 集 と 焼畑 農 耕 を 生業 と して

い た と い う歴 史 的 背 景を 考 慮 すれ ば 、 次 のよ う な 解釈 も 可 能 であ る かも

し れ な い 。肉 片 と も ち米 は 「 食物 」 と し ての 意 味 を越 え て 、 肉片 は 野豚

が 獲 れ る 「森 」 を 、 もち 米 は それ が 栽 培 され る 「 焼畑 」 を 、 それ ぞ れ象

徴 し て い ると 捉 え る こと が で きる 。 狩 猟 の対 象 と なる 野 生 動 物の 宝 庫で

あ る 「 森 」や 農 作 物 を栽 培 す る「 焼 畑 」 の土 地 は 、ム ラ の 人 々の 間 で共

有 さ れ る べき も の で ある と 考 えら れ て お り、 特 定 の人 物 が 独 占的 に 占有

す る こ と は容 認 さ れ ない 。 ま た、 狩 猟 や 農作 業 は 数名 か ら 成 るグ ル ープ

で 行 わ れ るも の で あ り、 親 族 や近 隣 者 と の間 で 労 働力 の 交 換 が行 わ れて

き た 。 し たが っ て 、 この 解 釈 を採 っ た 場 合で も 、 肉片 、 も ち 米、 肝 臓の
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奪 い 合 い の行 為 は 、 パシ ル の 人々 の 分 か ち合 い の 精神 に も と づく 身 体性

と 社 会 関 係に 背 反 す るも の と 言え そ う で ある 。  

 以 上 の 4 点 は 、ム ラの 成 員 に「 ふさ わ しい 身 体 性お よ び 社 会関 係 」と 、

ゴ パ ス 儀 礼の 「 遊 び 」の 過 程 にお い て 老 婆た ち が 体現 し た 身 体性 と 社会

関 係 と の 間の 齟 齬 を 示し て い る 。こ の「 遊び 」の 過 程に 現 出 する ず れ は、

通 常 な ら ば非 難 の 的 とな っ た り調 停 の 対 象に な っ たり す る 身 体性 と 社会

関 係 を イ メー ジ さ せ るも の で ある 。 で は 、ム ラ の 成員 に 「 ふ さわ し い身

体 性 と 社 会関 係 」 か らの ず れ がゴ パ ス 儀 礼の 中 の 「遊 び 」 の 過程 に おい

て ク ロ ー ズア ッ プ さ れる こ と は、 ど の よ うに 理 解 する こ と が でき る だろ

う か 。  

 

 

（ ２ ） 身 体性 と 社 会 関係 の 再 調整  

 

 ゴ パ ス 儀礼 の 「 遊 び」 の 過 程に お け る 老婆 た ち の演 出 は 、 既存 の 身体

性 と 社 会 関係 の 強 調 と儀 礼 参 加者 た ち に 対す る 新 たな 視 点 の 付与 へ と至

る こ と に よっ て 、 人 々の 身 体 性と 社 会 関 係の 双 方 に揺 ら ぎ を もた ら す。  

 「 遊 び 」の 過 程 に おい て 提 示さ れ る ず れは 、 儀 礼参 加 者 た ちを 困 惑さ

せ る 。 ム ラの 成 員 に 「 ふ さ わ しい 」 と は いえ な い 身体 と 社 会 関係 の 在り

方 を 見 せ られ た 儀 礼 参加 者 た ちの 脳 裏 に は、 本 来 ある べ き 身 体性 と 社会

関 係 が 鮮 明に 浮 上 し 、結 果 と して ム ラ 成 員に 「 ふ さわ し い 身 体性 と 社会

関 係 」 が 再認 識 さ れ るに 違 い ない 。  

 重 要 な こと は 、「 遊び 」の過 程 にお け るず れ に よっ て、新 たな 視 点 を得

た 儀 礼 参 加者 た ち が 複数 の 身 体性 と 社 会 関係 を 取 り込 む 余 地 が生 み 出さ

れ る と い うこ と で あ る。 こ の こと は 、 筆 者の ゴ パ ス儀 礼 に お いて 主 導的
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な 役 割 を 果た し て い た参 加 者 が、 儀 礼 後 に、 あ る べき 身 体 性 と社 会 関係

の 枠 組 み から ず れ た 行動 を と った 事 例 に おい て 確 認で き る 。 以下 で は、

筆 者 の ゴ パス 儀 礼 の 参加 者 で あっ た ム ラ の男 性 た ちに 関 す る 2 件 の 事例

を 見 て み よう 。  

 

 

【 事 例 ① ： 2010 年 1 月 】  

 

 筆 者 の ゴパ ス 儀 礼 が終 了 し た後 、 儀 礼 の会 場 と なっ た ア ン ティ・

ア デ ー ラ（ An ti  Ade la、仮 名 ）宅 の庭 で は数 名 の 参加 者 た ち が残 っ

て 後 片 付 けを し た り 、世 間 話を 楽 し んだ りし て い た。儀 礼に 関す る

細 々 と し た 仕 事 を 手 伝 っ て く れ た ア ン ク ル ・ デ ン デ ン （ Uncle  

Denden、 仮 名） と アン ク ル ・モ リ ー （ Uncle  Mory、 仮 名 ）は 筆 者

に お 酒 を ご馳 走 し て ほし い と 懇願 し た。その 後 、庭 で お 酒を 飲 み な

が ら 談 笑 して い た 2 人は そ の 場に 居 合 わ せた ア ン ティ・ア デ ーラ に

対 し て 次 の よ う な 冗 談 を 言 っ た 。「 ゴ パ ス 儀 礼 を し た こ と で 、 お ま

え さ ん の 家は 穢 れ た かも ね 。だ か ら、お まえ さ ん が裏 庭 で 飼 って い

る 豚 を 供 犠 し て お 清 め し た ら ど う だ い 」。 も っ と 豚 肉 を 食 べ た い と

の欲 求 から 2 人 は こ のよ う な 冗談 を 口 に した の で ある が 、こ の冗 談

が 後 に 生 じる 豚 の 問 題の 引 き 金と な っ た 。  

 そ の 数 日後 に 用 事 でア ン テ ィ・ア デー ラの 家 を 訪ね た 筆 者 は、ア

ン テ ィ の 飼っ て い た 豚が 屠 殺 され 、解体 され る 場 面に 遭 遇 し た。ア

ン テ ィ に その 理 由 を 聞い て み ると 、例 の アン ク ル たち の 冗 談 が原 因

で ア ン テ ィの 飼 っ て いる 豚 が 餌を 食 べ な くな っ た のだ と い う 。筆者

の ス テ イ 先の 家 族 は アン テ ィ・アデ ー ラ の豚 が 餌 を食 べ な く なっ た
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経 緯 を 知 った 後 、豚 など の 家 畜や 動 物 は 非常 に 繊 細で あ り、人間 の

無 礼 な 言 動 に 対 し て 傷 つ き や す い と い う こ と を 筆 者 に 教 示 し て く

れ た 。日 に 日に や せ 細っ て い く豚 を 見 た アン テ ィ はそ の 豚 が 衰弱 死

す る 前 に 殺し て し ま い 、その 肉 をム ラ の 人々 に 切 り売 り す る こと を

決 め た の であ る 。こ のよ う な 事態 が 生 じ たの は も とを 辿 れ ば 筆者 の

ゴ パ ス 儀 礼が 原 因 で ある た め、お 詫 びと して 、筆者 は ア ンテ ィに そ

の 豚 に 見 合う 額 の お 金を 支 払 った 。しか し、ず いぶ ん 後 にな って か

ら 、筆者 は その 豚 が 衰弱 し た「 真の 原 因 」を 知る こ とに な っ た 。豚

の 解 体 を 担当 し た ム ラの 男 性 たち に よ れ ば 、その 豚 の内 臓 に は無 数

の 寄 生 虫 が寄 生 し て いた た め、寄 生 虫が 原因 で 豚 は食 欲 を 失 い、衰

弱 し て い った と い う 。  

 

 

【 事 例 ② ： 2010 年 10 月 】  

 

 20 代後 半 で バリ ンシ ア ガ オ在 住 の ジ ョジ ョ（ Jo jo、仮名 ）は 、筆

者 の ゴ パ ス 儀 礼 の 準 備 か ら 片 付 け に 至 る ま で あ ら ゆ る 面 で 主 導 的

に 仕 事 を して く れ た 青年 で あ る 。筆 者 の ゴパ ス 儀 礼が 行 わ れ た数 か

月 後 、この ジ ョ ジョ に対 し て 姦通 容 疑 が 浮上 し た。ジ ョ ジ ョ は独 身

で あ る が、相 手 の女 性は 既 婚 者で 、ジョ ジョ の 母 親の 故 郷 で ある パ

シ ル の マ ヌ バ （ Manuba、 仮 名 ） と い う ム ラ の 者 で あ る 。 事 の 発 端

は 、そ の月 の あ る日 の早 朝 に、こ の 女性 が下 宿 し てい る タ ブ ック の

ボ ー デ ィ ング ハ ウ ス を訪 れ た 女性 の 夫 が 、ベ ッド で 一緒 に 寝 てい る

女 性 と ジ ョジ ョ を 発 見し た こ とで あ る。女性 の 夫 から「 何を して い

た の か 」と問 い 詰 め られ た ジ ョジ ョ は 、無言 の ま ま逃 走 し た とい う。 
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 こ の 事 態を 受 け て 、バラ ン ガ イ・バ リ ンシ ア ガ オ・ノ ル テ のバ ラ

ン ガ イ・キ ャ プ テン はジ ョ ジ ョに 真 相 を 問う た め、タ ブ ック での ジ

ョ ジ ョ の ステ イ 先 を 訪ね た 。と こ ろ が、ジョ ジ ョ はマ ニ ラ へ 発っ た

と い う の で 、 キ ャ プ テ ン は 電 話 で ジ ョ ジ ョ に 話 を き く こ と に し た 。

ジ ョ ジ ョ は女 性 と の 間の 疑 惑 を否 定 し 、マニ ラ か ら戻 っ た ら バリ ン

シ ア ガ オ で神 判・サ パタ に も 応じ る と 言 った と い う 。と こ ろ が 、ジ

ョ ジ ョ は それ 以 来 バ リン シ ア ガオ に は 戻 らず 、そ の まま 韓 国 へ出 稼

ぎ に 出 て しま っ た の であ る 。こ の た め、ジョ ジ ョ の容 疑 に 対 する 神

判 も 調 停 も行 わ れ る こと は な く、 2 人 の 疑惑 に 対 する 処 置 は とら れ

な い ま ま 保留 状 態 と なっ て い る 。韓 国 に おけ る ジ ョジ ョ の 滞 在は 不

法 な も の であ る と い い、こ のこ と は、今 後ジ ョ ジ ョが 長 年 に 亘っ て

バ リ ン シ アガ オ に 戻 らな い こ とを 意 味 し てい る 。  

 

 

 以 上 の 2 件 の 事 例 は 、筆 者 の ゴパ ス 儀 礼に 参 加 した 者 が 儀 礼後 に とっ

た 、 世 間 から の 非 難 の的 と な る行 為 に 関 する も の であ る 。  

 事 例 ① は、 豚 に 関 する ア ン クル た ち の 冗談 が 引 きが ね と な って 生 じた

騒 動 で あ る。 ア ン ク ルた ち の 行為 は 「 個 々の 身 体 は親 族 や 動 物と 友 好的

な 関 係 を 持つ も の で ある 」とす る あ るべ き身 体 性 から ず れ た もの で あ り、

実 際 、 豚 の飼 い 主 で ある ア ン ティ ・ ア デ ーラ は こ の冗 談 に 対 して 憤 慨し

て い た 。  

 事 例 ② は、 疑 惑 の 真相 は 別 とし て 、 ジ ョジ ョ が 母親 の ム ラ の出 身 者で

親 族 関 係 にあ る 既 婚 女性 と 誤 解を 招 く よ うな 行 動 をと っ た た めに 生 じた

騒 動 で あ る。 ジ ョ ジ ョの 行 為 は「 個 々 の 身体 は 親 族や 動 物 と 友好 的 な関

係 を 持 つ もの で あ る 」と す る ある べ き 身 体性 か ら 外れ る も の であ る とと
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も に 、 良 好な 親 族 関 係を 壊 し かね な い も ので あ る 。ジ ョ ジ ョ の母 親 の故

郷 で あ り 相手 の 女 性 が属 す る マヌ バ と い うム ラ は 、バ リ ン シ アガ オ と平

和 協 定 を 締結 し て い る。 平 和 協定 で は 互 いの ム ラ の協 定 保 持 者は 擬 制的

兄 弟 と み なさ れ 、彼 らを 含 む 2 つ の 親 族 集団 も 擬 制的 親 族 と して 相 互に

義 務 を 負 うこ と と な る。 し た がっ て 、 マ ヌバ の こ の女 性 は ジ ョジ ョ と親

族 関 係 に ある だ け で はな く 、 平和 協 定 上 、バ リ ン シア ガ オ の 人々 と マヌ

バ の 人 々 は擬 制 的 親 族関 係 に ある と 捉 え るこ と が でき る た め 、ジ ョ ジョ

の 行 為 は 友好 的 な 親 族関 係 を 脅か す も の であ る と いえ よ う 。  

 重 要 な こと は 、 豚 に関 す る 冗談 を 言 っ たア ン ク ルた ち や 姦 通騒 動 を起

こ し た ジ ョジ ョ が ゴ パス 儀 礼 の参 加 者 で あり 、 儀 礼の 「 遊 び 」の 過 程に

お い て あ るべ き 身 体 性と 社 会 関係 を 再 認 識し た は ずの 彼 ら が 、後 に それ

ら の 身 体 性と 社 会 関 係か ら ず れた 行 為 を とっ た と いう こ と で ある 。  

 彼 ら の 行為 は 世 間 から の 非 難を 浴 び る もの で あ るが 、 ム ラ の成 員 とし

て 「 ふ さ わ し い 身 体 性や 社 会 関係 」 か ら ずれ た 身 体と 社 会 関 係の 在 り方

は 、 人 々 の生 活 の 中 に常 に 見 出さ れ る も ので あ る 。  

 例 え ば 、性 別 に 応 じた 身 体 性を め ぐ る 変化 に つ いて 、 筆 者 がパ シ ル滞

在 中 に 確 認し た 、 有 力な 長 老 男性 ・ ラ ラ カイ の 活 躍の 場 で あ った 婚 姻儀

礼 （ パ ラ ーノ ス pa l anus） の 合議 や 政 治 的役 職 に 女性 が 加 わ り活 躍 する

と い う ケ ース も そ の ひと つ で ある 。  

 ま た 、 若年 者 と 老 年者 と の 間の 関 係 に も変 化 が 見ら れ る 。 老年 者 に敬

意 を 払 う こと を 知 ら ない 若 者 の振 る 舞 い につ い て 、筆 者 は 複 数の 老 年者

か ら 以 下 のよ う な 話 を聞 い た 。  

 

 

 昔 と 今 の若 者 の 違 いと い え ば、昔 は、女は タ ー ピス tap i s（ 巻き ス
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カ ー ト ） だ け で 下 着 は 履 い て い な く て さ 、 男 は と い う と バ ー ア ル

baal（ 褌 ）を 身 に 着 けて い た んだ よ 。妊 娠し た け ど結 婚 し な い、な

ん て い う ケー ス は な かっ た け ど、今 はシ ング ル・ペ ア レ ント（ s ing le  

parent、 子 持 ちの シ ング ル ・ ファ ザ ー や シン グ ル ・マ ザ ー を 指す ）

が た く さ んい る。わ しら が 若 かっ た 頃 は 、酒 な んか は ファ ヤ ス bayas

（ サ ト ウ キビ の ワ イ ン）を たま に 飲 める ぐら い で、ラ ラ カイ たち が

優 先 的 に 飲 む も の だ っ た ん だ よ 。 今 の 若 者 は 現 金 収 入 が あ る か ら 、

酒 も 簡 単 に買 え る よ な ３ 。  

 イ ン ナ ー ロ ム inna lom（ 女 性 に 求 愛 す る ） ４ に も 行 っ た け ど 、 相

手 の 女 の 子 の ご 両 親 に 対 す る 恥 ず か し さ み た い な も の が あ っ た よ 。

今 の 青 年 たち に は 、 そう い う 恥ず か し さ とか リ ス ペク ト （ respect）

が 見 ら れ ない な。わ しら は ラ ラカ イ の 前 を通 る 時、「 Excu se .（前 を

失 礼 し ま す ）」 と 言 っ て か ら 通 っ た し 、 ラ ラ カ イ の 目 前 を 通 る こ と

さ え 遠 慮 して い た も のだ が 、今 の 若 者は 遠慮 な し さ。親 の手 伝い も

し な い し ね。  

           （ ア マ・ ア デ ィ ンと ア マ ・ベ ロ リ ア の話 ）  

 

 

 昔 と 今 の若 者 の 違 いと 言 え ば、そ りゃ あも う 大 きく 違 っ て いる さ 。

昔 の 若 者 は父 親 の 言 うこ と に 従っ た も の だけ ど 、今 の若 者 は 言う こ

と を き か ない 。わし は親 の 言 うこ と を ち ゃん と き いて 、手伝 いも し

た か ら 、結 婚す る の が遅 く な った ん だ 。それ に 、昔 はお 年 寄 りが 重

い も の を 運ん で い る のを 見 か けた ら 、若 者が 必 ず 運ぶ の を 手 伝っ た

も の だ よ 。  

 あ と 、昔 の 若 者は 今の 若 者 みた い に 酒 に酔 っ 払 った り し な かっ た 。
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酒 は 、当時 は フ ァヤ ス以 外 に は無 か っ た けど 、それ も た まに 飲む ぐ

ら い だ っ たよ 。  

 わ し が 若か っ た 頃 は、仲 間の 間 に 大き な家 に 住 んで い る 奴 がい て 、

そ の 仲 間 の 家 で 毎 晩 の よ う に み ん な で 寝 て い た ん だ 。 マ ガ ー ロ ム

mangalom（ 女 性 に 求 愛 す る ） に 行 く 時 は 、 み ん な で 大 勢 で 行 っ た

ん だ よ 。  

                   （ ア マ ・ビ ー ナ の 話）  

 

 

 以 上 の 老年 者 た ち の話 を ま とめ る と 、 今の 若 者 には 過 剰 な 飲酒 や 老年

者 に 対 す る無 礼 な 態 度、 親 の 指示 に 従 わ ない 勝 手 気ま ま な 振 る舞 い が目

立 つ 。この こ とは 、現代 の 若 年者 の 呈 す る身 体 性 が、「 個 々 の身 体 は それ

ぞ れ の 社 会的 立 場 を わき ま え た在 り 方 を 呈す る 」 とす る 身 体 性か ら ずれ

得 る こ と を意 味 し て いる 。 若 年者 の あ る べき 身 体 性に 変 化 が 生じ る よう

に な っ た こと で 、 老 年者 と 若 年者 と の 間 の社 会 関 係に も 変 化 が見 ら れる

よ う に な って き て い ると 考 え られ る 。  

 ム ラ の 成員 に 「 ふ さわ し い 身体 性 と 社 会関 係 」 から の 逸 脱 は調 停 の対

象 と な る もの も あ る が、 世 間 から の 非 難 を浴 び な がら も 許 容 され て いる

ケ ー ス も ある 。 バ リ ンシ ア ガ オ滞 在 に お いて 、 筆 者は 、 調 停 の対 象 とな

り 得 る よ うな 行 為 に 対し て 、 何ら か の 処 罰が 下 さ れる こ と な く曖 昧 にさ

れ た い く つか の ケ ー スに 出 会 った 。こ の こと は 、「 規 範」と「 反規 範 」が

あ ら か じ め決 定 さ れ てい る の では な く 、 それ ら が 常に 調 整 さ れる 領 域が

存 在 し て いる こ と を 示唆 し て いよ う 。  

 フ ィ リ ピン ・ ル ソ ン島 北 部 に居 住 す る イロ ン ゴ ット 族 の 社 会を 対 象に

調 査 ・ 研 究 を 行 っ た レ ナ ー ト ・ ロ サ ル ド （ 1980） は 、「 未 開 社 会 」 を 予



 186 

定 調 和 的 で歴 史 を 持 たな い も のと み な す 構造 機 能 主義 的 な 視 点を 批 判 し、

イ ロ ン ゴ ット の 人 々 が歴 史 を 持ち 、 社 会 の変 動 を 繰り 返 し て きた こ とを

明 ら か に した 。 そ の よう な 社 会の 変 動 を もた ら す 要因 は 個 人 の自 発 的で

即 興 的 な 行為 で あ り 、社 会 の 中に は 「 規 範」 と も 「反 規 範 」 とも 呼 び難

い 社 会 の 構成 員 の 行 為が 現 出 する 余 地 が 存在 し 、 その 余 地 の 存在 こ そが

社 会 変 動 の要 因 に な って い る とい う ロ サ ルド の 論 考は 、 従 来 の象 徴 論に

お い て 両 義性 の 前 提 とさ れ て きた 対 立 す る 2 つの カ テ ゴリ ーを 解 除 し、

「 規 範 」 と「 反 規 範 」の 要 素 を調 整 す る よう な 「 中間 的 領 域 」を 設 定す

る 上 で 示 唆的 な も の であ る 。  

 ロ サ ル ドの 論 考 を 踏ま え る と、 社 会 の 構成 員 の 逸脱 行 為 が 生じ る 理由

は 次 の よ うな 図 式 に おい て 説 明可 能 と な るだ ろ う 。す なわ ち 、「 規 範 ／反

規 範 」の 2 項 対立 的 図式 が ゆ るん だ 両 義 的領 域 を 初め に 設 定 し、そ こか

ら対 立 する 2 項 が 秩 序づ け ら れる と い う 3 項 対 立的 図 式 で ある 。本 論文

に お い て「 中 間的 領 域 」と呼 ん で いる 、対立 す る 2 項 を つ な ぐよ う な 両

義 的 領 域 では 、ヴ ィ クタ ー・タ ーナ ー（ 1969）が論 じ た コミ ュニ タ ス に

み ら れ る よう な「反 構造 」「 反 規範 」的な 要素 が 提 示さ れ る こ とに よ っ て、

あ る べ き 「構 造 」「 規範 」 が 強調 さ れ る 。  

 し か し 、重 要 な こ とは 、 こ の「 中 間 的 領域 」 は 、全 体 的 な 秩序 の 一部

と し て 秩 序の 活 性 化 を担 う 領 域と し て で はな く 、相 反す る 2 項の 要 素が

相 互 に 交 渉し 合 う 領 域と し て 捉え ら れ る とい う こ とで あ る 。 この 「 中間

的 領 域 」にお い て は 、「 規 範」と「反 規 範 」の 各 要 素が 相 互 に 交渉 し 合っ

た り 浸 透 し合 っ た り する こ と で、 既 存 の 「規 範 」 に「 反 規 範 」的 と され

る よ う な 新た な 要 素 が付 加 さ れ、「 規範 ／反 規 範 」が 再 調 整 され て い く 。

し た が っ て、対 立す る 2 項 の 要素 が 相 対 化さ れ る「 中 間 的領 域」は 、社

会 の 構 成 員の 逸 脱 行 為の 許 容 を可 能 に す るの で あ る。  
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 こ う し た「 中 間 的 領域 」 は パシ ル の 社 会の 中 に いく つ か 見 出す こ とが

で き 、 ゴ パス 儀 礼 の 中の 「 遊 び」 の 過 程 もそ の ひ とつ と し て 捉え る こと

で き る 。 この 「 遊 び 」の 過 程 は日 常 と 非 日常 の 狭 間の 空 間 で あり 、 人類

学 に お い て論 じ ら れ る「 遊 び 」の 性 格 を 帯び た も ので あ る 。 この 過 程に

お い て 既 存の 身 体 性 と社 会 関 係か ら の 「 ずれ 」 が クロ ー ズ ア ップ さ れる

こ と に よ って 、 良 く も悪 く も 、ム ラ の 人 々が 複 数 の身 体 性 と 社会 関 係を

取 り 込 む 余地 が 生 ま れる と 考 えら れ る 。この「 ず れ 」は、「 反 規範 的 な身

体 性 と 社 会関 係 」 と 等し い も ので は な く 、そ れ ら を彷 彿 と さ せる よ うな

も の で あ り、「 規範 ／反 規 範 」を 相 対 化 する も の であ る 。  

 先 述 の 2 件 の 事 例 にお い て は 、家 畜 を 単に 食 欲 を満 た す も のや 冗 談の

対 象 と し て扱 う 身 体 性と 社 会 関係 や 、 親 族関 係 の 規律 に 囚 わ れな い 身体

性 と 社 会 関係 の 要 素 が見 出 さ れた が 、 世 間か ら の 非難 を 浴 び たり 、 調停

の 対 象 に なり 得 る も のと し て 事情 聴 取 を 受け た り しな が ら も 、許 容 され

る 範 囲 に 留ま っ た 。 この こ と から 、 ゴ パ ス儀 礼 後 に人 々 が 回 帰し て いく

先 は 、 活 性化 さ れ た 秩 序 あ る 世界 で は な く、 予 想 ので き な い 世界 で ある

こ と が 窺 えよ う 。  

 パ シ ル にお い て 近 年見 ら れ るよ う に な った と さ れる 、 上 下 関係 の 欠落

し た 老 年 者と 若 年 者 の間 の 関 係に 見 ら れ る身 体 性 や社 会 関 係 、男 性 領域

に お い て 活躍 す る 新 しい タ イ プの 女 性 の 身体 性 の 要素 な ど も 、世 間 から

の 非 難 の 的と な り な がら も 容 認さ れ て い るも の で あり 、 容 認 は社 会 の中

の 「 中 間 的領 域 」 に おけ る 「 規範 」 と 「 反規 範 」 の再 調 整 に よっ て 可能

と な っ て いる と 考 え られ る だ ろう 。  

 一 方 、社 会 の中 の「 中 間的 領 域 」が対 立す る 2 項の 要 素 の 相互 交 渉 の

場 と し て 捉え ら れ る こと か ら 、こ の 領 域 は、 外 部 から 流 入 し たり 導 入さ

れ た り す る新 し い 要 素の 受 容 を可 能 に す る仕 掛 け にも な っ て いる と 考え



 188 

ら れ る 。 次節 お よ び 第 4 節 で は、 こ の 「 遊び 」 の 過程 や 「 中 間的 領 域」

の 分 析 を 基に し て 、 外部 か ら 導入 さ れ た 近代 医 療 の受 容 メ カ ニズ ム を明

ら か に し たい 。  

 

 

第 3 節  近代 医 療 が もた ら す 身体 性 と 社 会関 係 の 揺ら ぎ  

 

 

 前 節 で は、 ゴ パ ス 儀礼 の 一 部を 構 成 し てい る 「 遊び 」 の 過 程が 、 身体

性 と 社 会 関係 の 交 渉 の場 と な る「 中 間 的 領域 」 と して 捉 え ら れる も ので

あ る こ と を、事例 に 即し て 明 らか に し た 。第 4 節 に お いて 近 代医 療 の 受

容 メ カ ニ ズム を 明 ら か に す る 前に 、 本 節 では 、 パ シル で 得 ら れた 事 例を

も と に 、 パシ ル の 人 々に と っ て馴 染 み の ない 身 体 と社 会 関 係 の在 り 方を

基 盤 と す る近 代 医 療 が、人 々の 身 体 性と 社会 関 係 を揺 る が す 様子 を 示 す。 

 

 

（ １ ） 近 代医 療 に お ける 身 体 性  

 

 日 本 の 医療 人 類 学 者の 波 平 恵美 子（ 1997）は 、近 代 医 療の 普遍 性 と 限

界 に 関 す る論 考 の 中 で近 代 医 療の 身 体 観 念の 性 質 につ い て 以 下の よ うに

述 べ て い る。  

 

 

 臨 床 生 体医 学 、い わゆ る 近 代西 洋 医 学 を基 盤 と して 発 達 し た現 代

医 学 は 、フ ラ ン スの 哲学 者 ミ シェ ル・フ ーコ ー が『 臨 床 医学 の誕 生 』
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の な か で 論じ た よ う に 、人体 の 解剖 と そ れに 基 づ く身 体 観 念 を出 発

点 と し て 発達 し た 。つま り 、人 体解 剖 は 、人 間を そ の文 化 的・社 会

的 背 景 を 抜き に し て 、生物 の 一 種で あ る“ ヒト ”と して の 特 徴を し

か も そ の 静的 な 停 止 した 状 態 にお い て 明 らか に す る 。病 気 は 生物 学

的 脈 絡 の なか で 説 明 され る よ うに な り、した が っ て、普 遍的 な治 療

方 法 が 発 達す る よ う にな る 。（ 波 平  1997： 99）。  

 

 

人 間 を 生 物の ヒ ト と して 捉 え 、身 体 の 構 造や 機 能 を普 遍 的 な もの と する

身 体 性 を 特徴 と す る 近代 医 療 は、 人 間 を 他の 個 人 から 完 全 に 切り 離 され

た 個 別 の 身体 を 持 つ 存在 と み なす 。 ま た 、近 代 医 療は そ れ が 根拠 と して

い る 医 学 理論 の 属 性 によ っ て 細分 化 さ れ がち で あ り、 医 師 は 症状 や 疾病

の 原 因 と なっ て い る 「患 部 」 に対 し て の み働 き か けを 行 う の であ る 。近

代 医 療 が 内臓 の 手 術 や放 射 線 を使 っ て の 検査 、 血 管の 中 へ 直 接薬 剤 を送

り 込 む 行 為と い う よ うな 患 者 への 侵 襲 性 の高 い 治 療法 を 採 用 して い るの

は 、そ の よう な 身体 観や 疾 病 観に 起 因 す る（ 波 平  1998： 46 -47）。そ し

て 、 侵 襲 性の 高 い 治 療法 の 採 用は 、 感 染 から 患 者 を保 護 す る ため に 患者

の 隔 離 の 必要 性 を 生 み出 す こ とに も な る 。  

 近 代 医 療の 治 療 を めぐ る 身 体性 が 普 遍 性や 細 分 化、 個 別 性 とい う 特徴

を有 し て いる こ と に 加え て 、 ミシ ェ ル ・ フー コ ー やブ ラ イ ア ン・ タ ーナ

ー に よ る 身体 管 理 を めぐ る 議 論に お い て は、 近 現 代社 会 の 国 民の 身 体は

国 民 の 生 命を 管 理 す る「 生 -権 力 」に よっ て管 理 さ れ 、近代 医 療が そ の エ

ー ジ ェ ン シー と し て 機能 し て いる こ と が 指摘 さ れ た。 近 代 医 療は 、 健康

に 関 わ る 「基 準 」 を 根拠 と し て国 民 の 私 的な 領 域 への 介 入 を 正当 化 し、

国 民 の 身 体の 管 理 を 徹底 し よ うと す る 。  
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 し か し なが ら 、 身 体の 管 理 には 必 ず 異 議や 抵 抗 が見 ら れ る ので あ り、

そ う し た 異議 や 抵 抗 は、 人 々 の身 体 性 と 社会 関 係 の双 方 に 揺 らぎ を もた

ら す 。 身 体化 さ れ た 傾向 性 と し て の ハ ビ トゥ ス 概 念に 関 す る ピエ ー ル・

ブ ル デ ュ ーの 実 践 理 論に つ い て、「前 資 本 主義 の ハ ビト ゥ ス は 資本 主 義の

ハ ビ ト ゥ スへ と 単 純 に転 換 さ れる の で は なく 、 人 びと は 異 な るハ ビ トゥ

ス の あ い だで ぎ こ ち なく 葛 藤 しな が ら も 創意 と 工 夫に 満 ち た 仕方 で 自己

調 整 し て いる 」 と 主 張す る 田 辺繁 治 の 論 考に 依 拠 すれ ば 、 田 辺の 言 う前

資 本 主 義 社会 の ハ ビ トゥ ス と 資本 主 義 社 会の ハ ビ トゥ ス の 対 比は 、 パシ

ル の 社 会 に当 て は め るこ と が 可能 で あ り 、本 論 文の テ ー マで ある「『 遊 び』

の 過 程 」 は、 ハ ビ ト ゥス の 共 存と い う 中 に見 つ か る。  

 以 下 で は、 パ シ ル の人 々 の 身体 イ メ ー ジの 断 片 を提 示 し た 上で 、 近代

医 療 の 治 療行 為 や 予 防医 学 的 行為 に 対 す るパ シ ル の人 々 の 様 々な「 反応」

に 関 す る 事例 を 提 示 し、 そ れ らに つ い て 身体 性 と 社会 関 係 の 観点 か ら考

察 を 試 み たい 。  

 

 

（ ２ ） パ シル の 人 々 の身 体 イ メー ジ  

 

 パ シ ル の人 々 が 身 体に 対 し てど の よ う なイ メ ー ジを 持 っ て いる か とい

う 点 に 関 して は 、 そ れが 言 語 化さ れ に く いと い う こと も あ り 、体 系 的な

調 査 が 難 しい 領 域 で ある 。 し かし な が ら 、長 期 に 亘っ て 人 々 と生 活 を共

に す る 中 で、身 体部 位の 語 彙 を含 む 慣 用 表現 や 死 体に 対 す る 人々 の 認 識、

民 俗 生 殖 理論 的 な 人 々の 語 り など か ら 、 断片 的 に では あ る が 人々 の 身体

イ メ ー ジ を掴 む こ と がで き た 。こ こ で は 、筆 者 が 見出 す こ と ので き た、

パ シ ル の 人々 の 身 体 イメ ー ジ を示 し て お く。  
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 パ シ ル の人 々 に と って 人 間（ ター ゴ tago）は 、身体（ ロ ン ア グ l ong-ag）

と 魂（ カチ ュ チュ ワ kadudwa）で構 成 さ れる も の であ る。身 体と 魂 は 相

互 に 影 響 を与 え 得 る もの で あ り、 人 間 存 在が 身 体 と魂 と い う よう に 完全

に 二 元 的 なも の と し て捉 え ら れて い る と は言 い 難 い。 こ の こ とは 、 死者

や 死 体 に 対す る 人 々 の認 識 か ら窺 い 知 る こと が で きる 。  

 第 4 章 にお い て パ シル の 人 々の 伝 統 的 宗教 観 を 概観 し た よ うに 、目に

す る こ と はで き な い もの の 、 魂・ カ チ ュ チュ ワ は 人間 の 身 体 と同 様 の姿

を 呈 し て おり 、 死 後 は身 体 か ら離 れ て ム ラを 徘 徊 する と 人 々 は考 え てい

る 。 死 者 は家 の 庭 に 造ら れ た 墓（ パ ン テ ィー ヨ ン pan t i yon g）に 納 めら

れ る が 、 人々 に と っ て死 者 の 身体 は 、 意 識と 個 性 を失 い 、 人 間の 形 をし

た 単 な る 物体 な の で はな い 。 死体 は 慣 例 に従 っ て 埋葬 さ れ 、 弔わ れ る必

要 が あ り 、こ れ が 完 遂さ れ て いな け れ ば 、死 者 の 魂は 何 ら か の形 で 遺族

に 不 満 を 訴え か け る とい う 。 死体 を 何 ら かの 意 思 を持 つ も の とす る よう

な 人 々 の 認識 は 、 以 下の 火 葬 に関 す る 事 例に お い て よ り 鮮 明 に確 認 する

こ と が で きる 。  

 

 

 筆 者 の リサ ー チ ア シス タ ン トの エ レ ン には 、マニ ラ で 暮ら す叔 母

さ ん が い た。ビ サヤ 出身 の 男 性と 結 婚 し 、マ ニ ラで 小 売 業を 営ん で

い た 叔 母 さん を 、エ レン は「 アン テ ィ・ダリ ヨ ナ 」と 呼 び 、慕っ て

い た 。 2010 年 、 ア ン テ ィ ・ ダ リ ヨ ナ が 病 気 で 急 死 し 、 マ ニ ラ の カ

ト リ ッ ク 教会 で 葬 儀 が営 ま れ た。問 題と なっ た の は、彼 女の 遺体 の

埋 葬 で あ る。バ リン シア ガ オ 出身 の 彼 女 の遺 体 は、バ リ ンシ アガ オ

の 人 々 に とっ て は 当 然 、バリ ン シア ガ オ の墓 に 埋 葬さ れ る べ きも の

で あ っ た 。しか し 、彼女 は 生 前 、所 属 し てい た カ トリ ッ ク 教 会に お
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い て 、自 身 が死 亡 し た場 合 に 自分 の 遺 骨 を教 会 関 連施 設 に 納 骨す る

と い う 申 し込 み を 済 ませ て い たの で あ る 。ア ン ティ・ダ リ ヨ ナの 夫

と 子 ど も た ち は 彼 女 の 意 思 を 尊 重 し た い と の 思 い か ら 遺 体 の 火 葬

を 決 め た ので あ る が 、こ の事 実 を知 っ た バリ ン シ アガ オ の 人 々は 大

変 な 困 惑 を露 わ に し 、猛反 対 し た。そ れ まで 、バ リ ンシ ア ガ オ出 身

者 が 火 葬 さ れ た と い う 前 例 は な か っ た よ う で あ る 。「 な ぜ 、 火 葬 に

反 対 な の か」と いう 筆者 の 問 いか け に 対 する 人 々 の回 答 は、例外 な

く「燃 や し てし ま っ たら か わ いそ う だ か ら 」で あ っ た。エ レ ンも 火

葬 に は 抵 抗を 感 じ て いた が 、ア ンテ ィ と 家族 の 意 思を 尊 重 す るべ き

だ と の 考 えを 示 し た 。数 日間 に 亘っ て バ リン シ ア ガオ の 人 々 の間 に

大 混 乱 を もた ら し た この 一 件 は 、結 局 、アン テ ィ・ダリ ヨ ナ と家 族

の 意 思 に よっ て 遺 体 が火 葬 さ れる こ と で 落ち 着 い た。  

 

 

こ の 事 例 にお い て 、 火葬 に よ り燃 や さ れ る遺 体 を 「か わ い そ う」 だ と考

え る 人 々 の認 識 は 、 死体 自 身 が意 識 を 失 った 単 な る物 体 で は ない こ とを

示 唆 し て おり 、 死 体 自身 が 何 らか の 意 思 を持 つ も のと し て 人 々に 捉 えら

れ て い る こと が 窺 え よう 。 こ のよ う に 、 パシ ル で は人 間 存 在 を身 体 と魂

と い う よ うに 完 全 に 二元 的 な もの と し て 捉え る こ とは 適 切 で はな い 。  

 人 間 存 在の 生 死 は 、息（ ア ーゴ ス an gos）の 有 無に よ って 区 別さ れ る 。

人 間 の 生 （ビ ヤ ッ グ b iyag） は母 体 の 中で 息 を し始 め る こ とに よ っ て始

ま る と い い、 息 を し なく な る こと は 生 の 終わ り を 意味 し て い ると い う。

人 々 の 生 殖理 論 的 認 識に お い ては 、 人 間 の生 そ の もの は 「 夫 側か ら もた

ら さ れ る」も ので あ ると さ れ てお り、こ のこ と は「（男 性 が 女性 に 人 間の

種 を ） 植 える 」 を 意 味す る 「 マン プ ー ト ット mamputot」 と いう パ シル
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語 で 表 現 され る 。 不 妊に 対 す る儀 礼 で あ るア ト ッジ atod で は、 夫 側親

族 か ら 不 妊の 妻 に 対 して ア ン テ ィ ー ク の ビー ズ ネ ック レ ス や お金 が 手渡

さ れ 、 こ の行 為 の 背 後に も 妊 娠は 夫 側 か らも た ら され る も の とい う 認識

が 潜 在 し てい る よ う に思 わ れ る。 し か し 、こ の こ とは パ シ ル の人 々 が父

系 的 な 親 族組 織 を 保 持し て い るこ と を 意 味し て い るわ け で は ない 。第 4

章 で 述 べ たよ う に 、 パシ ル に おい て 重 要 な社 会 的 単位 は 、 父 方お よ び母

方 に 等 し く広 が っ て いく 双 方 的キ ン ド レ ッド を 基 本と し て い る。  

 人 間 の 生死 が 息 の 有無 に よ って 区 別 さ れる こ と はす で に 言 及し た 通り

で あ る が、「息 」を 意味 す る「 ア ーゴ ス angos」と い う 語は 、人 々 の感 情

を 表 す 慣 用句 の 中 に も見 出 さ れる 。以 下 の 2 文 は、ア ーゴ ス を用 い た 慣

用 表 現 で ある 。  

 

 

Mans igab  nan  angos  o .  (My  brea th  i s  p a in fu l . ) 私は 悲 し い。  

 

Mambalun  angos  o .  (My breath  i s  good . )    私 は 楽 し い。  

 

 

息 そ の も のが 実 際 に 痛み を 伴 うこ と は な いが 、パシ ル 語 の慣 用表 現 で は、

悲 し み は 「私 の 息 は 痛ん で い る」 と 、 楽 しさ や う れし さ は 「 私の 息 は良

い 」 と 、 それ ぞ れ 表 現さ れ る 。  

 ま た 、 感情 を 表 す 他の 慣 用 表現 と し て 、怒 り を 表す も の に 「頭 （ ウー

ロ ulo）」 を 用い た も の（ Mansigab  nan  u l o  na .  (Hi s  head  i s  pa in fu l . )

「 彼 は 怒 って い る」）や 、楽 し さ や喜 び を 表す も の に「鼻（ オ ゴル ongol）」

を 用 い た もの （ Mai mi imis  nan  ongo l  nu .  (Your  nose  i s  smi l ing . )「 あ な
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た は う れ しい（ 楽 し い）」）も 見 られ た 。これ ら の こと か ら 、パシ ル の 人々

に と っ て 、息 を 含 め た身 体 の 部位 は 人 々 の様 々 な 感情 を 表 し 得る も ので

あ り 、 身 体を 構 成 す る単 な る 「部 品 」 と して は 捉 えら れ な い もの で ある

と 考 え ら れる 。  

 以 上 は パシ ル の 人 々 の 身 体 イメ ー ジ の 断片 に す ぎな い が 、 これ ら も念

頭 に 置 き なが ら 、 以 下で は 、 近代 医 療 が 呈す る 身 体性 や 社 会 関係 に 対し

て パ シ ル の人 々 が ど のよ う な 反応 を 示 し てい る の か、 い く つ か事 例 を挙

げ な が ら 考察 し て み たい 。  

 

 

（ ３ ） 身 体性 と 社 会 関係 の 揺 らぎ  

 

3 .1 近 代医 療 の 身 体性 に 対 する パ シ ル の人 々 の 反応  

 

 カ リ ン ガ 州 に 近 代 医 療 が 導 入 さ れ た ア メ リ カ 統 治 期 以 降 、 パ シ ル の

人 々 が 近 代医 療 を 利 用す る 機 会は 増 加 し た。 現 在 のパ シ ル の 近代 医 療環

境 は ソ フ トと ハ ー ド の両 面 に おい て 乏 し いと い う のが 実 状 で あり 、 近代

医 療 活 動 に関 し て も 人々 の 理 解が 得 ら れ ず専 門 家 たち が 苦 戦 して い る様

子 が 窺 え る。 一 方 で 、予 防 接 種の た め に 子ど も を バラ ン ガ イ ・ヘ ル ス・

ス テ ー シ ョン に 連 れ てく る 人 は多 数 見 ら れる し 、 専門 家 が 開 催す る セミ

ナ ー に も 多く の 人 々 が参 加 し てい る 。 ま た、 行 政 主催 の メ デ ィカ ル ・ミ

ッ シ ョ ン の会 場 に は 、毎 回 、 医師 の 診 察 を受 け よ うと い う 人 々が 殺 到す

る 。  

 こ こ で は、 ま ず 近 代医 療 の 医療 行 為 に 対す る パ シル の 人 々 の「 反 応」

に 関 わ る 事例 を い く つか 提 示 する 。 そ の 上で 、 身 体性 の 観 点 から そ れら
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の 事 例 を 考察 し て み たい 。  

 

 

【 献 血 】  

  

 2011 年 2 月 5 日 、筆 者 の滞 在 す るバ ラン ガ イ・バ リ ン シ ア ガ オ ・

ノ ル テ に カガ ヤ ン 州 の州 都・トゥ ゲ ガ ラ オ（ Tu guegarao）か ら看 護

師 の 一 行 が到 着 し た 。彼 らの 目 的は バ リ ンシ ア ガ オの 人 々 か らの 採

血 で あ り 、バラ ン ガ イ・ヘ ル ス・ス テ ー ショ ン（ BHS）が献 血会 場

と な っ て いた 。午 前 中に バ リ ンシ ア ガ オ 内で 別 の 聞き 取 り 調 査を 行

っ て い た 筆者 は 、正 午過 ぎ に BHSを訪 ね るこ と が でき た 。会 場で は

ま ず 、血液 検 査 と問 診に よ る 審査 が 行 わ れ、献 血希 望 者 が献 血者 の

基 準・資 格 を 満 たし てい る か どう か の 判 断が 下 さ れる 。正午 過ぎ の

段 階 で 、 約 30 名 の 人が 献 血 に訪 れ た が 、献 血 者 とし て 認 め られ て

献 血 を 行 った の は わ ず か 12 名 であ っ た 。バ リ ン シア ガ オ ・ ノル テ

と バ リ ン シア ガ オ ・ スル の 各 バラ ン ガ イ の人 口 は 、 2010 年 5 月 現

在 で 前 者 が 850 名 、 後者 が 458 名で あ り ５ 、 合計 数 1 ,308 とい う

人 口 数 か らみ る と、30 の献 血 希 望者 数 は きわ め て 少な い と 言 える だ

ろう 。  

 筆 者 は 参与 観 察 の 目的 で BHS を 訪れ てい た の であ る が 、 血液 検

査 と 問 診 の結 果 か ら「 献血 可 能 」と判 断 され 、献 血 を行 う こ とに な

っ た 。筆者 が 採 血さ れて い る 間に 献 血 に 訪れ た 人 は見 ら れ な かっ た

が 、筆 者 の関 心 をひ いた の は 、建 物 の外 から 筆 者 の採 血 の 一 部始 終

を 眺 め て いた ム ラ の 男性 た ち の様 子 で あ る 。BHS の 建 物 の外 には バ

ラ ン ガ イ・キ ャ プテ ンや 長 老 男性 た ち が 待機 し て いた が 、決 して 中
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に 入 ろ う とは せ ず、腕か ら 血 を抜 か れ て いる 筆 者 の姿 を「信 じら れ

な い 」と いう 怯 えた 目つ き で 遠巻 き に 観 察し て い たの で あ る 。筆 者

が 男 性 た ちに「献 血 をし な い ので す か」と尋 ね る と、全員 が「嫌 だ」

と 答 え た。そ の 理由 とし て 、「 怖 いか ら 」と答 え る 人も 見 ら れ たが 、

他 の 人 々 は理 由 を 口 にす る こ とな く 、苦 笑す る だ けで あ っ た 。筆 者

を か ら か うよ う な 口 ぶり で「 おま え さん が献 血 し たら 、わし もや っ

て や る よ 」と 話し て いた バ ラ ンガ イ・キ ャプ テ ン も 、結局 、献血 は

行 っ て い ない 。  

 こ の 献 血の 例 に お いて は 、採 血 に 対す る人 々 の 恐怖 心 が 見 出せ る 。

献 血 者 が 十 数 名 存 在 し た の に 対 し て 、 大 半 の 人 々 は 献 血 を 拒 否 し 、

筆 者 が 献 血 を 行 っ た こ と を 知 っ た 人 々 は 、「 血 を 取 ら れ て し ま う な

ん て 、 あ なた は 怖 く ない の 」 と筆 者 に 訊 いた 。  

 

 

【 臓 器 移 植 、 人 工 透 析 】  

 

 2009 年 5 月 、筆 者は 聞 き 取り 調 査 の ため に バ リン シ ア ガ オの ア

ン テ ィ・エ ド ナ（ Ed na、仮名 ）のお 宅 を 訪ね た 。筆 者 は この 日、彼

女 の 住 居 に 継 承 さ れ る ク シ ー シ の 守 護 霊 の 詳 細 を 聞 き た い と 考 え

て い た が、こ の 筆者 の意 に 反 して 、話題 は彼 女 の 息子 が 抱 え る深 刻

な 病 気 へ と移 っ た 。 約 70 歳 （ 当時 ） の アン テ ィ ・エ ド ナ の 子ど も

た ち の 間 には イ フ ガ オ（ I fu gao）州在 住 の息 子 が おり 、彼が 腎不 全

に 陥 っ た ため に 人 工 透析 治 療 を受 け て い ると い う 。アン テ ィ によ れ

ば 、人工 透 析は 1 カ 月に 数 回 受け る 必 要 があ り 、毎 回 、数 千 ペソ の

医 療 費 を 支払 わ な け れば な ら ない 。アン ティ・エ ド ナ は 農業 者で あ
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り 、夫 は随 分 前 に亡 くな っ て いる た め、その 医 療 費は イ フ ガ オ州 で

学 校 の 教 員 を し て い る 娘 の 給 料 や 彼 女 が 複 数 の 人 か ら 借 入 し た お

金 、親 族か ら の 援助 でま か な って い る。人工 透 析 にか か る 医 療費 を

捻 出 す る ため に 、所 有し て い た先 祖 伝 来 のビ ー ズ ネッ ク レ ス やゴ ン

グ も 売 り 払っ て し ま った 。  

 腎 不 全 に 陥 っ た 患 者 が 生 命 を 維 持 し て い く た め に 与 え ら れ る 選

択 肢 は 、人 工 透 析治 療と 臓 器 移植 で あ る 。臓 器 移植 に は 莫大 な資 金

を 要 す る が、人 工透 析を 受 け 続け る に も 多額 の 費 用が か か る 。ア ン

テ ィ に よ れば 、家族 で話 し 合 った 際 、教 員を し て いる 娘 が 臓 器移 植

に 強 く 反 対し た た め 、人 工 透析 を 息 子に 受け さ せ てい る と い い、娘

が 臓 器 移 植 に 反 対 し た 理 由 は 「 か わ い そ う だ か ら 」 で あ る と い う 。

息 子 の 人 工透 析 治 療 のた め に 資金 を か き 集め る 日 々が（ 筆 者 の知 る

限 り で は ）約 1 年 以 上続 い た が 、その 後 、そ の息 子 が 兄弟 か らの 臓

器 提 供 に よっ て 臓 器 移植 を 受 けた こ と を 筆者 は 耳 にし た 。  

 こ の 例 から は 、人 工透 析 よ りも 臓 器 移 植に 対 し て否 定 的 な イメ ー

ジ を 持 つ 一家 の 様 子 が窺 え る 。 30 代 で ある 息 子 （ 2009 年 現在 ） が

人 工 透 析 を一 生 に 亘 って 受 け 続け れ ば、その 総 額 は臓 器 移 植 にか か

る 費 用 を はる か に 上 回る こ と は想 像 に 難 くな い 。しか し 、家 族は 臓

器 移 植 に 踏み 切 る ま でに 相 当 な時 間 を 要 した の で あっ た 。  

 

 

 以 上 、 近代 医 療 の 医療 行 為 の事 例 と し て、 献 血 、臓 器 移 植 、人 工 透析

を と り 上 げ、 そ れ ら に対 す る パシ ル の 人 々の 反 応 を提 示 し た 。次 に 、こ

れ ら の 医 療行 為 を 身 体性 の 観 点か ら 捉 え 直し て み よう 。  

 【 献 血 】の た め の 採血 は 、 身体 の 一 部 とし て の 血液 を 除 去 する 行 為で
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あ る 。 そ こに は 身 体 を構 成 し てい る 身 体 部位 や 器 官の ひ と つ とし て 血液

を 捉 え る とい う 身 体 性や 、 人 間を 生 物 の 一種 の ヒ トと し て 捉 え、 身 体の

構 造 や 機 能を 普 遍 的 なも の と みな す 身 体 性の 前 提 を見 出 す こ とが で き る。 

 【 人 工 透析 】 は 、 一旦 と り 出し た 血 液 を再 び 体 内に 戻 す 行 為で あ り、

採 血 と 同 様、 そ こ に は身 体 を 構成 し て い るひ と つ の身 体 部 位 や器 官 とし

て 血 液 を 捉え る 身 体 性の 前 提 を見 出 す こ とが で き る。  

 【 臓 器 移植 】 は 機 能不 全 と なっ た 臓 器 を切 除 し 、他 者 の 臓 器を 移 植す

る 行 為 で あり 、 こ こ にも 身 体 部位 を 身 体 を構 成 す るも の と み なす 身 体性

や 、 人 間 の身 体 の 構 造や 機 能 を普 遍 的 な もの と み なす 身 体 性 の前 提 が確

認 で き る 。  

 こ れ ら 近代 医 療 が 前提 と し てい る 身 体 性を 、 事 例の 中 の 人 々の 様 々な

反 応 や 人 々の 身 体 イ メー ジ お よび 身 体 性 と照 ら し 合わ せ て 考 察し て みる

と 、 次 の よう に ま と める こ と がで き る 。  

 献 血 、 人工 透 析 、 臓器 移 植 は、 身 体 を 器官 の 集 合体 と し て 捉え る 身体

性 や 、 人 間を 生 物 の 一種 の ヒ トと し て 捉 え、 身 体 の構 造 や 機 能を 普 遍的

な も の と みな す 身 体 性を 基 盤 とし て い る とい う 点 では 共 通 し てい る が、

切 り 離 し 可能 な も の とし て の 身体 部 位 や 器官 に 対 する 働 き か け方 に おい

て は 次 の よう な 違 い が見 ら れ る。 す な わ ち、 採 血 は身 体 の 一 部と し ての

血 液 を 多 量に と り 去 って し ま うの に 対 し て、 人 工 透析 で は 一 度取 り 出さ

れ た 血 液 が再 度 、 体 内へ 戻 さ れて い く 。 臓器 移 植 は身 体 の 一 器官 と して

の 臓 器 を 切除 し 、 そ の代 替 と して 他 者 の 臓器 を 移 植す る 行 為 であ る 。  

 腎 不 全 とい う 深 刻 な状 態 に 陥っ た 男 性 の治 療 を めぐ っ て は 、母 親 や兄

弟 姉 妹 た ちが 臓 器 移 植に 抵 抗 を示 し 人 工 透析 療 法 を選 択 し た が、 そ の理

由 の ひ と つと し て 、 いず れ も 身体 部 位 を 、身 体 を 構成 す る 部 品で あ り、

切 り 離 し 可能 な も の と捉 え る 身体 性 を 背 景と し て いる も の の 、人 工 透析
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に お け る 身体 部 位 に 対す る 働 きか け 方 の 方が 、 臓 器移 植 に お ける そ れよ

り も 受 け 入れ や す い もの だ っ たこ と が 考 えら れ る 。人 工 透 析 は身 体 の一

部 と し て の血 液 を 完 全に 身 体 から 取 り 除 いて し ま うも の で は ない 。 しか

し 、 身 体 部位 と し て の血 液 が 多量 に 取 り 去ら れ る こと に な る 献血 、 およ

び 切 除 に よっ て 身 体 部位 を 身 体か ら 完 全 に切 り 離 して し ま う 臓器 移 植 は、

人 々 に と って よ り 抵 抗の 大 き いも の で あ った と 考 えら れ る 。  

 身 体 の 構造 や 機 能 を普 遍 的 なも の と み なす 身 体 性や 、 身 体 を器 官 の集

合 体 と 捉 え、 身 体 部 位や 器 官 を身 体 か ら 切り 離 し 可能 な も の とみ な す近

代 医 療 の 身体 性 や、身体 に 対 する 侵 襲 性 の高 い 医 療行 為 は、パシ ル の 人々

の 身 体 イ メー ジ や 身 体性 か ら ずれ た も の であ る 。 先述 の よ う に、 パ シル

の 人 々 に とっ て 身 体 や身 体 部 位は 、 人 々 の様 々 な 感情 や 意 思 を表 し 得る

も の で あ ると と も に 、身 体は 、「 身体 的 暴 力に よ っ て親 族 や 近 隣者 に 危害

を 加 え な いも の 」 だ から で あ る。  

 こ の こ とと 関 連 し て、 先 に 提示 し た 筆 者の リ サ ーチ ア シ ス タン ト の叔

母 さ ん の 火葬 の 事 例 にお い て も、 死 者 の 遺体 を 何 らか の 意 思 を持 つ もの

と み な す よう な 人 々 の身 体 イ メー ジ と 、 人間 の 形 を持 ち な が ら意 思 や個

性 を 喪 失 した 物 体 と して 死 体 を捉 え る 近 代医 療 の 身体 性 と の 間の ず れ が、

人 々 の 間 に混 乱 を も たら す 様 子が 窺 え た 。こ の よ うに 近 代 医 療が 呈 する

身 体 性 は 人々 の 身 体 性か ら の ずれ た も の では あ る が、 人 々 が 受容 を 断固

と し て 拒 否す る ほ ど 異質 な も のと は い え ない 。 先 の事 例 の 中 に確 認 でき

る よ う に 、困 惑 し な がら も 、 自分 た ち の もの と は 異な る 身 体 性を 前 提と

す る 医 療 行為 や 埋 葬 法を 受 け 入れ る 人 々 も存 在 す るの で あ り 、そ こ には

人 々 の 身 体性 の 揺 ら ぎを 見 出 すこ と が で きる だ ろ う。  

 次 に 、 身体 性 と 密 接に 関 連 する 社 会 関 係に つ い て、 近 代 医 療に お ける

社 会 関 係 の在 り 方 と それ に 対 する パ シ ル の人 々 の 反応 を 提 示 して お こ う。 
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3 .2 近 代医 療 に お ける 社 会 関係 に 対 す るパ シ ル の人 々 の 反 応  

 

 近 代 医 療に お い て は治 療 者 と患 者 と の 関係 は 一 対一 の 閉 ざ され た 関係

で あ り 、 患 者 の 家 族 が そ れ に 参 与 す る だ け で あ る （ 波 平  1997： 213）。

こ の よ う な治 療 者 と 患者 と の 閉ざ さ れ た 関係 の 在 り方 は 、 パ シル の 人々

に と っ て 馴染 み の な いも の で ある 。  

 2011 年 現 在、パ シ ルに は 1 名の 医 師 が パシ ル の 中心 部 で あ るバ ラ ンガ

イ ・ ギ ナ ア ン の RHU（ Rura l  Heal th  Un i t、ル ー ラ ル・ ヘ ル ス・ ユ ニ ッ

ト ） に 常 駐し て い る が、 病 者 が医 師 の 診 察の た め にギ ナ ア ン まで 山 道を

数 時 間 か けて 歩 く こ とは 大 変 な困 難 を 伴 う ６ 。ま た、R HUに は十 分 な 医

療 器 具 ・ 機器 や 医 薬 品が 揃 っ てお ら ず 、 症状 に よ って は 満 足 のい く 治療

を 受 け る こと が で き ない 。そ の ため 、診 察や 治 療 の際 に は 、パシ ル の 人々

は 州 都 の タブ ッ ク の 病院 へ 赴 くの が 一 般 的で あ る 。ギ ナ ア ン に常 駐 する

医 師 は パ シル の バ ラ ンガ イ ・ マロ ク サ ッ ドの 出 身 であ り 、 人 々の 中 には

彼 と 親 族 関係 に あ る 者も 存 在 する が 、 タ ブッ ク の 病院 の 大 半 の医 師 はパ

シ ル の 人 々と 親 族 関 係に あ る わけ で は な い。 多 く のパ シ ル の 人々 に とっ

て は 、 タ ブッ ク で 掛 かる 医 師 を選 択 す る 際の 基 準 とし て 、 医 師の 評 判の

良 し 悪 し に加 え て 、 医師 と 自 己と が 親 族 関係 で 辿 れる 間 柄 で ある か どう

か が 重 要 とな る 。 こ のこ と か ら、 親 族 関 係の 欠 落 した 医 師 と 患者 の 関係

の 在 り 方 に対 し て は 、多 く の 人々 が 抵 抗 を感 じ て いる よ う に 見受 け られ

る。  

 ま た 、 医師 と 患 者 が一 対 一 で向 か い 合 って 対 話 をす る 診 察 形式 も 、パ

シ ル の 人 々に と っ て はあ ま り 馴染 み の な いも の で ある 。 パ シ ルに お ける
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BHS（ Barangay  Heal th  Stat i on、バラ ンガ イ・ ヘ ルス・ ス テー シ ョ ン）

の 診 察 で は、 看 護 師 や助 産 師 と患 者 は 形 式上 、 互 いに 向 き 合 って 椅 子に

腰 を か け る。し か し 、看 護 師・助 産 師 と 患者 の 周 囲に 、BHS に立 ち 寄っ

た 近 所 の 人々 が 好 み の格 好 で 好み の 位 置 に腰 を か け、 他 者 の 診察 に 首を

突 っ 込 ん だり 、 噂 話 に花 を 咲 かせ た り す るこ と は 決し て 稀 な こと で はな

い。 B HS に 常 駐す る看 護 師 ・助 産 師 と BHS を 訪 れ る人 々は 、 通 常、 親

族 関 係 に あり 、 時 に はム ラ の 住人 同 士 で もあ る 。 筆者 は 数 カ 月間 に 亘っ

て BHS に 常駐 し 、 参与 観 察 や聞 き 取 り 調査 を 行 った が 、 診 察に お ける

「 そ の 他 大勢 」 の 人 々の 介 入 や世 間 話 に 対し て 、 患者 と 看 護 師た ち が嫌

悪 感 を 露 わに す る よ うな 事 態 には 一 度 も 遭遇 し な かっ た 。そ れど こ ろ か、

筆 者 の 目 には 、 患 者 も看 護 師 たち も 診 察 に無 関 係 な人 々 の 介 入や 彼 らと

の 会 話 を 楽し ん で い るよ う に さえ 映 っ た 。  

 さ ら に 、年 齢 階 梯 的な 上 下 関係 を 抜 き にし た 近 代医 療 に お ける 専 門家

と 患 者 と の間 の 関 係 も、 パ シ ルの 人 々 の 社会 関 係 の在 り 方 と は異 な るも

の で あ る 。近 代 医 療 にお い て は、 患 者 は 「医 師 」 や「 看 護 師 」の 肩 書を

持 つ 医 療 の専 門 家 の 指示 に 当 然、 従 う べ きで あ る と考 え ら れ てい る 。パ

シ ル の 医 師は 30 代 前半 （ 2011 年 現在 ）の 男 性 であ り 、 看 護師 や 看 護助

手 た ち も 比較 的 若 い 女性 が 多 いが 、 彼 ら は患 者 に 対し て 時 に 厳し い 対応

を と る こ とが あ る 。 とり わ け 、医 師 の 指 導に 従 わ ない 患 者 に 対し て は、

医 師 た ち が厳 し く 再 指導 を 行 う。 こ の よ うな 専 門 家と 素 人 と いう 社 会関

係 の 在 り 方は 、 若 年 者は 老 年 者に 従 属 す るべ き だ とい う 、 パ シル の 人々

の 社 会 関 係の 在 り 方 とは 相 容 れな い 。BHS を 訪 れる 患 者 に男 性や 老 年 男

性 が き わ めて 少 な く 、大 半 が 女性 や 子 ど もで あ る とい う 事 実 は、 年 齢階

梯 的 な 要 素を 無 視 し た近 代 医 療の 社 会 関 係の 在 り 方と 、 人 々 の馴 染 みの

あ る 社 会 関係 と の 間 の齟 齬 を 反映 し て い ると 考 え られ る 。  
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 以 上 み てき た よ う に、 近 代 医療 の 中 に 見出 す こ との で き る 社会 関 係の

在 り 方 、 すな わ ち 、 医療 の 専 門家 と 患 者 の一 対 一 の閉 ざ さ れ た関 係 は、

親 族 関 係 や年 齢 階 梯 的な 上 下 関係 を 基 盤 とす る 、 パシ ル の 人 々の 社 会関

係 の 在 り 方か ら ず れ たも の で ある 。 こ う した ず れ に対 す る 人 々の 反 応は

一 様 で は なく 、 両 者 のず れ を 受け 入 れ た り、 上 手 く利 用 し た りす る 人々

が 存 在 す る一 方 で 、 抵抗 を 示 す人 も 見 ら れる 。 ず れは 、 人 々 の社 会 関係

の 在 り 方 を揺 る が し たり 、 新 たな 要 素 の 受容 に 用 いら れ た り する の であ

る 。 診 察 に対 し て 消 極的 な 男 性（ と り わ け老 年 男 性） の 存 在 や、 医 師た

ち の 指 導 に従 わ な い 人々 の 態 度は 、「 医 療の 専 門 家と 患 者 」とい う 社 会関

係 の 在 り 方に 対 す る 一種 の 抵 抗の 形 で あ ると 理 解 する こ と も でき る だろ

う。  

 以 下 で は、 近 代 医 療に よ る 身体 の 管 理 とい う 側 面に 着 目 し 、そ れ に対

す る 異 議 や抵 抗 を 含 めた 、人々 の 様 々な 反応 に 関 する 事 例 を 提示 し た い。

そ う す る こと で 、 そ こに 人 々 の身 体 性 と 社会 関 係 の揺 ら ぎ が 見出 せ るこ

と を 指 摘 する 。  

 

 

3 .3 近 代国 家 の 身 体管 理 に 対す る パ シ ルの 人 々 の反 応  

 

 近 代 国 家の「 生 -権力 」の エ ー ジェ ン シー と し ての 近 代 医 療は 、健 康 に

関 わ る 「 基準 」 を 根 拠と し て 国民 の 私 的 領域 へ の 介入 を 正 当 化し 、 国民

の 身 体 の 管理 を 行 う もの で あ り、 パ シ ル にお い て も人 々 の 私 的領 域 に対

す る 近 代 医療 の 専 門 家の 様 々 な「 干 渉 」 を見 出 す こと が で き る。  

 パ シ ル の看 護 師 や 助産 師 の 仕事 は 、 B HS に おけ る 診 察に 留ま ら な い。

看 護 師 た ちは 定 期 的 に患 者 の 自宅 を 巡 回 し、 薬 の スト ッ ク が ある 場 合に
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は 患 者 に 無料 で 配 布 する と と もに 、食事 等に 関 す る細 か な 指 示を 与 え る。 

 例 え ば 、胃 潰 瘍 を 患う 人 に 対し て は 、 お酒 、 コ ーヒ ー 、 唐 辛子 の 飲食

を 控 え る よう に と の 指示 が な され る が 、 指導 に 従 わな い 患 者 に対 し ては

再 度 、 指 示を 促 す 。  

 パ シ ル では 高 血 圧 に悩 む 人 も多 数 見 ら れる 。 看 護師 た ち は 高血 圧 に悩

む 患 者 に 対し て 、 食 事に お け る塩 分 の 摂 取を 控 え るよ う に 教 示し た り、

農 作 業 に 精を 出 し す ぎる こ と のな い よ う にと 注 意 を促 し た り する 。  

 予 防 医 学の 領 域 に おい て は 、専 門 家 に よる 住 民 対象 の セ ミ ナー が 定期

的 に 開 催 され 、 家 族 計画 に 関 わる 指 導 や 栄養 学 的 知識 の 教 示 、マ ラ リア

防 止 の た めの 蚊 帳 の 配付 な ど が促 進 さ れ てい る 。  

 こ の よ うな 生 活 習 慣に 関 わ る専 門 家 た ちの 細 か な指 導 に 対 する 人 々の

反 応 は 実 に様 々 で あ る。 専 門 家た ち の 指 示に 従 っ て、 刺 激 が 強い と され

る コ ー ヒ ーの 代 わ り に山 で 採 れた 植 物 の 葉（ 植 物 の学 術 名 称 は不 明 ）を

煮 出 し た お茶 を 常 飲 する よ う にな っ た 人 、乳 幼 児 には 煮 沸 済 みの 水 を飲

ま せ る よ うに し て い る人 、 栄 養価 の 高 い 卵を 料 理 に使 う よ う 心が け てい

る 人 、 避 妊具 の 使 用 など に よ って 計 画 的 な妊 娠 ・ 出産 を 図 る 人、 食 後に

歯 磨 き の 習慣 を 持 つ 人、 マ ラ リア 対 策 の ため に 夜 間の 就 寝 時 は蚊 帳 を用

い る よ う 努め る 人 な どが 見 ら れる よ う に なっ た 。  

 一 方 で 、専 門 家 た ちの 指 導 に従 わ な い 人々 も 見 出す こ と が でき る 。喫

煙 や 飲 酒 をや め な い 人、 お か ずに 唐 辛 子 や塩 、 化 学調 味 料 を たっ ぷ りと

加 え る 人 、休 暇 を と らず に 農 仕事 に 集 中 する 人 、 薬を 飲 む 回 数や 量 を守

ら な い 人 、蚊 帳 を 使 用し な い 人、 自 分 が 看護 師 か ら処 方 さ れ た薬 を 他者

に あ げ て しま う 人 な どで あ る 。例 え ば 、 胃潰 瘍 を 患う 患 者 の 中に は 、飲

酒 を や め るこ と が 困 難な 男 性 も多 く 、 彼 らは 看 護 師か ら 「 な ぜ飲 酒 をや

め な い の か」 と 厳 し く問 い 詰 めら れ る こ とに な る 。中 に は 、 看護 師 の指
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導 に 従 わ ない た め に 胃潰 瘍 の 症状 が 悪 化 して 死 亡 に至 っ た ケ ース も 見ら

れた 。  

 パ シ ル の BHS で は可 能 な 限り 無 料 で 医薬 品 を 配布 し て い るた め 、医

薬 品 を 処 方し て も ら うた め に BHS を 訪 れる 患 者 は多 数 確 認 でき る 。医

薬 品 の 処 方は 医 師 や 看護 師 、 助産 師 の 診 察を 受 け るこ と が 前 提と な って

お り 、 患 者は 診 察 に おい て は 症状 や 疾 病 に応 じ て 生活 習 慣 に 関わ る 指導

も 受 け る こと に な る 。し か し 、そ う し た 指導 に 従 うか ど う か の判 断 は専

ら 患 者 に 委ね ら れ て いる の で あり 、 患 者 の私 的 領 域へ の 専 門 家た ち の介

入 に は 限 界が あ る と 言え る 。生 活 習 慣に 関わ る 専 門家 の 細 か な指 導 を「 身

体 の 管 理 」と し て 捉 える な ら ば、 専 門 家 が掲 げ る 「健 康 の 基 準」 か ら外

れ た 人 々 の行 為 は 「 身体 管 理 に対 す る 異 議・ 抵 抗 」と み る こ とが で き、

こ こ に も 人々 の 身 体 性と 社 会 関係 の 揺 ら ぎを 見 出 すこ と が で きよ う 。た

だ し 、 こ うし た 人 々 の抵 抗 は 近代 医 療 に 対す る 強 い拒 否 と い うよ り 、そ

れ を 受 け 入れ な い 人 も存 在 す ると い う こ とを 意 味 して い る と 考え ら れ る。 

 以 上 、 近代 医 療 に おけ る 身 体性 や 社 会 関係 、 身 体の 管 理 の 側面 と 、そ

れ ら に 対 する パ シ ル の人 々 の 反応 を 、 フ ィー ル ド ワー ク で 得 られ た 事例

や デ ー タ に即 し て 示 した 。 近 代医 療 は 、 人間 を 他 の個 人 か ら 完全 に 切り

離 さ れ た 生物 学 的 な 存在 と し て捉 え 、 人 間の 身 体 の構 造 や 機 能を 普 遍的

な も の と 考え た り 、 身体 を 器 官の 集 合 体 とみ な し たり す る 身 体性 、 およ

び 専 門 家 と患 者 の 一 対一 の 閉 ざさ れ た 社 会関 係 を 基盤 と し て いる 。 近代

医 療 の 導 入に 伴 い 、 パ シ ル の 人々 は 馴 染 みの な い 身体 や 社 会 関係 の 在り

方 に 触 れ る機 会 を 持 つよ う に なっ た 。 し かし 、 外 部か ら 流 入 して き た新

し い 身 体 性や 社 会 関 係に 対 し て、 人 々 は ただ 受 動 的に 適 応 し 、既 存 の身

体 性 と 社 会関 係 を 喪 失し て い くわ け で は ない 。 人 々の 中 に 見 出せ る 「既

存 の 身 体 性お よ び 社 会関 係 」 と「 新 し い 身体 性 お よび 社 会 関 係」 の 共存
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に は 、 双 方の 要 素 の 相互 交 渉 が確 認 で き るの で あ る。  

 次 節 で は、 ム ラ の 成員 と し て「 ふ さ わ しい 身 体 性や 社 会 関 係」 か らの

ず れ を 呈 する 近 代 医 療が ど の よう に し て 人々 に 受 容さ れ る の か示 し た い。 

 

 

第４ 節  近代 医 療 の 受容 メ カ ニズ ム  

 

 前 節 で は、 近 代 医 療が 前 提 とす る 身 体 性と 社 会 関係 が 、 パ シル の 人々

の 身 体 イ メー ジ や 身 体性 、 社 会関 係 の 在 り方 か ら ずれ た も の であ り 、そ

の ず れ に よっ て 、 人 々を 困 惑 させ 、 人 々 の身 体 と 社会 関 係 の 在り 方 を揺

る が す こ とを 示 し た 。人 々 の もの と は 異 なる 身 体 性と 社 会 関 係の も とに

成 立 し て いる 近 代 医 療は 、社 会 の中 の「 中間 的 領 域 」に 一 旦 、吸収 さ れ、

「 規 範 的 な身 体 性 と 社会 関 係 」の 要 素 と の相 対 化 を経 て 、 人 々に 取 り込

ま れ る こ とが 可 能 で ある 。  

 こ こ で 再度 、社 会 の中 の「 中間 的 領 域 」と し て の、ゴ パ ス 儀礼 の「『遊

び 』 の 過 程」 を 振 り 返っ て み よう 。 ゴ パ ス儀 礼 の 「『 遊 び』 の過 程 」 は、

パ シ ル の 人々 の 身 体 性と 社 会 関係 か ら の 「ず れ 」 がシ ャ ー マ ンと ア シス

タ ン ト の 老婆 た ち に よっ て ク ロー ズ ア ッ プさ れ る とい う 特 異 な過 程 であ

る 。 バ ラ バラ に さ れ た豚 の 部 位や 器 官 を 乱暴 に 扱 って 遊 ぶ と いう 老 婆た

ち の 行 為 は、 パ シ ル の人 々 の 身体 性 と 社 会関 係 か らの ず れ を 表現 し たも

の で あ り、「 反 規 範 的な 身 体 性と 社 会 関 係 」を彷 彿 さ せる も ので あ る と言

え る 。儀 礼 参 加者 を 困惑 さ せ るこ の ず れ によ っ て、「 規 範 的 な身 体 性 と社

会 関 係 」 と「 反 規 範 的な 身 体 性と 社 会 関 係」 を 類 別す る よ う な軸 は 無化

さ れ る 。 この こ と は 、両 者 が 相対 化 さ れ 、複 数 の 身体 と 社 会 関係 の 在り

方 を 人 々 が取 り 込 む 余地 が 生 み出 さ れ る こと を 示 唆し て い よ う。  
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 興 味 深 いこ と に 、 この 過 程 に見 ら れ る 「遊 び 」 の中 に は 、 近代 医 療が

基 盤 と し てい る よ う な身 体 性 およ び 社 会 関係 を 前 提と す る 行 為を 見 出す

こ と が で きる 。 バ ラ バラ に さ れた 豚 の 部 位や 器 官 を粗 野 に 扱 う老 婆 たち

の「 遊 び」は、「 友 好 的な 親 族 関係 や 社 会 的立 場 に 応じ た 関 係 性が 欠 落し

た 社 会 関 係」と、「 身 体や 身 体 部位・器 官 から 人 々 によ る 様 々 な意 味 づ け

を 取 り 去 り、 そ れ ら を単 な る 物体 と し て 捉え る 身 体性 」 を イ メー ジ させ

る。  

 パ シ ル の人 々 の 身 体性 と 社 会関 係 か ら ずれ た 身 体性 と 社 会 関係 を 基盤

と す る 近 代医 療 が 人 々に 受 容 され 得 る の は、「『 遊 び』 の 過 程 」が 生 み出

す 、「 複 数の 身 体 と 社会 関 係 の在 り 方 を 人々 が 取 り込 む 余 地 」に よっ てで

あ る 。「『遊 び 』の 過 程」の よう な 社 会の 中の「 中間 的 領 域」は、「規 範 ／

反 規 範 」 の要 素 が 浸 透し 合 っ たり 、 交 渉 し合 っ た りす る こ と によ っ て両

者 の 枠 組 みが 再 調 整 され る 領 域で あ り、「反 規 範 的な 身 体 性 と社 会 関 係」

を 人 々 が 内部 化 す る 余地 を 生 む領 域 で あ るた め に 、近 代 医 療 をは じ め、

外 部 か ら 流入 し た り 導入 さ れ たり す る 新 しい も の を吸 収 す る 「文 化 変容

の緩 衝 帯 」と な っ て いる と と もに 、 場 合 によ っ て ムラ 成 員 の 逸脱 行 為が

許 容 さ れ る仕 掛 け に もな っ て いる と 考 え られ る 。  

 

 

 

 

                                                   
１ 熊野（ 2010）は、「 人間 界 と 動物 界 と の 交錯 が 雷 鳴と 稲 妻、雷雨 を 呼 び

大 洪 水 を おこ す と 畏 れら れ た 」と す る オ フォ ル ソ ンに よ っ て 提示 さ れた

フ ィ リ ピ ン・ 中 部 レ イテ 島 付 近の パ シ ジ ャン 島 の 神話 を 引 用 しな が ら、

フ ィ リ ピ ンに お け る 雷神 信 仰 につ い て 触 れて い る 。  
２ パ シ ル で は 、 男 性 が 鼻 笛 を 日 常 的 に 演 奏 す る と い う 光 景 は す で に 見 ら

れ な く な って お り 、 現在 、 男 性た ち に 人 気の 楽 器 とい え ば 低 地か ら 入っ
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て き た フ ォー ク ギ タ ーで あ る 。あ る 時 、 筆者 が ジ ープ の 中 で 鼻笛 を 手に

し て い た とこ ろ 、 同 乗し て い たム ラ の 老 年男 性 た ちが 満 面 の 笑み を 浮か

べ な が ら 筆者 の 鼻 笛 を手 に 取 って 懐 か し げに 演 奏 して い た 。  
３ 現 在 で も サ ト ウ キ ビ の ワ イ ン を 飲 め る 機 会 は 多 く は な く 、 大 抵 は 葬 儀

や 祝 祭 の 場に 限 ら れ る。 若 者 がサ ト ウ キ ビの ワ イ ンを 飲 む チ ャン ス は今

で も 限 ら れて お り 、 彼ら の 手 に入 る 酒 と いえ ば 、 サン ミ ゲ ル ・ビ ー ルか

ジン 、 レ ッド ホ ー ス とい う 安 物で あ る 。 筆者 の パ シル 滞 在 中 、青 年 たち

が 酔 っ 払 って 大 声 を 上げ た り 喧嘩 を し た りす る 姿 を頻 繁 に 見 かけ た 。  
４ 夜 、 好 き な 女 の 子 の 家 を 青 年 が 同 性 の 仲 間 た ち と と も に 訪 れ る 。 現 在

で も こ の よう な 形 で 女性 に 求 愛す る 青 年 の姿 が 見 られ る 。  
５ 国 家 統 計 調整 委 員 会 （ NSCB）の ウ ェ ブ サイ ト を 参照 （ 2012 年 12 月 ）

http : / /www.ns cb .gov.ph /act i ves ta ts /psgc /munic ipa l i ty.asp?muncod e=
143208000&regcode=14&provcode=32  
６ 急 患 が 出 た場 合 に は 、ブラ ン ケッ ト の 両 端を し っ かり と 竹 に 括り つ け、

患 者 を ブ ラン ケ ッ ト に乗 せ て 運ぶ と い う スタ イ ル の「竹 の 担 架 」で 、R HU 
に 患 者 が 運ば れ る こ とも あ る。し か し、R HU か ら徒 歩 で 片道 数時 間 か か

る バ ラ ン ガ イ で 急 患 が 出 た 場 合 に は 、 患 者 は ジ ー プ に 乗 せ ら れ て R HU
か タ ブ ッ クの 病 院 へ 運ば れ て いく 。 た だ し、 ム ラ の誰 か が 所 有す る ジー

プ を 個 人 が貸 し 切 り にす る と 、 1 ,500 ペ ソ（ 約 3 ,000 円） ほ どの 料 金 を

請 求 さ れ るこ と に な り、 大 変 な出 費 と な る。  
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結 語   

 

 

 本 論 文 では 、 カ リ ンガ 州 パ シル に お け るフ ィ ー ルド ワ ー ク で得 ら れた

デ ー タ を 基に 次 の 2 つの こ と を明 ら か に した 。  

 ひ と つ は、パ シル にお け る ゴパ ス Gop as と 呼ば れ る儀 礼 の一 部 を 構成

し て い る 「遊 び 」 の 過程 に お いて 、 ム ラ 成員 と し て「 ふ さ わ しい 身 体性

と 社 会 関 係」 か ら の 「ず れ 」 がク ロ ー ズ アッ プ さ れる こ と に よっ て 、新

た な 要 素 が取 り 込 ま れな が ら 人々 の 身 体 性と 社 会 関係 が 再 調 整さ れ 得る

と い う こ とで あ る 。 儀礼 参 加 者た ち は 、 既存 の 身 体性 と 社 会 関係 か らの

ず れ を 意 識す る こ と で、 身 体 と社 会 関 係 の異 な っ た在 り 方 を 思い 描 いた

り 取 り 込 んだ り す る こと が 可 能と な る と 考え ら れ る。  

 も う ひ とつ は 、ゴ パス 儀 礼 の「『遊 び 』の 過 程 」な ど の 社 会の 中 の「中

間 的 領 域 」の 存 在 が 、パ シ ル の人 々 に と って 馴 染 みの な い 身 体性 と 社会

関 係 を 基 盤と す る 近 代医 療 が 人々 に 受 容 され る 仕 掛け と な っ てい る こと

で あ る 。「 規 範 的な 要素 」と「 反 規範 的 な要 素 」と が交 渉 し 合う 場 と なっ

て い る「 中 間 的領 域 」は 、対立 す る 2 項 の要 素 が 相対 化 さ れ る領 域 で あ

る た め に 、外 部 か ら 流入 す る 、あ る い は 導入 さ れ る新 し い 要 素を 吸 収す

る「 文 化 変容 の 緩 衝 帯」 と な って い る と 考え ら れ る。  

 ゴ パ ス 儀礼 は 次 の 2 つ の うち の い ずれ かの 目 的 で執 り 行 わ れる も の で

あ る 。 す なわ ち 、 ① 儀礼 の 主 体者 （ ゴ パ ス継 承 者 の子 で 、 通 常、 幼 児で

あ る ） に ゴパ ス の 守 護霊 を 付 与す る こ と 、② ゴ パ ス継 承 者 の 病気 を 癒す

こ と 、 で ある 。 筆 者 のゴ パ ス 儀礼 は ① の 目的 で 執 り行 わ れ た が、 ① の究

竟 の 目 的 は、 儀 礼 主 体者 の 地 位の 移 行 に ある と 考 えら れ る 。 この 場 合、

通 常 、 儀 礼主 体 者 は ゴパ ス 継 承者 の 子 で ある こ と から 、 潜 在 的な ゴ パス
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継 承 者 で あり な が ら 、ゴ パ ス の守 護 霊 を 正 式 に 付 与さ れ て い ない と いう

状 態 に あ る。 あ る い は、 こ の 場合 、 儀 礼 主体 者 が 幼い 子 ど も であ る こと

を 考 慮 す れば 、「 乳 児（ジ ョ ー ヨッ ト j oyo t、ま た は オン オ ガ ong -onga）」

と 「 幼 児 （ア ナ ッ ク anak）」 の間 の 過 渡期 的 存 在と し て 儀 礼主 体 者 を捉

え る こ と もで き よ う 。し た が って 、 ゴ パ ス儀 礼 は 、何 ら か の 過渡 性 や両

義 性 を 帯 びた 儀 礼 主 体者 を 「 安定 し た 地 位」 へ 移 行さ せ る と いう 通 過儀

礼 的 な 要 素を 有 す る もの で あ ると 考 え ら れる 。  

 し か し 、こ こ で 言 う「 安 定 した 地 位 」 とは 、 必 ずし も 永 続 的な 秩 序を

意 味 し て はい な い。「規 範 」 と「 反 規 範 」 の 相 反 する 2 項 の要 素 を 調整

す る「 中間 的 領 域」とし て の ゴパ ス 儀 礼 の「『遊 び 』の 過 程」にお い て は、

対 立 す る 2 項 の 要 素 の相 互 交 渉に よ っ て 、新た な 要 素が 加 え られ な がら

「 規 範 ／ 反規 範 」 が 再調 整 さ れ得 る 。 こ のこ と か ら、 儀 礼 主 体者 の 移行

先 と し て の新 た な 地 位は 予 測 不能 な も の とし て 捉 えら れ る べ きだ ろ う。  

 ゴ パ ス 儀礼 の ク ラ イマ ッ ク スの 後 に 設 けら れ た この 「『遊 び』 の 過 程」

は 、儀 礼の 他 の 過程 と異 な っ て特 定 の 名 前が 付 与 され て お ら ず、筆 者は 、

こ の 過 程 にお け る 老 婆た ち に よる 一 見 珍 妙に も 思 える 演 出 の 意味 や 、こ

の 過 程 が 儀礼 に 組 み 込ま れ て い る 理 由 を 理解 す る こと が で き ずに い た。

し か し 、 老婆 た ち が 体現 す る 「ず れ 」 を 「規 範 ／ 反規 範 」 を 相対 化 する

も の と し て捉 え 直 し た時 、 重 要性 が 低 い よう に 思 われ た こ の 過程 に 、パ

シ ル の 社 会を 外 部 に 開け た も のに す る と いう 重 要 な役 割 を 有 する も のと

し て 光 を 照射 す る こ とが 可 能 とな っ た の であ る 。  

 2005 年 のフ ィ ー ルド ワ ー ク開 始 当 時 か ら 2010 年 1 月 の 筆者 の ゴ パス

儀 礼 の 遂 行ま で の 期 間、 マ ン ゴゴ パ ス の イナ ・ バ ンウ ン は 、 筆者 に ゴパ

ス 儀 礼 を 受け る こ と を強 く 勧 めて い た 。 本論 文 の 結論 を 踏 ま えれ ば 、そ

の 理 由 は 次の よ う に 推察 す る こと が で き る。  
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 パ シ ル の人 々 と の 間に 親 族 関係 を 有 し てい な い にも 関 わ ら ず、 長 期に

亘 っ て パ シル に 滞 在 して い た 筆者 が 、 人 々に と っ て位 置 づ け 困難 な 存在

で あ っ た こと は 想 像 に難 く な い。 バ リ ン シア ガ オ の友 人 の 計 らい に よっ

て 、 外 部 者で あ り な がら ム ラ に居 住 す る こと を 人 々に 容 認 さ れて い た筆

者 は 、 外 部者 で あ る と同 時 に ムラ 成 員 で もあ る と いう 両 義 的 存在 で あっ

た と 言 え よう 。筆者 が帯 び る 両義 性 は 人 々に 困 惑 をも た ら す もの で あ り、

筆 者 の 位 置 づ け を 模 索 し よ う と す る 人 々 は 、「 パ シ ル に 親 戚 は い な い の

か 」、「 バ ナサ ン 一 家 （筆 者 の ホス ト フ ァ ミリ ー ） とは ど う い う関 係 なの

か 」、「 パ シル に 滞 在 して い る 目的 は 何 か 」な ど 、 筆者 に 様 々 な質 問 を投

げ か け た 。    

 ま た 、 日本 人 で あ る筆 者 は パシ ル の 人 々の も の とは 異 な る 身体 性 と社

会 関 係 を 呈し て い る ため に 、 人々 に 「 ず れ」 を 意 識さ せ る よ うな 存 在で

も あ っ た だろ う 。  

 し た が って 、 イ ナ ・バ ン ウ ンは お そ ら く、 人 々 のも の と は 異な る 身体

性 と 社 会 関係 を 呈 し 、外 部 者 とム ラ 成 員 の両 義 的 存在 で あ っ た筆 者 を、

ゴ パ ス 儀 礼に よ っ て 人々 が よ り受 け 入 れ やす い 地 位へ と 移 行 させ る べき

だ と 考 え た。 ゴ パ ス 儀礼 の 執 行に よ っ て 筆者 が 人 々に 完 全 に 受け 入 れら

れ る と い う保 証 は な いが 、「 遊び 」の 過 程 でク ロ ー ズア ッ プ さ れる ず れに

よ っ て 、 儀礼 参 加 者 たち は 筆 者の 存 在 そ のも の を 再吟 味 し 、 ムラ に おけ

る 新 た な 地位 を 筆 者 に付 与 し 得る 可 能 性 が予 期 で きた の か も しれ な い。

こ の よ う に考 え る と 、近 代 医 療と 同 様 に 、筆 者 自 身も 社 会 の 中の 「 中間

的 領 域 」 に一 旦 吸 収 され 、 内 部化 さ れ る もの で あ った と 言 え るだ ろ う。  

 初 め て イナ の 元 を 訪ね た 当 初か ら 、 イ ナは 見 ず 知ら ず の 外 部者 の 筆者

を 「 Tomo（ 筆 者 の ニ ッ ク ネ ー ム ）」 と 呼 び な が ら 筆 者 の 手 を 握 り 締 め 、

常 に 笑 顔 で応 対 し て 下さ っ た 。もっ と も 、外部 の も のに 対 す るイ ナ の「オ
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ー プ ン 」 な姿 勢 は 、 筆者 に 限 らず 、 近 代 医療 や キ リス ト 教 に 対し て も同

様 で あ る 。イ ナ の よ うな マ ン ヂャ ヂ ャ ー ワッ ク に 関し て 、 近 代医 療 の専

門 家 た ち は「や ぶ 医 者」、キリ ス ト 教の 神父 や 牧 師は「 悪 魔 を扱 う 者 」と

い う 言 葉 で彼 女 た ち を嘲 弄 す るこ と が 度 々あ っ た 。彼 ら は マ ンヂ ャ ヂャ

ー ワ ッ ク を、 近 代 医 療や キ リ スト 教 の 普 及の 障 害 とな る 存 在 とみ な して

い る か ら であ る 。 イ ナ・ バ ン ウン は 、 自 分へ 向 け られ た 医 療 専門 家 や宗

教 指 導 者 の「 苛 立 ち 」を 感 じ 取っ て い た が、 決 し て彼 ら に 対 抗す る こと

は な く 、 それ ど こ ろ か病 院 や 教会 へ 行 く こと を 人 々に 勧 め る こと さ えあ

っ た 。 外 部 か ら 流 入 する 新 し いも の が 「 中間 的 領 域」 を 使 っ て人 々 に取

り 込 ま れ たり 、 新 た な要 素 が 付加 さ れ な がら 「 規 範／ 反 規 範 」の 領 域が

再 調 整 さ れた り す る こと を 、 イナ は 認 識 して い た のだ ろ う か 。    

 パ シ ル の社 会 は 、 こう し た 「中 間 的 領 域」 を 備 える こ と に よっ て 新た

な 要 素 を 内部 化 し、「 規 範／ 反 規 範 」の 領域 の 調 整を 反 復 し て行 っ て いる

動 的 な 社 会と し て 捉 える こ と がで き る 。 逸脱 行 為 や外 部 の 新 しい も のに

対 す る 柔 軟な 対 応 は 、社 会 の 閉塞 化 を 回 避し 、 広 量で 開 放 的 な社 会 の維

持 を 可 能 とし て い る と言 え よ う。  

 こ れ ま での コ ル デ ィリ エ ラ の地 域 研 究 は、 民 族 間の 差 異 や 人々 の 生活

に 見 ら れ る文 化 変 容 を一 方 の 民族 か ら 他 方の そ れ への 変 化 と みな し た り、

「 伝 統 」 から 「 近 代 」へ と い う近 代 化 論 的図 式 の もと に 捉 え たり し がち

で あ り 、 なぜ 変 化 が 生じ る の かと い う 文 化変 容 の メカ ニ ズ ム には 関 心を

置 い て い なか っ た 。 本論 文 で は、 コ ル デ ィリ エ ラ の一 地 域 で ある パ シル

を 対 象 と して 、 伝 統 的な 暮 ら しを し て い るよ う に みえ る 人 々 の社 会 の中

に 外 部 の 新し い 要 素 が受 容 さ れる 仕 掛 け を見 出 す こと を 試 み 、「 中間 的領

域 」 に 見 られ る 新 た な要 素 の 受容 過 程 こ そが 地 域 社会 を 生 成 する 原 理で

あ る と の 見通 し を 提 示し た 。  
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 し か し 、 こ の 予 見 が適 用 可 能と な る 範 囲は お そ らく コ ル デ ィリ エ ラ地

域 に 留 ま らな い 。 フ ィリ ピ ン 諸社 会 を 対 象と す る 地域 研 究 に おい て も、

社 会 の 中 の両 義 的 領 域が 存 在 感を 有 す る もの と し て描 写 さ れ てい る こと

か ら 、 本 論文 が 提 示 する 予 見 はフ ィ リ ピ ンの 地 域 研究 に お い ても 有 効な

も の で あ るよ う に 思 われ る 。  

 ま た 、 社会 の 中 の 「中 間 的 領域 」 に 焦 点を 当 て 、近 代 医 療 が受 容 され

る メ カ ニ ズム を 明 示 しよ う と いう 本 論 文 の試 み は 、近 代 医 療 の導 入 を上

か ら の （ ある い は 外 から の ） 一方 向 的 な 現象 と し て捉 え が ち であ っ た医

療 人 類 学 に対 し て も 新た な 視 座を も た ら し得 る こ と が 予 期 さ れる 。 医療

人 類 学 に おい て は 、 近代 医 療 の導 入 に 対 する 人 々 の葛 藤 や 創 造的 実 践に

関 す る 報 告も 見 ら れ るよ う に なっ た が 、 近代 医 療 を受 容 す る 側の 視 点に

立 ち 、 そ れが 受 容 さ れる 仕 組 みを 検 討 す る試 み を 蓄積 し て い くこ と によ

っ て 、 近 代医 療 の 導 入を め ぐ る現 象 を よ り鮮 明 に 描く こ と が 可能 と なろ

う。  
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